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読売教育賞は、読売新聞社が教育の発展の一助にと創設し、

1952年に第1回募集が行われました。

対象は教育の現場で意欲的な研究や創意あふれる指導を行い、

優れた成果をあげている教育者や団体です。

各部門最優秀賞受賞者に賞状、盾と副賞（1件50万円）を、

優秀賞受賞者には盾、選外の方には記念品を贈ります。

第66回読売教育賞は以下の13部門の募集を行いました。

①国語教育②算数・数学教育③理科教育④社会科教育⑤生活科・総合学習⑥健康・体

力づくり⑦外国語・異文化理解⑧児童生徒指導⑨カリキュラム・学校づくり⑩地域社

会教育活動⑪ＮＩＥ⑫幼児教育・保育⑬美術教育

＊うち、国語教育、算数・数学教育、生活科・総合学習の３部門を除く、10部門で最優秀賞授賞。

第 66回　読売教育賞選考委員

①国語教育 明治大学教授 斎藤　　孝
②算数・数学教育 東京理科大学理数教育研究センター長 秋山　　仁
③理科教育 ＮＰＯ法人ガリレオ工房理事長 滝川　洋二
④社会科教育 筑波大学名誉教授 谷川　彰英
⑤生活科・総合学習 上智大学教授 奈須　正裕
⑥健康・体力づくり 筑波大学教授 田中喜代次
⑦外国語・異文化理解 津田塾大学教授 田近　裕子
⑧児童生徒指導 東京学芸大学名誉教授 河野　義章
⑨カリキュラム・学校づくり 学習院大学教授 佐藤 　 学
⑩地域社会教育活動 東京大学名誉教授 佐藤　一子
⑪ＮＩＥ 福山大学教授 小原　友行
⑫幼児教育・保育 東京大学教授 秋田喜代美
⑬美術教育 横浜国立大学名誉教授 宮坂　元裕

読売新聞東京本社編集局教育部長　丸山　謙一
 （部門順、敬称略）
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理科教育

1962年生まれ。1985年秋田大学教育学部教育心理学科卒業。1988年秋田県南秋田郡八郎潟町立
八郎潟中学校勤務。1990年秋田県由利郡鳥海町立直根中学校勤務。1996年秋田県由利郡仁賀保
町立仁賀保中学校勤務。2002年秋田県由利郡由利町立由利中学校勤務。2009年秋田県由利本荘市
立本荘東中学校勤務。2012年秋田県由利本荘市立出羽中学校勤務。2015年秋田県由利本荘市立大
内中学校赴任。現在に至る。連絡は、秋田県由利本荘市中館字堤台６の同校まで。

秋田県由利本荘市立大内中学校
研究主任  科学部顧問
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科学部活動を通して、
自分を見つめ、前進しようとする

生徒を育てる



第 66 回　読売教育賞から
【理科教育】

【最優秀賞選評】
滝川洋二　ＮＰＯ法人ガリレオ工房理事長
「部活顧問として理科研究のテーマ
設定や集団研究の工夫、大学との連
携などを具体的に紹介した。教育に
不可欠な探求心を育てる指導法であ
り、評価に値する」



1 はじめに
　

　秋田県における全国学力学習状況調査の結
果は、これまでに報告されているとおり高いレベ
ルにある。しかし、我々教員がそれをどれだけの
価値として捉えているかといえば、報道で扱われ
ているほど重要視していない現実がある。なぜな
ら、結果は平均であり、もうすでに終わった過去
の結果となるからである。我々の実践は、日々、
試行錯誤の繰り返しであり、前進しているもので
ある。一時の結果にあぐらをかいていては、未来
に何ものも生まれない。
　私が勤務する大内中学校は、秋田県の沿岸に
位置する由利本荘市の内陸部にある。生徒数
162名、秋田では中規模校である。農業や商
業、電子部品工業など様 な々職種があり、兼業
農家も少なくない。高齢化が進み、人口減少の
ため二つの学校が3年前統合し今に至る。地域
と共に育つ生徒達は、朝夕に地域の方とあいさ
つを交わし、職場体験活動などは30か所もの企
業のご協力を得ながら行うことができる地域コミ
ュニティーがある。大家族の中で育った生徒が
多く、お年寄りを大切にし、温和で明るい。しか
し、公の場所で自分の考えを主張したり、問題
（ここで言う問題とは机上の問題だけではない）
に果敢に挑戦したりするような気概のある生徒
は少なく、リーダーシップを発揮できる生徒も極
端に少ない。勝負より仲良く楽しむことを好む傾
向がある。
　ある大企業の社長が、「私は由利本荘市出身
の人間を雇う気はない。なぜなら、彼らは従順
で指示されたことは確実に行うが、自分の発想で
新たな問題を見いだしたり、解決したり、失敗し
ながらも修正を加え自分の考えを貫こうとしたり
しないからである」と断言したと聞いた。なるほ

ど、もっともであると考えながらも、私の感情は
正反対に動いた。それは過去のことであり、今の
我々が前進すればその考え方を根本から突き崩
すことができると。
　幸い、私は教員をしており、研究主任に加え、
学級はもっておらずとも科学部の顧問ではある。
研究の舵

かじ

を取る立場であり、科学部の運営の中
でも問いを発したり、発想の転換や自分の考え
方を主張したりできる生徒を育てていくことが可
能である。それを教育課程で生かせば良いと考
えたわけである。

2 科学部運営の考え方
　

　高齢化が進む大内地区では、若者が県外へ
流出している現実がある。学問を突き詰めなくと
も、この地に残り家を継いでほしいという願いが
地域に根強くある。そのような環境が大きく影響
している彼らの心を開拓するには、「自分でもや
れる」という自信（自己有用感）が必要である。ま
た、「自分がやらなければならない」も同時に感じ
ることができれば生徒の人生そのものが変わるこ
ととなる。これらの言葉の中には「田舎町に育っ
た、こんなちっぽけな自分にでさえも」という意味
合いが込められている。
　誰でも偉大な先人の伝記を読むたび、その素
晴らしさに感銘を受ける。その後の運命の分か
れ道となるといっても良い。自分でもできるかもし
れないと考えるか、自分に到底できないことと思
い込むか、この二つの違いは大きい。大抵の人
間の場合、後者となる。しかし、これらの人間に

研究の目的：科学部活動を通して、自分を
見つめ、前進しようとする生徒を育てる
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価値がないかと言えばそうではない。ただ、気が
ついていないだけなのだ。彼らを育て上げること
こそ戦後の日本を支えてきた教育の本当の目的
であったではないか。人を育てることができるの
は、何物でもない「人」である。
　30年後、職業として成立していない職業リス
トの中に「教師」があげられてあった。しかし、私
は異議を唱える。人を育てるのは、機械ではな
く、効率でもなく、人の歴史の重みであり、人の
思いなのである。100年後もその職種がなくなる
ことはないと断言したい。
　ここからは、科学部活動を主軸にした生徒の
育成に取り組んだ軌跡を記す。

3
科学部の活動を通した
生徒の育成　

1.	内発的な問題意識から生まれる
	 魅力的なテーマ設定
　とかく科学のテーマは壮大なものとなることが
多い。「宇宙に果てはあるのか」等。身の丈より大
きいテーマがあがった場合、もっと専門の数学や
科学の知識や考え方を磨いてから、ぜひ研究し
てほしいと付け加える。それゆえ、大内中学校科
学部のテーマ設定は身近な対象物に近づけるた
め、食べ物漫画の観賞から始まる。また、具体
的に大事にさせていることは、現象の繰り返しに
焦点を当てることである。繰り返しが法則となり、
法則を使えばその現象を再現できるところに研
究の目を向けるのである。テーマ集めは、一人１
日数テーマ見つける計画で行い、毎年１週間後
には１００テーマほど集まる。自分で見つけたテ
ーマでなくとも家族からの進言でもかまわない。
また、先輩の研究を学習する期間も設けているこ
とや、先輩の研究をサイエンスショーに仕立てて
地域の子どもたちに伝えるという使命が後輩た
ちに課せられているため、先輩の研究の中からテ
ーマを持ち出す生徒も多い。しかし、１００テー
マのうち、１～２年間じっくり考え深めることがで
きるテーマは、毎年ひとつあるかないかである。
ここ５年間のテーマを挙げる。

科学部の活動を通した生徒の育成 

①	内発的な問題意識の中から生まれる魅
力的なテーマ設定

②	それぞれの個性を生かした研究推進
③	責任を伴うリーダーの育成
④	コーディネート力の重要性
⑤	伝える喜びから生まれる自己有用感
 研究の成果や内容を魅力的に伝える

様々な方法

⃝ プレゼンテーションソフトによる発表
⃝ ポスター発表　⃝	サイエンスショー　
⃝ 英語訳発表　  ⃝ 映像動画

平成24年度	「マヨネーズのとぐろの秘密」………………………………………………………………………………	A
	 25年度	「トクトクを科学する	〜ビンから出る音の秘密〜」……………………………………………	B
	 26年度	「トクトクを科学する	〜ク音の是非〜」（継続研究）
	 27年度	「紙風船が語りかけるもの」…………………………………………………………………………………	C
	 	 「カブトムシとミミズと月と」…………………………………………………………………………………	D
	 28年度	「紙風船はたたくとなぜふくらむか	〜音による考察〜」（継続研究）　　　　	
	 	 「カブトムシのフンの質量と月に関する考察」（継続研究）
	 29年度	「紙風船はたたくとなぜふくらむか	〜音の分析と分子構造から迫る〜」
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　（A）マヨネーズを出したときに渦巻きができる
わけを追究した研究（らせんの繰り返し）と（B）
ビンからジュースを出したときに鳴るトクトクとい
う音の原因を追及した研究（トク音の繰り返し）
は、身近な食卓から生まれたものである。また、
（C）紙風船のテーマは、生徒の祖父が子どもの
頃に抱いた疑問から生まれたものである（たたく
という繰り返しの力が加わることで膨らむ）。また、
（D）カブトムシのテーマは個人研究であり、幼い
頃から３００匹あまりのカブトムシを飼育した経
験から生まれたカブトムシ博士によるものである
（フンの質量と月の周期の繰り返しとの関係）。ど
のテーマも魅力的であり、身近にある小さな疑問

が形を変え科学部のテーマとして生かされた。
　これらのテーマは、あまりにも身近なため見落
とされがちであるが生徒の目線から見れば万物
が研究の対象となり、それが研究の面白さを生
み出すこととなる。このようなものの見方や考え方
は、一般的に、生まれて間もない頃に備わって
いたものであり、徐々に消え去っていったもので
はないかと推測される。幼い子どもが親に向かっ
て「どうして〇〇は〇〇なの？」といった問いかけ
で親が困っているのを見たことはないだろうか。
そんな子どもたちが、知識偏重の教育の中で、
「問いを発すること」を忘れてしまっている。科学
部員もしかりであった。しかし、現在は、日本学
生科学賞中央最終審査など他校のすばらしい
研究テーマに触れ感銘を受けたり、たくさんの
方々から自分たちの研究を認められたりすること
で、これまで無関心だった身の回りの小さな事象
を見逃さず、おもしろいテーマを生み出す傾向が
後輩へと引き継がれている。これらの見方や考え
方、自己有用感が生涯の宝物となり、本当は幼
い頃、誰でもがもっていた能力が発動し、努力し
ている限りにおいて消え去らなくなる。これがい
ずれは地域、日本、世界に貢献できる人材とな
り得る大きな要因であると考えられる。

2.	それぞれの個性を生かした研究推進

　部活動としての科学研究には、相乗効果が計
り知れないほどにある。個人研究は、研究の専
門性を深め、生涯をかけてひとつの研究に没頭
する本物の科学者を生む。第６０回日本学生科
学賞において内閣総理大臣賞を獲得した高校
生は、昨年度の内閣総理大臣賞とダブル受賞と
なった。専門性を深め応用したのである。地道
な長い時間をかけた研究成果が多くの人の目に
触れ、受け入れられた瞬間を彼はしみじみと感

マヨネーズのとぐろ

ビンから出るトクトク音
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じ、涙の受賞となった。その瞬間を、部活動とし
て参加した大内中学校科学部の生徒達６名に
見せられたことが、大きな収穫となった。彼は生
涯、研究者として日本の未来を支える人材となる
だろうということは、あの表彰式の会場にいた大
内中学校科学部員のみならず、会場の全員が感
じ取ったことである。もしかしたら、そのような人
材を部活動として生み出すのは難しいかもしれ
ない。しかし、限りなく近づくことはできる。

【個性を生かした予想と実験】
　予想の段階では、部員の数だけたくさんの考
え方が出される。その証明のために行う実験方
法も十人十色である。それぞれの方法をいった
ん整理し直し、チームを組み、予想の検証実験
を行う。条件制御の問題が話し合われ、どの実
験に妥当性があるかを検討できるのも共同研究
の利点と言って良い。まさにアクティブラーニン
グがここで行われる。ここからさらに試行錯誤の
結果、もう一度、再現性を実証するための本実
験が始まっていくのである。まずは、失敗や実験
器具の破損を恐れず、思った実験を行ってみる
ことから始まり、そしてその過程から重要なファク
ターが生まれるのだ。
　次に示すのは、予備実験や予想検証実験に至

るまでの計画や器具、実験の実際、データの処
理、考察、まとめまでどのような生徒がどの分担
を担っていくのかを具体的に挙げたものである。

　実際の実験は、理科室または関係施設（上）
にて行われ、データの読み上げ、ホワイトボード
への記録、実験開始の合図担当など、部員全員
が実験に加わる。もちろん、学校教育の一環で

生徒から出される予想

個性に応じた部内の役割分担
⃝ 物づくりが得意な生徒 	実験考案者の要望に応え、物づくり　
⃝ 新入部員 	実験器具の洗浄や清掃、器具の受け渡し、準備
⃝ 手先の器用な生徒 	繊細な実験の実務担当
⃝ 計算ソフトや電子部品に詳しい生徒 	データの処理やPCソフトの選別と解読
⃝ 着実、実直型生徒 	データの記録とPCへの入力
⃝ 全体を俯瞰できる生徒 	実験の妥当性ややり方の改良案の提言、実験の指示伝達
⃝ 映像に詳しい生徒 	写真・ビデオ、映像メイク
⃝ 英語の得意な生徒 	英訳

平成27～28年度研究実験のための訪問施設 

科学技術館（東京）
秋田県産業技術センター（３回）
秋田県立大学（４回）
TDK株式会社にかほ工場（２回）
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行われている科学部の活動であるため、教科の
未提出物のため１時間程度活動時刻に遅れてく
る生徒もいる。だが、遅刻という多大な迷惑をか
けた後は、よほどのことがない限り期限内提出を
目指すようになる。担当顧問の私からガミガミ言
われるよりも、先輩や周囲の仲間から白い目で見
られる方がよほど堪

こた

えるらしい。とにかく、このよ
うな役割分担は、はじめは顧問の要請からでは
あったが、次第に毎日の小さな実験の中に自然
にできあがるようになる。もちろん、担当顧問が
問題提起し、データ処理の仕方をいくつか示し
たり、考察の方向を修正したりすることは必要不
可欠である。

3 .	責任を伴う実験とリーダーの育成	

　小さな実験の積み重ねが、いずれは規則性の
発見や研究の鍵を握る考察につながる。

　小さな実験の一つ一つに上記のような過程が
含まれており、そのような実験がいくつも積み重

なって、ひとつの大きな仮説が検証できる。その
ため、それら小さな実験であっても大切な共同研
究の材料であり、自主性を高めるための格好の
材料ともなる。その一つ一つの実験にリーダーを
つくり、実験を行う。毎日、部活の最後には、
データ確認とその時点での考察、つまり何が見
えるかというリーダーの考察をみんなで聞く時間
がある。このような経験を経ることで、自分たち
でリーダーを選び、実験を行うようになる。生徒
の責任で小さな実験を積み上げ、記録していく
わけである。もちろん、その日の実験のノルマは、
前日の実験の状況や考察から前日のうちに反省
会と称する部活動の終わりに行う会で決定する。
また、顧問のコーディネート力が試される最大の
ポイントもこの部分にあると言って良い。

4 .	顧問のコーディネート力の重要性	

　科学部ホワイトボードには、前日の話し合いか
ら見える今日の実際について顧問からの伝言が
毎日載ることとなる。主に、実験の指示と確認を
具体的に記録し、責任者についても記録される。
もちろん、研究は大きな目標の下に、中くらいの
目標をいくつか立て、また、その下に小さな目標
をいくつもつくり、それらが一つ一つ繋

つな

がって、

再実験の計画

…

予　想

実験方法の確立

実　験

	データ処理

考　察

予想の検証

部活ボードの例
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大きな目標に近づいていくという構図になってい
るのはご存じの通りである。この構図をうまく利
用すれば、最大の目標を達成できる頃には、部
員の心がひとつになり、達成感や自己有用感で
満たされることは間違いない。
　科学部顧問としてのコーディネートの例を記
した。内容は次のとおりである。

❶	今日の始まりと終わりの挨拶
	 　礼儀作法と時間のけじめにあたる。

❷	今日の部活の目的の確認
	 　小さな今日のテーマの選定にあたる。それ
をどのように内発的なものとして生徒におろ
していくかが重要である。

❸	仮説の確認と実験計画
	 　生徒に仮説や予想を立てさせ、それを証明
するために必要な実験の計画を自主的に練
らせるために必要な時間である。このまま仮
実験をさせる場合もあるが、たいていの場合、
顧問のアドバイスを経て❹の実験計画となる。

❹	実験の計画（具体的な動きや器具の確認）
	 　実験に有効かつ必要な器具や試薬や条件
統一などのアドバイスを経た実験計画を大
まかに立てる。生徒は、ノートに丁寧に計画
するのではなく、あくまでもおおざっぱに、
必要な部分のみをメモすることになってい
る。ここで、実験の数や必要人数によって自
主的に複数の実験に分かれる。

❺	実験結果の確認と考察の話し合い　
	 →	明日の計画の話し合い

	 　実験結果を持ち寄ることで、それぞれの実
験のつながりを考察する段階である。また、
ここで今日の目的やねらいを達成するべく、
顧問のコーディネートが考察を深める効果
を生み出さなければならない。いわゆる授業
の中で一番大切な、学習を深める部分にあた
る。そして、その考察から次の課題につなが
っていく過程を生徒の思考が途切れないよ
うに行う必要がある。このような日常が積み
重なって、大きなテーマへと近づいていく。

紙風船の体積を発泡ビーズで測定

科学部顧問としてのコーディネートの例

①	今日の始まりと終わりの挨
あい

拶
さつ

②	今日の部活の目的の確認

③	仮説の確認と実験計画

④	実験の計画（具体的な動きや器具の確認）

⑤	実験結果の確認と考察の話し合い
	 →	明日の計画の話し合い

⑥	大学や各研究施設との連携調整

⑦	発表方法の選定
	 ⃝ 市研究発表会	　⃝ 県研究発表会	
	 ⃝ 学生科学賞　
	 ⃝ 地域の小学校でのサイエンスショー
	 ⃝ 科学館でのサイエンスショー
	 ⃝ 自然観察コンクール
	 ⃝ 物理学Jr.セッション
　	 ⃝ 齋藤憲三	　⃝ 山崎貞一顕彰会	
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この科学部での研究の過程は、結局は理科
の授業の拡大バージョンになっている。

❻	大学や各研究施設との連携調整
	 　もちろん、研究は理科室だけで行われる地
味なものだけではない。各施設を訪問して行
われることも多い。また、大学の先生や企業
の専門家とのやりとりも必要となる。

　　平成２７〜２８年度にお世話になった団体
は、先に（p6）示したとおりだが、団体との
やりとりも顧問の大事な仕事となる。そのコ
ーディネート例を下に示した。

	 　しかし、顧問の仕事の重要な部分は、これ
らの事務的な手続きよりも、電話やメールに
よる相手との連絡の中に込める研究に対する
思いが一番大きく相手を動かすことと感じて
いる。地域の子どもたちを育てたいと願うのは
学校現場の教師だけでなく、地域や日本に貢
献している企業や団体の理念の根本にあるか
らである。また、専門機関との実験やそこか
らのアドバイスや議論は、研究をさらに深めた
り、これまでの研究の結果や考察を確認・修
正したりすることにつながる。自分たちの考え
が、違った方向から証明できることもあり、達
成感や向上心につながる。これは、授業で行
う発展的な学習にあたる。

❼	発表方法の選定
	 　発表方法の選定も生徒の自己有用感を高
める機会となる。プレゼンテーションソフトに
よる講義形式の発表、サイエンスショー、ポ
スターによる発表、論文など、発表形式を変
えることでそれぞれの個性が発揮されたり、
思わぬ才能が開化したりする。いったん開花
した才能は、周りの共同研究者（グループメ
ンバー）の賞賛の声に後押しされ、すぐさま
自己有用感に変わる。その生徒は、次の日か
らある意味別人となる。また、自分の考えを
発表することで本当の学びとなることや、そ
れを説明したときの相手のうなずきからさら
なる達成感や自己有用感を得るということを
彼らはよく知っている。今までの苦労が一瞬
にして消え去るのもこの瞬間である。

　　それでは、実際にいくつかの発表方法で得
た生徒の成長の例を挙げる。

5 .	伝える喜びから生まれる自己有用感

【コミュニティースクール活動の一環としてのミニ
実験やサイエンスショー】

　科学研究は、運動部に比べ地道で静的なもの
というイメージが強い。ところが、実際は運動部
と比較しても劣らないほど時間も根性も体力も必

協力団体との交渉内容

①	研究の説明
②	研究内容の送付
③	実験内容の相談
④	実験期日
⑤	輸送の手配
⑥	お礼の手紙（生徒）

NASAジェット推進研究所　福森一郎さんとの交流
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要とする。野球部の活動は、「巨人の星」に代表
されるように涙を誘うほど感動を伴う。また、最
近では男子バレーボール部物語「ハイキュー」と
いう生徒一人一人を大切にした感動青春アニメ
が登場した。勝負にかける部員たちの思いが、
毎日の地道でつらい練習の積み重ねの上に築か
れていればいるほど感動が大きい。であるなら
ば、科学部であっても十分に同等なつらさや実
験の積み重ね、うまくいかないときの焦燥感な
ど、研究テーマにかける思いや地道な努力は負
けていない。十分にアニメ化できるくらいの重み
を持っている。
　科学研究は、常に理科室で行われているもの
ではない。もちろん、理科室にいる割合は大きい
が、先に述べたような関係施設に赴き指導を受け

る。また、指導を受けるだけでなく必要な器具を
つくったり、アイデアをいただいたりすることもあ
る。加えて、他の研究作品を見たり、博物館や
科学館に出向いたり、また大学の先生の講演会
にも足を運んだりする。むろん、研究ばかりして
いては宝の持ち腐れである。研究は、人に知って
もらい、評価してもらい、分かってもらって実を結
ぶものだからである。だから、発表会に参加した
り論文を提出したり、サイエンスショーなどを行っ
たりすることも科学研究の中に含まれていると考
えている。天才物理学者、山村斉さんも論文を
書くだけでなく、テレビ番組でわかりやすく身ぶり
手ぶりを交えたサイエンスショーを行っているで
はないか。今や、科学者は実験室で試験管を振
っているだけでは収まらない。もちろん孤高の学
者を愚弄するものではないことも付け加えておく。
　さて、大内中学校科学部は、その前身出羽中
学校であった頃からサイエンスショーをつくり全
国規模で活動している。例えば、「トクトクを科学
するサイエンスショー」は、ガリレオ工房が主催
する「BoSS2015」において、全国大会で優勝
している。その後、音の研究を小学生に伝えるべ
く、東芝未来科学館をはじめ、次に示した施設
にてサイエンスショーを行った。市や県の事業か
らも要請があり、20人～300人規模の集会でも
研究を楽しんでもらっている。自分たちの研究に
うなずいてもらえることの意味を大内中学校科学
部員ならば誰しもが経験し、知っている。

東芝未来科学館サイエンスショー
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【プレゼンテーションソフトによる講義形式の発表】
　10分以内という時間制限で、研究内容を伝え
る。研究内容が深ければ深いほど、どの要素を
使って説明するかの選択が難しくなる。研究内容
が中学生の範囲を超えている場合、また研究内
容が前例のないものだった場合、困難を極める。
そのため、研究を数段階に分け発表するようにし
ている。相手が中学生の仲間であることや相手を
飽きさせないパフォーマンスを取り入れた発表を
心がけ、紹介をする。地域での発表は、お互い
の研究内容だけでなくパフォーマンスの在り方も
刺激となる。発表中、発表後の観客のざわめき
がその発表への評価となる。

【ポスター発表】
　発表形式の中で、一番手強く、一番満足感の
得られるバージョンである。

①	相手が誰であるのかという想定
②	1分、５分、１０分	…	時間による内容の準備
③	質問項目の想定
④	わかりやすくするための置き換えの実験、動画
等の実験証明の準備

⑤	いかなる場合でも動じない心、会話を楽しむ
心の準備

⑥	発表者の経験値、練習

　以上の準備ができて初めて、満足の得られる
相手との会話によるポスターセッションが完成す
ると考えている。発表した生徒が相手に認められ
るようなパフォーマンスができなければ、自己有
用感は生まれない。生徒の発想の豊かさや、臨

市研究発表会での研究発表

第60回学生科学賞最終審査

〈これまで訪問した施設〉
⃝ 地域各小学校（３校）　⃝ フェライト子ど
も科学館　⃝ 能代子ども館　⃝ 東芝未来科
学館（川崎）　⃝ 赤田公民館　⃝ 老人福祉
施設（マイともだち）　⃝ カダーレ大ホール
（市冬期教職員研修会、滝川洋二先生の市
内中２年生への講演会前座）　⃝ 県総合教
育センター（県理数レベルアップセミナー）　
⃝ 大阪市立科学館　⃝ 箕面第一中学校　⃝ 

札幌市青少年科学館
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機応変に対応できる頭の柔らかさ、そしてその場
面を楽しむ心が磨かれて初めて、このバージョン
は完成する。話し手が満足する瞬間とは、聞き
手が満足する瞬間と同時である。そして密

ひそ

かな楽
しみとして、顧問の楽しみもそれと同等に生まれ
る。生徒と同じ目線に立ち（同時に違った目線も
存在する）、生徒の満足感を共有するということ
は、生徒と教師という壁を越えて、人と人との心
の結びつきを感じる瞬間となる。

【個人研究	～国際的な舞台を意識しての発表～】
　個性を尊重したり将来の自分を見据えること
で、今の自分に何が必要かがわかる。部員の将
来の目標が国際的な活躍であるならば、当然、
英訳での発表をアシストしたい。平成２７年度
は、ＡＬＴと共同し、生徒一名が英語での発表
を行った。もちろん、研究内容を英語に直すこと
は、英訳することとは意味が違ってくる。専門用
語や推量、再現性のある言い切りなど日本語と
は違ったニュアンスがある。ここではＡＬＴに加
え、先輩（大内中学校科学部卒業→北海道大名
誉教授	佐々木陽一先生）の協力を仰いだ。研究
は、パワーポイントのみならず、ポスターにもまと
められ、この生徒は１年以上かかって、目標であ
ったサイエンスキャッスル（中高生のための学
会）での研究の発表を終えた。また、近隣の秋
田県立大学との連携でも発表を経験した。もちろ
ん、ネイティブな発音にもこだわったことを付け
加える。その後のこの生徒の成長は、研究にとど
まらず、秋田県英語弁論大会、生徒会長立候補
など、様々なことにチャレンジできる意欲的で前
向きな考え方ができる人間に変化していった。

【個人研究	～小さな頃からの興味の発展～】
　科学部に入ったきっかけが小学校の頃からの
興味関心の延長であることはあるが、それがその

後の研究内容と連動することはまれである。カブ
トムシを300匹あまりも毎年育て愛

め

でている科学
部員は、半月の夜にフンの質量が多いことに経験
から気がついていた。中学校の研究では、デー
タ値が重要となる。目で見た感覚ではなく、統計
から推量することで科学研究が成立し、本物とな
る。Newton別冊「統計と確率」を生徒と共に学
習し、統計学からカブトムシのフンの質量に挑ん
だ。毎日のフンの質量計測というアナログと、統
計から得られるふたつの因子のつながりを読み
解くデジタルの鍵が統計学にあった。もちろんエ
クセル処理は、PCに堪能な先輩の生徒の指導
の下で行われた。ここに、個人研究といえども部
活動としての人とのつながりの良さがある。
　この研究は、「カブトムシのフンの質量」と「月

小学生の頃の研究記録ノート

サイエンスキャッスル関東大会参加

小学校の研究ノート
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の満ち欠けの周期」という
本来結びつくことのないふ
たつが結びつくからこそお
もしろい。この感覚は、こ
の生徒の小さな頃からの
生活経験が生んだもので
あり、大切にすべき感覚で
ある。そして、このような
生徒の科学的な見方や考
え方の芽を摘んではなら
ない。

【発明としての研究発表】
　ビンから出る心地よい
音の研究からトクトクが長
く続くビンの開発という発
展的な研究も行っている。ビンの特徴や音の分
析から考察し、ビンを制作した。秋田公立美術
大学の協力を得て行われた研究である。科学的
根拠のもとでビンを作成し、市村アイディア賞で
は、首都圏で行われた表彰式に出席した。「挑戦
し、努力し、発表したものが評価され、表彰い
ただく」という一連の流れが、いかに一人の人間
を変えていくのかを見守ることができる幸せがこ
こにもある。

【映像や動画での発表】
　個性は様々で、サイエンスショーなど声や動作
で表現することは苦手でも、PCを通しての表現
に長

た

けている生徒も多い。会話を通してのコミュ
ニケーションは大事であるが、PCでの表現が得
意な生徒にとって、その能力を伸ばしていくこと
も必要である。コマ送り映像のつなぎ合わせな
ど、中学生であれども自分の得意とする分野とも
なれば専門的な技術に関しても予想以上の能力
を発揮する。大学レベルのImageJソフト（全文

第46回市村アイディア賞奨励賞受賞（科学部　部長　真坂圭都）

第14回全国子ども科学映像祭出品
「ビンから出る音の秘密」より

　このDVDには、この３年間の想
おも

いが込め
られています。先輩達と一緒にやった実験
の思い出や仮説が検証されたときの感激も
すべて。また、せっかく終わった大量の実験
がやり直しになったこともありました。それ
でも真実に近づいている確かな何かを頼り
に、この３年間研究を続けることができまし
た。世界初のハイスピードカメラ映像や、
考え方の転換を図り行った研究結果も誇れ
るものです。しかし、先輩達とともに科学部
みんなで創り上げた歴史が僕たちの最大の
誇りです。今年度の科学部のテーマは、｢発
信｣。お世話になったたくさんの方々へ、感
謝とともに発信します。
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英語のバージョン）を読みこなし、使用した生徒
も科学部には存在する。いかに若い能力が開花
するとすばらしいものだろうか。P13に出品コメン
トを付け加えたが、生徒らしい先輩との心の絆が
表現されており、ほのぼのとする。

4 終わりに
　

　これまで、学校教育の中の部活動を主に取り
上げながら、生徒の活動を紹介してきた。部活
動は、教師と生徒が教育課程の中で行うもので
あり、秋田県ではその重要性が認識されている。

部活動から生まれた相手に対しての感謝の気持
ちや礼儀が学校教育現場だけでなく、地域にま
で広がりを見せている。科学部の活動も部活の
域を超え、教育課程、コミュニティースクールへ
も影響を与え続けている。科学的な探究活動に
対する向き合い方が、狭い範囲の教科や学習に
とどまらず、自分の生き方や生かし方にまで影響
を及ぼす効果があることを感じる。少なくとも、
入部したての１年生の頃よりたくましくなった生
徒を、卒業式にはお互いの涙で見送ることができ
るようになった。ここに私の研究目的である「科
学部活動を通して、自分を見つめ、前進しようと
する生徒を育てる」の意味が存在する。

地域ボランティア（科学フェスティバル）に参加
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社会科教育

 1962年生まれ。1984年立命館大学産業社会学部卒業。1985年宮崎県立延岡高等学校勤務。1995
年県立宮崎大宮高等学校勤務。2003年宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校勤務。2009年宮崎県立高鍋高
等学校勤務。2014年より県立宮崎農業高校赴任。現在に至る。連絡は宮崎県宮崎市大字恒久春日田
1061の同校まで。

宮崎県立宮崎農業高校
教諭 （地歴公民科）

川
か わ

末
す え

　修
おさむ

上機嫌な授業のために
〜 「現代社会授業ノート」の活用と「最近の出来事」を軸として 〜

及び「主権者教育」「キャリア教育」の実践



第 66 回　読売教育賞から
【社会科教育】

【最優秀賞選評】
谷川彰英　筑波大学名誉教授

「『上機嫌な授業』をキーワードに高
校の『現代社会』の授業改善を行っ
た。日本語能力を育むために新聞を
活用するなどの実践も含まれ、後続の
教師に大きな示唆を与える報告だ」



1 はじめに
　

　まず、教諭としての経歴を記す。

　昭和60年4月に宮崎県に採用される。当時の

採用試験の専門科目は「政治経済・倫理社会」。

現在は地歴公民科に再編されたが、当時は社会

科教諭として、若山牧水の母校である延岡高校

に赴任し、10年間勤務。その後、宮崎大宮高校

8年、五ヶ瀬中等教育学校6年、高鍋高校5年

勤務。現在、宮崎農業高校4年目。その間経験

した担当教科は現代社会、政治経済、倫理、

地理、世界史。現在は、初めての勤務となる専

門高校で、2年生対象の現代社会（2単位×5ク

ラス）と3年生の選択政治経済（2単位×1クラス

=15名）の計12単位を担当している。

　中高一貫校の五ヶ瀬中等教育学校で、中学生

の授業を担当したことで、授業力アップの必要性

を痛感し、自らの授業改革に本気で取り組み始

めた。高校3年生（中等教育学校のため6年生

と呼んでいる）のための「倫理」の教科書整理ノ

ートを作成したことがベースとなり、次の高鍋高

校でオリジナルの「現代社会授業ノート」を作成

し、生徒全員に一冊ずつ持たせ始める。平成24

年度には宮崎県の地歴公民科「教科指導力向

上支援教員」として、県内の地歴公民科の先生

方を対象とした授業公開等を行った。高鍋高校

を離任するまでの29年間は、普通科で「センタ

ー現代社会」「センター倫理」さらに国公立大学

の社会科学系統の学部の二次試験小論文受験

の指導に当たった。

　宮崎農業高校に転勤し、一般入試の学力試

験では、大学を受験する生徒のいない学校での

初めての授業を行って4年目。普通科でも同様

のクラスの授業は経験していたが、一人で2学年

全クラスの「現代社会」を担当することをアドバン

テージにした教科指導の中で、いかに生徒の学

力を向上・定着させ、学習への意欲を高めるの

か、日々生徒と向き合っている。つたないが本気

の実践の一端をまとめ、応募することにした。

  なお、昨年から各県立学校に1名ずつ配置さ

れた主権者教育推進リーダーの任も負っている。

2 実践（１）  現代社会授業ノート
　

　プリントの整理をしない生徒への指導をどうす
るか考えたことが、作成の契機の一つとなった。
テスト問題をはじめとするプリントを、現代社会
専用のファイルを準備するよう年度当初に指導
するのだが、なかなか実行しない生徒がいる。
他教科、特に国語・英語・数学のプリントの量
は膨大である。勉強しようと思っても、宿題のプ
リントが行方不明となり、必死で探しているうち
に、貴重な時間を失うことにいら立ちながら、学
習意欲も衰退するという高校時代の情けない思
い出もある。プリントの精選と管理負担を軽減す
ることで、生徒に合理的な学習を促すことができ
るのではないか。また、年度当初に配布すれば、
年間を通した学習への取り組みが提示でき、授
業が安定するのではないか。
　地元の印刷業者に3月末に原稿を渡し、印刷・
製本をお願いし、4月の最初の授業（授業開きと
呼んでいる）で、生徒に配布する。平成24年度
から始めて、今年で6年目。構成は、ほぼ変わ
っていない。第1号となった「倫理」の授業ノート
の表紙は生徒に依頼した。書道部の生徒が、篆

てん

書
しょ

で私の名、「修」を書いてくれた。その一文字が
表紙を飾った。翌年からは、“みやざき犬”として
宮崎県が採用した、「ひぃ・むぅ・かぁ」の、いわ
ゆる、ゆるキャラの3匹の犬のイラストを採用させ
ていただいた。念のため、県の担当部署に著作
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権上の問題がないかを確認したことを思い出す。
　「はじめに」では、学ぶことの意味を訴えてい
る。学習に専念できる時間を与えられる日常は、
文字を発明し受け継いできたご先祖様からの贈
り物である。震災など非日常が訪れる可能性を
考えれば、たまたま災害に直面しないでいる幸運
も当たり前のことではない。「なぜ高校生は勉強
しなければならないのか」気づいてほしい思い
で、書いた。特にパソコンの普及により漢字を書
かない、書けなくなりつつある、私を含めた日本
人への警鐘でもある。
　母国語は母の胎内に存在し始めたときから学
び始める。そのとき「こんなことを学んで何になる
のか」と学びを拒絶した人は、一人もいない。そ
こに、学びの本質があることを生徒とともに確認
し、宣言する授業開きでもある。次の2ページに
わたる新聞記事（宮崎日日新聞コラム「くろしお」
と「ひと」）は、その流れで掲載している。
　次の「離任式でのお話」は、3月下旬の離任式
での先生方のお話をメモし、その夜の職員送別
会で配布するという作業を2年前までの10年間
継続してきた。去りゆく教師が教え子に語る別れ
の言葉は、教育的価値を持つことがある。ここ2
年間は、出張と重なり記録できなかったのだが、
生徒の母校への思いを、本気で語った教師の言
葉は、それを読む高校生に良い影響を与える力
があると信じたい。迷った末、今年度も一昨年
分を掲載した。そういう意味で、私は始業式や
終業式などの集会で校長を始めとする教職員の
話を教育実践の機会として重視している。職員
がその話に感じ入り、自らメモをする学校長と巡
り合えることは生徒にとっても、職員にとっても幸
せなことであるが、極めてまれではなかろうか。
全校集会や学年集会に緊張感を持たせること
も、その学校の教育の質を左右するものと認識し
ている。

　次のP1がシラバス（年間指導計画）である。
何を教えるか、日程とともに年度当初に伝えてお
くことは、授業を安定させるためにも有効である。
同様の効果を期待して、P2〜6を年度内の授業
日程表。記入して活用してくれる生徒には好評で
ある。P7、8は授業プログラム。「黄金の三日間」
という言葉が、小中学校では金言であることは、
高校教師には一般的ではないのかもしれない。
新年度を迎え、担任としてのクラス開きの最初の
3日間、教科担任としての授業開きの最初の3
時間で1年間の流れが決まる。そういった意味
で、1時間目に授業ノート（特に「はじめに」）、2
時間目に「正しい自己紹介とはいかなるものなの
か」、3時間目に「正しい新聞の読み方とはいかな
るものなのか」を実施している。その略案がP7、
8ということである。
　そしてP9には、夏季課題と課題テスト範囲を
掲載している。夏休みに生徒が、自ら「公民科」
を学ぶ時間をとることは、難しいことがわかって
いるからこその工夫である。夏休み中に新聞を読
み、教科書を読み、税に関する作文を書き、レ
ポートまたはスクラップ帳を作成することを強い
ている。P10〜31が、次の3で詳述する「最近
の出来事①〜⑪」。そのあと15枚の通常のノー
トのページ。現代社会のノートはこの一冊で、こ
とたりる。別途購入不要。
　「おわりに」は裏表紙の裏のページにある。東
日本大震災のあと、作成した詩を掲載した。一
部、「ひょっこりひょうたん島」からの引用もある
が、本気で勉強することを訴えたものである。「本
気」「元気」をキーワードに、息子・娘ほど年の
離れた若者を前に、自らを奮い立たせる意味合
いも込めている。
　1部220円程度。全国有名書店でも買えな
い、価値あるノートと生徒に説明し、生徒の一括
納入金から支出している（14ページの写真4）。
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3 実践（２）  最近の出来事
　

  「最近の出来事」という題名の課題を年間通し
て生徒に課している。新聞記事から気に入ったも
のを一つ選び、見出しとリード文を要約させる。
それぞれが21日分の①〜⑪の提出を年間を通し
て求めることになる。「現代社会授業ノート」に印
刷してあるので、生徒には定期考査のタイミング
での、ノートによる提出を求めている。
　私が制作した完成版が定期考査や課題考査
で必ず出題する時事問題の範囲となる。私は、完
成版を作るために、当然新聞を読むのだが、どの
記事を選ぶかをテーマにすることで、新聞の読み
方が変わることを実感する。まず、今授業で取り
扱っているテーマと関連のある記事がないかを探
す。定番としては、子どもの日の前の子どもの人
口統計、死刑執行、自殺者の統計、8月の原爆投
下、終戦記念日に関する記事などがある。決定打
に欠ける日は、「ひと」の欄から、人物を紹介するこ
ともある。生徒には、どの新聞にもある「ひと」の欄
を読むと、素敵な出会いがあるよ、と伝えている。
特に10代の若者が取り上げられている記事は、
チャンスである。生徒が、自分の生き方の指針と
する可能性もある。どうしても決められない場合
は、トップ記事にすることが多い。宮崎日日新聞を
熟読している。他に、学校図書館にある全国紙2
紙、電子版で読む全国紙1紙を読んでいる。交
通機関を利用する時など、自分で購入する場合
は、それ以外の全国紙を買うようにしている。
　宅配による新聞の定期購読をしない世帯も増
加している中、若者に限らず新聞離れが進んで
いる。新聞は、失礼を承知で言えば、ITが主導
する情報化社会の進展の中で、残念ながら斜陽
産業化しているメディアであろう。しかし、新聞
は生きる力を育むうえで、大きな力がある。キャ

リア教育の視点からも、公民科の授業で取り入
れないことはありえないツールである。
　期待される効果の一つは、日本語力の向上で
ある。毎日、良質の日本語を読みながら、日本
語で考える力を高めていくことができる。ワープ
ロは打つが、字を書かない生活の中で、特に漢
字力の低下は、今や日本人全体の問題であると
痛感する毎日である。まず、板書をしながら漢字
を書けなくなっている自分がいる。字を筆記用具
で書くのは、板書だけという一日があるという教
師は、おそらく私だけではないだろう。
　効果の二つ目に、自分の進路を社会の一員と
して考え、進路選択をするための有効な情報を
思いがけず
0 0 0 0 0

、得ることである。ネットでニュースを
見ることは、この「思いがけず

0 0 0 0 0

」という点で、新聞
に劣ると考えている。ネットでは自分の知りたい情
報を求めることが多いのに対し、新聞は自分の知
らなかった、関心のなかった世界の魅力を伝えて
くれることがある。生徒には「あなたが変われば

（=新聞を読めば）世界が変わる」と伝えている。
　効果の三つ目に、主権者教育には欠かせな
い。ということは、公民科の授業では、必須であ
るともいえる。自ら主体的に判断する主権者、社
会を向上させる市民として成長させる力を新聞
は有している。
　学習時間が少なくなるということは、日本語を
読み、自らの手で文字を書く時間が減っていると
いうことである。日本語力の低下と新聞離れの相
関関係は小さからず。母国語の共有力の低下
は、コミュニケーション能力の低下という、日本
社会の危機的状況の原因である。教師の言葉や
親の思いが生徒に伝わらない。子どもの考えが
わからない。話を自分の都合のよいようにしか理
解しないわが子に向かって、「勝手耳（カッテミ
ミ）」と揶

や

揄
ゆ

した母親が印象的である。私も「石の
上にも三年」「しんがり」などという言葉を、生徒
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に理解してもらえないという経験が日常的になっ
ている。生徒にとって死語化している日本語を使
うときには、しっかり説明しなければならない。
ジェネレーションギャップは、母国語にある。
　キャリア教育の根幹は、「学力の保証=日本語
力の向上」にあるという思いで、私は「最近の出
来事」の取り組みと提出、チェック、評価に時間
を割いている（チェック印として使用しているスタ
ンプ。14ページの写真5）。
　新聞を取っていない世帯に配慮して、学校図
書館及び県立図書館など近隣の図書館の利用
を呼び掛けている。また、自宅で購読している新
聞を、提出状況の良くない生徒にプレゼントする
こともある。それでも、提出しない生徒もいるの
で、私の完成版を写して提出することも認めてい
る。最近の出来事②の完成版と、それを範囲と
した時事問題のプリントを同封する。50分の試
験時間を余らせて、退屈する生徒がいないよう
に、毎回、読売ワークシートから、1ページをお
まけしている。テストを返却する時間に、共通の
教材として取り上げ、新聞を読む動機づけをする
よう利用させていただいている。
　時事問題の出題形式は、パターン化されてお
り大問1−見出しの完成、大問2−漢字の読み書
き、大問3−空所補充によるニュース完成、大
問4−正誤問題、大問5−論述。ここでは死刑
制度の是非や自殺の是非を論じることで、絶対
に親より先に死なない決意をするよう求めるメッ
セージを、毎年、必ず発している。これが、キャ
リア教育の出発点であると、私はひそかに思う。

4
実践（３）
上機嫌な授業のために　

　10年前に鹿児島市で実施された高校公民科
教諭向けの教育講演会で、講師は「先生方、ど

うぞ上機嫌に授業をしてください」という言葉で
締めくくられた。聴いた当初は、何とも陳腐な言
葉だなと感じたのだが、日を追うにつれ、毎時間
上機嫌に授業することが、私にとっては容易でな
いことに気づかされていく。不機嫌になる要因は、
日 い々くらでも生じる。それにとらわれず、気持ち
を切り替え、笑顔で穏やかに、楽しく授業をする
ことが、教師としての修行である。今日「上機嫌」
は、私の座右の銘である。上機嫌を教室にもた
らすために、「授業日誌」（表紙・写真1、記入
例・写真2）と「二つの儀式」を取り入れている。

<授業日誌の書き方> （ノートの表紙裏に添付）

①	記入者の出席番号　氏名
② 	日時（　月　日　曜日　時限）総計
　_____時間目（板書するので、写してね）
③	欠課者の出席番号・氏名・欠席の理由　　
（忌引き、出停）

④	本日のテーマ
⑤	今日の授業のポイントはこれ（重要語句
や資料など）

⑥	⑤以外で最も印象に残った点は（ニュー
スや雑談等も含めた中から）

⑦	感想、意見、疑問点
⑧	次回の担当者を指名し、その人物の魅力
（長所）を紹介する

⑨	最近のニュース、イラスト、格言などで　　
スペースを埋めなさい

■ 写真1
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　この授業日誌は、「できるだけ授業当日の放課
後か、翌日の昼休みに、職員室まで持参する」よ
う、指導している。その場で、教科担任としての
面談ができる。訪れてくれた生徒には、必ず「高
校を卒業したら、どこで何をしていたいか」を問
う。答えによって、その職種や進学先での情報
を話題にする。そのうえで、新聞や本を読むこと
の魅力を伝えている。ささやかながら、キャリア
教育の実践の場となり得ることがある。担当した
生徒は、次の時間の冒頭で私の横に立ち、クラ
スメートに「好きな言葉」を復唱してもらう。「復唱
してください」（全員で復唱）「（例）笑顔が一番」

（全員で復唱）。復唱後は、盛大な拍手をして、
最後は、担当者の合図で、パン・パパパンとい
う手拍子を合わせて一体感を得る。これから「現
代社会」の授業だぞというけじめを、楽しくつける
ことができる。
　教材を準備しない生徒がいる。他の教科の教
材やプリントが机上におかれたままのこともある。
朝の読書で読んでいるのか、お気に入りの文庫
本を手にしたまま、机上には何もない状態であっ
たりする。現代社会に興味・関心のある生徒には
手はかからない。やる気のない生徒に、どうやっ
て火をつけるか。それが、怒鳴りや脅し、説教で
あれば、愚策である。上機嫌がキーワードである。

　次の儀式が「時事クイズ」である。ニュースに
関する単語を正解として出題するのは、前回の授
業日誌の担当者。私が持参するA4判サイズのホ
ワイトボード（写真3）にマーカーで記入する。

　解答者は本日の授業日誌担当者。本日の担当
者が誰かは、私がクイズ形式で発問しながら、
生徒に答えてもらう。ヒントは前回担当者の書い
た、その人の長所。時には長所?と疑いたくなる
表現もあるが、概ね好意に基づいたわかりやす
い人物像がヒントとなるので、すぐに本日の担当
者の名前が、生徒の口から出てくる。直後に、
時事クイズの趣旨の口上を、全員で唱和する。

「皆さんの質問力、反応力、時事力を試す、時
事クイズの時間です。今日の出題者は〜さん。
解答者は〜さん（〜は、フルネームで全員で発声
することになっている）。問題はこれです」と私が
司会をして、出題者が、教壇に立つ解答者の背
後の黒板にホワイトボードを掲示して、解答者以
外の全員に解答を周知する。そのうえで、出題
者が解答者へ「はい」か「いいえ」で答える質問を
する。これがヒントとなる。例えばQ「外国から
運ばれたコンテナの中にいましたか」、A「はい」。
ここで、答えを知っているクラスメートが反応す
ることになる。「そうだよね」「こわいよね」「何のこ
と？」。その反応を確認しながら解答者が「ヒアリ」
と正解を答えてくれるのが理想の展開である。ど

■ 写真2

■ 写真3
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うしても答えが出ない場合は、全員に、このニュ
ースを知っているかを発問し、知らないのは一人
ではないことを確認するなどしながら、振り向い
て、解答を確認するよう促す。いずれにせよ、今
度も手拍子。解答者が、音頭を取って、パン・
パパン・パン・パパン・パン・パパッパ・パンと
全員で合わせて、最後に解答者が右手を上げな
がら正解を発声する。このあと、出題された背景
となったニュースに、若干の解説を加えた後、教
科書の題材に入っていく。ニュースと題材がリン
クできると、生徒と私の上機嫌度は高まっていく。
　この儀式を始めてからもう5年以上たってい
る。60回の授業で毎回やらされる生徒以上に、
私の方が飽きてしまい、やめようかと思うことが
なかったわけではない。事実、一部生徒の不規
則発言等で授業が不安定になったクラスでは、
中断したことがあった。続けるエネルギーに、次
の新聞記事がある。
　《歌手の松任谷由実さんが尋ねた。「（私は）こ
んなにステージをやってきて、お客さんも喜んでく
れているけど、この先に何があるんですか」。森光
子さんが答える。「飽きないでください。それだけ
でいいです」。松任谷さんの対談集「才輝礼讃」に
そうあった。放浪記の主人公、林芙美子を41歳
から演じること2017回、とさらりと書いてしまうの
も憚

はばか

られる。48年間、後半は短くなったとはいえ、
しばらくは5時間半の舞台。代名詞にもなったで
んぐり返しは3回続けてやっていた。役に恵まれ
なかった前半生から一転、遅咲きの輝きは、日々
新面目あったればこそだろう。…中略…「飽きない
でください」は何より自らへの戒めだった。
　酒は強くなく、晩年は「私、2センチください」と
ワインを飲むのがつねだったそうだ。気取らない
森さんのこと、席の楽しさが目に浮かぶようであ
る。松任谷さんは、34歳年上の先輩の言葉に「ズ
ッシリ受け止めました」と応じた。飽きないでくだ

さい。こちらもその難しさをかみしめつつ、大女
優をしのんでワイン2センチ》（日本経済新聞　
春秋　平成24年11月16日付）
　私の「飽きない」ための考え方は、日々授業の
向上を追求する=変化なきところに向上なし。健
康でいる。上機嫌でいる。本を読む。体操、運
動をする。本を読まなくなると、授業力が落ちる
ことを実感する。「むさぼるように本を読む」。本
や新聞記事とは、必要なときに出会うという経験
を幾たびもしてきた。「求めよ、さらば与えられん」
である。また、授業は、講演会の講師のつもり
で行う。ただし、参加者は、ほぼ全員が「動員」
であり、身銭を切っての参加者はいないと考える
べし。自分が身銭を切って何度も講演会に行っ
た。自分が講師になるのはいつ?と考えるように
なる。「そうだ、毎日の授業が講演会じゃないか
!」と気付く。17、8歳の若い聴衆に伝える幸せ。
楽しからずや。自分が楽しくなければ、生徒が楽
しいはずがない。
　しかし、上機嫌を壊してくれる生徒の反応も、
たびたびである。例えば、授業中に寝る生徒へ
の指導。授業が始まる前に指導したうえで、寝な
い状況を褒める。授業後、職員室に呼んで指導
したこともあったが、最近では、一人も寝ない授
業が続けば、生徒が偉いと感じるようになった。
授業中、睡魔に襲われた時の感覚は、自分が研
修等で、生徒の立場になると、いやでも思い出さ
れる。眠たい時はある。内容に関心が持てず「つ
まらない」時は、なおさらである。生徒を寝かせ
続けない一つの技として、「呪文」がある。ドラク
エの中で「ザメハ!」が目の覚める呪文だという。
熟睡の続く生徒には、近寄って行って、呪文を
かけることもある。周囲の生徒は楽しみにしている
のだが、これは伝家の宝刀として、極力抜かない
方が効果がある。上機嫌な起こし方である。
　最後に、5回の定期テストと3回の課題テスト。
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特に不出来な答案が続くクラスの採点は不機嫌
になってしまいがちである。〇×をつけながら、
準備をしていない生徒に怒りがつのるが、やが
て、そうさせた教科担任の自分が反省すべき点
がないのか、という視点に立ち返ると、幾分、機
嫌は持ち直されていく。「勉強しなくていい。赤点
さえとらずに単位だけ取られればいい」という生
徒が、どうしたら学習活動をすることになるのか。　
　去る7月の成績不振者生徒との三者面談（教
科担任、保護者、生徒）では、「現代社会授業ノ
ート」の「はじめに」を手に、勉強することの意味
を話題にすることから始めた。母親の一人は、「先
生、こんな息子は叩

たた

いてください」と言われた。
本人の前では「よし、お墨付きをもらったぞ（この
言葉も理解できるか、生徒には確認する必要が
あった）」とは言ったものの、当然、生徒を叩くわ
けにはいかない。体罰は、教師の敗北である。
「本気で100点」を目指すよう、日々の授業の中
で、生徒に火をつけることができるように、上機
嫌に種火をともし続けることが、最善の策である。
　テストの採点に関しては、漢字にはこだわる（ひ
らがな書き、誤字は×）。漢字を書かないことを、
大人、特に教師が容認してはならない。次世代
に文化を伝えていく重要な使命がある。母国語
は、文化の根幹である。それができなくなると、
社会は衰退していくという危機感を持つべきとこ
ろまできている。隣国・韓国のように漢字を捨て
る愚策（私からすればであるが）をとる将来が来
ない、とも限らない。関連して、公民科の授業
で、英語をどう指導するかもテーマにしている。
基本的に、UN（United  Nat ions）やニート

（Not  in  Educat ion、Employment、
or  Tra in ing）などの欧米圏で発生し、日本
でも使われている略語は、キーワードとして定着
するよう指導している。テストでも英単語の回答
を求めることがある。同時にフリーターなどの和

製英語は、きちんと指摘するよう心掛けている。
一時期、社会の授業を英語でやってみようか、
と考えたこともあったが、今は、そんなことはする
べきではないと思い直している。それは、英語教
育の小学校への導入が契機となった。英語教育
を否定するものではないが、まずは日本語である。
日本企業での入社式で、日本人社長の祝辞が英
語で行われたという報道に接すると、失望感を禁
じ得ない。日本語力が低下していると実感せざる
をえない状況下、日本の公教育における英語教
育の在り方を問い直したいのだが、自分のやれる
ことは、日本人としての母国語への愛情と信頼を
基盤とした、英語使用であると思っている。五ヶ
瀬中等教育学校時代には、親密にしていたALT
と一緒に、現代社会の授業を実施したこともある。
　テストに戻る。テスト返却時の「やり直し」の指
導もポイントである。正解のプリントを見て、解
答を写すだけの生徒達を見るにつけ、「今日の学
びの現実」を嘆きたくなる。問題を読まずに正解
を書き写すことに、何の意味があるのか。特に選
択肢の記号の「ア」「イ」「ウ」を書き写して、何に
なるのかを生徒に問いかける。同一問題を次の
テストで出題し、同じ過ちを繰り返さない準備を
することは、人間力を高めることにもつながると伝
えている。たかが試験、されど試験である。

5
本県・本校の高校卒業者の
動向と高校教育の使命、
キャリア教育　

　高校教育の重要な使命の一つが、生徒の進
路保障である。本校の定員は、1学科40人が5
クラスの200人。ここ数年のおおまかな実績は
進学6割（=120人中4年制大学・短期大学各
20人、専門学校80人）、就職4割（=80人中
県内6割、県外4割）である。農業高校でありな
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がら、卒業後すぐに就農する生徒はいない。この
ことを伝えると、進学先や就職先のリクルーター
として来校される多くの方々が驚かれる。しかし、
我が国の急速な産業構造の高度化は、農業県
宮崎にも進展しているのは当然のことである。日
本全国で、高卒新規就農者は、限りなく0名に
近いのが実態であると認識している。農業高校
の特色としては、就職よりも進学面がわかりやす
い。4年制大学の農学部への進学が毎年10数
名。専門学校に分類される県立農業大学校への
進学が、10名近い。
　さて、就職について、近年本県の課題として
あげられることに、離職率の高さと県外流出の割
合の高さがある。前者については、高卒就職者
3年以内の離職率が全国で40%、本県はプラ
ス10ポイント。つまり2人に1人が3年以内に高
卒後新規採用された職を離職していることにな
る。県外流出については、以下に新聞記事を示
す。見出しは「高卒県内就職率1ポイント増　
55.8%全国最下位脱出　今春卒業」　本文−
文部科学省は8月3日、本年度の学校基本統計
調査（速報値）を発表した。今春卒業した本県高
校生の県内就職率は55.8%と、昨春から1.0
ポイント改善し、都道府県別で46位と3年ぶり
に全国最下位を脱した。ただ、高卒で就職する
人の半数近くが県外に流れている現状は変わら
ず、県は ｢若者の県内就職を促す取り組みを今
後も地道に続けていく必要がある｣としている。−
中略−調査によると、本県の今春高校卒業者は
1万329人。就職したのは3031人（前年比62
人減）、うち県内は1691人（同4人減）。本県
の高卒者全体のうち就職者の占める割合は
29.3%（前年比0.2ポイント増）で、都道府県
別では、7番目の高さ。大学・短大進学者は4644
人だった。本県高卒者の県内就職率は、2015
年の54.0%、16年54.8%と2年連続で全国

ワーストに。県や県教委は危機感を強め、15年
度から、県内の企業見学や説明会に高校1、2
年生から参加させるなどしてきた。｢県内企業を
理解してもらうための事業を行ってきたことで、
一定の成果が表れた｣と四本孝・県教育長。県
は19年度までに、65%に引き上げる目標を掲げ
るが、全国的な労働力不足で県外企業との人材
獲得競争は激化しており｢かなり高いハードル｣

（教育関係者）との声も。県雇用労働政策課の主
幹は ｢高校生や保護者に対し、宮崎で働き、暮
らす魅力をしっかり伝えていく必要がある｣と話し
ている。（宮崎日日新聞　平成29年8月4日付）　
　就職指導をする際においても、ミクロの視点

（生徒の適性・保護者の希望等）とマクロの視点
（社会の雇用動向）から複眼的に進路指導を理
解し、推進することが肝要である。そもそも、ミ
クロとマクロは経済学を学ぶ際の視点としてよく
知られているが、社会科はもちろん、進路指導
の場面でも有効な視点である。そのような意味で
も、新聞は欠くべからざる媒体である。この記事
については、最近の出来事⑤に収録し、時事問
題で出題し、授業で取り上げた。
　ところで、この記事から、問題提起したいこと
が、2点。一つは県内就職率が全都道府県最少
という現実を「ワースト」と捉えるのはなぜなの
か。逆さにみれば、県外就職率トップである。
宮崎の高校生は、全国的に（現実には首都圏に）
人気が高いのである。我が国の首都圏への一極
集中というマクロな状況からすれば、ワーストと
いう語句の響きは気になるところである。もう一
つは、労働力不足。看護、介護、建設、土木、
サービスなど、多くの業種に係る企業での人手
不足、教育機関での定員割れは、今後改善され
る見通しは立たない。
　人口減社会、少子高齢化社会による影響は深
くなっていくことは、間違いないとされる。仕事は
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あるのに、人がいないために業務が維持できず
「人手不足倒産」する企業も増加していくのでは
ないか。考えられる対応策は三つ。一つは外国
人労働者の活用。これは現在進んでいるが、周
知のとおりわが国では、諸外国に比べれば動き
は鈍い。EU諸国同様、移民についても議論され
る機運が、今後高まるかどうか。二つ目がAIに
よる労働ロボットの導入。「へんなホテル」やペッ
パー君、自動運転車を皮切りに、今後想像を超
える速さで活用されていくのではなかろうか。三
つ目は、定年年齢引き上げなどによる、高齢者

（男女とも）の雇用推進。こういった社会の動向
に、公民科教諭が、まず敏感であるべきことを自
覚し、授業を含めた様 な々場面で、進路にかか
わる情報を提示し、生徒自らが情報を得る意欲
を高め、そのことで自らの将来、日本社会の将来
を予想し、それを支える一市民として生きる自覚
を高めるよう意図しなければならない。現代社会
の教材は、そのための適切な糸口となる。
　例えば、本校の使用している教科書では、第
Ⅱ部　現代社会のしくみと私たちの生き方　第
1章  現代の社会生活と自己実現「3男女につい
て考えよう」「4社会参画について考えよう」のテ
ーマでは、社会参画の場での男女平等や、働く
ことの意義に関しての知識を得たうえで、職業に
ついて考える時間となる。そこを範囲とした、1学
期の期末試験を同封した。冬休み課題テストで
は、教科書で取り上げられている消費者教育と
求人票のページを範囲としている。在学中はもち
ろん、将来にわたって悪質商法の被害を受けな
いこと、就職活動の準備をねらいとし、求人票か
ら情報を読み取る問題も出題している。進学する
生徒も、将来必ず就職することを自覚し、求人
票への興味・関心を高め、正確に読み取れるよ
うになることがねらいである。また、12月実施の
修学旅行について、教科担任として実施する、

独自のアンケート結果からも出題する。東京ステ
イの修学旅行を終えた後の質問の一つに「将来
東京で暮らしたいか」がある。「暮らしたくない」が
7割、「暮らしてみたい」が3割だが、修学旅行が
東京ステイになったこの3年間では、「暮らしたく
ない」が増えている。このような取り組みを通し
て、「現代社会」を、キャリア教育のリーダー的科
目であると認識するようになった。
　本校では平成28年7月26日に「キャリア教育
の視点に立った授業研究」をテーマに校内研修
が実施されたのを受け、同年9月にキャリア教育
の視点に立った研究授業を各教科・学科で実施
した。終了後のアンケートでは、⃝キャリア教育

の解釈がぼんやりしている。⃝キャリア教育と授

業をどう結び付けるか、普通教科の場合は困難

ではないか。⃝今後、キャリア教育をどのよう

に発展させていくのか先が見えない。といった
感想が出された。キャリア教育とは何か。「一人
一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤
となる能力や態度を育てることを通して、キャリア
発達を促す教育」のこと。（中央教育審議会「今
後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在
り方について−答申）
　「子ども達が将来、社会の中で自分の役割を
果たし、自分らしい生き方を実現するための力を
身に付けさせるべく日々の教育活動を展開するこ
とこそがキャリア教育です。したがって、教育活
動内にある、子どもたちのキャリア発達を促すの
に有効な諸要素−学習内容や指導方法、学習習
慣、体験的な活動−を意図的に相互につなげな
がら、学校の教育活動全体で進められるもので
す」（国立教育政策研究所　生徒指導・進路指
導研究センター　平成28年3月発行パンフレッ
ト　語る　語らせる　語り合わせるで変えるキャ
リア教育　P2より抜粋）
  私はキャリア教育実践のゴールイメージを次の
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ように理解したい。①高校卒業後の進路選択と
実現　②生涯にわたる生きる力を育む。①につ
いてはいわゆる出口指導で、その後の離職した
卒業生への対応などについては、ほとんど制度
化されていない。人手不足・県外流出解消のた
めにも、早期離職者についての対応を、高校が
できる範囲で担えるシステムが構築されるとよい
のではなかろうか。②は教師が見届けることは、
ほぼ期待できない。学校教育が自らの生きる力に
どのように有効だったかを自覚することは、本人
しかできないことである。よしんば、有効だった
ことを自覚しないまま、日 を々過ごす者も少なくな
いだろう。大村はま先生の名著『教えるというこ
と』によれば、実は、そのことが「仏様の指」であ
り（『教えるということ』共文社P129〜131）、
教育の醍

だい

醐
ご

味でもあるのだが、教師の感じるキャ
リア教育の分かりにくさや、ハードルの高さはそ
んなところからも生じているように思う。そうであ
れば、これまでの高校教育の役割の再確認とい
う意味合いで、キャリア教育をシンプルに捉えて
よいのではないかと思う。新たなことをしようと模
索するよりも、これまで行ってきた授業をはじめと
する指導の場面で、キャリア教育の視点を入れ
ることで、教育実践が工夫・改善され、継続さ
れるエネルギーが生じると感じる。そのように考
えれば、キャリア教育実践の覚悟も決まるのでは
ないだろうか。現代社会は、そういったモデルに
なりやすい科目だと感じている。

6
主権者教育を契機に社会科
教育の意義を再考する　

　本校の昨年度の主権者教育の実績である。 

❶ 4/23（土）PTA総会で話す（5分）選
挙に行くこと、選挙違反をしないこと

❷ 5/26（木）主権者教育リーダー研修会
参院選模擬選挙の提案には、今回は応
じず（7/5の宮日の報道によれば、7月
9日までに県内19学校が実施=延岡学
園など私立高校も含む。県立では本庄、
西都商、宮崎工業など）

❸ 6/14（火）青木宮崎産経大准教授によ
る講座「難しく考えない選挙」

❹ 6/22（水）3学年PTA集会　選挙啓
発チラシと「私たちが拓く日本の未来」
配布。15分間選挙の話。内容は、選挙
権年齢引き下げの経緯、期日前投票の
利用、インターネットの使用に注意

❺ 6/24（金）3B南波君が、読売新聞西
田記者の取材を進路室にて30分程度
受ける。川末同席

❻ 6/27（月）職員朝礼で期日前投票への
配慮と「選挙活動は有権者のみ」の確認

❼ 7/1（金）全校集会（容儀指導の前に）
で、❻と同様の話をする

❽ 7/4（月）職員朝礼で、期日前投票は今
週中。1限　選択政治経済（9名）授業
で参院選のしくみを説明

❾ 7/5（火）1限　統一LHR（3年）体育
館で期日前投票のすすめ

❿ 7/7（木）校長が職員朝礼で「今一度、
有権者には選挙にいくよう伝えてほし
い」。1限目3D　国語の自習監督で、川
末が選挙の話を5分。「期日前投票あと
3日と当日の中で投票しよう。参院選の
しくみ」

⓫ 10/6（木）県議会事務局に　「こんにち
は!県議会です（県議会議員講座）」につ
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　公民科としては、授業で政治を取り上げるチャ
ンスである。ただ、目標は投票率をあげることで
良いのだろうが、目的は何か。政治的関心を持
つという、市民的資質を培うことであろう。とな
れば、これまでの実践でも政治や選挙制度に関
しての授業はなされていた。生徒は、小・中学
校の社会科でも学習している。20歳から18歳に
引き下げられたことで、確かに誕生日を迎えた現
役の高校3年生が有権者になるのだが、そのこ
とで、高校の教育活動の中で何がなされるべき
なのだろうか。それが、模擬投票であるという考
えには、私は容易に同意することができなかった。
　投票に行くか行かないか、誰に投票するのか
の判断をする力を高めるための学習は、これまで
にもなされてきている。政治的無関心や各種選
挙での投票率の低下は、高校教育の無策にある
わけではない。ただ、主権者としての意識を自覚
するチャンスであることは間違いない。保護者と
ともに投票に行くことを理想イメージとし、PTA
総会や学年PTAでは、保護者へのメッセージを
伝えた。投票率の低下は「大人の問題」である。
なぜ、大人が選挙に行かないのか。主権者教育
リーダー研修会では、他校の出席者から、これ
まで一度も選挙に行ったことがないという職員
が、初めて選挙に行ったことの契機が、校内で
の主権者教育であったという話も耳にした。主権
者教育は、むしろ教師を含めた、大人になされ
るべきであろう。

いて問い合わせ。3月定例議会関係で、
2月下旬の実施は不透明

⓬ 11/11（金）職員朝礼で、13日投票の
国富町長選挙への投票機会確保のため
の部活動の時間的配慮等をお願いする

⓭ 11/15（火）LHR（3学年集会）で、
実施済みの国富町長選挙、都城市議会
補欠選挙と今後実施される高鍋町長選
挙を話題にする。低投票率と卒業後の
住民票と選挙について言及

⓮ 12/20（火） （本年度第2回）主権者教
育リーダー研修会

⓯ 1/30（月）  選挙啓発事業「Voter ’s  
Cafe」（県選管事業）参加。3B南波君

（引率　岩切先生）

⓰ 1/31（火）10:15〜11:10

 3年生対象に宮崎市選挙管理委員会よ
り3名みえて講座

⓱ 2/22（水）14:00〜15:00　　

 教職員研修（大会議室）　講師　宮崎
産業経営大学　徳地慎二教授

⓲  「私たちが拓く日本の未来」を使用した　
授業を、1年生は地理（学年末テスト終
了後）、2年生は現代社会（2学期末試
験終了後）で実施（各クラス1〜2時間）

⓳ 2年生現代社会の3学期の授業で、第
2章　現代の民主政治と民主社会の倫
理　第2節　日本の政治機構と政治参
加　「7政党政治のしくみとマスメディ
ア〜選挙に行こう」（教科書P92〜99）
を実施。学年末試験の範囲とする。大
問のテーマは、

大問1	課題テストの復習問題

大問２	日本政治の変遷と課題

大問３	選挙制度とその課題について　

大問4「政党政治のしくみとマスメディア」
　　　「選挙に行こう」について
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るよう呼びかけ、手渡す。取りに来ない生徒に
は、こちらが机上に置く。「川末文庫」と名付けて
いた。遅刻してくる生徒、本を持ってこない生徒
との会話の契機にもなる。2年生は全クラス授業
に行くのだが、200人近い生徒の顔と名前を一
致させるには、週2時間の授業は、私には十分
ではない。年度当初は、クラス写真を持参し、
できるだけ指名しながら授業をする。夏休み中に
忘れてしまいそうなので、折を見ては生徒写真を
見るようにしている。
　昨年度の2学期の終業式の日には学年主任と
して、3学年通信を、練習初めの1月6日には野
球部部長として野球部通信を発行した。どちらも

「少年老い易く学成り難し」という題名にした。生
徒の将来にかかわる教職員の使命を考えると、

「今」を精一杯生きることの大事さを繰り返し伝
えていきたいという思いからである。題材は、生
徒との個人面談からの情報を生かすこともある。
面談をすることで、「指導より理解を」という言葉
が腑

ふ

に落ちる。通学方法、通学時間を確認する
だけでも、その生徒の頑張りを認める気持ちにな
ってくるし、遅刻に対する指導の仕方も変わるこ
とを実感できる。    
　学年主任として学年通信を、教務主任や生徒
指導主任として全校生徒に思いを込めたタイト

7 終わりに～幸せな教師修行～
　

　市民的資質を培うための社会科教育としての
実践がどれだけ成果を上げているのか。「仏様の
指」を尺度にすれば、成果は図ることができな
い。これが、教師の逃げ道になるとは思わない。
教育活動は、生徒の幸せを実現させることを目
的として実践されなければならない。そのため
に、一人ひとりの生徒を理解することは重要であ
るが、簡単ではない。
　まず、顔と名前を一致させること。必修授業の
ない3年生の学年主任として、生徒の顔と名前
を忘れずに一致させることは基本であると思う
が、これが正直難しい。朝の読書の時間に曜日
を決めて、5クラスを輪番で訪れることにしてい
る。10冊前後の本を袋に入れて持参していた時
期もある。本を持ってきていない生徒に取りに来

■ 写真4

■ 写真5
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ルを付けた通信を作成されている先生方は少な
くないだろう。保護者にも読んでもらうことを意識
した「通信」には、生徒の心に火をつけるという、
最上の教育効果が期待できると思う。私も3年
前に担任をした際に、「上機嫌」と名付けた学級
通信を発行し続けた。3学期の終業式に最終号
No.48（写真6）を発行した。恒例にしていた冒
頭の「今日の一言」を、「あなたには恩師がいます
か。師匠がいる人生はきっと楽しいよ」にし、私
の経験を踏まえた「恩師論」を展開した。日々、
ネタを考えるのは、時に苦痛でもあるが、基本的
に楽しい。始業式や終業式での学校長や各部主
任等のリーダーが語られる内容にもアンテナを
立てて、メモをしながら聴くこともあった。自分の
思いと共通する話をされれば嬉

うれ

しくもあり、良好
な人間関係の構築にもつながる。集会もキャリア
教育のチャンスだと捉えるようになると、自らの集
会への参加意識も変化していく。そのような意識
が共有されれば、生徒に、より良質なメッセージ
を伝える機会が増え、集会の時の話を全職員と
生徒が共有できるなどといった学校文化が醸成
されることにもなるだろう。
　生徒の幸せは教師の幸せである。人間は、一
人で幸せになることはできない。教師は幸せな市
民、社会を育成するという、崇高な使命を与え
られている幸せな職業であることを日々自覚し、
飽きずに教師修行を続けていきたい。

参考文献等
① 平成29年度　現代社会授業ノート
② 平成29年度　1学期期末試験　現代社会

（問題と解答）
③ 学級通信「上機嫌　No.48」（平成26年度　

2年E級　最終号）
④ 「時事クイズ」誕生の契機となった講座「社

会科授業成功の極意」佐藤正寿先生（佐藤

先生は、当時岩手県奥州市立広瀬小学校副
校長　平成25年8月24日　佐土原町にて実
施された、教師力アップセミナーで）

⑤ 「上機嫌」の重要性を教えて頂いた師匠
● 内田樹先生（平成21年8月6日　九州高等学

校高校公民科研究協議会第12回研究大会
講演「脱=市場原理の教育」）

● 斎藤孝先生（『上機嫌の作法』その他多数の
著書）

■ 写真6
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健康・体力づくり

1958年生まれ。1971年北九州大学外国語学部卒業。1971年岡山市立岡輝中学校勤務。1978年岡
山市立上道中学校勤務。1983年岡山大学附属中学校勤務。1998年バンコク日本人学校勤務。2001
年岡山大学附属中学校勤務。2003年岡山市立竜操中学校勤務。2006年岡山市教育委員会学事課
勤務。2009年岡山市立岡輝中学校勤務。2013年岡山市立西大寺中学校着任。現在に至る。連絡
は、岡山市東区西大寺上一丁目20‒60の同校まで。

岡山県岡山市立西大寺中学校  代表
西大寺中学校  学校長

梶
かじ

原
わら

　敏
さとし

中学生の生活習慣の
確立を目指した健康教育の実践



第 66 回　読売教育賞から
【健康・体力づくり】

【最優秀賞選評】
田近裕子　津田塾大学教授
「５年間にわたり運動、食、睡眠につ
いて戦略的行動プランに取り組ん
だ。健康教育と良好な生活習慣の確
立を通して、生徒の健康リテラシーを
向上させた点は高く評価できる」



岡山市立西大寺中学校の概要　

　本校は、昭和22年4月に西大寺町立第一西
大寺中学校として開校し、昭和44年、岡山・
西大寺両市の合併により現在の岡山市立西大
寺中学校と改称した。
　西大寺中学校区は、岡山市の東部に位置し東
部地区の中心地区となっている。学区は4小学
校区よりなり、それぞれの学区の特色としては、
西大寺南小・西大寺小学区は旧西大寺を中心
にした商業・工業地区、雄神・豊小学区は吉井
川をはさむ南北に位置し、農村地帯であり自然
環境に恵まれている。
　「研学・協和・健康」が開学以来の校訓であ
り、学校教育目標は、「一人ひとりの生きる力をは
ぐくみ、自己実現をめざす生徒を育成する」で、
具体的目標に、「自分を高める生徒」、「豊かな人
間性を備えた生徒」、「共に生きる生徒」の育成を
掲げている。

平成29年度学校経営
基本方針【具体的な学校経営目標＆計画】　

1 .	学びの共同体（協同学習）の理念である「すべ
ての生徒の学びと育ちを保証する」、「子ども
も教師も学び合う」「教室を開く」、「教室を共
生できる場所にする」「親や地域の信頼を得て
連帯する」等の考え方を、全ての教育活動に
具現化させる。

2.	全教科・全教職員による「協同学習」の実践
を通して、「授業放棄ゼロの学校」、「全員が安
心して登校できる学校」、「学力が向上する学
校」をめざす。

3.	支え合う集団づくりを基盤にした生徒の「自治
能力」を育成する。≪人権教育の充実≫

4.	特別支援教育の充実を図る。
5.	学習の「基礎・基本」を身につけさせる。
6.	環境美化を充実させる。
7.	保・幼・小・中連携による0歳〜15歳までの
責任ある教育を実践する。（12校園の連携）

8.	保護者や地域のニーズに応える学校運営を行
う。≪開かれた学校づくり≫
9.	保護者や地域への広報活動を充実させる。

研究要旨

　ポジティブな生活習慣を確立させるための健
康教育と位置づけ、有効で戦略的なアクション
プランを構築するために、本校の中学生を対象と
して、経年的に肥満関連指標や脈波伝播速度、
体組成等を測定し、小児期のメタボリックシンド
ローム発症のリスク要因である運動習慣、食行
動、睡眠習慣に関する基本的な生活習慣指導を
行い、健康関連指標や生活様式の経年変化、
体力・運動能力との関連性について検討した。
成長期の生徒にとって脈波伝播速度や貧血な
どの測定結果が予防的あるいは可逆的に作用
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し、将来の生活習慣病のリスクを軽減させる効果
のあることを学修し、健康の維持増進に関するモ
チベーションが高揚し、適切な生活習慣が確立
した。また、成長期の身体活動が筋量の増加や
体力・運動能力につながり、睡眠や食習慣の改
善が血圧や体脂肪量の減少効果、および肥満改
善に有効であり、将来の健康的な生活習慣を念
頭においた健康づくりに重要な視点であることを
理解し、生活習慣の見直しや改善につなげるこ
とができた。

1 研究の背景
　

　近年、生活習慣病の増加が問題となり、成人
期になると発症しやすい「高血圧症」、「糖尿病」、

「脂質異常症」といった生活習慣病の治療は、単
独でも難渋する疾患であるが、これらの危険因
子が集積すると動脈硬化が急速に進展し、最終
段階として心筋梗塞や脳梗塞などの重篤な動脈
硬化性疾患を発症することは周知の事実であ
る。このような病態の発症要因に内臓脂肪の蓄
積が指摘され、予防医学的観点から内臓脂肪量
を減らすことを目指した生活習慣病対策をメタボ
リックシンドローム（MS）として警鐘されている。
　小児の健康問題に関する研究では、運動不足
や過食による肥満と歪んだ体型認識による痩身
志向の二極化、朝食欠食や睡眠不足など悪しき
生活習慣に関する報告も数多く、生活習慣病の
発症起源が小児期にあることから、2005年より
小児メタボリックシンドローム（小児MS）の病態
や診断基準の確立を目指したコホート研究が全
国規模で実施された。しかし、これら臨床的エ
ビデンスに基づいた大規模研究が学校現場に
導入されることはわが国では皆無であり、今後の
児童生徒を対象とした生活習慣への効果的な

介入の方向性を示唆する健康教育の指針となる
ものである。
　一方、学校保健領域における健康教育では、
成長期の児童生徒の健康状態を把握し、生活習
慣を改善させることだけではなく、将来的な健康
を見据えた健全なライフスタイルを小児期から
確立させるための知識を提供し、悪しき行動様
式の変容を期して実践されるべきであると明記
されている。しかし、生徒の健康意識の高揚や
生活習慣の改善に健康教育が即座にその効果
を発揮するものではない。そこで、生徒が生活習
慣を見直すきっかけとして、自らの身体情報を認
識し、それらを基盤として将来の健康を意識させ
ることは有効な手法になると考えられた。そこで、
その方策として、現行の健診項目に加え、小児
MS健診項目である腹囲（臍囲）や血圧の測定、
体脂肪量や筋量、骨量、貧血度などの体組成
測定、貧血度や動脈硬化の進展を簡便に非侵
襲的な手法で測定できる脈波伝播速度（Pulse 
wave ve loc i ty :PWV）など医療機関で活
用されている器機を用いた測定を試みた。腹囲
や体脂肪量測定は、内臓脂肪型肥満の一次スク
リーニングの有効な指標であり、皮下脂肪型肥
満との判別が可能で、肥満の改善や不要な痩せ
願望による体型認識のズレを是正させることが
期待できる。血圧や骨量、貧血度は、成長期に
重要な食習慣や運動習慣を反映し、筋量や体脂
肪量は体力・運動能力との関連性が強い。PWV
は、骨格や筋量、血圧、内分泌などの血管壁性
状因子の影響を受けるが、将来の動脈硬化性疾
患の発症要因となる成長に伴う身体機能の変化
が客観的に評価できる指標である。また、これら
の健康関連指標は、成人期までトラッキングする
ため、将来の生活習慣病予防や健康生活を構築
する礎を担う指標でもある。
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2 研究目的
　

　加齢に伴い動脈のコンプライアンスが低下し、
弾性を失って硬くなるのは、誰にでも見られる老
化現象である。動脈硬化はこのような機能的変
化に加えて、アテローム形成などの種々な病理
学的変化を伴う病的過程である。老化現象と病
的な動脈硬化との区別は必ずしも容易ではない
が、集団健診における動脈硬化のスクリーニン
グでは非侵襲的で簡便な手法により測定できる
ことが望ましい。脈波伝播速度（PWV）は、波
動が動脈壁を伝播していく速さを意味し、動脈
壁の弾性と関連し、硬くなるほどPWVは高値を
示す。本校では2011年から成長期の集団健診
における動脈硬化性疾患の発症や進展の可能
性を判断する指標としてPWVの有用性を確認
しており、肥満や生活習慣病の改善予防とした
健康教育を通して、その介入効果を継続的に検
証してきた。具体的には、小児期のメタボリック
シンドローム（小児MS）発症のリスク要因である
運動習慣、食習慣、睡眠習慣に関する基本的な
生活習慣に着目し、肥満関連指標や脈波伝播速
度、体組成などを測定し、数値化された検査結
果を通して、体型や生活習慣の経年変化を再確
認させ、健康度や体力の自己評価を行い、将来
的な健康の維持増進を目指した生活習慣の確
立に必要な知識を学修させる健康学的意義は
大きい。そこで、体力・健康・能力づくりを基盤
とした「健康づくり教育」の一環として、健康関連
指標の測定や食育指導による健康教育プランを
実践し、成長期に獲得すべき適切な生活習慣を
確立させることを目的とした本校の健康教育を
報告する。

3 主題設定の理由
　

　成長期の中学生自身の生活習慣を見直す機
会を与え、より良い生活習慣や食習慣を身につけ
させることは、体力の維持増進とともに学力の向
上につながることは明らかである。しかし、これ
までの健康教育では悪しき生活習慣を改善する
には解決すべき課題も多く、食育指導の成果が
すぐに表れにくい側面もあり、有効な指導を行う
ことに難渋していた。そこで、身体測定できる医
療機器を用いて生徒の健康関連指標を測定す
る機会を得て、測定された身体情報を自己評価
することで、ポジティブな生活習慣を確立するた
めの健康教育と位置づけた指導を展開した。
　研究仮説として、成長期の経年的な測定結果
や生活様式が、健全な発育発達や体力・運動能
力へ影響することを理解することで、運動習慣、
食習慣、睡眠習慣などの生活習慣を見直し、改
善しようとする健康意識が定着し、充実した学校
生活を過ごすための健康指標になる、と設定した。

4 研究方法
　

　本校に在籍する生徒全員を対象に、2011年
から2016年の10月に健康教育の一環として実
施した。測定項目は、身長、体重、腹囲を測定
し、肥満度は年齢別、男女別標準体重法により
算出した。また、各種測定機器を用い、体脂肪
率、血圧、脈波伝播速度、血管狭窄度、貧血
度、骨密度の測定を行った。生活習慣に関する
調査は、「児童生徒の健康状態サーベイランス
調査」を基に作成した記名式の質問紙を用い
た。質問項目は食習慣や睡眠習慣、運動習慣等
の生活習慣（32項目）、集中力や疲労感、不定
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愁訴等の自覚症状（16項目）より構成し、測定
時に配布、回収した。また、健康関連指標への
興味関心や健康意識や生活習慣の改善などに
関する健康意識の変化については縦断的検討
を行った。結果は、個人データの解析とともに学
年別、男女別に健康関連指標と健康意識との関
連性を入学年度からの測定結果と比較検討した。

（測定・調査）
　身体計測値として身長、体重、腹囲を測定し
た。体脂肪率はインピメーターⅢを用いて両手甲
部間を測定した。PWV測定は脈波伝播速度測
定器を用い、血圧は左上腕部より測定した。体
組成はインピーダンス法により測定した。
　生活習慣の具体的な質問内容は、睡眠に関す
る質問を4項目、食行動に関する質問8項目、運
動やダイエットに関する質問4項目、帰宅後の塾
や習い事、家庭での過ごし方に関する質問6項目
とともに、2年生と3年生には前年度からの日常生
活の改善や健康意識の変化に関する質問5項目
より構成した。体力・運動能力は文部科学省制
定の新スポーツテストの測定結果を用いた。
　生活習慣への介入方法としては、学級や学年
単位で生活習慣病の予防や良好な生活習慣の
確立に関する健康教育を行った。また、個々の
生徒には、健診結果と健康アドバイスを記載した
用紙を返却し、3年間の成長過程や生活習慣の
改善傾向が比較、考察できるようファイルに保存
できるよう指導した。

（健康教育の概要および内容）
①	身体計測とともに体組成や健康関連指標を
測定する。

②	生活習慣調査結果や各人の学年毎の測定結
果を自己評価させる。

③	適切な生活習慣や食習慣に関する指導を学

級・学年単位で実施する。
④	食育推進委員会の活性化を図り、保護者へ
食習慣や生活習慣改善の啓発活動を行う。

⑤	①〜④の結果から、体型変化や生活習慣の
行動変容の経年的変化を精査し、生活習慣
の改善や健康意識の高揚を目指した一連の
健康教育を検証する。

　健康教育の指導内容として、健康づくりの観
点からは、適切な生活習慣に関する知識の定着
を目指して生活習慣病の病態や予防に関する資
料による指導を実施する。
　体力づくりの観点からは、日常的な運動量を確
保するために、運動部への積極的参加や徒歩通
学を推奨する。食行動の観点では、朝食摂取を
重視し、摂取食品の組み合わせや摂食リズムの
固定化の重要性を指導し、日常的な行動変容を
学年別、男女別に健康関連指標と比較検討する。

（食育指導の概要）
①	成長期に必要な栄養素に関する知識の習得。
②	食事マナーの体得、家族との絆、食文化の
継承、感謝の念などの学習指導。

③	健全な食生活の実践を通して心身の成長と
豊かな人間性の育成。

④	高エネルギー食や脂肪摂取量の増加を見直
し、低脂肪で食物繊維の多い和風食の推進。

⑤	食への方向性を身体づくりと疾病予防、体調
管理の観点から他教科と関連しながら指導。

⑥	食の安全、安心など身近な事柄に向けた食
育活動の内容の充実と強化。

　健全な食生活を確立させるために食育は不可
欠で、乳幼児期から思春期に至るまで、年齢に
応じた継続的な対応が必要であると考えられて
いる。平成17年に「食育基本法」が公布され、
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翌年に文部科学省より「早寝早起き朝ごはん」が
提唱された。平成19年には、給食の目的を「栄
養改善」から食の大切さや文化、栄養のバラン
スなどを学ぶ「食育」が導入された。また、平成
23年には、この事業をより発展させる観点から、
第二次食育推進基本計画が提示された。これら
一連の制度改革では、子ども達が食について考
え、よりよい生活リズムをつくり、生活習慣病の
予防に繋げていく能力が求められている。家庭で
の楽しい食卓は、心の栄養となり、精神的に安
定した生活が活力となって、充実した楽しい学校
生活が過ごせるのではないだろうか。

（分析方法）
　身体指標は、年度ごとに対象者が異なるため、
入学年度ごとに体型の変化を検証した。肥満度
は標準体重法を用いて算出した。生活習慣に関
する質問紙調査の集計結果は、入学年度ごとに
単純集計し、入学年度ごとの比較と、3年間の縦
断的検証を行った。また、2年生と3年生には、
前年度から生活習慣が「改善した」と回答した群

（改善群）と「変化なし」と回答した群（非改善群）
の2群に分類し、測定結果の経年変化と肥満関
連指標や健康関連指標等と比較検討した。
　尚、倫理面への配慮として、保護者および本
人の同意を得て、特定情報の秘守義務に留意
し、学校および地域の健康教育の一環として実
施した。

5 結果と評価
　

A.研究成果Ⅰ（2014年〜2016年）

動脈硬化度の測定

■ 図1　男女別学年別身長の年次比較
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❶身体関連指標
　成長期の身長、体重は全国平均と比較し、有
意な差は認めず、2014年度入学した生徒の成
長度は、男子の3年間の平均増加量は、身長は
10.5±4.6㎝、体重が9.8±5.3kg増加し、
女子はそれぞれ4.6±3.4㎝、6.5±5.1kgで

あった。しかし、腹囲の増加量は、男女とも4.5
㎝増加し、身長との比較では、女子の腹囲は、
二次性徴による体型の変化がみられた。（図1〜
図3）

■ 図2　男女別学年別体重の年次比較

■ 図3　男女別学年別腹囲の年次比較
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❷肥満関連指標
　毎年、入学した男子生徒の多くが痩せ傾向に
あり、体重（筋量）を増加させることが課題であ
った。2014年度入学した生徒の3年生時の肥
満度は、男子は-2.3%から1.5%に増加し、
痩せ体型から筋肉質体型になった生徒が多くみ

られた。女子は2.2％から3.6%と微増であっ
た。一方、体脂肪率は、男子は13.2%から
16.5%に増加していたが、女子は19.1%から
25.9%と増加し、腹囲の増加率と比較すると下
半身型肥満の生徒が増加したと推察できる。（図
4、図5）

■ 図4　男女別学年別肥満度の年次比較

■ 図5　男女別学年別体脂肪率の年次比較
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■ 図6　男女別学年別動脈硬化度の年次比較

❸脈波伝播速度
　脈波伝播速度は、年齢とともに高値を呈する
傾向にあり、２年生から３年生になると、有意に
上昇する傾向にあった。また、男女比較では、
男子は女子より高値傾向にあり、肥満度や血圧、
睡眠時間と有意に正相関していた。体型比較で
は、男女とも痩せ体型や肥満体型の生徒は、標
準体型の生徒と比較し高値傾向にあり、高度肥
満の生徒のPWV値は最も高値であった。将来
の動脈硬化性疾患の指標であるPWV値は、思
春期後半にその発症起源があるが、血圧や運動
習慣など生活習慣との関連性がみられたが、成
長期は血管組織も伸長変化することから、血管
増殖に必要な栄養素の摂取や睡眠習慣、肥満
が改善することで可逆的に改善することが推察
できる。（図6）

❹収縮期血圧
　収縮期血圧は、脈波伝播速度と同様に、年齢
とともに高値を呈する傾向にあり、特に３年生に
なると、有意に高値を示す生徒が男女とも増加し

た。痩せ傾向の生徒は低値、肥満傾向の生徒
は高値を呈し、肥満度と正相関していた。肥満
生徒は、日常的に過食や塩分の多い食品や間食
の摂取が影響し、収縮期血圧の上昇に悪影響を
与えたと推察する。また、収縮期血圧は睡眠習
慣と関連性がみられ、受験期にあった３年生は
慢性的な睡眠不足が悪影響していると推察する。

B.研究成果Ⅱ（2016年度の結果）
❶肥満関連指標
　肥満度が20%以上の生徒は男子13.1%、
女子9.6%で、前年度より肥満が改善された者
は、男子4名、女子9名、新たに軽度肥満と判
定された者は、男子6名、女子9名であった。
一方、肥満度-20%以下の痩せ群は、男子
4.1%、女子2.2%で、前年度より男子6名、
女子13名が改善され、新たに痩せ群と判定さ
れた生徒は男女ともなかった。（図7）
　腹囲80cm以上は男子11.0%、女子6.6%
で、前年度より改善した生徒は、男子5名、女
子3名で新たに80cm以上となったものは男子
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■ 図7　男女別体型の分布

9名、女子5名であった。腹囲80cm以上で、
肥満度20%以上は男子30名、女子15名であ
った。日常的な健康意識との比較では、女子は
体重や体脂肪率の測定結果を意識し、男子では
身長や体重の増加を意識する生徒が多かった
が、学年が上がると少なくなった。

❷脈波伝播速度
　PWVの経年変化は、2015年度は男女とも
横這い傾向にあったが、2016年度は前年度より
有意に高値を示した。過去の報告から、PWV1
100cm/s以上を高値とした場合、2年生では、
男子17名で、肥満群5名、血圧高値2名で、
前年度より高値の者は3名であった。女子では
11名で、痩せ群1名、肥満群1名、血圧高値
2名で、前年度より高値の者は1名であった。3
年生では、男子21名で、肥満群4名、血圧高
値群9名、1年時より連続して高値の者は2名、
2年時より高値の者は1名であった。女子では
17名で、痩せ群1名、肥満群1名、血圧高値

群6名で、1年時より連続して高値の者は1名、
2年時より高値の者は4名であった。（図8）

❸血圧
　収縮期血圧(SBP)125mmHg以上または
拡 張 期 血 圧70mmHg以 上 の 者は、 男子
31.0%、女子21.5%で、前年度より血圧が
改善された者は男子16名、女子10名で、新た
に血圧高値と判定された者は、男子37名、女
子23名であった。血圧高値群は男女とも3年生
に有意に多かった。血圧高値群で肥満度20%
以上の者は、男子21名、女子12名であった。

（図9）

❹貧血度
　ヘモグロビン値は、女子の方が男子より低値を
示していたが、悪性貧血を疑う生徒はいなかっ
た。また、ヘモグロビン値と肥満度との関連性は
認められず、低値傾向の生徒は、運動量や運動
内容、女子では月経期間中、食事内容が影響し
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ていると考えられた。特に、女子の痩せ傾向の運
動部員に低値傾向がみられ、スポーツ貧血を疑
い、不適切な練習、食生活の不備、月経などが

影響していたと推察する。男子では、身長の急な
伸長にともない筋肉が一時的に引き伸ばされ一
時的に低値を呈する生徒も確認できた。（図10）

■ 図8　動脈硬化度と肥満度の関連性

■ 図9　収縮期血圧と肥満度との関連
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❺生活習慣（※年次比較は2年生・3年生のみ）

　生活習慣の改善群は63.5%と前年度より増
加し、改善した項目では睡眠習慣が最も多く、
運動習慣、食習慣の順であった。PWV値の変
化と生活習慣改善との比較では、改善群は非改

善群に比べ有意に低値であった。尚、今回の調
査では、健康意識が高く、生活習慣が確立して
いる生徒も多くみられたので、家族の健康に視点
を向けて学習させた。（図11）

■図11　改善された生活習慣

1．睡眠習慣
　睡眠時間は、3年生は男女とも前年度より有意
に減少し塾や学習時間が増加していた。2年生

ではゲームやメール睡眠問題の性別、学年別の
比較では、男子では1年生に比して2年生、3年
生と学年が進むにともない睡眠問題の「あり群」

■ 図10　ヘモグロビン量低値群の割合
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が有意に多くなる傾向にあったが、女子では、
有意な分布の偏りを認めなかった。睡眠問題の
有無に及ぼす関連要因の検討では、有意なロジ
スチック回帰係数が認められた因子は、性、学
校での眠気感、朝食摂取状況、始業前、昼休
み、放課後の身体活動、通塾状況、携帯・ス
マホ利用時間、ゲーム利用時間、テレビ・ビデ
オ視聴時間・パソコン利用時間・健康度であっ
た。その中でも、学校での眠気感、朝食摂取、
始業前の身体活動、携帯・スマホ利用時間、健
康度が強く関連している要因であった。また、性
別、学年別に検討した結果では、男子に比して
女子の方が睡眠問題を抱えている者が多いもの
の、関連要因は学年が進むにともない次第にそ
の差が消失していく傾向にあった。

2．運動習慣
　運動時間は、男子は2年生が他学年より有意
に多かった。女子は1年生が最も多く、学年が上
がるにともない減少する傾向にあった。2年生、3年
生の運動習慣の主な改善項目は、「部活動を頑張
る」、「徒歩通学」、「休日に運動する」などであった。
　体力・運動能力得点と日常的な運動時間の比

較では、女子は男子よりも少なく、3年生女子に
顕著に見られた。体型と体力・運動能力との比
較では、男子は正常群＞痩せ群＞肥満群、女子
は正常群＞肥満群＞痩せ群であった。
　運動習慣を阻害する要因は多面的であり、単
純に身体的アプローチだけで行動変容させること
は難しい。運動嫌いな生徒の多くは、なんらかの
身体的不安や不定愁訴を有する者も多く、運動
を開始、継続させるために、本人の主体的意思
だけでなく問題とされる身体的条件や心理的要
因の相互の関連性に留意が必要であろう。将来
的には、運動習慣による身体の変化に合わせて心
理的、社会的に活力ある日常生活が期待できる。

3．食習慣
　朝食欠食は、全体では6.3%で前年度より
4.8%減少した。欠食理由は「時間がない」、「食
欲がない」に大別された。食習慣の改善項目は、
食事内容、間食、食事量の順でそれぞれの項目
で前年度より改善傾向にあった。また、日常食と
睡眠習慣の関連を検討したが、睡眠習慣が良く
ない者の多くはファストフードの摂取頻度が有
意に高かった。（図12）

■ 図12　朝食摂取習慣の男女比較
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　日常的な摂取食品の男女別比較では、全体と
して、米飯や麺類などの炭水化物を摂取し、蛋
白質は肉類と魚類を偏りなく摂取していたが、牛
乳や大豆製品、海藻の摂取頻度は低かった。ま
た、全体的にレトルト製品の使用頻度は低かっ
たが、スナック菓子やジュース類の摂取習慣は

「有る・ない」に分かれた。男女比較では、米
飯、パン類、鶏卵、乳製品、味噌汁などに男女
差はなかったが、麺類、肉類、魚類、揚げ物
類、レトルト食品の摂取は男子の方が有意に多
く、女子が有意に多かった摂取食品は緑黄色野
菜や清涼飲料などの摂取頻度であった。体型と
摂取食品の関連性では、痩身群は米飯や麺類な
ど炭水化物の摂取頻度が有意に少なく、肥満群
は、肉類や揚げ物類など脂質を多く含む食品の
摂取頻度が有意に多かった。

4. 不定愁訴
　愁訴項目では、男子は「気分の落ち込み」、「身
体の怠さ」、「イライラする」の順で、女子では「気
分の落ち込み」、「立ち眩み」、「頭痛」の順に多く
みられた。休日の起床時刻が9時以降の生徒の
愁訴項目は、「気分の落ち込み」、「午前中調子が
悪い」、「身体の怠さで起きにくい」の順であった。

「頑張り屋さん」は、自覚的な愁訴や疲労感を有

していても、遅刻や欠席をすることもなく、せめ
て休日の午前中くらいは休養を自己の主体のも
とに取り戻させてやりたい。
　中学生は身体的・精神的に変化の激しい時期
であることから、心の健康とともに心身の機能や
発達について理解を深め、生涯を通して積極的
に健康の保持増進を目指すような態度の育成に
努めることが大切であろう。よって、運動習慣を
通して、不安やうつ状態が軽減し、ストレスを発
散させる効果が得られることが確認されており、
運動を積極的に実践していくことを推奨している。

❻体型認識の改善
　現在の体型と希望する体型を選択させ、体型
認識を調査した。体型別比較では、標準群男子
は、「現在の体型で良い」と回答した生徒が比較
的多く、標準群女子では「痩せたい・少し痩せ
たい」と回答した生徒が多かった。また、痩せ群
では、「太りたい」と回答した生徒が34.4%で比
較的男子に多く、「痩せたい」と回答した生徒は
27.5%で女子に多かった。一方、肥満群は、
肥満改善意識を有する者は67.0%で、有意な
性差はなかった。
　体型認識の調査結果では、痩身傾向にある生
徒の方が肥満群や標準群よりも痩せ願望が強

（男子用）
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い傾向を認め、体力・運動能力も低値で低血
圧、貧血傾向などの自覚症状を呈する生徒も多
く、免疫力の低下や二次性徴発現の遅延など成
長期特有の症状が、将来的の重篤な疾患を発
症する可能性を危惧している。

❼測定および調査項目への興味関心
1.	興味関心を示す体型指標は、男子は身長が
最も多く、体重、筋量、内臓脂肪量の順で
あった。女子は、体重が極端に多く、身長、
貧血度、皮下脂肪量、内臓脂肪量、筋量の
順であった。

2.	測定項目への興味関心では、男子は動脈硬
化度、血管狭窄度、体脂肪率、肥満度がほ
ぼ同じ割合を示したが、女子では体脂肪率
や肥満度が多く、血管狭窄度、貧血度、動
脈硬化度、骨量の順であった。

3.	生活習慣で意識している項目は、男子は運動
＞食事＞睡眠＞学習で、女子が食事＞睡眠＞
運動＞学習の順であった。

4.生活習慣の改善に関しては、約半数の生徒に
改善が見られ、改善項目は、男女とも食事＞
睡眠＞運動＞学習の順であった。

5.今後、改善したい項目としては、男子は体力
向上が最も多く、学習習慣＞身体発育＞友人
関係＞病気予防、女子では学習習慣が最も
多く、体力向上＞友人関係＞病気予防＞身体
発育の順で、男女間に生活環境や人間関係
に微妙な意識の違いが見られた。

❽健康教育
1.本校では学級活動の一環として、食育指導を
行っている。1年生に「何をどれだけ食べたら
よいか考えよう」「強い血管を作る食事のとり
方を考えよう」、2年生には「骨密度を高めよ
う」、「体脂肪を正しく理解しよう」、3年生には

「ヘモグロビン濃度を高めよう」という主題で
行い、授業終了後に、「今までの食事内容を振
り返って、これからの食事について考えたこ
と」や「自分の健康のために、特にがんばって
みようと思うこと」を考えてワークシートにまと
めさせた。食事内容では、朝食摂取や各種ビ
タミンミネラル摂取の必要性、バランスの良い
食事に生徒の理解がみられた。骨密度を高め
る食事では、牛乳や乳製品、小魚の大切さが
理解できた。また、健康意識には、部屋の環
境を整える、睡眠時間を増やす、運動を頑張
るなど、それぞれの生徒が自分の健康状態を
再確認し、生活習慣を見直す機会となった。

2.測定結果や生活習慣に関する調査結果に基
づいて、測定を行って頂いた大学の先生から
指導講評を受けた。1年生は、学級ごとに「生
活習慣の改善を目指して」という主題で、生
徒が最も興味のある、身長を伸ばし体力を向
上させるために必要な食事、睡眠、運動に関
して分かりやすく講義をして頂いた。2年生は
「ライフスタイルと健康や体力との関連性」と
題して体力運動能力を高めクラブ活動で好
成績を残すための体調管理や練習中の障害

★授業例「ヘモグロビン濃度を高めよう」

　貧血測定の結果、貧血傾向にあった生徒
が多くみられ、栄養教諭による貧血改善を
目指す食育指導を行った。貧血を改善する
ための具体的な食事例を示し、生徒が理解
しやすいよう説明し、毎日の食習慣で自分
で決めたことが継続できるよう、担任教諭
が声掛けを行っている。
　また、ヘモグロビン量は再度測定を行う
ことを伝え、それまでに食事内容を見直し、
　改善を目指すよう意識づけを行った。
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予防など、3年生は「将来の健康を目指した
生活習慣の確立」と題して、3年間の成長過
程と将来の健康について講話された。受験を
控えた生徒は健康上注意すべき内容などに
興味関心を示していた。生徒から活発な質問
もあり、それぞれの学年で健康の重要性を理
解し、日常的に実践できる具体的な内容も多
く意義ある健康指導となった。

6 考察
　

　社会が複雑になり健康問題が多様化した今
日、健康や生命にかかわる科学・技術の急激な
発展とあいまって、豊かで健康的な生活を送る
ための健康に関わる知識は以前より格段に多く
なり、以前にも増して複雑な問題を解決する能
力が必要になってきている。生活習慣病の発症
起源は小児期にあり、その生活習慣の確立には
幼少期からの食事や運動・睡眠等の生活習慣の
確立が必要である。このことは、本校の経年的
な健康教育を通して成長期の生活習慣への介
入効果が、自己の発育発達を客観的に把握で
き、身体面や心理面に関する疑問や不安を解消
できる能力の定着に有用であることを確認してい
る。また、これら一連の健康教育は中学生の学
校生活に好影響を与えるとともに、地域全体にも
良好な健康意識が定着してきた。特に、現行の
学習指導要領の内容だけでは経験できない動
脈硬化や骨密度、貧血検査などの各種測定と腹
囲や血圧など日常的な健康パラメータによる客
観的な指標はセルフレギュレーションの達成に
有効であると考えられた。
　中学生は身体的・精神的に変化の激しい時期
であることから、心の健康とともに心身の機能や
発達について理解を深め、生涯を通して積極的
に健康の保持増進を目指すような態度の育成に
努めることが大切である。一方で、行動変容を
目指す健康教育の観点からは、「知識の習得・理
解」「態度」「行動の見直し・改善」より構成され
ているが、知識があっても行動しなければ意味
がない。このことは、健康を保持増進するため
の、個人の行動選択が大切であるというヘルス
プロモーションの考え方が生かされていないこと
になる。子ども達は、幼少期から今までの生活

3年食育学活：ヘモグロビン濃度を高めよう

測定結果個人報告書
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の中で得た生活の知に基づいて、自分なりの健
康リテラシーを築きあげている。しかし、それら
の経験知は、往 に々して知識同士に関連性を持
たない断片的で素朴なものが多く、定型的な知
識のまとまりとなる知識のネットワークを習得す
ることが必要となる。そのために、生活習慣病予
防への効果的な介入手法として、中学生のライ
フスタイル改善を目指した一連の健康教育を継
続して、過去に学習した知識以外の様々な健康
行動に影響する要因が確認できた。このことを認
めながら、知識が行動変容に帰結しない最大の
要因に知識・理解の不備や不十分により生じる
と捉え、その知識がもつ意味や価値、手段の認
識の充実・深化によって解決できる糸口を見い
だすことが可能ではないかと考えた。その方策と
して、一般的な学校教育では体験できない精密
な医療機器による各種測定や最新の医学情報
を健康教育に導入した。結果として、健康に関
係した知識・技術や物の見方を得て、合理的に
判断できる一定の水準と内容の共通性を維持す
る役割を果たし、適切な健康決定するのに必要
な基本的能力の開発に寄与するものであると示
唆された。
　今後とも、あらゆる教科領域間の横断的・縦
断的な学習内容の充実に加えて、大学の研究機
関や医療機関との連携を深め、食育をはじめ健
康教育に携わる教職員や教育委員会、地域等の
理解と協力を得ながら、より綿密で有用な健康
教育を推進していきたいと考えている。

7 研究の成果
　

1.	主観的ではあるが、健診時や健康指導時の
生徒の行動に以下の変化を認めた。

①	健診中の私語が少なくなり、受診態度も良

く、測定後の挨拶もできるようになった。
②	汚れた服装や服装の乱れが少なくなり、爪や
髪型に清潔感が感じられた。

③	健診時や質問紙の回答が丁寧になり、無効
回答が極端に減少した。

④	健診の意義を理解し、身体情報に興味を示
すようになった。

⑤	健診や健康指導時に健康や食事、運動に関
する質問や話題が増えた。

2.	学校生活で、生活習慣の改善や健康意識の
高揚が確認できた。

①	肥満傾向生徒が減少し、肥満や痩せを指導
された生徒に改善傾向がみられた。

②	男子は血圧や貧血、女子は肥満や貧血の指
導を受けた生徒に良好な改善傾向がみられ
た。

③	朝食欠食や間食、夜食をする生徒が減少し、
食育指導の効果が認識できた。

④	適切な睡眠時間が確保できたことで、授業中
の居眠りをする生徒が減少した。

⑤	学習時間は増加し、学習に集中力が出て、学
びをあきらめない生徒が増加した。

⑥	運動習慣が定着し、運動部活動の成績も向
上し学校全体に活気が感じられるようになっ
た。

3.	今後の健康教育の課題
① 標準体型で適切な生活習慣が定着している
生徒により高いレベルの指導内容の構築。

②	生活習慣非改善の特徴として、学校生活の
満足度が低い生徒への健康指導。

③	将来的な動脈硬化性疾患に対し実感が乏し
く、現在の健康観との意識の乖離。

④	肥満体型の生徒や自分の体型に歪みを抱く
生徒への具体的な指導内容の方策。
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⑤	生活習慣の改善は即座にその効果を発揮す
るものではなく、継続させる指導法の確立。

⑥	家族や地域住民への健康意識の拡大や浸
透。　

8 まとめ
　　

　生活習慣病予防への効果的な介入手法とし
て、中学生のライフスタイル改善を目指した一連
の健康教育を実施し、健診で得られた将来の疾
病発症に起因するリスクファクターを客観的な
指標を通して指導することが、生活習慣の改善
に有効であると考えられた。また、疾病予防の観
点からは、発達段階や地域の特性を含めた具体
的な事象に基づいた指導法を提示することが、
生活習慣改善や健康意識の高揚に寄与すると

考えられた。中学生がより確かで豊かな健康リテ
ラシーを形成するための基盤づくりの役割を担
う健康教育の意義は大きいと考えられた。

参考文献
●	 大関武彦：小児科臨床ピクシス（6）：小児メタ

ボリックシンドローム；中山書店，2009
●	 清水俊明：小児生活習慣病ハンドブック；中外

医学社，2012
●	 藤原寛：子どもの肥満をめぐる問題と栄養・生

活指導：臨床栄養；110-7、833-836：医歯薬
出版株式会社,2010

最後に
　健診時の測定にご協力賜りました多くの保護
者の皆様に感謝申し上げます。
　今後とも、子ども達の健康維持増進を目指し
た健康教育を推進し、楽しく、安全な学校を構築
する所存ですので、ご理解賜りますようお願い申
し上げます。本当に有難うございました。

（学校長　梶原　敏）

1年食育学活：強い血管を作る食事のとり方

2年食育学活：骨密度を高めよう
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第 66 回　読売教育賞から
【外国語・異文化理解】

【最優秀賞選評】
田近裕子　津田塾大学教授

「生徒が自分から発信したいことを英
語で話し、書くことができるようカリキ
ュラムを作り上げた。中学の３年間で
英語能力をここまで養えることを示し
た優れた実践だ」



1 はじめに
　

　私は3年生を担当したときに、卒業文集を作っ
ている。卒業を前に、クラスで1冊の文集を英語
で作る活動である。中学校3年間の英語学習の
集大成として、14年前から取り組んでいる。その
間に、卒業文集を作成したのは6回で、そのう
ち、3年間持ち上がったのは2回（A、B中学校）
である。
　1冊になった卒業文集を渡した瞬間、夢中で
英語を読む生徒たち。その卒業間近に見せる真
剣な眼差しは、英語教師としての宝となっている。
　この活動を始めるきっかけとなったのは、14年
前のことである。当時、英語特区として全国的に
も早くから小学校で外国語活動を導入し、「英語
での授業」が比較的できた金沢市内の初任校か
ら、金沢市郊外の「英語での授業」の土壌がな
い中学校（A中学校）へ異動したことによる。A中
学校で起きることは、教師生活4年目の若い私
には衝撃だった。新任式の最中にしゃべる生徒。
チャイムが鳴っても教室に入らない生徒。立ち歩
きや私語で授業が中断されることもあった。想像
以上の厳しい現実だった。ある生徒が、授業が
始まって早々に、英語で授業をしないで欲しいと
申し出てきた。私にとって「英語での授業」が通
用しない、初めての体験だった。英語でのコミュ
ニケーション能力を育てるための英語でのやりと
りやペア活動も断念した。ワークシートをもとに、
日本語で進める授業で規律を保つしかなかっ
た。空き時間は校内を巡回して終わり、心身とも
に疲弊していた。
　この現状を変えたいと思い、その年の8月に東
京のセミナー（6 way Street）に参加した。苦
労しながら実践を積み重ねている先生方のお話
を聞いて、心が動いた。変わらなければいけな

いのは、自分だと感じた。セミナーの後、講師の
お一人だった中嶋洋一先生の著書を読み返し、

「英語の卒業文集」と出会った。「文集を、私なり
のやり方で試しにやってみよう!」と決意したのが
卒業文集の始まりだった。入試までの授業時数、
パソコン室の使用、印刷・製本など不安なことは
たくさんあったが、その半年後には完成させるこ
とを目標にした。無謀だったが、印刷・製本ま
でほぼ一人でしたため、途方もなく時間がかかっ
た。それでも、記念すべき1冊目が完成した。「友
達は宝物」「（先生のような）英語教師になりたい」

「世界平和についてもっと考えるべき」など、生
徒の内面に向き合える卒業文集の魅力は、想像
以上のものだった。
　A中学校の2年目は1年生ということもあり、
気持ちを切り替えて「英語での授業」が実現し
た。授業や学級での時間が楽しいものへと変わ
っていき、そのまま3年間持ち上がった。3年生
で担任をしたクラスに、2年生の秋から欠席の続
く生徒がいた。しかし、その生徒は、5月の修学
旅行が終わってから、登校するようになったの
である。これまで誰にも打ち明けることのなかっ
た胸の内を、最後の卒業文集で次のように書い
た。

　私にとって、これは貴重な1ページとなってい
る。3校目はB中学校で、毎日のように生徒指導
上の問題が起きる3年生を担当した。「どんな状
況でも文集はできる」と信じて、文集を作成した。
その後、3年間持ち上がった学年で、初めて、学

“I have some good friends and am in 

a good class. It is the most wonderful 

year in my life.…”
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年共通の卒業文集が完成した。4月の教科部会
で、同学年の英語科の先生方に協力を依頼した
のだ。C中学校でも1年目は3年生だったが、作
成できた。
　私の経験から言えることは、「英語の卒業文集
は、どの（国公私立）中学校でも、生徒がどのよ
うな状況でもできる」ということである。実際、A、
B中学校とも、私が赴任した当時は、1つの学年

図1　実際に作成した卒業文集 

B中学校（2012）

A中学校（2004） A中学校（2005）

A中学校（2007） B中学校（2008）

が7クラス以上の県下最大規模の学校で、教育
が困難といわれていた学校だった。
　最近の教科書の改訂で、“SUNSHINE 
ENGLISH COURSE3”（開隆堂）に、Special 
Pro ject「卒業に向けて」が新たに導入された。
今後、卒業文集の取り組みが全国に広がること
を願っている。卒業文集は、私の授業実践の原
点であり、これからもずっと続けるつもりだ。

2
英語の卒業文集（プロジェクト）
の良さは?　

　卒業文集には、次の3つの良さがある。
　1つ目は、柔軟に自己表現ができることであ
る。作品は、 詩や散文・物語とどんなスタイルで
もよいので、 生徒たちの個性がでる。英語で表
現することで心が解放され、普段の印象とはかけ
離れた英文を書く生徒がでてくる。その柔軟な発
想は、大人では考えが及ばないものばかりであ
る。
　2つ目は、全員が参加できることである。一人
が1ページを必ず担当するので、自己責任が生
まれる。一人ではできなくても、仲間がいるから
書き始める生徒がでてくる。普段は進んで英語を
書かない生徒も、卒業文集では1ページを完成
させる。1冊の作品を仕上げるために、自分はな
くてはならない存在になるからだ。
　3つ目に、英語授業の集大成になることであ
る。文集を英語で書くということは、3年間英語を
学習してきた軌跡になる。卒業文集がこれからも
ずっと残る、英語の授業最後の作品だと思うか
ら、生徒は俄然燃えるのである。
　この3つは、ある期間かけて行う全てのプロジ 
ェクトに共通する。A中学校で3年間持ち上がっ 
た生徒たちに、3年生の最後の授業で、無記名
の 授業アンケート（2007）をした。その中で「英
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語の授業で一番心に残った活動は何ですか」と
いう質問をした。一番多かったのが、「卒業文集
作り」だった。B中学校のアンケート（2012）で
も同じ結果だった。選んだ理由として生徒たち
は、「真剣に文を考えた」「自分の意見が書けた」

「書くことが楽しかった」「難しかったけど楽しか
った」「クラスの思い出が増えた」などと答えた。
自分の力で書けたことを、生徒たちは素直に喜ん
でいた。

3
卒業文集に見られる
生徒の柔軟な発想　

　高校入試が近い時期にも関わらず、生徒たち
は納得がいくまで文集を仕上げる。英語が苦手
な生徒も最後までやり遂げる。
　生徒のこだわりは、形式・レイアウト、タイト
ル、内容など、文集の随所に見られる。

ア　形式・レイアウトのこだわり
⃝ フォント・文字スタイル　
⃝ 段落、行間 
⃝ 背景の写真（絵）　
⃝ 文章の種類（メッセージ、詩、散文、物語） 

イ　タイトルのこだわり（実際に生徒が考えたタイトル）

ウ　内容のこだわり
　文集の内容はプラス志向で、過去、未来、自
分、他人をすべて肯定している。ある生徒は、
授業で書いた英作文『戦争と平和』をさらに深め
て表現した（図2①）。また、ある生徒は、自分
が将来成し遂げたいことを、別の人物になりきっ
て『伝記』として書き、未来形ではなく過去形で
書いた（図2②）。鉄道が大好きな生徒は鉄道の
歴史を英語でまとめ、「桃太郎」をオリジナルの恋
愛物語に変えた生徒もいた。クラスについて書い
た生徒は、クラス写真を嬉しそうに文集に載せ
た。自分のレストランを持つことが夢だった生徒
は、「いつか担任の先生を招待して、料理をご馳
走したい」と書いた。 

⃝ Wonderful Class  
 Now I Want to Tell 
 The Last and Best Class（クラス）

⃝ What Do You Think?
 Don’t Forget
 Love, Peace, Happiness
  （社会に対するメッセージ）

⃝ Club Activity
 Basketball is Fantastic!  
 After School（部活動）

⃝ Very, Very Important (Thing/Friend) 
 My Favorite… (Thing/Music/Song)
（好きなもの）

⃝ High and Dirty
 Do You Know Who I Am? 
 I Am “Can”（なりきり）

⃝ I Have a Dream
 Do You Have a Dream? 
 Keep a Dream Leave for a Dream 

Having a Dream A Dream I Have
 I Will Be…
 Dreams Come True
 We Have a Chance
 Of Myself By Myself For Myself（夢）
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What do you think?

What do you think about war?

I think war is a very bad thing.

But I don’t think war will not happen.

Because if war hadn’t happened,

Maybe we wouldn’t be here.

We can’t change how things end.

But we can change the world!

We can change the world!

We should not cause war.

We must make a peaceful world.

We must not make a dangerous world.

For the future. For little children.

We must make a fair world.

You may think fairness is not good.

But I think fairness is good.

There are many poor people in the world.

We must help these people.

Let’s start what we can do!!

Let’s change the world 
from the small thing!!!!

GREAT ◯◯◯◯◯◯◯◯◯
　○○○○○○○○○ was a game creator 
who made a famous game. He has loved 
games since he played it for the first time. 
He was interested in the world of the 
games.

He played it every day.

His interest in games became stronger and 
stronger.

He decided to be a game creator.

He studied hard about how to get that job. 
He really wanted to be a game creator.

A little time passed and he joined Capcom. 
Capcom is a company making a game.

He has worked hard for a long time.

So he finished making an original game. 
His game made everyone smile.

It became the most popular of all games.

Later, everyone called him “A legend 
creator”.

He said, “Respect all things and you must 
look inside yourself again”.

He believed his motto and he became 
good and rich.

He gave the game to children because he 
wanted to spread games. The children 
were very happy.

He was also happy.

So he lived a happy life.

THE END 

■ 図2　卒業文集（B中学校2012）

　B中学校では、計画的に文集を作ることを心
がけた(表1)。文集の下書きを2回書いた後に
全体で発表し、さらに考えを深めて3文以上書き
足した。この3回目の原稿をパソコンのWord文
書に打ち込み、製本した。生徒は、1回の発表を

挟んで、 同じ原稿を4回は繰り返して見直した。
　生徒にかける言葉にも気をつけた。4月は「こ 
れまでの学習が卒業文集につながる。先輩を超
えるようなものを作って欲しい」と。冬休み前に
は、「今の自分が一番伝えたいことは何か、じっく

game creator ゲームクリエイター　legend 伝説　respect 尊敬する

① ②
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り考えて書いてきて欲しい」と。卒業1か月前に
は、 「卒業まで残り1か月。最高の文集を完成さ
せよう。20歳になった自分に向かって書いてごら
ん」と。公立入試前は、「入試の間に全部印刷し
て1冊の文集にしておくから、精一杯頑張ってき

て」と励ました。すでに進学先が決まって公立入
試当日に登校する生徒には、製本を手伝ってもら
った。これも、この年からの恒例となっている。

4 達成感を味わえる卒業文集へ
　

　A中学校の1冊目の文集（2004）で、気にな
ることがあった。それは、中学校初期段階の単
調な英文の羅列や他人の英文をそのまま真似し
た原稿がいくつか見られたことだった。違いを受
け入れ、英語で表現する機会が豊富になけれ
ば、生徒は自由に英語で表現できないと考えた。
　いずれも3年間持ち上がったA、B中学校で
は、1年生から「英語での授業」を習慣にし、3学
年で継続した活動を試みた。A中学校では、授
業の帯活動（1年生:What am I?　2年生: 
Show & Tell, 1 minute chat　3年生:10
分間英作文）を、B中学校では、各学年末にプロ

ジェクト（1年生:Show &Tel l　2年生:英語
の詩　3年生:卒業文集）を実施した。その結
果、A、B中学校とも英語で表現することに抵抗
がなくなった。この学年の授業を3年生で担当し
た先生からは「みんな英語の発表に慣れていて
意欲的だね」と言われた。卒業文集も個性あふ
れるものばかりだった。書いて表現するだけでな
く、英語でのやりとりや発表を通して、生徒が伸
び伸びと表現するようになることを学んだ。
　英語（学）力も自然に向上した。A、B中学校の
持ち上がりの3年生の県学力調査では英作文の
無回答が少なく、市（郡）統一テストでは例年に
なく平均を上回った。また、C中学校の3年生は、
県学力調査（4月）で市平均以下だったが、市統
一テスト（1月）で市平均を大幅に上回り、市内

■ 表1 卒業文集 年間計画（B中学校2012）

時　期 内　容 ポイント

4月教科部会 卒業文集を作成することを共通理解する 教師間で目標の共有

4月授業開き 過去の卒業文集を見せる 最終目標の提示

9月初旬 卒業文集の各自のテーマを持たせる テーマについて考える

12月冬休み前 下書き原稿①を配布　モデル文① 一番伝えたいテーマを絞る

1月初旬 原稿の提出、添削 正しい英文を書く

2月私立入試後 下書き原稿②を配布　モデル文② 文章の構成・問いかけ・引用

2月中旬 各クラスでスピーチ発表会（10文以上） 聞き手に伝わる発表をする

2月下旬 再度書き直し③、最終原稿完成 発表後、3文以上追加する

2月下旬 パソコン室で文集原稿完成④ スペルの間違えを点検する

3月公立入試前 表紙・文集の印刷 入試への励まし、文集の完成

3月公立入試 製本→文集を各机上に置く　 学年教諭・管理職に手渡し

3月公立入試翌日 登校後、すぐに文集を読む 内容に注目する
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全中学校実施（12月）の英語能力判定テスト（現
IBA)では、5人に1人が準2級以上レベルで過
去10年間でも上位の結果だった。D中学校の生
徒は、入学時は市平均以下だったが、1年後の
学力調査（ベネッセ）には市・全国でも上位とな
り、英検3級合格者も増えた。E中学校の2年生

（3月）では、156人のうち、25%（40人）が準
2級以上（2級）を取得した。 

5
生徒の柔軟な発想が生まれる
発表プロジェクト　

【1年生】一人一人の良さを見つけ、違いを楽し
むことが、卒業文集作りの土台となる

①Show & Tell（B中学校）
　Show & Tellでは、「松井秀喜選手のサイン入
りボール（図3）」「祖父にお土産でもらった水晶」
など、他の人が持っていないような特別な宝物を
紹介した。　

②好きな人を紹介しよう（C中学校）
　クラスメートが知らないことを1つ以上入れる
ように伝えると、下のように「スヌーピーの誕生
日・兄弟の数・好きな食べ物」「ルーフィの出身・
好きな食べ物」など新しい情報を入れて発表し
た。

クラスメートの発表を聞いて　

⃝ 紙を見ないで言えていてすごい。
⃝ 上手に発表できている人がたくさんいた。
⃝ 全体的に大きな声が出ていたのでよかった。
⃝ ずっと原稿を見ている人もいたので、練習した方

がいいと思った。
⃝ 自分もスラスラ言えるようになりたい。

気づいた点

⃝ みんなの宝物が違っていておもしろかった。
⃝ みんなの大事なものが英語でわかってよかった。
⃝ 自分の持っていないものがあり、楽しかった。
⃝ ○○さんの文鳥がかわいかった。
⃝ ○○さんの発音がきれいで、すらすら言えてい

た。

⃝ Hi, everyone. Do you know this 
boy?  He is Snoopy.  His birthday is 
August 10.  He is cute, popular and 
easy going. He has four brothers. 
He has many friends. He likes ice  
cream. I like him. Thank you. 

⃝ Hi, everyone. Do you know about 
this man? He is Monkey D. Ruffy. 
He is from a windmill village. He is a 
pirate. He is active, strong and fine.  
He has a straw hat. He likes meats. 
I like him. Thank you.

■ 図3　生徒の原稿と感想 （B中学校 2010） ■ 生徒の原稿と感想（C中学校 2013）
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　全てのプロジェクトに共通するが、実際は約1
か月以上かけて1つのプロジェクトを行う。時間
をかけることで、生徒はじっくり原稿を考え、練習
ができる。ALTには、原稿の添削や発音指導な
どを依頼しておく。発表はビデオ撮影し、後で全
員（モデル）の発表映像を見ることにしている。 

【2年生】伝えたいことを（パソコンの）文字や写
真で表現することが、卒業文集作りにつながる

①英語の詩（B中学校）
　B中学校（2011）では、2年生の3月に5行
以上の詩をパソコン室でWord文書に打ち込
み、詩の世界観に合うイラストや写真を入れた。
マザー・グースの作品をいくつか紹介すると、韻
を踏んでいる、言葉を繰り返しているなどの規則
を自分たちで見つけ、言葉にこだわるようになる。
目に見えるもの以外に、地球などの目に見えない

ものでメッセージを伝える生徒もいた。「あなたの
心は（雲や雪のように）白いですか」「僕たちも今、

（地球と同じように）動いているところだ」「海（彼
女?）が何色かって答えることはできないよ」な
ど、比喩（擬人）表現や哲学的な文が出てきた。
図4の「ひまわり」について書いた生徒は、1か月
後の転校を控え、友達とのつながりを太陽とひま
わりの関係で表した。
　デザインや内容などでモデルになる作品は、図
5のように学習室などに掲示して、学年で良いモ
デルを共有するようにした。

⃝ みんなの友達や家族、芸能人の紹介か
ら、意外と知らないことがあるとわかっ
た。芸能人の趣味などきっと調べたと思
うから、その努力がすごいと思った。○
○さんなど、見ている人の興味をひいて
いていいと思った。

⃝ 写真とジェスチャーを上手に使っている
人の発表は、すごく分かりやすかった。
できるだけジェスチャーをつけて、写真を
指さしてできたのでよかった。緊張して人
に伝えようとすることができなかったの

で、次のマイプロジェクトでは、もっと練
習して、みんなの顔を見て発表できるとい
いと思った。

■ 表2 プロジェクトまでの計画（C中学校2013）

授業時数 内　容 教師の準備・指導など ALT

1時間目 紹介文の練習 教科書で書き方指導
過去のモデル映像視聴

2時間目 原稿作成① 教師と過去のモデル提示
評価基準の説明

（授業外） 原稿提出 ものの準備 ALT による原稿の添削
発表会に向けたお知らせ掲示 ○

3時間目 発音練習
原稿作成②

発音と読み方の個別指導
原稿の書き直し ○

4時間目 発表会
発表マナーと評価基準の確認
発表のビデオ撮影
JTEとALTによる感想と評価

○

5時間目 発表映像視聴 発表映像編集

3 週間前

2 週間前

1 週間前
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　I’d like to tell you about my dream. I want to be a director of Hollywood movie in the future. I like 
American movies very much. The movie I saw for the first time was the Harry Potter. I thought the director 
did a really fantastic job because the novels were expressed surprisingly well. I think good actors are 
necessary for a movie, but the director can draw out their skills. I have seen many Hollywood movies 
such as “Percy Jackson”, “twilight” and “JAWS.” If I become a movie director, I want to make movies in 
my own style and I would like to touch people’s hearts with my movie. Before that, I want to improve my 
English. My goal is to become a movie director like Mr. Steven Spielberg. I will step forward to my dream.

②私の夢〜こんな人になりたい（D・E中学校）
　将来の夢や憧れを書いた後、パソコン室で 1
〜2時間かけて、Power Pointのスライドを3
枚作成する。発表本番では、自分でパソコンを
操作する。普段から教師がスライドを使って授業

をしているので、それをイメージして生徒たちは
発表する。プロジェクトの発表前には、過去のモ
デル（原稿・映像）を提示する。学校や学年を超
えて過去のものを見ることで、生徒たちはそれを
超えようと必死になる。
　アニメーションを工夫したD中学校の生徒の
スライド（図6）を、E中学校の生徒たちに事前に
見せた。同じ職業でも、E中学校の生徒（図7）
は独自の発想で考えた。話すテンポに合わせて、
事前に複数のアニメーションを設定した。「これ
ぞ練習の賜物!」といえる、スライドと話す英語が
ぴったり合った素晴らしい発表だった。

■ 図4　生徒の作品 （B中学校2011）

■ 図5　掲示した作品

■ 図6

（D中学校 2015） 

MOVE
The clock is moving now
Time is moving now
The earth is moving now
Everything is moving now
And we are moving now!!

Sea
What is sea?

For example, what color? 
Black? Blue? Clear? What 

will you answer? Many 
colors, many places

I can’t answer
Sea is very interesting

Sunflower
Sunflowers and the sun
Sunflowers are the sun’s 
partner Sunflowers need 
the sun
The sun needs 
sunflowers, too 
They are best friends

S1 S2 S3
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③CMで商品の魅力をアピール（E中学校 2016）
　1分間で商品の魅力をアピールするCMを、
ペアで発表した。8か月前のプロジェクトで、90秒
でオチのあるスキットを発表していたので、内容を
1分間に凝縮したユニークなCMがたくさん出た。

　発表の原稿には、5段階の評価基準を記して
いる。原稿を書くときや発表に向けて練習すると
きも、目指して欲しい像を意識して欲しいからで
ある。生徒たちが相互評価をするときは、3つの
観点で ABC評価をし、さらに教師と同じように
5段階で点数をつける。
　発表の内容に注目できるよう、評価シートに
は、 商品名（例:Super Shoes）と困っているこ
と（例: 運動会のリレーでビリになった）をあらか
じめ全て記載しておいた。1回目の発表は、全員
がクラスで発表して教師がベスト3を決めた。そ
の後、2回目は4クラスのベスト3を編集した12 
のCM映像を見て審査し、生徒たちで CM大賞
を決めた。実際のCM大賞（日テレCM大賞）の
選考基準をもとに、2回目は観点を変えた。テレ
ビの前の視聴
者を意 識する
点は、3年生の
プロジェクト（イ
ンタビューショ
ー）の布石とな
っている。

　Do you know him? He’s George Lucas. He’s a famous director and he made the movie, STAR WARS. I 
respect him and I like his movies. Now who do you think of your life? I feel my life is boring. But good 
movies pull me into the world of the movie and they get the boring, sad and painful life out of my mind. I 
always get power from his movies. I think being a movie director is a very good job. In the future, I want 
to make wonderful movies and make people happy.

■ 図7

（E中学校 2016）

S1 S2 S3

　私は今回の発表で原稿を書いたり、スラ
イドを作ったり、練習したりして、自分の成
長を感じることができました。約2年前、
初めて英語を学習してたくさんの学習を重
ねて使える英語が増えていき、ここまで発
表できるようになったんだなと思い、ちょっ
と嬉しかったです。もっと本場の外国人が
話すような、なめらかな発音ができるよう
に、上手な人の発音を聞いたり、音読しな
がら頑張っていきたいです。また、なかな
かこうやって自分のことや将来の夢につい
て語る機会がないので、とても良い経験に
なりました。私はフィギュアスケートの宮原
知

さとこ

子選手に憧れているので、宮原選手に一
歩でも近づけるよう努力したいです。

■ 生徒の感想（E中学校 2016）

■ 図9　CM発表の様子
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■ 図8　実際に生徒が書いた対話

■ 審査観点 1回目:クラス発表（20組） ■ 審査観点 2 回目:学年ベスト映像（12組）

↑5段階評価基準

聞き手の意識 A　B　C

ジェスチャー・視線・テンポ A　B　C

英語らしい発音と強弱 A　B　C

It’s very useful and convenient for us. A　B　C

The idea is new, interesting and impressive. A　B　C

I want to buy it if I have enough money. A　B　C

6
生徒の柔軟な発想が見られる
継続プロジェクト　

1 . 教科書の基本対話（Basic Dialog）
 をオリジナルの対話に（E中学校）
　話す場面を想像できなければ、表現の幅は広
がらない。これまでD中学校までは暗唱していた
教科書の基本対話（Basic Dia log）を、E中
学校からは、人（もの）・場所・設定を変えてペ
アで対話を創作することにした。原稿は書かず

に、基本対話 （太字）を変えて、3往復のやりとり
をする。教師はクラスの半分の生徒の創作対話
を点検し、残り半分は点検を終えた同じグループ
の生徒が点検する。全員が終了したら、発想が
面白い“Today’s Best Skit”に選ばれた1組
が発表する。この協同学習の繰り返しにより、教
科書の対話を超えるような発想豊かな対話が
次々生まれるようになる。1年間継続するので、
毎月席替えをしても、誰とでも自然な対話ができ
るようになる。
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A： This is my bag. Is that your bag? 

B： Yes, it is. /No, it isn’t.

■ 教科書の基本対話（1年生Program 5-1）

A： Is this soba,  B?

B： Yes, it is. I love soba . How about 
you, A? 

A： I love soba, too. But I don’ t like 
udon .

B： Really? I like udon  because it’s 
yummy.

A： I usually eat soba .

B： I see.
（実際の音声より）

■ 生徒が創作した対話（E中学校 2017）

2 . 帯活動での即興対話（D、E中学校）

①即興対話のハードルを段階的にあげる
　即興での対話を短い時間でも続けないことに
は、本当に英語を話せるようにはならない。A中
学校の2年生で取り組んだ“1 minute chat”
をもとに、D中学校の2年生では、さらに対話が
続くような帯活動での即興対話を独自に考えた。
出だしから対話がつまらないように、出だしの質
問リスト（学校生活・日常生活・個性・計画・考
えの5種類:2年生40問、1年生30問（図10））
を、教科書の基本文を参考に作成した。実際の
授業では、教師が その日の授業内容に関わる質
問を1つ選び、生徒たちは50〜70秒間対話を
続ける。慣れてくると反応が単調になるので、反
応7パターンリストで、その都度表現を確認し

た。E中学校では、この活動を大きなプロジェクト
成功のための地道なプロジェクトと位置づけ、名
称を ODP（Our Dai ly Pro ject）とした。以
下の通り、3つのSTEPで段階を踏みながら、1
年間欠かさず行った。D中学校では STEP2で
終わっていたが、E中学校では、時間をさらにの
ばし、他の発表を
聞いて即興でレポ
ートする STEP3
を加えた。4月当初
は、平均して2往
復のやりとりだっ
たが、1年間でどの
ペアも5往復〜10
往復は続くように
なった。

■ 図10
ODP質問リスト（1年生）

① 教師が質問リスト（40問）から1つの質
問を選ぶ。

② じゃんけんで勝った人が出だしの質問を
して、ペアで50秒間の対話を行う。

③ 教師と任意に選ばれた1人の生徒が、み
んなの前で50秒間の対話をする。

 （全員1回）

① 教師が質問リストから1つの質問を選ぶ。

② じゃんけんで勝った人が出だしの質問を
して、ペアで60秒間の対話を行う。

③ 任意に選ばれたペア1（2）組が、みんな
の前で60秒間の対話をする。

　（全員3回以上）

STEP1　4月〜6月

STEP2　7月〜11月
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② 授業でのやり取りが外国の人とのやり取りへ
　金沢大学附属高校と交流のある台湾師範大
学附属高級中学生が、昨年度E中学校を2月に
訪問し、2年生の英語の授業を参観した。英語
運用力が高いという6名が参観すると聞いていた
ので、英語で対話をするいい機会だと考え、普
段通りのODPと新出表現を使った90秒間の対
話をすることにした。ODPでは、“Which seas-
on is the best to visit Kanazawa(Taiw-
an)? And why?”を皮切りにやり取りした。
その後、生徒と台湾の学生2組が、みんなの前
で再度対話をした。授業の後半の即興対話も盛
り上がり、ともに2分を超えた。生の早いテンポ
でのやり取りを必死に聞き取る生徒たち。対話を
する生徒はもちろん、聞いている生徒たちも刺激
を受けていた。台湾の学生は、日本の中学生と
英語で交流できてとても喜んでいた。
　D中学校、E中学校ともに1年間即興対話を続
けることで、2年生での英検3級以上の合格者が
例年より大きく増加した。特に、2次面接での得点
が高い結果となった。E中学校の生徒からは、

「ODPのおかげで、突然外国の人に（外で）話し

かけられても、英語で話すことができた」という声。
ある生徒の母親からは、「授業の対話活動のおか
げで、塾に行かなくても、英検準2級を取ることが
できました」という声をいただくなど、反響があった。

③学年や校種を超えたつながりへ
　今年度から、E中学校では即興対話（ODP）
を3学年共通の帯活動として取り組んでいる。1
年生は40秒、2年生は60秒、3年生は90秒間
途切れることなく英語で対話を続けることを目標
としている。現在、私が担当する1年生では、5
月末からSTEP1の形式で40秒間の対話を始
めている。
　今年の6月中旬に、金沢大学で実習予定の学
生たちが、中学校の授業を参観した。参観した
4年生が「ついこの前まで小学生だったのに、1
年生のこの時期でここまで英語で話せることに
驚いた」と感想に書いた。この学生は、前年度、
附属小学校で実習を経験していた。2020年度
から小学校高学年で英語が正式科目となる。教
員養成課程の学生が他校種も含めた授業を参
観する、私たち教師も他校種の先生方と情報交
換をするなどして、小中高のつながりを意識して
いきたいものである。

7
生徒の柔軟な発想が
見られる1 （2）時間の
授業プロジェクト（タスク）　

　対話をする前に書かせると、生徒たちは書いた
英文を読もうとする。しかし、実際のやりとりは、
その場で瞬時に考えて話さなければいけない。
帯活動と創作対話活動という限られた時間だけ
ではなく、授業全体をコミュニケーションの場に
しなければ、生徒たちは書いた英文を読む習慣
をなかなか断ち切ることはできない。

① 任意に選ばれた1人の生徒が1つの質問
を選ぶ。　　　　　

② じゃんけんで勝った人が出だしの質問を
して、ペアで70秒間の対話をする。

③ 任意に選ばれたペア1組が、みんなの前
で70秒間の対話をする。（全員3回以上）

④ 発表した生徒の周囲2メートル以内にい
る、任意に選ばれた1人の生徒が、2人
の対話を3文で報告する。自分と比較し
て自分のことを伝えてもよい。（全員1回）

STEP3　12月〜3月
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　昨年度、E中学校2年生の5月の研究授業を契
機に、「書く」→「話す」から、「話す」→「書く」へ授
業を大きく転換した。新出表現を扱う授業で、1
年生では90秒、2年生では90秒〜2分間対話
をしてから書く時間を授業の中に入れた。このこ
とで、授業がより実際の場面に近いものとなり、
英語が世界へ発信するための手段に変わった。
　こうした普段の授業をもとに、E中学校の1・2
年生の研究発表会の授業を2つ紹介する。この
2つの授業とも課題解決型の授業で、課題に関
わる対話を即興で2回〜4回繰り返した後、終末
で、ある程度まとまった英文（対話文、メッセー
ジ）を書いた。その場で相手の反応を受けて、対
話を繰り返しながら修正しているので、最後の書
く段階では、さらに深く思考した意味のある言葉と
して書く。また、モデルを後半に提示することで、
生徒の自由な発想を生かしたやり取りができた。
　生徒が書いた英文は、廊下に掲示したり、昨
年度から本校が交流を始めた海外の交流校（ス
ウェーデン・ホーラベックス校）に実際に郵送し
たり、学校のHPに掲載するなど、校内外に広く
発信するようにしている。

＜事前インタビュー＞

　事前に調べる料理を1つ決め、家族から
材料・分量・作り方を聞いてくる。（家庭科
と連携）○○汁、うどん、天ぷら、おでん、
鍋、肉じゃが、すき焼き、焼きそば、焼き
餃子、オムライス

① 帯活動:40秒間の即興対話 『What’s 

your favorite food?』

② 前時に学習した「ナン」「チャパティ」から、
日本の「寿司」「手巻き寿司」を例にあげ、
日本の家庭料理に話題をつなげる。

③ 事前に調べてきた家庭料理の材料や作
り方について、英語で情報交換する。

④ 教科書に登場する日本に滞在中のインド
人（アミット）を自宅に招き夕食をご馳走
するという設定で、ペアで即興の対話を
する。………………………………対話Ⅰ

⑤ 違う料理を調べた同じグループの人と即
興で対話をする。…………………対話Ⅱ

⑥ インド人は、宗教上、牛肉、豚肉、魚介
類などが食べられないことを写真で確認
する。

⑦ アミットが食べられない食材が1つある設
定で、どう対応するか考え対話をする。
……………………………………対話Ⅲ

⑧ 教師のモデルを見せた後、座席を移動し
同じ料理を調べた人と即興で対話をす
る。………………………………対話Ⅳ

⑨ 席の離れたペアが対話を発表する。自分
の対話を振り返り対話文を書く。

 （…対話Ⅴ）

■ 図11　授業の様子

課題解決： アミットに我が家の家庭料理をご馳走しよう!
（SUNSHINE Program 5）

1 . アミットとの対話を想像して、
 我が家の家庭料理を海外に発信する
 （E中学校1年生2017）
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1回目の対話（対話I）（実際の音声より） 

B： Welcome to my home. Please 
come in.

A： Thank you.

B： Amit, today’s dinner is yakisoba.

A： Yakisoba?   What’s that?

B： It’s ... noodle. We cook... We cook 
noodle. We cook... yakisoba with 
...

A： Do you use pork?

B： Oh,  yes.

A： Sorry. I can’t eat pork.

B： ...Oh, sorry, bye,

3回目の対話（対話Ⅲ）（実際の音声より） 

B： Welcome to my home.  Please 
come in. 

A： Thank you.  

B： Amit, today’s dinner is yakisoba.

A： Yakisoba?   What’s that?

B： It’s Japanese noodle. We cook 
pork and cabbage and bean 
sprout and noodle with sauce.

A： Do you usual ly  …make …at 
home?

B： Oh, yes, I do. I usually, I usually 
make yakisoba  at home.

4回目の対話（対話Ⅳ）後に書いた対話文

B： Welcome to my home.  Please 
come in. 

A： Thank you.  

B： Amit, today’s dinner is yakisoba.

A： Yakisoba?  What’s that?

B： It’s delicious Japanese noodle. We 
cook pork, vegetables and noodle 
together with sauce.

A： Do you usually cook yakisoba at 
home?   

B： Yes, I do.. I usually cook yakisoba 
because  my  f am i l y  l i k e ( s ) 
yakisoba.

A： Oh, your family like(s)  yakisoba. 
Do you use pork?

B： Yes.

実際の授業での生徒の対話(文) <A:Amit B:Amit’s friend>

■ 図 12　対話の様子

⑩ 我が家の家庭料理の材料と簡単な作り
方、魅力が伝わるように、雑誌の原稿と
して、5文でまとめて書く。

→教室前の廊下に『附属雑誌』として掲示
し、海外に発信する。
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A： Sorry. I can’t eat pork.    

B： Oh, I will eat all pork.

A： Oh, thank you.   

■ 図13　『附属新聞　我が家の家庭料理』

課題解決 : 世界の人たちと共存するために、未来の理想
の学校を提案しよう!  （SUNSHINE Program 9）

① 帯活動:1分間の即興対話 『What do 
you think of our school?』

② 2030年の未来の理想の学校を想像し、
3つの視点でブレーンストーミングする。　

 A：学校生活・生徒会活動  
 B：行事・授業

 C：建物・設備

③ 互いが考える理想の学校を、マインドマッ
プをもとにペアで対話をする。……対話Ⅰ

④ 和英辞書で未習語句を調べて、マインド
マップに書き込む。

⑤ 席が近い違う相手と、理想の学校につい
て再度、即興で対話をする。……対話Ⅱ

⑥ 指名された席の離れた生徒2人が、モデ
ル対話をする。 　　　　　 （…対話Ⅲ）

⑦ 副校長（元英語教師）宛てに、未来の理
想の学校の提案文を書く。（対話をもとに
5文以上）

⑧ 生徒たちに向けた副校長からのアドバイ
スの手紙（下記モデル）を読む。

⑨ 参考となる表現があれば、提案文を書き
直す。

⑩ 3つの視点で、代表の生徒が理想の学校
を提案する。

Dear my students

　Hello.  How are you doing?　I 

heard you thought about the future of 

our school in today’s English class.　 

I’m very glad to hear that. I hope you’

ll change our school in the future. 

However I’d like to give you some 

adv ice .  Le t  me  t e l l  you  th ree 

important things.    

副校長からのアドバイス（単元の新出表現や考える視点
（中学生の義務、予算、グローバル化）に配慮）

2 . 理想の学校を副校長に英語で提案し、
 学校のHPに提案文を掲載する

（E中学校2年生2016）

下線：生徒の創作部分　 ：後半で追加した部分
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　First, don’t forget that school is 

the place to study. You have to study 

at school. There are a lot of poor 

people in the world. We also have 

environmental problems, for example 

global warming and air pollution. If 

you want to learn about the world 

more, you can make new events and 

classes. Second, you can use only a 

small amount of money to study and 

to save the earth.  If you want to buy 

something, you should buy something 

good for us.  We can’t use much money 

for the future school.  It’s difficult to 

spend more than 3,000,000 yen.  

Third, the world is getting globalized. 

Our school should be the model of the 

global J.H.S. in the world. You should 

get the chance to communicate with 

others around the world in English. 

You can make a student exchange 

program.  I’ll be happy if You learn 

English more.

　If your proposal is attractive, I’ll put 

it on our school’s HP next year.  I 

hope I will get your nice proposals 

soon.  

Dear Mr. ○○

　Hello.  I’m thinking about our 

school for the future.  I think our 

school should change to be a Global 

School.  First, our school teachers 

should teach all classes in English. 

Maybe it’ll be hard for us.  But it’s 

very  impor tant  for  the  fu ture .  

Japanese people have to talk in 

English with people from other 

countries now.  I think we have to do 

this in the future.  So we can speak in 

English well.  We have to speak 

English at school.  Second, in the 

future we should have a student 

exchange program during summer 

vacation. We can speak English a 

little, but not well now.  If we go 

abroad, we can talk with people in 

English.  So, please change our school 

life. （B：行事・授業の視点）

［その他　学校HPに掲載］

8
英語で「話す」「書く」力を
同時に育てる3年間計画　

　平成29年3月に告示された新学習指導要領
では、英語を「話すこと」が［やり取り］と［発表］
の2つに分かれ、5領域となった。『話すことに関
しては、関心のある事柄について、簡単な語句
や文を用いて即興で伝え合うこと・話すことがで
きるようにする』とある。私が考える、生徒が英
語で「話す」「書く」力を育てるイメージは、以下

（表3）の通りである。「やり取りをしてから書く」
「書いてから英語で発表する」という流れを、矢
印（1年生のみ）で示した。普段の授業で、話す
ことと書くことにつながりを持たせて繰り返すこと
で、生徒たちはプロジェクトで真の達成感を味わ
うことができる。

副校長への提案文
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■ 表3　プロジェクトを軸にした3年間計画

1 年生

話すこと
（やり取り: 毎時）

話すこと
（やり取り:タスク）

書くこと
話すこと

（発表 : プロジェクト）

前
　
期

ペアで40秒の即興対話
→教師と生徒の 1 対 1
　発表

　発表教科書の基本対話（Basic 
Dialog）の創作
やりとり3往復

ALT にインタビュー
なりきり自己紹介スキット
校舎案内スキット
● アミットを家に招待してご馳走

しよう!（課題解決）

Who am I? なりきりゲーム

ALTに日本に関わる質問 5 文

ポスター　エコキャップ回収
（タイトル、目的、イラスト）
→掲示
附属雑誌 我が家の家庭料理
→海外発信、掲示

自己 PR10文以上
なりきった人物紹介5文 自己 PR(My Project)

→海外発信

後
　
期

ペアで 50秒の即興対話
→隣同士での発表へ
→席の離れた人と発表へ

隣の人にインタビュー
● スウェーデンの中学生と年末

年始恒例の○○について話
せるようになろう!（課題解決）

自分のお気に入り
Show & Tell

隣の人のプロフィール10文
年末年始の習慣の紹介6文
興味ある人・キャラクターの紹
介13文
冬休み中にALTへの絵葉書

（日記）

グループで学校 PR文
→ HP 

興味がある人・キャラクター
の紹介（My Project）

ALTとの即興対話（90秒）と
Show & Tell

絵本の朗読
（Program 12）

学校 PR 動画2分

2 年生

話すこと
（やり取り: 毎時）

話すこと
（やり取り:タスク）

書くこと
話すこと

（発表 : プロジェクト）

前
　
期

ペアで 60秒の即興対話
→教師と生徒の発表
→隣同士での発表へ

教科書の基本対話（Basic 
Dialog）の創作
やりとり4往復

● 外国人観光客に金沢の名所
を案内しよう!（課題解決）

● チャリティについて意見交換

予算内での買い物スキット
● 職場体験について情報交換

観光したい国スキット

ポスター　チャリティイベント
（時間、内容、費用）
→掲示

スキット10回以上のやりとり

附属雑誌 職場体験10文 + 写
真 1 枚
→掲示

スキット大会（My Project）
90 秒でオチのあるスキット

後
　
期

ペアで 70秒の即興対話
→席の離れた人と発表へ
→別の生徒が 3 文で即興レポ
ート

観光客に道案内スキット
未来の理想の学校について提
案しよう!（課題解決）

私の夢 10 文 +スライド3 枚Ⓟ

副校長への提案文
→ HP
日本文化クイズ
→旅行しおり

附属雑誌 京都奈良名所10 文
+ 写真 1 枚
→海外発信、掲示

春日めぐみさんへの手紙
10回以上のやりとりと小道具

私の夢（My Project）、
輝く附属中 CM 大賞

（My  Project）

1 分間で商品の魅力を
アピール

海外発信 : 海外交流校に郵送
Ⓟ : パソコン使用
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3 年生

話すこと
（やり取り: 毎時）

話すこと
（やり取り:タスク）

書くこと
話すこと

（発表 : プロジェクト）

前
　
期

ペアで80秒の即興対話
→教師と生徒の発表
→隣同士での発表へ

　発表教科書の基本対話（Basic 
Dialog）の創作
やりとり5 往復

● 困っていることを聞いて解決
しよう!（課題解決）

観光客に乗り換え案内スキッ
ト
● 平和について意見交換

電話でのスキット

おすすめの日本世界遺産15
文
ポスター　身近にできる5R

（問題、正しい方法、図・表）
→掲示

平和を願う詩 8 行Ⓟ
→掲示

インタビュー原稿やりとり
15 回以上

インタビューショー
（My Project）

● 有名人になりきりTV番組で
2 分間インタビュー

後
　
期

ペアで 90 秒の即興対話
→席の離れた人と発表へ
→第3者が3文で即興レポート

● 持ちよった最近のニュースに
ついて意見交換

● 未来の理想の街づくりを提
案しよう!（課題解決）

● 中学校の思い出の振り返り

● マララについて意見交換

附属新聞→海外発信、掲示
● 日本文化紹介記事　
　2×10文
● 最近のニュース記事15文

ホームページに学校 PR Ⓟ
→ HP

有名人の名言紹介
→掲示

卒業文集作成 20 文以上Ⓟ

日本文化を ALT に紹介
（My Project）

卒業プレゼンテーション
 (Special Project)

　授業の最後に、生徒たちはEnglish Learning 
Recordで授業を振り返る。学習の見通しが持て
るように、予め半年分の評価項目を記し、プロジ
ェクトなどの評価を記入していく。自主的に家庭
学習を進められるよう、課題自己点検表もつけて
いる。B4画用紙を2つ折りにして半年で更新し、
3年間使用している。

9 おわりに
　

　中学校の卒業は義務教育を終え、自分の意志
で生きていく節目となる。英語で表現したことは、
級友とのいい思い出となるだけではなく、将来、
夢に立ち向かうときに背中を押してくれるだろ
う。8年前のA中学校の成人式で、懐かしい教え

子たちに卒業文集を見せた。「懐かしい!」「私こ
んなに書いたんだ。もう書けないよ」と言う教え子
たち。思い出を振り返るひとときとなった。
　全国のセミナーや学会に身銭を切って出か
け、刺激を受けて実践を改善してきたことで、最
近では、研究会等で実践を発表するようにもなっ
た。
　私の根幹には、偉大な先輩方の存在がある。
大学時代、教育実習でお世話になった平松仁史
先生には、「英語での授業」を鍛えていただいた。

「教師は授業が命」という言葉は、常に私を奮い
立たせてくれる。中嶋洋一先生（関西外国語大
学）には前に進む原動力を何度もいただき、心か
ら感謝している。「授業が生徒指導」の精神を受
け継いでいきたい。高橋一幸先生（神奈川大学）
の著書『授業づくりと改善の視点』は、授業のバ
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イブルとして何度も読み返してきた。英語授業研
究学会の発表で貴重なご意見を頂いたことが、
今につながっている。
　これまで教育実習生を公立中学校で5人、現
校では昨年度3人担当した。1か月という短い期
間だが、実習最終日には、まるで卒業生を送り
出すような気持ちになり、一緒に涙を流すことも
あった。残りの教師生活では、先輩の先生方か
ら学んだことや私の経験から得たことを後輩たち
に伝えていこうと思う。それと同時に、これからも
授業を改善し続ける教師でありたい。

参考文献
中嶋洋一（2000）『英語好きにする授業マネージ
メント30の技』明治図書
高橋一幸（2003）『授業づくりと改善の視点』教
育出版
田中里美 (2014）『My Project で生徒を伸ば
す』　My Projectを使いこなす技―SUNSHI
NE 1年（別冊）
田中里美（2016）『金沢大学人間社会学域学校
教育学類　研究紀要　外国語』
文部科学省（2017）中学校学習指導要領　外
国語
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児童生徒指導

1981年茨城大学卒業、茨城県内の県立高校に勤務。2003年茨城県立水戸工業高等学校に赴任。
現在に至る。2016年第65回読売教育賞国語教育部門優秀賞受賞。連絡は、茨城県水戸市元吉田
町1101の同校まで。

茨城県立水戸工業高等学校
教諭（国語科）

金
か な

澤
ざ わ

容
よ う

子
こ

大規模な専門高校で
教育相談を校内に

浸透させるまでの取り組み
〜 国語科教員の特性を生かしながら組織的な体制を作りあげるための工夫 〜



第 66 回　読売教育賞から
【児童生徒指導】

【最優秀賞選評】
河野義章　東京学芸大学名誉教授

「『教員自身が教育相談の担い手にな
るべき』との思いが、学校全体の相談
システムとして立ち上がっていく過程
に感銘を受けた。多くの学校で参考
にできる実践だ」



1 はじめに
　

　筆者は今年度で定年退職を迎える工業高校
の国語の教員である。本校に赴任して15年が経
つ。現在、筆者は同僚から「先生、A子の話を聞
いてやってください」と言われる時がある。
　しかし、以前は違った。「先生は授業だけで…」
と先輩教員に言われた。それで本当に良いのだろ
うか、いや生徒が何かに悩んでいるなら少しでも
話を聴いてあげたいと思って関わってきた。そして
同僚の中から仲間を見つけて、校内に教育相談
が浸透するまで奮闘してきた日 が々ある。振り返る
と稚拙なアイディアもあったと思う。しかしその時は
それしか思いつかなかったのだ。
　昨年度、筆者は教科教育の拙文を書いて読売
教育賞優秀賞（国語部門）を受けた。しかし、筆
者が教員生活で最も情熱を燃やしたのは教育相
談であるので、本論文を書くことにした。

2 主題設定の理由
　

　本校は、今年で108年の伝統を持つ1学年
8クラス6学科（工業化学、機械、電気、情報、
土木、建築）を有する県内で最大規模の工業高
校である。生徒たちはたくさんの資格取得に励
み、部活動に熱心に取り組む。インターハイや
国体に出る選手もいる。国公立大学の進学や有
名企業への就職と、生徒の希望を実現させる進
路指導が行われている。
　全国的に話題になってしまった大きな問題が起
こった次の年度に、筆者は本校に赴任した。その
事件はマスコミに取り上げられ、教員一丸となった
事後処理や生徒集会、保護者集会で沈静化した
と聞いた。赴任当時、その話題に触れることはタブ

ーになっているように感じ、また、生徒や教員の心
の動揺が徐 に々治まって来ているようにも感じた。
　筆者は国語科教員ではあるが前任校でも教
育相談を担当していた。カウンセリングマインドと
いう言葉がある。大規模校でこの言葉が浸透す
れば学校が変わるだろうと考えた。
　ここで教育相談やカウンセリングの定義を細
かく論ずると紙面が尽きる。高野（2000）は「教
育相談は、現代の学校教育のもとで確立された
教育活動の一環で、『ひとりひとりの児童生徒の
教育上の問題について、本人、保護者、教師に
適切な援助を行い、個人の持つ問題を解決して
生活に適応させ、調和の取れた人格の形成を図
ろうとする』ことである」「カウンセリングとは何ら
かの不適応状態にあって援助を必要としている
人と、その人を援助しようとする専門的な訓練を
受けた人との間に成立する相談関係を言う（以
下文献引用は点線アンダーライン）」と言う。

3 ねらいと仮説
　

　教育相談やカウンセリングが学校現場で必要
でないわけはない、という思いで活動していれば、
徐 に々理解者が現れ、校内に浸透していくであろ
う。そして、このような取り組みは教育相談ばかり
でなく他の領域にも良い影響となるのではないか。
そこで、本実践のねらいを「たった一人でも様々な
アイディアで教育相談を校内に浸透させれば必
ず定着することを実践を通して検証する」とした。
　仮説は以下である。

仮説　❶国語科教員という特性を生かし広
報活動を上手く取り入れて、教育相談を個
人から全体へと大規模校の中に広めること
ができるのではないか。　❷本校の先生方
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4 実践計画 
　

　「校内に浸透させる」と簡単に言っても約100
人の職員と960人の生徒を抱える本校を見渡す
と巨大な山が聳

そび

えているように感じた。

①個人の資質と能力
　筆者の問題としては、教育相談を行おうとする
自分自身の資質や人間性が大変重要である、と
同時に力量が問われる、と感じた。
　今津（2015）は「教師の『質』という幅広く曖

昧なことばを分解してみたい。『質』はこれまで『資
質・能力』とか『力量』、『職能』そして『専門性」と
呼ばれ、その向上は『専門性発達』、『教師の成
長』などとさまざまに言われてきたが…内容的に
はそれほど大きな違いはない。…『資質』とは生ま
れつきの性質で得手不得手や人柄などと関わり、
あまり変化することのない個人の特性である。…
『能力』とは教育によって成長して変化する知識・
技術を意味する。…資質・能力は六層からなる」
といい、A:問題解決技能、B:指導の知識・技術、
C:マネジメントの知識・技術、D:対人関係力、
E:教育観、F:探求心、をあげている。「AからF
に向かうほど『資質』的側面が強くなり、FからA
に向かうほど『能力』的側面が強くなる」という。こ
れは教育相談を行う筆者に非常に参考になる。

②組織の問題　　　　　　　　　　　　　　
　本校には校務分掌の委員会として「教育相談
委員会」があるが4月当初に委員長を決めただけ

■ 表1　教育相談が校内に浸透するまでの4期　（2003〜2017年）

4 期の分類
活動内容 Ⅰ単独活動期 Ⅱ体制構築期 Ⅲ校内浸透期 Ⅳ活動安定期

個人の研修  ○ ○ ○ ○
個人でのカウンセリング活動  ○ ○ ○ ○

「カウンセリング紹介」の掲示 ○ ○ ○ ○
委員会の開催 ○ ○ ○

「カウンセリング通信」の発行  ○ ○ ○
研修会の開催 ○ ○ ○
係になっている教員の写真掲示 ○ ○

「年報」の発行   ○ ○
悩みのアンケート調査 ○ ○
教育相談週間 ○ ○
オリエンテーションの実施 ○ ○
委員会の外部組織にての研修 ○ ○
緊急時のチーム援助 △ ○
委員会教員のカウンセリング活動（注） △ △

掛かった年月 2 年間 3 年間 3 年間 7 年間

※ 表中の○は活動ができたこと、△は活動が不完全であることを表している。（注）「委員会教員のカウンセリング活動」とは、教育相談委員会に入
っている先生方が教育相談室を利用しての教育相談活動を年に一回でもしているかどうかということ。   

には“本校生は能力もあり明るく元気で部
活動に一生懸命だから、自己責任で問題解
決に当たれば良い”という教育観の持ち主
が多いようである。その考え方を尊重しつつ
も、生徒を支援し教育相談活動をすること
で救える生徒がいるのではないか。
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で、一年間活動が何もなかった。こんな委員会
は不要、という意見が委員会のメンバーから出
る。職員室の雑談でも囁

ささや

かれ、職員会議にも出
される場面があった（その時は筆者は教育相談
の必要性を訴えた）。そこでまず、委員会メンバ
ーの意識を変えること、そして、主な活動で「教
育相談」を校内に知らせることが大切だろうと思
った。その後、粘り強く細かな活動をしていけば
校内に浸透させることができると考えた。
　ただし、小倉（2011）は「強制は反発を産む」
から「どうしたらいいと思いますかと仲間に質問
をする、話すより聞く」ことが人間関係を滑らかに
するという。コーチングの視点は参考になった。
　筆者がやるべきことがまず重要であり、その姿
を見せること、口で説明するのでなく行動で示す
ことで校内に影響が及べば幸いである、共感者
が増え、徐々に体制が構築されていく形が望まし
いと考えた。ここで筆者が考えたのは「覚悟を持
って」という言葉である。いかにも「私やってます」
と周囲が感じるような言動は慎む、静かに行動す
る、「人不知而不慍（人知らずして慍らず）」（論
語）の心境で実践していく、昔読んだ下村湖人
の言葉「白鳥蘆花に入る（白い鳥が白い蘆の花
の中に舞い降りても目立ちはしない、しかし風が
起こるから蘆は脈 と々揺れて周囲に伝わってい
く）」という気持ちを持ちたいと考えた。

5 実践の結果
　

　15年間で教育相談が校内に浸透していく過
程を振り返ると、筆者の体験は、表1に示すよう
な4期に分けられると考える。Ⅰ単独活動期→	
Ⅱ体制構築期→Ⅲ校内浸透期 →Ⅳ活動安定期
の4期である（表1）。
　「単独活動期」とは文字通り、一人で相談活動

をした時期である。「体制構築期」とは少しずつ共
感者が現れた時期で、教育相談体制の基礎作り
の時期である。「校内浸透期」とは校内に教育相
談が組織活動として浸透し始めた時期である。
「活動安定期」とは筆者が言わずとも学校の年間
計画に教育相談関係の行事が組み込まれ、委員
会が定期的に実施され、どの先生が教育相談の
委員会に入っても無理なく活動ができる時期であ
る。当然、教員同士の人間関係は良く、生徒指
導問題は少なく、また問題が起こっても教員の協
働で解決が出来る体制が整っている状況である。

Ⅰ単独活動期

1 .	単独の活動　

①スキルや資格等について
　力量不足では相談が出来ない、何となく面談
しているのではなく、雑談しているのでもなく「カ
ウンセリングをする、教育相談をする」能力を付
けるべきだと感じた。研修することや、心理関係
の資格を取ることで知識を深めた。筆者の実践
したことや入った学会について触れたい。

◆研修
⃝	筑波大学内地留学（6か月間）前任校にて
⃝	茨城県教育研修センター教育相談課　長期
研修相談員（2年間）:毎週水曜日の午後に研
修センターに赴き、生徒や保護者の教育相談
に携わる。また、事例検討会にて自分が関わ
っている事例を提出し、近隣大学の心理専門
の先生方に指導を受ける。

⃝	茨城県教育研修センター教育相談初級講座
助言者

◆資格
⃝	学校心理士（一般社団法人　学校心理士認
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定運営機構）　　
⃝	上級教育カウンセラー（特定非営利活動法人	
日本教育カウンセラー協会）

⃝	ガイダンスカウンセラー（スクールカウンセリ
ング推進協議会）

◆学会
⃝	日本カウンセリング学会
⃝	一般社団法人日本教育心理学会

◆学校外の活動やネットワーク
⃝	茨城県高等学校教育研究会（以下「高教研」）
教育相談部役員:教育相談に関心・興味のあ
る県内の高校教員の研修活動の企画運営。主
な仕事は調査研究、研修会開催、部報作成
などである。

　筆者は、7年間役員を務め、特に研修会開催
に力を注いだ。水戸少年鑑別所、水戸地方裁判
所、県警交通管制官、児童相談所、養護施設、
少年院等の見学会と研修会を企画・運営した。

②生徒とのコミュニケーション
　教育相談に携わるのに必要なのは資格か人
間性かという問い掛けは時々頭をもたげて来る。
研鑽が大事と考えたり、いや人格だろうと考えた
り、筆者の気持ちはさまよった。心構えとしては
生徒から声が掛かる教師になりたいと考えてい
た。コミュニケーションの第一は挨拶である。そ
して簡単な会話であると考えている。廊下、トイ
レ、校庭、図書館などでも、生徒に声を掛ける。
　教室では、当然生徒の顔・表情・言葉に出会
う。教壇や机間巡視では、バーバルメッセージ
だけでなくノンバーバルメッセージもある。筆者
は国語の授業で毎回、7分間の漢字テストを実
施している。その用紙の下にコメントを書く欄を
設けた。漢字テスト終了後に「今日のコメント」と

して「昨日寝た時間は?」「スマホ代は誰が払って
いるの?」「今朝の親子の会話は?」等の「お題」
を出している。毎回実施していくと生徒の回答か
ら、夜遊びをしているようだ、友達がいないよう
だ、苦労しているようだ、元気だ、等の様子が
分かってくる。「不安要素」を抱える生徒達を気
をつけて見ていたり、担任や学年主任、学科の
先生と情報を交換したりする。廊下ですれ違った
ときには声掛けが出来る。日常の教員の注意や
態度は重要であると考えている。

③心の地図　今の自分グラフ　作文
　もう少し細かい生徒理解にはどうしたらいいか
と考えて筆者が考え出したのが「心の地図」とい
うシートである。「バウムテスト」や「エゴグラム」の
研修を受け実際に生徒に検査したこともあるが、
筆者は、教員としてできるものがあるはずだと熟
考した。その結果、自己流ではあるが、A4判の
用紙「心の地図」を思いついた（図2、図3）。
　これは、日頃生徒を取り囲んでいる人をABCD
のゾーンに分けて書かせる方法である。真ん中は
本人とする。自分との距離が近い人は自分の近く
に、遠い人は離して名前かイニシャルを書くという
シートである。Aゾーン:家族、Bゾーン:本校の
生徒（同級生・先輩・後輩等）、Cゾーン:大人（家

■ 図1　ある日のお題（建築科の生徒へ）
 「本校に来た目的は?」への回答
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族以外、例えば隣のおじさん、中学校の恩師、親
戚のおばさん等）、Dゾーン:本校以外の友人に
分けて書かせる。ワークシートの下には「好きな○
○」を書かせる。このシートで生徒の日常が解る。
　例えば図2（①）は毎日が生き生きと生活して
いる生徒のシートである。図3（②）は欠席の多
い生徒のシートである。「好きな場所:トイレ」に
も驚く。シートから生徒の日常生活が表れている
と感じる。生徒の心を知るというには大袈裟では
あるが、教員が気にかけることは出来る。
　もう一つ、「今の自分」と「作文（高校生活）」も
有効だと筆者は感じている。方法は、（a）「今の
自分」（図4）と称してアンケートをとる。質問は「自
分に自信があるか」「目標に向かった生活をして
いるか」などである。そのアンケート結果を点数化
して五角形のグラフにして（b）「今の自分グラフ」

（図5）と名付ける。そして400字詰め原稿用紙
に（c）「高校生活」（図6）の題で作文を書かせる。
　「今の自分グラフ」と作文を比べながらながめ
ると、生徒の胸の内は具体的に理解できた。生
徒理解には有効である。いじめや「死にたい」が
分かったこともある。

■ 図2　心の地図（①）

■ 図3　心の地図（②）

■ 図4　（a）「今の自分」
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2 .	掲示物「カウンセリングってなあに」

　「教育相談」「カウンセリング」を広めるにはそ
の言葉を見える場所に掲示することも一案であ
る。自然に生徒・教員・保護者に興味をもって
もらえるだろうと考え4月には担任の先生に教室
掲示をしてもらっている。
　「カウンセリングってなーに?」（図7）には、①
カウンセリングとは何か　②申し込み方法　③場
所と時間　④担当者、などを紹介するようにした。

Ⅱ体制構築期

1 .	校内の仲間集めと環境整備

　校内組織として「教育相談委員会」がある。内
規は「生徒指導部、学習指導部、進路指導部か

ら各1名、各学年から1名、及び希望者」のほ
ぼ6名の構成になっていたが、前述のように機能
していなかった。100人も職員がいる学校では、
単独活動してばかりはいられない。同じ志の仲
間や日頃の生徒との関係を見ていて教育相談に
理解があるように感じる先生方に「どう思います
か」と聞いて同志を集めた。特に「希望者枠」に
目を付けた。養護教諭の先生は教育相談には欠
かせないメンバーになると思い希望者枠で入っ
て頂いたり、以前の研修会で会ったことのある新
任の先生を誘った（現在2017年は希望者枠が
増え、12名の構成になっている）。
　また、本館1階にある教育相談室が物置場所
になっていたので環境整備も必要だった。カーテ
ンがよれよれであったので買い換えてもらい、キ
ャビネット、テーブルと椅子を整え、「相談中」と
「入室OK」の札を作り、植物を置き、環境整備

■ 図5　（b）「今の自分グラフ」 ■ 図7　教室掲示用

■ 図6　（c）作文「高校生活」
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をした。

2 .	「教育相談委員会」の開催

　「教育相談委員会議」を定期的に開くべきだと
考えた。「委員会開催のおしらせ」の通知を1週
間前にメンバー一人ずつに配った。
　また本文に書くことはためらわれたが、委員会
を開くときには必ずコーヒーを用意した。明治大
学の諸富祥彦先生の講演会で聞いた「お菓子作
戦」がヒントになっている。教員同士の協力が大
切であり、一人では疲弊してしまう時代である。
コミュニケーションを図るためには、穏やかな雰
囲気は欠かせない。
　最初の委員会では、教育相談の方法（受容や
傾聴等）について触れた。委員会の先生たちが
生徒と面談する時のために記録簿を作った。A4
判の記録用紙を次のように作成した。

　また、担任の先生に「気になる生徒」を記入し
てもらい一覧にした用紙を配付して㊙として委員
会内では共通理解を図ることにした。「気になる
生徒」として4月に担任に提供を呼びかけている
のは、以下である。				

相談記録用紙
【#　】氏名、学科、学年、組、出席番号、
性別、生年月日、相談担当者名、面接日、場
所、時間、主訴、面接内容		

次回の予約（面接日、時間、場所、担当者名）																					

　学校を休みがち、教室に居場所がない様
子、保健室によく行く、図書館によく行く、い
じめを受けている様子、からかわれている様
子、引きこもりがち、友人があまりいない、か

んもく（口を閉ざして黙ってしまうこと）、虐待
を受けているかもしれない、摂食障害、排泄
障害、何か悩んでいるようだ、家庭の問題が
あるようだ、行事の時にひとりでいる、その他

■ 表2  教育相談委員会の時期と内容

回 時　期 内　容

第一回 ４月初旬 委員長・副委員長を選出

第二回 ４月下旬

年間計画について
気になる生徒について情報
交換
５月のカウンセリング通信
の発行について

第三回 ６月中旬

研修会の準備
教育相談部総会・講演会の
報告
気になる生徒の情報交換

第四回 ７月中旬

教育相談講演会の反省
９月のカウンセリング通信
の発行について
気になる生徒の情報交換

第五回 10月中旬
夏季研修会の報告
気になる生徒の情報交換

第六回 12月下旬

１月のカウンセリング通信の
発行について
地区研修会の報告
気になる生徒の情報交換

第七回 3 月下旬

４月のカウンセリング通信の
発行について

「教育相談年報」の発行に
ついて
オリエンテーション用「教育相
談の案内」の編集と発行に
ついて
気になる生徒の情報交換
１年間の反省
その他 

※ 定期的な委員会は表の通り。
 臨時で行う委員会（生徒指導上の問題、関係者会議等）は省いた。
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■ 図8　「カウンセリング通信55号」（2017.4）

3 .	1年間の予定・計画

　教育相談関係の年間計画は教務部に連絡し
た。原案を筆者が立てて委員会で検討した。主
に広報関係や研修会、委員会についてである。
学校行事に組み込ませることが大事であると考
えた。

4 .	広報活動としての教育相談

「カウンセリング通信」の発行　

『カウンセリング通信』のねらい

　本校では、現在「カウンセリング通信」を
全校生徒対象に年5回発行している。発行
を決めた時点で、「カウンセリング通信」発行
のねらいを明確に考えた。

　本校で生活する生徒達が、担任や学年団
の先生や学科、教科の先生以外に、相談で
きる先生がいるのだと言うことを知ってもら
うことが第1のねらいである。つまり本校の
教育相談活動の周知である。

　そして、青年期の心理及び発達課題や現
代の高校生の精神保健面でのサポートにつ
いてわかりやすい言葉で知らせる、つまり情
報発信を第2のねらいにした。

『カウンセリング通信』のネーミングと対象

　通信の名前については、「教育相談通信」
がいいか「カウンセリング通信」にするか、ま
たは別の名前、例えば「ラポール」「ハート
通信」などにするか迷ったが、「カウンセリン
グ」と言う言葉を使ってみた。

　これは生徒達がカタカナに慣れているこ
と、スクールカウンセラー（以下「SC」と表
記）という言葉が学校に根付き始めているこ

と、「カウンセリング」という言葉がマスコミ
等を通じて現代用語として定着しているこ
とが理由である。

　また、広報活動の対象は生徒にした。保
護者や教員対象の通信もあるだろうが本校
の場合は生徒対象の通信である。ただし、
当然教員や保護者も意識した。教員にも回
覧している。

　最初に作ったときには、各クラスに1枚を
配付した。掲示を担任に依頼した。しかし、
授業で教室に行くと、掲示されていない。

　そこで次年度には全校生徒に配付を試み
た。しかし「全校生徒に配付する必要がある
のか」という教員からの声もあり、その次の
年には、裏面に「教育相談申し込み用紙」を
掲載することで「紙の無駄だ」という声が出
ないように工夫をした。
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　その後毎年、両面印刷の形にして生徒全
員に配付している。現在は「教育相談の申し
込みは簡単です。この用紙の裏面を使いま
しょう。委員会の先生の名前と顔は本館一
階の教育相談室前に掲示しています。その
先生に渡して下さい。顔が分からない場合

は、担任か保健室の先生に渡して下さい。
または相談室前のブルーの箱の中に入れて
下さい。カウンセリングの担当者から直接連
絡が来ます。呼び出しの放送はしません。」
という文章を入れるようにしている。また、
内容にも気を使うようにした。

号・時期 対　象 内　　　容 留　意　し　た　点 ※ ※※

50 号
2016/4/6

始業式

2 年生
3 年生

● 進級おめでとう充実した高校生活を
● 新しい挑戦（自分の知らない自分）
● こんなことはない ?『ストレスをためや

すいチェック』　
● 教育相談の利用方法　

● 2・3年生へのメッセージ
● 簡単な心理テストを入れ、全て

の生徒が一度は通信を読むこ
とに配慮

③
④
⑤

（1）
（3）

51 号  
2016/4/7

入学式

新入生 ● 新入生おめでとう　良い友良い師良い
先輩に出会ってください

● 『詩　始まる　作つんく（作詞家）』
● 本校の教育相談の利用方法　
● 学校以外の教育相談機関

● 入学したばかりの生徒にメッセ
ージ

● 新入生がカウンセリングが必
要な生徒が多い学校に入学し
たという印象を持たないような
配慮

● 本校教育相談や外部の相談
機関の紹介

④
⑤

（1）
（3）

52 号　
2016/5/2

全校生 ● 教育相談週間があります
● スクールカウンセラー12回来校　カウ

ンセラーの紹介　
● 水工教育相談委員会の先生メンバー

紹介

● 今年の教育相談担当の先生
の紹介 , 生徒に親しみやすく
PRすることを配慮

⑤ （1）
（3）

53 号　
2016/9/1

全校生 ● 秋の教育相談週間が始まります
● 3年生頑張れ　面接で緊張する人　
● 先生の勉強会
● スクールカウンセラーの来校日

● いじめについて教員も一丸にな
っていることをPRする

● 3年生の就職試験の緊張緩
和のアイディアを紹介

①
③
⑤

（1）
（3）
（4）

54 号　
2017/1/10

全校生 ● 2017年はどんな年になる?
● 伊藤美誠選手の作文『そして世界の

頂点へ』　　
● 寄稿『なぜものづくりをするのか ?』鈴

木則夫副校長　
● スクールカウンセラーの来校日

● 今年の希望や夢を描けるよう
な内容であることを配慮

①
②
⑤

（1）
（2）
（3）

■ 表3　2016年度発行の「カウンセリング通信」での内容・留意点・意義役割

毎回、裏面には「相談申し込み用紙」を印刷して生徒が相談を申し込めるようにした。
※ 國部（2009）の言う発達課題の①〜⑤（①学業、②進路、③性格・自立、④社会性・人間関係、⑤健康）。
※ ※小島（2009）の言う学校だよりを出す意義・役割の（1）〜（4）［（1）情報公開（2）啓発活動（3）PR（4）協力・連携へのメッセージ］のいずれに属する

か、分類した。
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『カウンセリング通信』の内容

　小島（2009）は「学校だよりには、保護者
および地域住民その他の関係者に、教育活
動や学校運営の状況に関する情報を提供す
る役割がある」と述べている。また「学校だよ
りを出す意義・役割を、次の4点」としている。

（1）情報公開	（2）啓発活動	（3）PR	（4）
協力・連携へのメッセージ			

　学校の通信活動について、岩上・横山
（1998）は、「学校の教育目標なり教育方
針をふまえての通信活動であるべき」と述
べ、「子供を支援する材料、支援する方法な
どを保護者や地域社会の人々に提供するこ
とに発行の意味がある」とし、「支援する内容
や方法は立場によって違うが、広い立場、
共通の立場で、そしてしなやかな考え方で
発行していくこと」を勧めている。

　また、國分康孝（2009）は教育カウンセ
リングが扱う子どもの発達課題を5つあげ
る。

①学業、②進路、③性格・自立、④社会
性・人間関係、⑤健康		

　これらは、「カウンセリング通信」の内容は
どうすべきか、というヒントになると考えた。
実際に、昨年度本校で発行した『カウンセリ
ング通信』を振り返ると表3のような内容に
なっている。																								

　発行して分かったことは、「カウンセリング
通信」は、広報活動の一環として欠かせない
ということ、生徒への広報という意味合いは
もちろんであるが、大規模校では教員に教
育相談を理解してもらう役目もあること、で
あった。

5 .	職員研修会

　いじめによる自殺が全国的に話題になってか
ら、校内研修会を実施するよう県からの通達があ
った。講師をどう依頼するか管理職と相談した
が、高教研教育相談部役員として研修会の担当
をしていたことで、存じ上げている先生に講師を
依頼した。時期を7月の期末考査の初日にして毎
年実施している。委員会で計画→職員会議にて
要項を配付→研修会実施→事後アンケート→
アンケート結果の公表、という形で実施してきた。
　課題は、参加する教員が毎年ほぼ同じ方々で
ある点である。年1回実施していたが、昨年度
からは2回実施している。今年度の7月に行った
研修会（演題:いじめ事件を振り返って−いじめ
と発達障害−）の事後アンケートに寄せられた先
生方の感想は表4の通りである。

●	発達障害といじめは大きく関係があると
思っていました。自殺の後はそのことが言
えなくなるのが問題、と思いました。　　

●	生徒の成長にも問題がある場合があるこ
とを改めて認識しました。　

●	生徒をみる「視点」をいろいろ持たない
といけないと感じました。

●	いじめに関する学校の体制を再確認して
みたくなった。

●	取手のいじめの話は事実関係があまり明
らかにされてなく、話し合ってと言われて
も充実した話し合いも出来なかった。

●	いじめ問題はとても難しいです。大人の
社会でも教育者の社会でも「いじめ」と

■ 表4　いじめ職員研修会　アンケート結果
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　しかし、この提案をしたときに、顔写真を通信
に載せることや、校内に貼り出すことに抵抗感の
ある先生方がおられた。そこで通信には委員会
の先生の名前だけ載せて生徒達に紹介した。
　写真については何度も、先生方に提案をした。
現在は教育相談室の前に「今年度の委員会の
先生方の紹介」の写真が出せるようになった。ま
た、「カウンセリング通信」にも顔写真と生徒への
一言メッセージを掲載している。このことで効果
が出た。つまり、この先生なら相談しても良いの
だと思ったという生徒が、「カウンセリング通信」
の裏面の「相談申し込み用紙」を直接手渡す、と
いう現象が起こるようになった。

2 .	「教育相談年報」の発行

　ある大学の「カウンセリング年報」と言うものを
見たことがきっかけで、「年報」というものはこのよ
うな活動には良い報告書となると考えて2007年
から作成することにした。
　前述の、小島（2009）の言う「広報の目的（1）
情報公開（2）啓発活動（3）PR（4）協力・連携
へのメッセージ」のすべてに属していると考えられ
たからだ。ちなみに「目次」は下のようにしている。

　年報の「今年度の相談者数の合計」を昨年度
と比べて、“今年が少ないから今年は良かった”

感じられることを近年多々感じます。教員
免許更新の制度では特に強く感じます。

●	１時間では少ない気がする。資料がしっ
かりされているので、時間をかけて聞いて
みたい。

●	うつ→自殺が発達段階や発達障害との
関連があることが理解できました。

●	物事をそれぞれの立場で多面的に見るの
は難しいと感じました。やはり、日頃の関
係性の積み重ねなんだと思いました。等	

『教育相談年報』目次
1	相談件数の報告
	 （月別延べ人数と内容）
2	広報活動の報告
3	研修会の報告
4	委員会の報告
5	本年度のメンバー
6	本年度の通信

Ⅲ校内浸透期

1 .	教育相談担当教員の写真の掲示
　教育相談室の前に「今年度の教育相談委員
会のメンバーは私たちです」という集合写真を貼
りたいと考えた。同様なことを「カウンセリング通
信」で発信したいと思った。目的は、①校内に担
任以外に相談担当の先生がいること、②その先
生達の顔の認知、である。大規模校の生徒は自
分が関わる先生以外、顔も名前も分からないか
らである。

■ 図9　教育相談室前　掲示板の様子（2017年度）
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と評価する教員に出会い、「合計欄」を載せない
ことにした。筆者は教育相談は数では評価できな
いと考えるようになってきたからである。先生方
の温かな応援はありがたかったが、教育相談は
件数だけではないと感じる。「1件」と「10件」を
比べたら確かに「1件」のほうが少ない。しかし「重
い重い、たったの1件」も教育相談にはあると思
うのだ。

3 .	全校生徒の「悩み調査」

　本校生徒が何に悩んでいるか、客観的な資料
を得ることは大切だと考えた。筆者が学習指導
部長になった時（2011〜2015年）に、学習
や生活に関するアンケートのほかに「悩んでいる
こと」の項目も追加して全校生徒にアンケートを
とった。すると、本校生徒の悩みの第1位は「勉
強や進路」であることが分かった。そして学年が
進むに従ってその悩みが増加することが分かっ
た。その後、毎年、悩み調査の結果は同じよう
な結果が出ている。		
　また、生徒との会話や面接で、筆者が多くの
生徒に共通していると知った本校生徒独自の悩
みがある。
　それは「学科の悩み」である。専門教科を十分

に理解しないで入学してしまったために「この学
科がこのような勉強をするとは思わなかった」と
いう生徒がかなりの数になる。また、第1次志望
の学科に合格出来ず、第2次志望の学科に入学
した生徒にもその悩みがあることがわかった。し
かし大部分の生徒は自然に適応していく。少数
の生徒は専門教科に興味が持てない3年間を過
ごすことになるので支援が必要となる。
　「情報技術科」と「情報処理科」の区別を理解
しておらず、商業高校の情報処理科の内容を実
は希望していたことに気がついた者もいた。また
「農業土木科」と「本校の土木科」の説明を細か
く受けないで中学時代の偏差値により振り分け
られて入学した者もいた。
　入学したら、あるクラスでは40人の中でたっ
た独

ひと

り、自分だけが女子だったと落胆している女
子生徒や、少数で構成される女生徒集団の人間
関係に悩み、不登校になる女子生徒など、女生
徒の相談（本人からや担任からの相談）は今も
頻繁にある。

4 .	「教育相談週間」を作る

　「教育相談週間」を春と秋に2回実施することを
思いついた。5月のゴールデンウイーク後と9月の
夏休み後は、生徒が学校不適応になりやすい時

■ 図10　悩んでいることは何ですか（人）（2013年度）

■ 図11　学年別　悩みの中身（2015年度）

本校生徒の悩み（%）

悩んでいること（学習意識調査）

勉強や進路
家族や家庭

性格
友人や異性

体や健康
部活動

社会
その他

0 100 200 300 400

1年生 2年生 3年生

60

40

20

0

勉強や進路 の悩み 部活のこと

悩みはない
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期でもある。放課後、教育相談室を一定時間開
けて教育相談委員会の教員が待機していることに
より、生徒の相談を受け入れやすい機会を作る目
的である。期間は毎年5月のゴールデンウイーク
後の2週間と、9月始業後の2週間の2回である。
　また、委員会のメンバーになっても1年間生徒
の相談を受けず教育相談室に入らないで終わっ
てしまう先生方がいた。改善策はないかと考え、
当番制なら教員が相談室に入ってくれることもで
きると考えた。結果は、10年間のうちの春の2週
間と秋の2週間で33件の相談があった。そのう
ち筆者が扱った相談は28件である。当初は、
生徒が相談に来るだろうかと危ぶみながら待機
していた。しかし「カウンセリング通信」の裏面の
「申し込みの用紙」を丁寧に切り取って持って来
る生徒がいた。たとえ少数でも、教育相談を必
要とする生徒がいるのであれば、この「週間」は
大事であると考えられる。
		

5 .	オリエンテーション

　入学式の日にリーフレットを配付している。内
容は以下の通りである。

　これらも前述の小島（2009）の唱える（1）（2）
（3）を意識したものである。
　そして、新入生オリエンテーションの際に、筆
者は巨大な名札をぶら下げて体育館に赴き、「教
育相談の紹介」をしている。エンカウンター（主に
ジャンケン自己紹介）を交えながら高校生の心理

についてや教育相談の受け方などの話をしている
（図12）。「オリエンテーションのジャンケンの時
に、初めて隣の人と話をして友達になれた」と後
日、1年生に言われることがあり、入学して間もな
い時の「エンカウンター」は貴重であると感じる。

6 .	委員会の教員を誘って外部機関研修

　筆者が高教研の役員の時には、水戸地区の機
関や施設見学を企画した。そのために、本校の
先生方に研修の参加を呼びかけて一緒に参加
することが出来た。21年度は	水戸地方裁判所
見学、22年度は児童相談所見学をした。その後
は筆者が役員を辞め、見学会が講演会になり、
関係機関見学はなくなった。

Ⅳ活動安定期

1 .	緊急時のチーム援助　　

　「学校心理学」を提唱する石隈（1999）は、
「日本における心理教育的援助サービスの実践
として代表的なものが『学校教育相談』である」と
して、「日本の学校心理学が支える心理教育的
援助サービスは、一人ひとりの子どもの学習面、
心理・社会面、進路面、健康面に焦点を当て、
3段階の援助サービスがある。…入学時の適応、
学習スキル、対人関係スキルなどすべての子ども
を対象とする一次的援助サービスと、登校しぶ

豊かな高校生活を
●	思春期・青年期の心の嵐について					
●	教育相談（カウンセリング）とは何か								
●	申し込みの方法																					
●	教育相談室の場所															

■ 図12　オリエンテーションの様子

15児童生徒指導 ●  



り、学習意欲の低下など一部の子どもを対象とす
る二次的援助サービスと、不登校、いじめ、LD、
非行など特定の子どもを対象とする三次的援助
サービスの3段階である」と説く。
　つまり新入生へのオリエンテーションは1次的
援助サービスである。4月に「気になる生徒」とし
て担任に情報提供をしてもらい委員会で話題に
している生徒達や、筆者が「心の地図」等で注意
して継続的に見守っている生徒は2次的援助サ
ービスに包括される。緊急で対応する必要が出
て来る生徒が毎年いる。これが3次的援助サー
ビスである。いじめ、中学の同級生の死により動
揺の激しい生徒、リストカットをしたと筆者に携
帯電話してくる男子生徒、交際していた女子生
徒が交通事故死した男子生徒、災害の被害にあ
った生徒などがこれにあたる（事例はプライバシ
ー保護の立場から事実と表現を変えた）。その時
は、石隈の言う「作戦会議」が要る。本校では「関
係者会議」と称して会議を行っている。内容は、	

上記の囲みの通りで、司会は筆者（教育相談委
員長）か学年主任であることが多い。
　特に、非常時に特定の生徒の見守りが必要な
場合は委員会の後、職員に説明してプリントを配
付する。また、職員集団にも動揺が生じるような
問題が起こる時もある。そのような場合も委員会
の後、プリントを配付して説明し協力を依頼する。

2 .	組織的教育相談活動

　震災後は本校にＳＣが年に８〜12回訪れるよ
うになった（国・県の予算）。それまで日の当たら
ないポジションであった教育相談がにわかに注
目され「ＳＣを活用しなければならない」必要性
が出てきた。ＳＣの生徒面接や助言を頂いたり研
修会を開催することで教育相談の理解が校内で
深まる作用があったと感じる。また、教員同士の
連携にもなり、それは教員の意識にも良い影響が
出た。

6 仮説の検証と成果
　

仮説①について 
　教育相談体制が出来上がり、校内に浸透し
た。１次的援助サービスによる見守り→観察やア
ンケートで２次的援助サービス→その中の希望
者や必要と思われる生徒に３次的援助サービ
ス、と連動した教育相談体制が出来て機能性を
発揮している。通信は57号までになり広報活動
の継続の大切さを感じる。生徒指導の件数が少
なくなったことも成果と言えるのではないだろう
か。委員会のメンバーは希望者枠に6名が集ま
り現在12名になった。

仮説②について
　「少数ではあっても救える生徒がいるのではな
かろうか」と考えたことは今思えば「３次的援助
サービス」である。この心構えは正しかったと感
じる。大きな事件が何回か起こり、「関係者会議」
は必要に迫られた。ＳＣの配置も効力になった。
生徒からの相談申し込みのほかに担任や保護者
からの依頼を受け、組織的な活動が出来るよう
になった。

1現状
　担任からの経過報告、副担任や学科の先
生からの観察の様子、部活動の顧問の観察、
保健室の様子、教育相談の係から、状況に応
じて保護者や管理職の同席。

2　これからの対応　
（※	アンダーラインは出席者）			
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7 考察
　

8 課題
　

❶振り返ると、筆者の行ってきたことは一つ
の「組織論」の実践である。組織論とし
ては、個人行動は称賛されるべきではな
い。今津（2015）は「『個業』から『協
業』へと切り替えるべき」と言うが協働
で得たものはとても大きい。

❷	たとえば教育相談関係の「指定校」にな
り、上意下達の形で体制作りが行われれ
ば、もっとスムーズに校内に浸透しただろ
う。しかし、これまでの多くの事業がそん
な形で校内に作られ、指定校の期間が過
ぎると形骸化してしまうということもたび
たび見て来た。一教員が必要性を感じて
単独活動をし、徐々に校内に体制が構築
されていくのとは別物だが筆者のような
試み？も興味深いのではないだろうか。

❸	相談対象の生徒に「集団からの孤立」が
ある。青年期の友達の重要さを筆者は現
場で感じている。また筆者は司書教諭な
ので教育相談の必要な生徒がしばしば
図書館にいる光景を見る。生徒にとって
「居場所」があることがどれほど心の安定
に繫がるかを感じる。図書館の新たな機
能ではなかろうか。

❹	教育相談に興味や関心を持つのは、文系
教科の教員に多いと感じている。体育及
び理数系教科の教員の方が「心」とか「寄
り添う」ということに猜

さい

疑
ぎ

的な気持ちにな
られるような印象を受ける体験をした（全

・

て
・
の
・
先
・
生
・
に
・
該
・
当
・
す
・
る
・
訳
・
で
・
は
・
な
・
い
・
）。おそら

く、専門教科の持つ特性に関係があるの
だろうと推察する。

❶ 2001年度以降「ＳＣ配置」という全国
的な現象があった（本校は2011 年度
～）。その後、各学校には変化が起こっ
た。それまでは筆者のように「学校心理
士」「教育カウンセラー」等の資格を取っ
て研修をし、生徒の相談を担当する教員
が存在していた。

　　しかし学校現場に「臨床心理士」資格
を持つＳＣが心理専門職として配置され
た後は、前述した資格保持者の教員に生
徒の相談を依頼してくる教員が減った。
特にこれは若い先生方に多いと感じてい
る。生徒の詳細まで解らないＳＣに心の
問題が丸投げされ、時にトラブルになる
場合があると聞くことがある。前述のよう
な教員は、ＳＣと生徒の面接予定を調整
したり担任や授業担当者に連絡するコー
ディネーター役や、相談関係の立案・運
営役等と変化した学校が多い。

❷	大多数の学校にはＳＣが常駐されていな
い。このような中、大きな問題が起こった
時に、ＳＣを呼ぶ時間の余裕はない。即、
現場の教員が動かねばならない。管理職
や関係学年、学科や保護者と連携し、解
決までの道筋をつけるためにすぐに動け
る、教育相談やカウンセリングに経験のあ
る教員は必要だと思う。ＳＣはあくまで外
部の人という意識が現場にはあり「３次
的援助サービスのその後」という印象で
ある。

❸	筆者が本校を退職した後に今の体制がど
うなるか不安はない。現在の副委員長に
全てを委ねるべく今年度１年間を掛けて
申し送りをしている。筆者は茨城県ＮＩＥ
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9 おわりに
　　

　本文の中に、解決までに非常に苦労した事

例、手を取り合って保護者や生徒と喜んだ成功

事例等を書きたい気持ちは強かったが、関係者

が読めば生徒が特定できるような相談や事件の

ため守秘義務を貫き、執筆は控えた。

　大事なのは力量か、資質か、自問自答し続け

ている。15年間の総括として筆者は今、教員の

人格が最も大事であると思っている。

　本校で筆者は、教育相談委員長を長年、務

めている。また、国語科教員として授業・課外・

進学指導、茶道部顧問としての指導、図書部長

としての図書・視聴覚活動（毎日昼休みに、新

聞第一面の記事を生徒が校内放送するＮＩＥの

指導）など、多数の生徒や教員と関わり忙しい生

活を送っている（過去には当然、担任の仕事にも

携わっていた）。教育相談だけを担当しているわ

けではないことが、今思えば功を奏したように思

うのである。

　最後に、体制作りや相談活動に理解を示し協

力してくれた多くの職員の方 と々、相談を通して

出会った生徒や保護者に感謝したいと感じてい

る。また、「課題」に書けなかった課題として筆者

の退職後の人生もあることを記し文を結びたい。
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岩上薫・横山健次郎（1998）
学年・学級通信の作り方講座　文教書院
大村はま（1986年）
国語教室通信　共文社
小倉　広（2011）
任せる技術　日本経済新聞出版社
桑原知子（2001）
教室で生かすカウンセリングマインド　日本評
論社
國分康孝（1998）
育てるカウンセリングが学級を変える　高等学
校編　図書文化社
國分康孝（2009）
教育カウンセリング概説　図書文化社
小島　宏（2009）
学校だより「巻頭言」の書き方＆文例　学事出
版
佐藤　徹（2010）
教職論―教職に就くための基礎・基本　東海大

アドバイザーであるため広報作成は苦を
感じない。しかし全ての教員がそうではな
いし、筆者の苦手分野の理数・情報に秀
でた教員が本校には多いから今後はその
特性が活用できるだろう。

　　委員会の中を大きく3つの係分担（⒜
広報統計係　⒝研修係　⒞相談係）にす
ることを提案したいと考える。今になって
振り返れば、筆者は全てを行っていたが、
多大なストレスを抱えたり、時間がかかっ
たことを考えると、コミュニケーションと
係分担と協働は必須だと考える。

❹	現在、本県では退職直後の「学校心理
士」の教員はＳＣの職務に就けない。山
崎（2016）が「カウンセラー資格の位
置づけや職能団体の制度設計などの検
討は重要な課題である（カウンセリング
研究第 49巻第２号）」というように、多
種の資格の整備は、国家的な規模として
の課題ではなかろうか。
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学出版会
高野清純（2000）
事例発達臨床心理学事典　福村出版
中尾安次（2000）
不登校・家庭内暴力・病弱児のQ&A　ミネル
ヴァ書房
中野　明（2010）
ピーター・ドラッガーの「マネジメント論」がわか
る本　秀和システム
日本カウンセリング学会編集委員会（2016）
カウンセリング研究第49巻第2号　日本カウン
セリング学会
油布佐和子（2009）
教師という仕事リーディングス日本の教育と社
会　日本図書センター
渡辺三枝子（2000）
学校に生かすカウンセリング　ナカニシヤ出版
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カリキュラム・学校づくり

1956年生まれ。2011年広島大学大学院理学研究科生物科学専攻、後期博士課程修了。博士（理学）。
1984年から2016年11月まで、ノートルダム清心学園清心女子高等学校教諭。同年12月から南九州大
学教授。現在に至る。連絡は、宮崎県都城市立野町3764番地1の同大学都城キャンパス　教養・教
職センターまで。

ノートルダム清心学園清心女子高校  代表
南九州大学教授
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「科学課題研究」を中心に据えた
女子の理系進学支援
教育プログラムの開発



第 66 回　読売教育賞から
【カリキュラム・学校づくり】

【最優秀賞選評】
佐藤　学　学習院大学教授

「学外の研究者とも連携し、大学レベ
ルの科学教育を実現している。また
理系の女子高校生ネットワークも全
国規模で形成するなど、女性科学研
究者育成を目指す卓越した実践だ」



1 はじめに
　

　岡山県内の私立高校は24校あるが、今や“女
子校は2校のみ”になってしまった。女子校は、
全国的にみると公立の伝統校と女子大に併設さ
れた学校、中高一貫進学校は残ってはいるが、
マイノリティーでしかない。男女共同参画を目指
す社会で、共学校を標準とする時代に、女子校
が存在する理由となるような役割はあるのだろう
か。“男は仕事、女は家庭”を支える女子教育で
は、現代社会のニーズには応えられない。女子
校であり続ける新たな存在理由が求められる時
代が到来している。
　日本の合計特殊出生率は2005年に過去最低
の1.26を記録した。少子化と高齢化が経済に
大きな影響を与えている。原因の一つは女性が
子どもを産まなくなったことだが、女性が子ども
を産めば解決するような簡単な問題ではない。そ
の原因は、ライフスタイルの変化やそれを支える
社会サービス、医療技術の進歩などが複雑に絡
み合っているからである。ただ言えるのは、女性
が社会構造に大きな変化を与えている時代にな
ってきたということである。そして、それをポジテ
ィブにとらえれば、女性の力を取り込んだ社会シ
ステムの構築が必要とされる時代になったと考
えられる。これまでの「女性の才能を伸ばすこと
を制限している」「子どもを産み育てにくくしてい
る」社会構造に風穴を開けるような変革が必要
で、それを下支えするのが学校教育であると考え
ている。
　女子校の構成者は女子生徒だけである。生徒
会活動や実験・実習などすべての教育活動にお
いて女子がリーダーシップをとらざるを得ない。
そのことを、女子校はリーダーシップを養成する
のに適した環境と考え、その環境を生かした教育

カリキュラムを開発すれば、これまで科学技術分
野に占める女性の割合が極端に少ない日本にお
いて、女子生徒の理系進学支援のモデルができ
ると考えた。1）

2 背景
　

　ノートルダム清心学園清心女子高等学校は、
1886年創設のフランスのナミュール･ノートル
ダム修道女会を母体とした中高6年一貫教育の
女子校である。県内に姉妹校として、幼稚園、
小学校、大学、大学院がある。進路は、1980
年代初めまで、姉妹校を中心にカトリック系大学
の文系学部への進学が大きな割合を占めていた
が、時代とともに理系を中心に進学先が多様化
し、その状況に対応することが必要となり、1986
年にコース制を導入した。大学進学という出口の
進学実績を上げることを意図したもので、当時、
多くの私立高校で導入されている能力別クラス
編成的なものであった。国公立大学進学を目指
した「特進コース」と私立大学への進学を目指し
た「進学コース」を設定した。しかしながら、その
コース制は魅力にはなりえなかった。
　1990年代後半になって、私学では校名変
更・共学化、公立では学区制の変更に先立って
の教育課程変更などを含む「特色づくり」の試み
が話題になり、マスコミでも大きく取り扱われた。
本校でも、これまでのコース制に換わる教育内容
を起案するためにプロジェクトチームを組織し、
これまでの教育内容の再検討を行い、進路実績
という成果を目的としたものではなく、“どのよう
な教育内容が新しい時代に求められているか”
という視点で教育内容を再構築した。その結
果、2006年度から「生命科学コース」、「文理コ
ース」からなる新たなコース制を導入した。「生命
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科学コース」、「文理コース」の新設は、“どのよう
な教育内容が新しい時代に求められているか”
という視点での教育改革であり、さらに具体的な
女子校の社会的な使命として、「どのような教育
内容で女子の理系進学を支援できるか」の問い
に答えることが最初の課題だと考えた。2006年
文部科学省SSH事業に、研究テーマ「生命科
学コースの導入から出発する女性の科学技術
分野での活躍を支援できる女子校での教育モデ
ルの構築」で私立女子校として全国で初めて採
択していただいた。そして、「科学課題研究」を中
心に据えたカリキュラム開発に着手した。
　本編では、2006年度から2016年度までの
取り組みを中心に報告したい。なお、教育実践
については、文部科学省スーパーサイエンス事業

（1期2006年度から5年間・2期2011年から
5年間）の助成を受けて実施してきたものである。
現在、2016年度から3度目（3期5年間）の指
定を受け、新たな課題に取り組んでいる。

3 研究の目的
　

　本学園前理事長シスター渡辺和子の著書
『置かれた場所で咲きなさい』（2012年発行）
が1年で100万部を突破し、今では200万部
をも突破している。本の帯には、「人はどんな境
遇でも輝ける」とある。シスターは、人は置かれ
た状況はそれぞれ異なっていても、今の立場で
前向きに生きてくださいというメッセージを贈っ
ている。このような本が爆発的に売れるというこ
とは、逆に言えば、今の社会に生きる多くの人々
が「今の置かれた場所でしっかり生きてくださ
い」という癒やしのメッセージを求めている状況
にあるということだと思う。しかしながら、これか
ら今まさに人生を切り開こうとしている世代（若

い女性=女子生徒）にとって、「どんな境遇でも
輝ける」とは言っても、より納得できる場所で、
自分の才能を生かせることが理想であり、もし女
性であることで、才能を伸ばすことが妨げられた
り、職業が制限されることがあるとすれば好まし
いことではない。
　文部科学省第2期科学技術基本計画（2001
年閣議決定）から女性研究者支援が盛り込まれ
ているように、今の日本の学校教育を取り巻く社
会背景を考えると、将来の進路を科学分野に求
めてリーダーとして活躍できる女性を育成する
新たな教育システムが必要だということがわか
る。本研究では、男女共学への移行が趨

すう

勢
せい

にな
っている状況にあって、あえて「女子校」の新た
な可能性を求めて理系進学支援のためのカリキ
ュラムの開発に挑戦した。2）

4 新たな教育システムの構築
　

　改革の第一歩は、「生命科学コース」の開設で
あった。当時は全国的に薬学部新設が続いた頃
で、女子生徒の医療分野への進学が加速してい
ることを追い風にして、女子生徒の理系進学支
援をコンセプトに、まずは生命科学分野からとい
うことで、「生命科学コース」が誕生した。そして、
従来のシステムから発展させたコースを「文理コ
ース」とした。次の図は2015年度の教育内容
を示したものである。
　教育内容を『知識』、『体験』、『研究』の三つの
構成に分け、『知識』と『体験』で身につけたもの
を最終的に『研究』に集約するという形でカリキ
ュラムを構成している。そして、①ロールモデル
の提示、②国際性の育成、③直接体験の重視、
④リーダーシップの育成の四つを盛り込んだ科目
を導入した。
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　『知識』では、課題研究に必要な知識や技術
を得るための科目として「生命科学基礎」、「生
命」、「実践英語」を設定した。
　『体験』では、多様な自然体験ができるように

「自然探究Ⅰ」（鳥取大学教育研究林「蒜山の森」
での森林実習）、「自然探究Ⅱ」（琉球大学熱帯生
態圏研究センター瀬底施設と座間味島での講
義・実習）、自然探究A（マレー半島にあるツン・
フセイン・オン・マレーシア大学、ボルネオ島に
あるマレーシア・サバ大学と連携した環境学習プ
ログラム）を設定した。
　『研究』では、研究課題別にグループに分けて
取り組む科目として「課題研究」を設定した。

5 授業「生命」の誕生
　

　「生命科学コース」を設定する前の段階で、女
子教育には性教育が重要と考えてホームルーム
活動や総合的な学習の時間を使って実践してき
たという経緯がある。性教育は、「不純異性交遊」
として生徒指導的に扱われた時代、女子生徒だ
けを対象とした月経指導教育で扱われた時代を
経て、セクシュアリティー教育（人権やパートナ
ーシップなどの人間関係を学ぶもの）へと変遷し
てきた。今や「性」という枠組みではなく、“「生き
方」を考える材料を提供する”ための教育が必
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要とされる時代になっている。そのような状況を
踏まえて、1998年に総合的な学習の時間の科目
として授業「生命」を設定した。3）ワークショップ、
グループ討議、医師、芸術家、研究者などの講
義などを通して、いろいろな側面から「生命」に
ついて考える材料を提供するというものである。
今回取り組んだ本校の「女子の理系進学支援」
のカリキュラム作成は、この「生命」における“生
き方教育”の延長線上にある。
　「生き方」を考えることが、将来を考える動機
となると考えた。「生き方」を教育するとは、「考え
方」を一定の方向に導くというものではない。提

示された材料（教育内容）を生徒自身が学んでい
く過程で、「考え方」を身につけていくものである。
したがって、この授業は、考える材料の提供の
役割を果たすものであり、どのように考えるかの
試行錯誤をどのように体験させるかが指導上重
要になる。「生き方」を考える教育では、教科指
導のように多くの知識を持った優位なものが劣
位なものに一方的に教えるという図式は成り立
たない。適切な材料を供給できるかどうかが大
切で、指導する側がどのような経験をし、どのよ
うに生きてきたかという自らの生き方が問われる
ことになる。

6
ディベートを導入した
「実践英語」と
ネイティブ担任制　

　「ディベート」とは、与えられた議題について討
議する「言葉を使ったゲーム」である。日常では
経験しない立場（役割）を体験することによって、
ゲームとして楽しみながら、表現する技術を身に
つけることができる。ディベートでは、多くの情
報を集め、検討し、論理を明確にすることが求め

られるので、人前で議論する力、論理的思考力、
文章作成力、積極性を磨くことができる。しかし
ながら、いきなり英語の授業に取り入れることに
日本人の英語の教師たちには抵抗があり、拒否
された。一方、英会話担当のネイティブの教師
たちは学生時代にディベートに取り組んでいたと
いう経験があり、積極的に担当を申し出てくれた
ので、“ツールとしての英語”を学ぶ科目「実践
英語」が誕生した。実践してみると、生徒の方が
新しい授業として受け入れ、生命科学分野の議
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題（「臓器移植」「ペット飼育」「生殖医療」など）
に興味をもち、英語運用能力を身につけるだけで
なく、生命科学分野の新しい社会問題について
の知識を得るのにも役立っている。日本の科学
者は英語でのコミュニケーション能力が不足し
ていると言われるが、英語で考え、意見を述べ
ることができるようになるので、有効な教育方法
になると確信している。4）

　また、「実践英語」での生徒の実態から日常的
に英語を使う機会を増やすことがもっとも重要だ

と考え、2000年度から、英会話担当のネイティ
ブを生命科学コース1年生のクラス担任（2人担
任制でもう1人は理科担当者）にしている。終礼
やLHRなどの日常の学校生活から面接、保護
者との個人懇談まで担当している。ネイティブに
クラス担任を任せるのは不安という声もあった
が、今では「自然探究A」の引率なども担当して

「生命科学コース」の教育における役目はさらに
大きくなっている。今年度からは、生命科学コー
ス2年生もクラス担任をネイティブに任せている。

7 女子生徒に自然体験が重要
　

　『理科離れしているのは誰か』（松村泰子編）
で、「自然体験・生活体験と理科の好き嫌いの関
係（中学校）」を、「トンボやちょうちょなどの虫取
りをする」かどうかでみる項目がある。男子の理
科好き59.3%、理科嫌い35.2%、それに対
して女子の理科好き35.9%、理科嫌い27.7%
で、男子で有意差があるのに対して、女子では
差がなく、しかもその体験自体が少ないことがわ
かる。女子では外で遊ぶことが嫌いなのは理科
好きだと1割強なのに、理科嫌いだと3割と差が
大きいこと、理科実験では、男子が中心的な役

割をすることが多く、女子に積極性が低下してい
く傾向が強いことが報告されている。
　自然体験の不足と直接実験に参加する機会の
少なさが理科嫌いをつくっているとしたら、女子
の理科好きを増やすためには、より多くの自然体
験と実験・実習を盛り込んだ教育内容が必要に
なる。それを踏まえて取り入れた学校設定科目が

「自然探究Ⅰ」「自然探究Ⅱ」「自然探究A」である。
　「自然探究Ⅰ」（4泊5日）は、岡山県北部の森
林を対象にして、講義（森林生態系・生態系樹
種の同定・森林の調査方法・環境問題・大学
生の卒論発表）と実習（森林の区画を設定し、そ
の区画の樹木の樹高・胸高直径・樹齢を測定
し、調査データから1年間の二酸化炭素吸収量
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を推定）を実施している。
　「自然探究Ⅱ」（4泊5日）は、瀬底島での講義

（亜熱帯の海の生態系・海辺の生物の調査方
法）と実験（サンゴ・プランクトンの顕微鏡観察）、
実習（プランクトン捕獲・海辺の生物調査）。沖
縄科学技術大学院大学で講義（ロールモデルと
して女性研究者が担当）。座間味島での講義（環
境省・帰化生物について）と実習（シュノーケリ
ングによる海の生物観察）。
　「自然探究A」（10泊11日）は、ツン・フセイ
ン・オン・マレーシア大学での講義（生物多様
性について）と自然観察（マングローブ林・熱帯
森林）。マレーシア・サバ大学での講義（マレー

シアの熱帯生態系・哺乳類・昆虫・植物・ネイ
チャーツーリズムについて）と自然観察（キナバ
ル公園・キャノピーウォーク・ラフレシア・マヌ
カン島・サピ島）。
　また、日々の学校生活で、生物実験の研究材
料であるサンショウウオの飼育を生命科学コー
ス1年生が日々の清掃活動と同じように当番を決
めて担当している。動物飼育では、手を抜いたこ
とがすぐに動物の生死につながる。何も考えない
で、機械的に餌を与えているだけでは動物の健
康は保てない。生命をあずかるためには、日々の
観察が必要であり、観察の大切さを身に染みて
学ぶことができる。

8
課題研究で生徒の適性を 
引き出す　

　課題研究は、生命科学（4グループ）、物質
科学（1グループ）、数理科学（1グループ）を設
定している。指導教員（1グループに1人）が研
究するテーマを生徒に説明し、生徒各自がどの
グループに属するかを選択する。研究を進めてい
く過程で、それぞれのグループに大学の先生方

から専門的なアドバイスをいただくという体制を
つくっている。科目としては週2時間を設定して
いるが、興味をもった生徒は、部活動として放
課後毎日取り組んでいる。研究テーマを先輩か
ら後輩へと継承していく形になっているので、ス
トーリーを持った研究に進展でき、レベル的にも
深化させることができている。
　成果は、積極的に学会や高校生の発表会で
公表することにしている。指導教員は、発表の一
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か月前くらいからポスター作製や発表の練習に
集中的に付き合うことになる。放課後、土日、毎
日のように生徒が理科室を訪れる日が続く。生徒
はその間に最も急激に成長する。そこで身につけ
た集中してものごとに取り組む姿勢は、将来の進
路を考えるうえで生かされ、納得できる進路に進
むことにつながっていく。
　また、課題研究の指導をすると、生徒が科学
研究を本当に好きかどうかがよくわかる。前向き
にまじめに取り組んだほとんどの生徒は、本人が
納得した進路に進んでいく。課題研究でもっとも
大切なのは、本当に好きなことを見つけさせて、
実感させることだと考えている。持たないものを
引き出すことはできないが、もともと心の底にあっ
た気持ちを引き出すことはできる。
　国際的な比較で、“日本では理系女性が著しく
少ない”ことは事実である。その原因は遺伝的な
素質なのだろうか。日本だけが男女に遺伝子的
な差がある集団から構成されているとは考えにく
い。学校教育を中心とした社会状況に原因があ
るのではないだろうか。潜在的な才能があって
も、他人のものさしで将来を決めてしまう生徒が
多いとすれば、それは本人にとっても社会にとっ
ても悲劇である。女子生徒への理系進学支援は、
理系進学するはずの生徒が、自分の才能に気づ
かないままに将来を決めるのではなく、本来持っ
ている才能に気づかせ、それを伸ばすことである。
　「生命科学課題研究」を科目として設定してい
るが、「課題研究ばかりしないで、受験勉強をし
なさい」という保護者や教員も結構多いと感じて
いる。その方 に々「課題研究が勉強の邪魔になる
と考えて手を抜く生徒が理系に向くと思います
か」と問いたい。日本の科学技術は、コツコツと
試行錯誤をしながら研究をすることを生きがいと
するような研究者や技術者によって支えられてき
たことを再認識してほしい。決して「ほどほどでい

い」と考える人に支えられてきたのではない。確
かに高校生が将来について未来を描きにくい時
代かもしれない。理系に進む女子生徒に、「物理
なんて難しい教科を勉強して大丈夫なのか」と
か、博士課程に進もうとする学生に「理系で博士
号を取得しても、なかなか研究職に就けないの
で研究はほどほどにして、生活の安定を求める方
がいい」とアドバイスする大人が多いかもしれな
い。「楽か楽でないか」「損か損でないか」を“xy
軸”にして、将来の道を決めるとしたら、何に夢
を託すのだろうか。困難が予測されても、それを
乗り越えて、科学者や科学技術者として生きてい
くためには、「好きである」ということがもっとも重
要だと思う。学校教育は、生徒の「好きである」
気持ちを大切に育てる役割がある。学校までも
が“xy軸”で生徒に将来の指針を与えることは、
日本の未来を見据えてもマイナスにしかならない。

9
課題研究の成果を
発表する場を求めて　

　課題研究に取り組み、生徒にとってわかりやす
い成果を得ることができれば、それに伴って前向
きに学ぶ姿勢や教科科目の基礎知識など、総合
的な学力が伸びると考えた。まず目標を設定する
ことが必要だと考え、「全国レベルの高校生の研
究発表会で高い評価を得る」という“わかりやす
い”目標を設定した。生命科学コースを開設する
前は部活動で科学部はあったものの、発表会に
参加した経験などはまったくなかった。高校科学
技術チャレンジ（JSEC）や日本学生科学賞への
応募などは考えられない状況であった。JSECな
どの最終審査会に出場するという目標は、部活で
いえば、今まで高校野球で地方大会1回戦すら
勝てない野球部を甲子園に導こうとするようなも
のだった。
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　まず、生徒たちに「自分たちも科学研究で成果
を出せる」という気持ちを持ってもらうことと「学
校に科学研究に取り組める恵まれた環境があ
る」と認識させることが重要で、そのためには、ま
ず一度は研究成果で対外的な評価を得ることが
大切だと考えた。最初に発表する場として、全国
のSSH校が集うSSH生徒研究発表会を設定し
た。具体的にターゲットを絞ることで、終着点が
設定されるので、それに向かって生徒に目的意
識が芽生えると考えた。取り組んで3年目に「科
学技術振興機構理事長賞」の受賞にまでたどり
ついた。ここで評価されたことが全国レベルの大
会を身近なものにしてくれ、後輩たちにも科学研
究に取り組む上でのいい流れをつくってくれた。

「実践英語」に英語のディベートを導入するなど
の教育内容の刷新によって、国際的な学会にも

前向きに参加できるようになった。2015年度は
ツン・フセイン・オン・マレーシア大学を会場に
開催された生物多様性の学会にポスター発表

（3件・ポスター賞を受賞）、口頭発表（1件）に
参加、2016年度は、中国杭州市で開催された
世界爬虫両棲類学会（WCH8）にポスター発表

（1件）口頭発表（1件）に参加した。
　科学発表での受賞という目標を立てたことは、
ぶら下げた“ニンジン”として賛否両論もあるか
もしれないが、初期目標として対外的に評価され
ることは意味があると思う。専門家から客観的な
評価を得られたということが、高校生にとって自
信になり、研究に前向きに取り組む推進力になっ
たと感じている。以下は、2006年度からの科学
発表数の推移をあらわしている。

10
テーマはどのように
設定したのか。　

　「生命科学課題研究」で、生命科学コースの
4つのグループが取り組んでいるテーマは図のと
おりである。これらは大学の研究室のイメージで

研究テーマを設定している。
　「生命科学課題研究」以外の「自然探究Ⅰ」の
実習や「生命」のアンケート調査などから派生し
たテーマも生徒が希望すれば取り組ませている。
　「自然探究Ⅰ」の森林調査から、「遷移段階の異
なる森林の二酸化炭素吸収量は違うのか」、「人
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工林と天然林ではどちらが二酸化炭素吸収量が
多いのか」などのテーマが生まれた。この研究はさ
らに「自然探究Ⅱ」の座間味島での調査、沖縄県・
久米島での地元中学生との合同調査につながり、

「亜熱帯の森林の二酸化炭素吸収量は岡山県北
部の森林と違うのか」の研究になっていった。
　森林調査は、交流の面でも重要な役割を果た
した。久米島の中学生だけでなく、「自然探究A」
でお世話になっているツン・フセイン・オン・マ
レーシアの大学生・大学院生を「自然探究Ⅰ」の
森林調査に招待（2015年度さくらサイエンス事
業）して、合同で調査を行い、地球環境につい
てディスカッションする交流にまで発展させた。
　また、「生命」では、動物の“命”を考える視点
で、小学校への飼育動物のアンケートや生徒の
出身小学校への訪問調査のデータを基にした

「岡山県下の小学校の学校飼育動物の研究にな
った。

11「自然探究Ⅰ」からの課題研究
　

　入学して間もない高校1年生の森林実習は、
自然体験が非常に少ない女子生徒に「山に入る
とは山道をハイキングすることではなく、山道の
雑草をかき分けて林床に入るような体験をさせ
たい」という方向で企画したプログラムである。当
初は「樹木の種類を区別できるようになること」と

「森林調査を“体験”すること」を目的にして出発
した。4泊5日の森林調査での共同作業、そして
共同生活が生徒に一体感をうみ、課題に前向き
に取り組む姿勢をつくってくれた。この実習が樹
木のデータを整理するという“調査”に発展し、
さらにその結果から樹木の二酸化炭素吸収能力
を比較して分析するという“研究”に変化した。
そして、調査地が、人手不足とともに火入れが

されなくなり、放置されている状況にあり、火入
れをやめた年代が異なるので、ブナ極相林まで
いろいろな遷移段階の森林があることを知って、
森林によって二酸化炭素吸収量にどのような違
いがあるのかを研究するという方向性がうまれ
た。そして、森林実習を開始して10年を経て、
今までの調査データを「地球温暖化防止にはど
んな森林が有効か」というテーマで解析した。
　解析結果から、天然林では、林齢が増すほど
炭素蓄積量と二酸化炭素吸収量が増加する傾
向がみられた。人工林では炭素蓄積量と二酸化
炭素吸収量の両方とも、天然林よりも低くなる傾
向があることが示唆された。また、単一の樹種か
らなる人工林よりも、多様な樹種からなる天然林
の方が効率よく炭素を蓄積し、二酸化炭素を吸
収していることもわかった。この森林調査の考察
として、生徒たちは、地球温暖化防止のため、
二酸化炭素の排出を減らす努力をしていくと同
時に、炭素の蓄積量と二酸化炭素吸収量が多
く、種多様性の高い森林を維持・管理していく
必要があると結論した。5）

12 教育プログラムの効果
　

　2015年度のデータ（次の図）で、本研究の
対象としている生命科学コースの方が、文理コ
ースより教育活動を非常に高い割合で肯定的に
受け入れており、学習に前向きに取り組んでいる
姿勢がうかがえることがわかる。また、卒業後
10年が経過しても、現在の生活に生命科学コ
ースの教育が影響していると8割以上が答え、
好奇心・理論へ興味などが向上したと8割が判
断していることがわかった。保護者・教職員の理
解が進んでいることもわかる。6）
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13
「発表者が女子だけ」の
課題研究発表会を企画　

　「女子生徒の理系進学支援」の一環として、
“科学研究”の成果を研究の途中段階でも気軽
に発表できる場として、“発表者が女子だけ”の
「集まれ！理系女子・女子生徒による科学研究
発表交流会」を2009年から開催している。最
初は、近隣の福山大（広島県福山市）を会場に
していたが、年々参加者が増え、2014年度から
全国から参加者が集まりやすい場所で開催する

ようになった。2014年度（第6回）は京都大学、
2015年度（第7回）は慶應義塾大学で開催し
た。第8回（2016年度）の学習院大学には、
参加者420人、ポスター発表件数110件を集
めることができた。実施後の生徒アンケート調査
では、「発表を見て刺激を受けた」「進路を考える
参考になった」「理系で頑張る気持ちが強まっ
た」の項目において、8割以上が肯定的な回答を
しており、この交流会を行うことで、女子生徒が
理系進路を目指すうえでの意識高揚に対する効
果があることが認められた。
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　2017年度は、さらに首都圏（学習院大学）を
会場にした交流会に加えて、「九州地区」「東北
地区」「中国地区」を会場にした地区の交流会を
新たに企画し、理系進学を目指す女子生徒支援
の全国的なネットワークを広げていくことを目指
した。地方で課題研究に積極的に取り組んでい
る学校の科学研究の成果を紹介して、課題研究
の取り組みが全国的に盛り上がってくれることを
祈っている。

　「集まれ！理系女子　女子生徒による科学研
究発表交流会」の2009年度から2016年度ま
での発表件数、参加高校数、参加者数の実績と

「理系で頑張る気が強まったか」の問いのアンケ
ート結果を次の図で示した。地方の福山大で

「点」として始まった交流会が、都市を変遷して
「線」となり、今年度から3か所での地方大会を
展開して「面」へとなりつつある。
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14
グローバルな視点で 
理科教育を考える　

　「なぜ銃を与えることはとても簡単なのに、本
を与えることはとても難しいのでしょうか。なぜ戦
車をつくることはとても簡単で、学校を建てること
はとても難しいのでしょうか。」　2014年、17歳
でノーベル平和賞を受賞したパキスタンのマラ
ラ・ユスフザイさんの言葉である。彼女は“女性
が教育を受ける権利”を訴え続けてきた。今も、
女子だからという理由で学校教育を受けられな
い国が存在しているのだ。
　私たちが住んでいる日本は、本が自由に手に
入る国である。しかしながら、先進諸国と比較す
ると科学技術分野で活躍する女性の割合は非
常に低い。当然、理系に進学する女子生徒は非
常に少ない。その打開のために「女性科学者支
援」や「女子生徒の理系進学支援」を政府の方
針として出している。今回、この状況を少しでも
改善するモデルケースになるようなカリキュラム
作成の場として、生命科学コースを立ち上げた。
これからの社会は、どの分野においても、男女の
壁なく能力を出し合って協力できる体制が必要
とされるのは事実だからである。
　科学技術振興機構『未来の科学者養成講座
開発支援プログラム5年間の開発成果報告』

（2013）に、大学が実施している小中高生対象
の科学教育では、「男女によるプログラムの違い
を設けている実施機関はとくにない」とある。ま
た、「自分の理系の才能に自信がもてたか」の問
いに対する受講生の回答に男女差があり、肯定
が男子29.2％、女子13.5％で、女子は自信
をもちにくい傾向にあったとしている。そして、ま
とめとして「この傾向は、女性の才能育成とキャ
リア形成に関わる問題として内外に指摘されて
いることと符合する」と明示されており、理系トッ

プ人材育成事業においても、女子の自信をどう
育むかということが重要な課題の一つとして取り
上げられている。
　今回の取り組みで、教育カリキュラムを刷新し
て5年で生徒の“科学研究”で成果を得ることが
でき、10年で“科学研究”を通して他校の生徒
や研究者と交流を進めることができた。そして、
“科学研究”に取り組む過程で英語の運用能力
育成の必要性を痛感することになり、“科学研
究”が懸け橋になって、国境を超えた交流を実
現した。今、学校教育で話題になっているグロ
ーバル教育を進めていくためのヒントも、本校が
取り組んできた「知識」、「体験」、「研究」を絡め
た教育プログラムにあるのではないかと考えてい
る。7）8）9）10）

　今、学校教育では、パソコンやiPadなどの
ハード的な進歩が大きな影響を与えており、科
学技術の恩恵も受けている。教材開発において
もその成果が目立っている。しかしながら、逆に
今だからこそ、学校教育の根幹に“直接体験”と
“交流（人間関係）”があることを忘れてはならな
いと考えている。このカリキュラムを実践して、
“自然”の役割と生徒たちの互いの協力関係の
大切さを痛いほどに感じさせてもらった。
　これまで女子の理系進学支援をテーマに、高
等学校段階の教育プログラム開発を中心に取り
組んできた。次の段階は併設中学校と連結した
教育プログラム開発と現時点で実現できていな
い系列大学との高大接続だと考えている。さらに
充実した教育モデルを提示できるように、新たな
試みに着手して、生徒たちがそれぞれの将来に
向けて夢を描いて巣立っていけるような教育プ
ログラムを提供したいと考えている。
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15 科学教育への思い
　

　私自身は、大学卒業時に研究を志すものの、
経済的な理由で大学院進学をあきらめ、高等学
校の教員として就職した。40歳過ぎた頃休職し
て修士課程は修了したものの学位の取得は断念
していた。そんな時、大学の先生から｢研究でき
る環境がないなら、高校に研究できる環境をつく
ればいい｣と紹介されたのがSSHだった。 SSH
は、生徒の科学研究だけでなく、教師である私
にも科学研究の機会を与えてくれたのだ。そし
て、 SSH採択によって放課後コツコツと科学研
究に取り組む行為が、職場（教育現場）で市民
権を得ることができたことは、私にとって大きな
救いだった。教育現場では学習指導と生徒指導
が中心、部活動でも体育系が中心で、物理･化
学･生物等、いわゆる理科（科学）系の部は細々
と存続していればいい方という状況だったからで
ある。しかしSSHに取り組んで3年目の2008
年に広島大学大学院理学研究科生物科学専攻
に入学し、生徒の課題研究の指導の傍ら自分自
身の研究を進め、 3年後の2011年に博士（理
学）を取得することができた。在職したままでの
学位取得の過程での苦労は、論文作成指導だけ
でなく生徒への指導にいろいろな面で生かされ
ていると実感している。
　｢生命科学コース｣ の開設から始めた今回の
教育プログラム開発については、 ｢数理科学課
題研究｣や｢物質科学課題研究｣を設定する前の
段階では、 SSH採択時のヒアリングでも女子の
理系進学支援が必要なのは ｢数学･物理･化
学」分野であって｢生物｣ 分野ではないのではな
いかという疑問を投げかけられることが多かっ
た。そんな中、私は｢生命科学コース｣の開設か
ら始めたのである。その理由は次の3つである。

①今から10年前は薬学部の新設などがあり、
医学系･生物系を中心に女子の理系進学が激
増した時期であったので、この機会をとらえて女
子の理系進学機運を高めたかった。②科学技術
者といえど生命科学に関連する｢生命尊重｣、 

「自然保護｣ などの社会的な問題についての理
解が必要だと考えた。③生物（生命科学）分野
は、高校生でも研究テーマを見つけやすいので
科学の入り口になる。本校のSSH運営指導委員
の元日本物理学会会長の坂東昌子先生が、本
校の生徒の発表を聞いて ｢物理･化学に比べて
生物は多様で未知なことが多いので、高校生に
はやりがいがあるだろう。意欲的に新しいことに
取り組んでいるのに感心した｣との意見を述べら
れた。そして私の身近には、高校で生物部所属
だったのに今では物理教師になっていたり、息
子が高校では物理部所属だが生命科学専攻で
博士課程に進学していたり、私自身も化学から
生物科学に大学院で大きく研究テーマを変えて
いるという状況がある。研究分野は、その人の心
の底にどんなものに好奇心を持つかで決まって
くると考えている。理科は｢数学｣｢物理｣｢化学｣
｢生物｣に向かって基礎から応用へと複雑化して
いくが、縦割りに区別される｢分野｣ではなく、相
互に関連し合いながら自然をひも解くためのツー
ルになるものだと理解している。
　学問や研究には範囲などというものもない。む
しろ既存の範囲から逸脱するところから生まれ
る。学校でまじめに勉強をすれば不可避的に生
ずる疑問や興味は、追求していくと教科書の範
囲から逸脱することは避けられない。しかしなが
ら、大学受験を意識した高校生は胸に抱えた疑
問や興味を押し殺して、一定の範囲内の知識だ
けを完全に覚えることを要求されることになる。
十代の最も頭の柔軟な時に、重箱の隅をつつく
ようなことをしなければならないのはつらいこと
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である。だからといって｢勉強なんてつまらない｣
と学問から離れていくのはあまりにももったいな
い。高校を卒業していく生徒たちに、生命科学
コースで体験した“知的な感動”を大切にして、
前向きに学び続けて欲しいと思う。
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地場産業を軸とした地域連携
～ Win WinからTotal Winへ ～



第 66 回　読売教育賞から
【地域社会教育活動】

【最優秀賞選評】
佐藤一子　東京大学名誉教授
「生徒は地元伝統産業の技術習得を
通じて、地域の職人や子どもたち、
東日本大震災被災地の被災者らと交
流し『自己有用感』に目覚めた。社会
に学ぶことの意義を示した実践だ」



1 定時制高校生の現状
　

　生徒は全体的に自分に自信がもてず、コミュニ
ケーション能力が低い。また深夜までスマートフ
ォンやゲームに熱中し、基本的な生活習慣が身
につかず、昼間継続して働くことが出来ない。定
時制高校本来の役割である勤労青少年の学ぶ
場ではなくなりつつある。そこで本校においては
以下の4点を実践するために下に記す2〜4の項
目に取り組んでいる。

⃝	伝統地場産業を学び、「ものづくり」を通じて
地域に誇りを持ち、自分にも誇りを持つ。

⃝	地場産業を通して学校外で様々な職業体験を
し、基本的生活習慣を身につけ、コミュニケ
ーション能力等をつける。

⃝	ボランティア活動に積極的に参加し、他者か
ら感謝されることにより自己有用感を持つ。

⃝	小学生等に教える立場に立つことにより、自分
に自信を持つ。

2 堺学
　

　土曜講座として堺の伝統地場産業を学ぶ「堺
学Ａ」（打ち刃物）2単位・「堺学Ｃ」（お線香）2
単位・「堺学Ｂ」（打ち刃物上級）1単位を開講し
ており、生徒は工科高校ならでは「ものづくり」の
大切さを学んでいる。授業は教員3名と伝統工
芸士（特別非常勤講師）3名の計6名で担当して
いる。
　「打ち刃物」受講の生徒は、世界に一つだけし
かない「包丁」の製作に取り組み、約5か月かけ
て「オンリーワン包丁」を完成させ、地域の産業
に誇りを持ち、ものづくりを通じて自分に自信を

持つことが出来た。
　また、「お線香」受講の生徒は、線香の色や香
り、パッケージデザインまでを考え、伝統工芸士
の指導のもと、線香工場で自分たちが作り上げ
た線香の袋詰め及び箱詰め作業を行い、商品化
している。自分たちが作った物を商品にすること
により、責任感が芽生え（消費者・お客様に対
する）、物を大切にする気持ちが強くなった。
　「堺学」の成果物は地域のイベントにおいて展
示・販売を行っている。最近では大型商業施設
や百貨店等からの展示・出店依頼が多数あり、
多くの方 に々知られるようになり、下記3の「東北
支援プロジェクト」や様 な々職業体験、4の「ゆめ・
チャレ」に多大な良い影響を与えている。

3 東北支援プロジェクト
　

　2011年3月11日に「東日本大震災」が起こっ
た。被害の状況をテレビ等で見た「堺学」を学ん
でいる生徒から、自分たちが作った「包丁」と「お
線香」を用いて、被災地の支援をしたいという声
が上がり、学校と地域が協力し「東北支援プロジ
ェクト」を立ち上げることになった。
　被災地に連絡すると、津波の被害により小中
学校の家庭科で使用する包丁が流されて困って
いるという。早速「堺学Ｂ」で検討を重ね、小中
学生が使いやすいように改良した102丁の「包
丁」を作成し、被災地の小中学校へ寄贈した。
「堺学C」においては、被災地各市の花の香りの
「お線香」を製作し、被害に遭われた多くの方々
への鎮魂の思いを込めて、「お線香」そのものと、
生徒が販売実習で得た売上金の一部を寄贈し
た。
　現在も「包丁」、「線香」、「義援金」の支援を続
けている。
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　2012年に被災地を訪問し、岩手県釜石市長
に「包丁」と「お線香」、「義援金」を渡した際、線
香の原料の「タブの木」が釜石市の市木であるこ
とがわかり、釜石市の「タブ」を使って本校生徒に
「お線香」を作ってもらいたいという依頼があった。
　生徒と地域の方々に釜石市の被災状況を話
し、市長からの依頼を伝えると、「被災地のため
になるのであれば」と一丸となって支援すること
が決まった。
　生徒は送付された「タブ」を使って「お線香」の
製作に取りかかった。被災地の事を考えなが
ら、2013年3月11日の慰霊祭に向けて、参列
者数の800箱（これまでに作ったことのない膨大
な量）を作り上げ「絆」という名前をつけた。
　生徒会が主となり、生徒全員で想いを込めて
800枚のメッセージカードを書き、箱の中に添

えた。地域の方と釜石市に赴き、慰霊祭当日に
参列者の方全員に「絆」を手渡しさせて頂いた。
このことが大阪と被災地のマスコミに大きく取り
上げられ、生徒は自分に自信を持つようになり、
ボランティア精神が芽生え、自己有用感をもつこ
とが出来た。
　2014年には大阪府教育委員会（現大阪府教
育庁）の「災害ボランティア活動事業」に「東北支
援プロジェクト」が選ばれ、生徒４名と教員１名
が被災地を3泊4日で訪問し、生徒は地震・津
波の被害状況を実際に見ることが出来た。
　被害は想像以上で、3年を経過しているのに
遅 と々して進んでいない復興状況に心が痛んだ。
また、宮城県気仙沼市の教育委員会や岩手県
釜石市長に自分たちが作った「包丁」「お線香」
及び「義援金」を直接手渡し、感謝の言葉と感
謝状等を頂いた。
　仮設住宅を訪れた際、被災者の方 と々「スライ
ム作り」や「ビンゴゲーム」などで交流し、たくさ
んの笑顔に出会う事が出来た。また、岩手県立
釜石高等学校定時制との意見交換会では、自ら
の体験談を聞かせて頂き、生徒は震災について
本当に多くの事を学んだ。
　当初は、「生徒は、震災によって身も心も傷つい
ているので体験については触れないで下さい」と
いう釜石高校の先生方からの依頼であった。しか
し、一人の生徒が体験談を語ってくれた。
　「私の母は津波で行方不明になりました。毎日
のように海辺を探し歩きました。正直、母が見つ
かって欲しいという気持ちと、見つかって欲しく
ないという気持ちが交錯していました。2年が経
過して母の下半身だけが見つかりました。DNA
鑑定で母とわかりました。（中略）体験を話すこと
は、本当は辛

つら

くて悲しいことなのです。あの日の
事を思い出すからです。でも話をすることにより、
聞いて頂いた人の教訓になればありがたいこと
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だと思っています。それとこの震災を絶対に風化
させてはいけないと思うからです。だから話をさ
せて頂きました。この震災のことを絶対に忘れな
いで下さい」。身体が震えて涙が止まらなかった。
　被災地を訪れ感謝されたことや、多くのマスコ
ミに取り上げられたことで自信を持った生徒たち
は次のアクションを起こした。これまでに被災地
に寄贈してきた「包丁」のメンテナンスをするという
「包丁研ぎ直しプロジェクト」である。生徒の熱い
思いが伝統工芸士の心を動かし、4名の方が手
弁当で同行してくれることとなった。このプロジェ
クトが昨年度も大阪府教育庁の「災害ボランティ
ア活動事業」実施校に選ばれ、生徒3名、教員
2名、上記の4名、計9名で2度目の被災地の
訪問が実現した。今までに寄贈した「包丁」と津
波等の被害で切れ味の悪くなった「包丁」の研ぎ
直しをするための被災地訪問である。宮城県・岩
手県の各教育委員会において、寄贈した「包丁」
の研ぎ直しを、宮城県名取市、石巻市、気仙沼
市、岩手県釜石市の各仮設住宅においては、被
災者の方 の々「包丁」の研ぎ直しを行った。参加
した生徒は「包丁」を研ぎ直すことにより被災者の

方 に々感謝され、今回もたくさんの笑顔に出会い、
この震災を風化させることなく自分たちの教訓と
し、さらなる支援を続けることを決意した。
　そして、今もなお仮設住宅等で不自由な生活
を余儀なくされている方々、プレハブの仮校舎、
そしてグラウンドには仮設住宅が建つ状況のも
と、一生懸命に頑張っている小中高校生に心か
らエールを送りたい。
　また、宮城県農業高等学校（校舎は津波の被
害で使えなくなり、高台にある大学内のプレハブ
仮校舎で生徒は一生懸命に勉学に励んでいる）
を訪問し、意見交換等による交流を深め、農業
高校で栽培している薔

ば

薇
ら

や桜の花びらを練りこ
んだ「コラボ線香」を本校生徒が製作し、被災地
を支援するという約束を交わした。本校生徒は、
仮校舎で農業実習をしている姿を見て、心が動
かされ、ボランティアに対する意識を高めること
が出来た。
　後日、宮城県農業高等学校から「桜の花びら」
が送られ、桜の花びらを練りこんだ「コラボ線香」
を生徒は完成させた。今年度も大阪府教育庁の
｢災害ボランティア活動事業｣実施校に選ばれ、
生徒とともに同校を訪れ、農業実習等で使用する
「包丁」と復興の願いを込めた桜の香りの「コラボ
線香」を手渡した。
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　2017年7月には不用な油（使用済みの天ぷら
油等、処分に困っている油）を用いて発電すること
が出来る「バイオディーゼル発電機」を作製した。
本校主催のイベント「ゆめ・チャレキャンドルナイ
ト」（当日、付近の電気を消してもらい、電気の大
切さとエコロジーについて小学生と高校生、地域
住民とが一緒になって考えるイベント）において
「電気について考える」重要な役割を果たした。
　自然災害が多発している昨今、「車中泊」等、
電気の使えない状況で生活することを余儀なく
されている方々の役に立つことが出来れば幸い
である。
　また、地域の防災においても「バイオディーゼ
ル発電機」は重要であると考える。
　今後も「微力だけれども無力ではない」をスロ
ーガンに支援を続けていきたい。

4
ゆめ・チャレ（子ども仕事体験・
堺工版キッザニア）　

　これまでに地場産業をはじめ、様々な職業体
験を実施してきたが、生徒は体験するだけでは
仕事の内容等がよくわからないという現状であっ
た。体験した仕事内容をより深く理解するために
は、教える側の立場に立つことが重要な事だと考
え、本校生徒が職業体験をして仕事を理解し、
小学生の職業体験をサポートするという「ゆめ・
チャレ」プロジェクトを立ち上げた。
　前に述べたように、本校は「堺学」という授業

で、伝統地場産業である「包丁作り」と「線香作
り」を、地域の伝統工芸士の方々から学んでい
る。本校生徒が作った「包丁」と「線香」及び義
援金を東日本大震災の被災地に寄贈しているこ
とがマスコミ等に取り上げられ、本校の地場産業
との取り組みが地域の方々の知るところとなり、
学校と地域の企業・店舗が一緒に出来る取り組
みについて考えようということになった。
　そこで地域の商店街と本校が協力して、「キッ
ザニア」をモデルとした、小学生仕事体験事業の
「ゆめ・チャレ」（夢に向かってチャレンジ）を具
体的に計画することとなり、「キッザニア甲子園」
を訪れ、バックヤードの視察をさせて頂いた。そ
の際、「こんな事は出来るわけがない」と痛感し
た。多大な資金が必要であること（高校生・小
学生の職業ごとのユニフォーム一式、小学生の
給料、材料費、会場費、保険、クリーニング、
講師謝金等その他諸々の経費）が課題となった。
諦めかけていた時に、大阪府教育委員会（現大
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阪府教育庁）に「高校生による小学生の仕事体
験サポート事業」についての趣旨説明を行うと、
かなりの予算を計上して頂いた。また、企業・店
舗側も小学生・高校生のキャリア教育の手助け
が出来るならと、時間面・資金面において全面
的に協力をしてもらえることとなり、地元堺市役
所の方 も々積極的に支持してくれ、関係機関・
団体の協力要請もしてくれた。
　そこで、地場産業関係者及び地元商店街店
主等に「ゆめ・チャレ」の内容を具体的に説明し、
協力を呼びかけ、何とか実現に向けての方向性
が決まった。
　次に地域の小学生を募集するための「チラシ」
の作成に取りかかった。本校職員と地域の方 で々
「ゆめ・チャレ」について整理することにした。
　①職業体験数と体験内容②受付や体験場所
等の確保③安全面（保険等）④応募方法⑤チラ
シ配布方法と配布小学校数⑥名札や修了証⑦
給料（疑似通貨）⑧給料による買い物⑨本校生

徒・職員の体制について等々。何日も話し合い
をして次のような流れが決まった。

❶ Faxか郵送での申込受付
❷ 抽選後、結果の通知
❸ 当選者へは詳細の案内
❹当日受付
❺名札配布
❻ 体験ごとのユニフォーム貸与（コック服・

作務衣・ツナギ・エプロン等を本校で用
意）

❼ 高校生のサポートで職業体験（各店舗・
会場にて）

❽ 修了証とお給料（ユーメ）を渡す
❾記念撮影
❿ お給料でのお買い物（ユーメの有効期間

は約2週間）。この流れを1日4～5回転
する。

7地域社会教育活動 ●  



　全くの手探り状態で第1回ゆめ・チャレが行わ
れることとなった。チラシを6小学校に配布、10
体験実施、応募者数107名、体験者数68名。
その後第2回は6小学校に配布、28体験実施、
応募者数235名、体験者数129名。第3回は
7小学校に配布、34体験実施、応募者数312
名、体験者数167名。第4回は8小学校に配
布、43体験実施、応募者数436名、体験者数
205名、第5回は11小学校に配布、52体験実
施、応募者数620名、体験者数241名という
右肩上がりの状況で、今ではかなりの抽選倍率

となっている。
　小学生は、初めての職業体験に戸惑いながら
も真剣に取り組み、「お給料」（疑似通貨ユーメ）
をもらう喜びと「働く」ということの大切さを学び、
生まれて初めてもらった「お給料」800ユーメ
（800円相当）を保護者と相談しながら、大切に
使っている光景も印象的だ。
　また、本校生徒は、小学生をサポートするた
めに一生懸命に仕事を覚え、戸惑っている小学
生にアドバイス出来ることが嬉

うれ

しくて仕方がない
様子で、授業では見せたことのない生き生きとし
た表情で取り組んだ。
　この5年間で新聞に掲載されたり、堺市長を
はじめ多くの方々が挨

あい

拶
さつ

に訪れたりと地域の一
大イベントに成長した。本校生徒・職員と地域
の連携と、「ゆめ・チャレ」に関わって頂いている
すべての方々の温かい協力のもと、2年、3年と継
続する事が出来ている。
　「ゆめ・チャレ」は2017年1月に「文部科学
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省・経済産業省キャリア教育推進連携表彰」に
おいて｢優秀賞｣として表彰された。

　最近は徳島県や静岡県等、他府県からの視察
や講演依頼があり、本校の取り組みが注目され
てきている。他府県においてもぜひ取り組んでも
らいたい事業である。

5 生徒の変容
　

　以上の取り組みの結果、生徒は地域に誇りを
持ち、自分に自信を持ち「自己有用感」を高める
ことが出来た。そして、地域の方 と々の関わりの
中で「基本的生活習慣」を身につけることが出来
た。まさに学校・家庭・地域が協力して生徒を
育てている。

　また、ボランティア活動に対する意識も高まり、
教員側からではなく生徒側からの積極的な意見
が出るようになり、近年、お世話になっている地
域の清掃活動や、近隣の高齢者世帯への「電球
交換」の活動等に取り組んでいる。
　さらに地域企業・店舗の協力により、本校在
学生徒の就労率は約95％を誇っており、学校
斡旋就職率は100％になった。
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これらの取り組みに、本来の定時制高校のある
べき姿（勤労青少年の学ぶ場）に戻りつつある。
　本校の取り組みにより「定時制高校」の存在
価値がこれまで以上に認められることを願って
やまない。

6 今後の展開
　

　我々は、今後も地域と共に成長していくことが
重要だと考えている。現在、大阪府堺市は、百

も

舌
ず

鳥・古市古墳群を世界遺産に登録することを
申請している。本校は世界最大の前方後円墳で
ある仁徳天皇陵の近くに位置するので、地場産
業を通して、世界遺産登録祈願を地域と共に盛

り上げていこうと考えている。
　また、災害が多発している昨今、自分たちが
出来ることを、世界に向けて発信していくことが
大切であると考え、被災地にエールを送る意味
も込めて、2016年12月に「ギネス記録」に挑戦
した。タイトルは「お線香を使った世界一大きな
モザイク画」で、図柄は「前方後円墳」である。
生徒と教員が一丸となり見事に「ギネス世界記
録」を達成し、世界一を獲得した。地域の産業
である「線香」と地域の誇りである「前方後円墳」
とをコラボさせた素晴らしい記録であると自負し
ている。
　地域との「トータルウイン」の世界を作り上げ
るために、今後も、日々精進していく所存である。
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NIE

1978年大阪・住吉生まれ、堺育ち。最終学歴は中卒。放送作家、ライター、生活総合情報サイトAll 
About（オールアバウト）の大阪ガイドなどを経験。2007年に地元・堺を舞台にしたコミュニティ・ツーリ
ズム企画で地域活性化ビジネスプラン「SAKAI賞」を受賞（主催・堺商工会議所）。観光プロデューサ
ーとして2008年から2013年まで日本最大のまち歩きプロジェクト「大阪あそ歩」（2012年に観光庁長官
表彰受賞）に携わった。現在は「大阪七墓巡り復活プロジェクト」「まわしよみ新聞」「直観讀みブックマー
カー」「当事者研究スゴロク」「大阪モダン寺巡礼」「演劇シチュエーションカード 劇札」「歌垣風呂」（京
都文化ベンチャーコンペティション・とらや賞受賞）「仏笑い」など、観光、メディア、まちづくり、教育に関
連する一連のコモンズ・デザイン・プロジェクトを企画・立案・主宰している。應典院寺町倶楽部世話
人。大阪いちょうカレッジ主任講師。大阪府高齢者大学講師。著書に『まわしよみ新聞のすゝ め』。連絡
先はメールアドレス　mutsu_satosh i@ybb .ne . jp　携帯電話080 -3032 -0096。

「まわしよみ新聞～新聞の
魅力・可能性を伝えるNIE～」

まわしよみ新聞実行委員会  代表
観光家／コモンズ・デザイナー

陸
む つ

奥　賢
さとし



第 66 回　読売教育賞から
【NIE】

【最優秀賞選評】
小原友行　福山大学教授
「まわしよみ新聞は、他者との対話を
生み出し、その中から新聞の新たな価
値を作り出す挑戦的な営みとして高
く評価できる。教師教育や生涯学習
の方法としての可能性も秘めている」



1 はじめに
　

　私は、普段は観光、まちづくり、地域おこしの
プロデューサーとして活動をしているものです。
10代半ばから、学校で勉強することよりも、実
社会に出て仕事をすることに生きがいや喜びを
感じ、いろんな仕事を転 と々してきました。一度、
読売新聞の新聞配達のアルバイトをやったこと
もあります。また20代前半にテレビ業界に入り、
放送作家・リサーチャー・ライターといった仕事
にも携わりました。学校関係者や教育関係者で
はなくて、テレビ、ラジオ、雑誌、ウェブといっ
たメディア業界に長くいた人間で、メディアの可
能性を考えたり、その活動領域を広げることに興
味・関心があります。

　30歳を超えてからメディア業界だけではなく
て、観光業界やまちづくり業界の仕事も増えてい
ったのですが、ひょんなことで大阪の下寺町にあ
る應典院という浄土宗寺院と関わりを持つことに
なりました。應典院の住職は秋田光彦といい、
若い頃は東京で映画プロデューサーをやってい
たという異色の経歴の僧侶です。秋田住職が
1997年に再建した應典院（大阪大空襲で焼失
していました）は「葬式をしない寺」（檀家がいな
い寺）を標榜し、NPOで運営され、かつ本堂が

劇場空間になっているという、これまた異色の寺
院なのですが、大阪中の若い演劇人、アーティ
スト、クリエイターが集い、「日本一若者が集まる
寺」とも呼ばれています。

　この應典院で年に一度、「コモンズフェスタ」と
いう総合芸術文化祭が実施されています。お寺
といえば、現在では「葬式仏教」などと呼ばれ、
お葬式のときのみに使われるといったイメージが
強いですが、かつてのお寺は「寺子屋」という学
校であったり、「出開帳」といったイベント会場で
あったりと、多様な使われ方をしていました。コ
モンズフェスタというのは、かつてのお寺のよう
に、そうした多様な人が出逢う場（コモンズ）であ
りたいということで、実施されています。私は、
應典院のスタッフからのご依頼で、そのコモンズ
フェスタの企画委員になり、そこで「まわしよみ新
聞」という新聞を使ったワークショップを2012
年9月に提案、2013年1月に実施しました。
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　まわしよみ新聞は、以下のような手順で実施し
ます。

　ワークショップ全体の時間は約1時間30分ほ
どです。既存の新聞を、みんなで再編集して、世
界にひとつだけのオリジナルの壁新聞にしてしまう
…というだけの非常に単純なワークショップなの
ですが、試験的に大阪のカフェで参加者を募って
実施してみると、予想以上に「これは面白い」「新
聞の魅力を再発見した」と評判になりました。いろ

んな場所で、いろんな方とやってみましたが、どこ
でやっても参加者が熱中するので、企画者の私も
驚き、これは本格的に取り組んでみようと、公式
サイト（http://www.mawashiyomishinbun.
info/）を作り、「オープンソースのメディア遊び」
として、2013年1月に広く世間に「まわしよみ新
聞をやってみませんか？」と呼びかけました。また
インターネットだけではなくて、世間の人に、も
っとまわしよみ新聞を広める手段として、2014年
9月には『まわしよみ新聞のすゝ め』（著者：陸奥
賢／編集：まわしよみ新聞実行委員会）という本
を執筆し、クラウド・ファウンディングで資金を
集め、自費出版したりもしました。

　当初は私の知人・友人たちが、まわしよみ新
聞を一種のコミュニケーション・ツールと捉えて
活用してくれていたのですが、じわじわと参加者
のクチコミで「まわしよみ新聞は面白い」という認
識が広まりだし、そうすると、私自身もまったく予
想だにしない展開が次から次へと起こっていきま
した。

　まず驚いたのが、新聞社がまわしよみ新聞の
取り組みを始めたことでした。当初は地方の新聞
社のニュースカフェとの連携が多くありました。と
くに西日本新聞社の地域創造プロジェクト

❶ 4、5人で１チームを作る。いろんな新
聞を持ってきて、みんなで、それらの新聞
を回し読む。その中から「気になった記
事」「面白いと感じた記事」「興味・関心
を覚えた記事」などを切り抜く。広告や
天気予報や四コマ漫画でも構わない。何
枚、記事を切り取ってもいいが、ひとり３
枚以上は記事を切り抜く。時間は15分
から20分ぐらいを目安とする。

❷	記事を１枚ずつ、順番にテーブルの上に
提示していき、その記事について、みん
なで話し合う。目安の時間は30分ほど。

❸	みんなが面白いと思った、いろんな記事
がテーブルの上に集まっているので、それ
らをまた再編集して、１枚の壁新聞にす
る。記事にコメントやイラストを書きこん
だりしても良い。目安としては30分から
40分ほど。

❹	出来上がった壁新聞（まわしよみ新聞）
を、作った場所やいろんな場所に掲示し
て、通りすがりの人や、いろんな人に読ん
でもらう。
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「NEWS cafe『まわしよみ新聞』」は業界関係
者からも高く評価されて、2014年11月には「日
本新聞協会地域貢献賞」を受賞しました。現在
では地方新聞社だけではなくて、東京の大手新
聞でも、新聞の価値を手軽に伝えられるツールと
して、まわしよみ新聞が取り入れられるようにな
っています。

　次に驚いたのが、新聞関係者に注目されだす
と、教育関係者がまわしよみ新聞に着目し始めた
ことでした。とくにNIE関係者から「アクティブ・
ラーニングのワークショップとして、まわしよみ新
聞は使える」と認知され、様 な々学校で取り組み
が始まっていきました。私自身は、まわしよみ新
聞は一種の「メディア遊び」として始めたものでし
たので、教育の現場で使われだしたことは青天
の霹靂のような事態でした。

　また教育関係者に使われたことで、瞬く間に北
は北海道、南は沖縄まで日本全国各地の小学

校、中学校、高校、大学などで、まわしよみ新聞
が実施されることになりました。正直、申し上げま
すと、私自身、まわしよみ新聞の価値を過小評価
していた部分があり、しかし、様 な々教育関係者
の方との交流で、その大いなる可能性を気づかせ
ていただきました。まわしよみ新聞は、NIEとして、
一体、どのような効果があるのか？　まわしよみ新
聞の教育的効果や価値とはなにか？　それらの
ことを拙文ですが、ご報告したいと思います。

2
取り組みの狙い・
まわしよみ新聞の効果　

1 . 「自分語り」ではなくて「世間語り」から
	 はじめるから対話がしやすい
　まわしよみ新聞は、そもそもは應典院という寺を
開いて、多様な人が集まり、どういった人たちな
のかを知りたい…ということから考案されました。
アイスブレイク、コミュニケーション・ツールという
側面が強いものです。参加者同士で集まって、自
己紹介をすればいいのですが、初対面で、自分の
ことをいきなり話すのは苦手という方も世の中には
大勢います。そうしたことから、まず新聞を持ち込
んで、それを読んでもらって、気になった記事や
興味関心を覚えた記事を切り取ってもらって、そ
れについて話をしていく…という構成にしました。
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　こうやって個人から情報を発信するのではなく
て、記事から情報を発信することで、「自分語り」
ではなくて「世間語り」から対話を始めていくこと
が可能です。初対面の方と、テーブルに座って、
まったくなにもない白紙の状態から、いきなり「な

にか話題提供をして」といわれても、大勢の人は
緊張してしまうでしょう。なにを話をしていいのか
わからなくなる。そこに「話のネタ」として新聞記
事があれば、それが対話の「踏み台」になって
くれて、とても話がしやすくなります。

　このスタイルは、NIE の現場でも非常に有効
でした。学生たちでまわしよみ新聞を実施する場
合は、初対面というわけではないのですが、それ
でも学生たちの大部分は「自分語り」が苦手な
ようです。「世間語り」から始めることで、あまり
照れなどがなくて、すんなりと場の話を始めるこ
とができます。普段はまったく話をしないという学
生が、まわしよみ新聞をやってみると、急に生き
生きと自分の興味・関心のある記事について喋り
出して驚いたといった先生方の報告をうけたこと
もあります。

2 . 「ノーテーマ」であるので「主体者性」
	　「当事者性」が発揮されていく
　まわしよみ新聞で、どんな記事を切り取ればい

いのか？と説明するときに、私は「面白いと思っ
た記事」「興味・関心を覚えた記事」「なんとな
く気になった記事」などを切り抜こうと学生たち
に伝えます。このときにわかりやすく「面白いと思
ったらどんな記事でもいい。新聞にはいろんな記
事が載っている。政治や経済、料理や囲碁・将
棋。テレビ欄。ラジオ欄。広告でもいいし、4 コ
マ漫画でもいいよ」と伝えます。これは、いろん
な先生方に「衝撃を覚えた」といわれました。あ
る小学校で、そのように伝えると、学生たちから

「4 コマ漫画を切り取ってもいいの！？」と驚きの
声が上がったそうで、学校現場では、かなり思
い切った手段であったようです。

　いろんな先生方と話をしましたが、それまでも
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新聞を使った授業は数多くあるし、記事を切り抜
くといった NIEも数多くあるようですが、そこでは
大抵「テーマありき」が多かったといいます。例
えば「平和」であるとか「震災復興」であるとか

「オリンピック」であるとか、先生方が学生たちに
先行してテーマを与えて、その範囲内で新聞記
事を利用しようとする。

　まわしよみ新聞は、そうしたテーマで縛るという
ことは基本的にはやりません。思い切って学生た
ちを信用して、自由に記事を選択させます。その
結果、広告記事ばかりの学生もいれば、4 コマ
漫画ばかりを選択する学生なんてのも出てきま
す。しかし、その記事の選択を最大限、許容し
ます。その学生にとって「それが興味・関心が
ある」という記事を提示してもらうことで、初め
て、その学生の「主体性」「当事者性」が浮か
び上がってくるからです。主体的に、当事者とし
て話をすることが許されることで、学生はのびの
びと能動的に話をしていきます。

　先生や大人たちが、子供たちに先行して「テ
ーマ」を与えることで押し付け型の教育になって
しまい、そうした教育に新聞を用いることは、下
手をすると新聞のことが嫌いになりかねません。
これは NIEとしては最大の失敗といえるでしょ
う。そうならないように、トップダウン型の押し付
け型の教育ではなくて、学生自身の主体的な、当
事者性を尊重して、対話を深めていくボトムアッ
プ型の教育をやろうというのが、まわしよみ新聞
の基本姿勢です。そこがアクティブ・ラーニング
のツールとして最適であると評価され、日本全国
の学校現場で使われることになった要因でした。

　また「新聞のどこを切ってもいい」「どんな記
事を切り取っても大丈夫」というのは、日本の新

聞のクオリティ・ペーパーとしての優秀性を反映
しているともいえます。どこを切り取っても世相を
表していて社会教育の教材になりえる。雑誌や
週刊誌などは扇情的な記事も多く、学校現場で
用いるにはふさわしくない記述が数多くみられま
す。しかし新聞は、社会の公器・社会の木鐸と
しての性格が強いメディアです。こうした新聞の
誠実な公共的性格があってこそ、まわしよみ新聞
のような「（学生の主体性を尊重して）どこを切
ってもいい」という懐の深いアクティブ・ラーニ
ングが可能となっています。

3 . 多様な記事が出てくることで
　	「他者の世界観」に触れることができる
　まわしよみ新聞はノーテーマなので、学生たち
がどんな記事を選んでくるのか、まったく読めま
せん。多様な記事が出てきます。ある学生は「地
域おこしの記事」を選べば、ある学生は「新作
映画の記事」を選んだりもします。「その記事は、
ぼくは（私は）絶対に切り取らない」といった記
事もたくさん出てきます。しかし、そこが最も重要
で、そうすることで「他者の世界観」に触れるこ
とができます。

　情報化社会の主要メディアはインターネット
です。インターネットは確かに便利で、とくに検
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索性に優れたメディアです。しかし、検索性に優
れているがゆえに弊害も起こりえます。「自分の
世界観から抜け出ることができない」という弊害
です。つまりインターネットを使っていると「知ら
ない単語」「聞いたことがない言葉」「未知の検
索ワード」を検索することがないという問題です。

　なにか自分が興味あることがあって、それを調
べるにはインターネットは非常に適したメディア
でしょう。そういう意味でいえば、インターネット
は「虫の眼」的なメディアです。細かく、いろん
なことを突き詰めて調べていくことに非常に向い
ている。しかし、世の中は、同時多発的に、い
ろんなことが進行しています。近視眼的な「虫の
眼」だけでは、どうしても世界観が狭くなり、結
果、「ある特定の分野にはやたらと詳しいが、世
間一般的な常識をまったく知らない」といった知
識偏重が生まれ、社会性を損ねてしまいます。実
際に、若者たちは「ネット依存」で「新聞離れ」
の傾向にあるので、そうした若者たちが増えつつ
あります。なにを喋っていいのかわからなくて、人
と対話するのが苦手という若者も増えています。
そうしたインターネット偏重時代だからこそ、「虫
の眼」だけではなくて、時には視野を広くして「自
分の世界以外の世界はどうなっているのか？」

「他者の世界はどうなっているか？」ということを
知る「鳥の眼」も必要です。
　そうした「鳥の眼」を養うために、最も適した
情報媒体が新聞です。新聞は朝刊一紙で、約
30 万文字以上、300 以上の記事が掲載されて
いるといいます。価格も安く、読売新聞の場合、
たったの 130 円で、世の中全般の動向が総覧で
きます。インターネットが検索性に優れたメディ
アであるならば、新聞は総覧性に優れたメディア
です。そして、まわしよみ新聞は「ノーテーマ」
で「どんな記事でもいいから、興味があれば、い
ろんな記事を切ってみよう」と推奨することで、総
覧的なメディアである新聞の特性を最大限に発
揮することができます。

　また新聞を学生ひとりで読むのではなくて、4、
5 人のグループワークで、みんなで回し読むこと
で、より幅広い視野を獲得することができます。
結局のところ、学生が一人で新聞を読んでいて
も、その学生の世界観…自分の興味・関心のあ
る領域から逸脱することはなかなかありません。
一人だけではなくて、みんなで集まって、各自が
興味・関心のある記事を切り取って開示しあう。
そうしたグループワークをすることで、多様な記
事が集まり、他者の世界観を発見し、複合的な
視野を獲得し、世の中、全般に一体、なにが起
こっているのか？ということが可視化され、立体
視されていくわけです。

　学生一人だけの、個人的なワークショップで
は、新聞の総覧性の魅力や可能性を最大化でき
ません。グループワークすることで…他者の世界
観（興味・関心ある記事）を持ち寄り、シェアす
ることで、「集合知」が立ち上がり、世の中全般
を様 な々視点で俯瞰する鳥の眼的な視野が獲得
できます。
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4 . 「新聞作り」「ものづくり」という
	 共同体験であること
　まわしよみ新聞は、みんなが選んだ記事を再
編集して最後にまた壁新聞（まわしよみ新聞）と
して再編集するというワークショップです。新聞
を読んだり、記事を切り取ったり、それについて
いろんな人の意見交換をすることは、情報のイン
プットをする時間といえますが、最後に、情報の
アウトプット（新聞化）も行います。

　このときに重要なことは、「読者（他者）を意
識して、まわしよみ新聞を作ってほしい」というこ
とです。ただ自己満足に壁新聞を作って終わりで
はなくて、広く世間の人に読まれてこそ、新聞は
新聞たりえます。読者（他者）を意識して、新
聞を作ることで、「作り手側の気持ちに立つ」こ
とによって、より新聞（メディア）というものの構
造を深く知ることが可能です。「目立つ写真を中
央にもってこようか？」とか「イラストで新聞記事
を表現しよう」といった創意工夫なども生まれて
きます。

　また作ったまわしよみ新聞は、学校の廊下や
掲示板などに貼ることを推奨しています。通りす
がりの学生が、まわしよみ新聞を見て、選ばれ

た新聞記事に興味・関心を覚えたり、自分たち
でもやってみようといった動きにも繋

つな

がります。実
際に滋賀県の龍谷大学では社会学部の授業で
まわしよみ新聞を作成して学内に掲示していた
ら、それが政治学部の学生に読まれて、政治学
部でもまわしよみ新聞が次 と々実施されていく…
といった波及効果が生まれました。自分たちで作
ったまわしよみ新聞が、誰かに読まれて、他者に
波及していくことで、メディアの力、メディアの可
能性などにも気づくキッカケになります。

　こうした「記事を切ったり」「記事を貼ったり」
といったことが容易に可能であるのも、じつは新
聞が「加工性」に優れているという特徴を持つ
アナログ・メディアであるからでこそです。こうし
た「切り貼り」はインターネットでは不可能です。
まわしよみ新聞は情報をインプットする際は、新
聞の「総覧性」という特徴を活かしていますが、
情報をアウトプットする際は、新聞の「加工性」
を活かした NIEといえるでしょう。

5 . メディアの特性を知り、リテラシーを育む

　まわしよみ新聞は、いろんな新聞を持ち込んで
回し読むことで、同じニュースでも新聞社によっ

て扱い方が違うということ
がわかります。書かれてい
る論調や文字量、写真の
大きさなどでも、それぞれ
の新聞社のスタンスなどが
自然と伺えます。

　また、まわしよみ新聞は、
インターネットにはない

「総覧性」や「加工性」を
利用したワークショップで
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す。まわしよみ新聞をやると、メディアには、メデ
ィア固有の個性や特性があるという当然のことに
も自然と気づかされます。

　真に豊かな情報化社会は、インターネット偏
重ではなくて、インターネットはもちろんのこと、
新聞や本、雑誌、テレビやラジオ、他者との対
話といった、様 な々メディアに触れて、それらの
メディア特性を理解し、リテラシーを育むことで
到来するものだと考えています。まわしよみ新聞
はこれからの情報化社会に必要不可欠なメディ
ア・リテラシーを涵養するものでもあります。

3
大学・小学校・中学校・高校
などでの事例報告　

　まわしよみ新聞が初めて教育の現場で実施さ
れたのは2012年10月の京都精華大学の竹内
厚先生の「プロデュース論」でした。そこを皮切
りに立命館大学、京都橘大学環境、大阪成蹊
大学、関西学院大学、成美大学…と、当初は
大学関係者のあいだでまわしよみ新聞が急速に
広まっていきました。

　大学でのまわしよみ新聞の面白い事例として
は、立命館大学の学生たちが、まわしよみ新聞
を授業で作成したあとに、その魅力にはまって、
先生を抜きにして、自分たちで勝手に、自主的に
まわしよみ新聞を作るサークル活動を始めたとい
うことがあります。「授業で実施したワークショッ
プを面白いと夢中になって、生徒たちが企画して
やりはじめた」なんていうのは前代未聞のことだ
そうで、これはまわしよみ新聞を実施したY先生
も驚いたそうです。とくに企画メンバーの吉村茜
衣さんは、まわしよみ新聞の魅力について以下の
ようなことを語ってくれています。

　「1つの記事に対しても、法学部の学生と国際
関係学部の学生では視点や考え方の違いがあ
るなど、多様な見方があるのだと実感する」
　「社会の問題にはさまざまな要因によって起き
ていると気づくことができます。そして、社会に対
する自分の意見をアウトプットできる貴重な場で
もあります」
　「新聞を読んでいるときに『この記事、法学部
の人だったらどう考えるのかな』というように、さ
まざまな立場から物事を考えられるようになり、
記事を深く読むことができるようになりました。以
前より視野が広がったと感じています」（立命館
大学のネットメディア『＋Ｒな人』より）

　みんなで多様な記事を切り抜いてインプットし
て、集合知で読み解いて壁新聞として再編集し、
情報発信（アウトプット）する…というまわしよみ
新聞の魅力が端的に語られているコメントといえ
るでしょう。

　こうした大学での動きが評判を呼んで、やがて
教育関係者に広まり、高校・中学校・小学校に
まで波及していきました。小学校の事例では、北
海道の登別市立富岸小学校の牧野広太先生の
事例が非常に特徴的です。これは牧野先生が北
海道新聞のまわしよみ新聞の特集記事を読んで
興味を持ち、『まわしよみ新聞のすゝ め』を購入し
たことから取り組みが始まったといいます。

　牧野先生は6年生の担当ですが、先生が自宅
で購読している新聞や、同僚の先生が購読して
いる新聞の朝刊、夕刊を使用します。現在は新
聞を取っている家庭も少なくなったので、こうし
た先生方の協力、提供によって新聞を調達して
いるそうです。そして児童は3～4人の担当班が
交代で休憩時間などを使って「帰りの会」までに
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まわしよみ新聞を仕上げます。また自分たちが切
り取った記事について「事実」「意見と根拠」「提
案」を発表するのですが、なによりも素晴らしい
のは、これを毎日、実施していることです。

　まわしよみ新聞は全体では90分ほどの時間が
必要になるので、授業で実施するとなると、どう
しても2コマは必要になってきます。毎日、まわ
しよみ新聞を実践することはなかなか難しい。そ
こで休憩時間を新聞作成の時間に当てること

で、毎日、発表するということを可能にしました。

　こうなると児童の休憩時間が、まわしよみ新聞
作りで費やされることに懸念がありますが、6年生
クラスは総勢33名で、児童がまわしよみ新聞を担
当するのは「9日間に1回」「10日間に1回」といった
サイクルだそうで、とくに負担感はないそうです。む
しろ「ノーテーマ」「なにを切り取ってもよい」「学生
の自主性を貴ぶ」というまわしよみ新聞なので、児
童たちは嬉 と々して新聞作りに取り組むそうです。

　また毎日、まわしよみ新聞を作って発表すると
いうことを繰り返すことで、児童たちの新聞への
読解力、編集力、発表力が飛躍的に向上したと
いいます。一般的に小学生が作ったまわしよみ
新聞は写真、広告などが多いのですが、牧野先
生のクラスでは政治・経済といった社会的な記
事も多く、そういう意味でも、見事なまわしよみ
新聞活用といえます。

　中学校の面白い事例では、福間中学校での
「300人親子まわしよみ新聞」があります。これ
は福岡県福津市で、学校と家庭と地域を結びつ

けるコミュニティスクールの取り組みがあり、その
特別授業の一環として実施されたものです。中
学1年生230名と、生徒の両親・地域ボランテ
ィアの方など70名の計300名で一斉にまわしよ
み新聞を実施するというもので、「日本一の参加
者数を誇るまわしよみ新聞」です。

　まず大人たちがまるで転校生のような形で前
に出て自己紹介をし、各テーブルに着席し、先生
方がまわしよみ新聞を説明します。その後、まわ
しよみ新聞を実際に作成しますが、中学生と大人
が新聞記事をモチーフに「読む」「語る」「聴く」
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「表現する」といった共通体験を通じて、年の差
を超えて、いろんな話をします。普段の先生方と
話をするのとは、ちょっと違う学びの場になります。

　こうした地域の大人たちと中学生たちが、共同
でなにかをする…ということが可能なのも、まわし
よみ新聞の単純明快で、シンプルな構造があっ
てこそ成立します。参加した大人たちからも「子
供たちから、最近の新しいニュースを教えてもら
った」「しっかりと自分の考えを述べるので驚い
た」という声が聴かれたことも面白かったのです
が、先生方からも「地域の大人が子どもたちの教
育活動に直接的に携わる場の設定として優れた
試みだ」といった感想を頂きました。
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　また福間中学校の白木照久校長からも「中学
生の活字離れ、新聞離れが進むなか、新聞に興
味を持つ意味でもまわしよみ新聞は有効だ。新
聞記事を教材に、読む、聞く、話すの言語活動
ができる。子どもたちの知識が増え、さまざまな
見方や考え方が広がる」という感想を頂きまし
た。実際に2015年から3年連続（2015年、
2016年、2017年）で実施されていて、今後も

継続していくとのことです。

　高校の教育現場でも、まわしよみ新聞は取り
入れられていましたが、三省堂の高校国語教科
書『明解国語総合』（平成29年度版）に収録さ
れたことにより、2017年から高校の教育現場で、
必修科目の授業の一部として実践されることに
なりました。

　その『明解国語総合』の編集委員でもある大
阪府立北野高校の桝井英人先生は、高校や大
学で過去に何度もまわしよみ新聞を実施してい
ます。授業を受けた学生は「一人で学習するより
も誰かと一緒に活動したほうが、自分では思いつ
かないようなアイデアが生まれ、自分の考えが広
がるのだと感じました」といった感想を述べてい
ます。桝井先生は、実践を紹介する記事の中で
「ウケ狙いで広告を切り取ったりする生徒がいる
一方、人権に関する記事を選ぶなど、真面目な
生徒もいます。生徒の集団や個性によって、内
容は変わります。メンバーを入れ替えたり、何度
も行ってみることで、生徒がより多様な情報に気
づく機会になる」と指摘しています。そして、現
場の先生たちに向けて「（まわしよみ新聞は）気

軽に試みていただきたい活動」だと推奨していま
す。

　こうして日本全国各地の小・中・高・大と幅
広い教育機関でまわしよみ新聞は実施されて、
その勢いは、さらに拡大傾向にありますが、近年
では、ついに日本国内を飛び越えて、海外でも
まわしよみ新聞が実施されています。

　例えば韓国・釜山ではアプコムというメディア
研究所の若者たちが、わざわざ来阪して「まわし
よみ新聞のやり方を教えてほしい」と私に直接、
指導を申し込みに来ました。日本に留学中の韓
国人大学生が、たまたまFacebookでまわしよ
み新聞を見て興味を覚えて仲間とやってみたと
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ころ、大いに盛り上がり、
これは素晴らしいと教えを
請いにきたといいます。ま
さかまわしよみ新聞が、海
外の若者にまで注目され
るとは思いもしませんでし
たが、私がやり方を指導す
ると、彼らは喜んで韓国に
戻りました。現在も韓国の
大学などで学生たちと一
緒にまわしよみ新聞を実施
しています。

　また台湾でも銘伝大学
の許均瑞先生が日本語教
育の一環で、まわしよみ新
聞を取り入れています。参
加した学生たちからは「他
人が興味を持つ記事につ
いて話が聞けて楽しかっ
た」「社会に出てからも仲
間同士で楽しめそう」とい
った感想を頂き、許先生か
らも「新聞をじっくりと読む
習慣を身につけてもらうき
っかけになる上、プレゼン
をする際の自信を養う効果も期待できる。学生自
らが記事を選択するので、取り組みへの意欲も
自然と高まる。これから社会へ出ていく学生にと
って、非常に役に立つ」（読売教育ネットワーク・
会報19号・2016年7月号）と絶賛されました。

4 これからの展望
　

　まわしよみ新聞は当初は地域から派生しまし

たが、NIEという分野で大発展を遂げて、活動
領域を一気に広げていきました。2012年9月か
らの約5年間でのまわしよみ新聞の実施回数は
私が把握しているだけでも2000回を超えます。
編集長（まわしよみ新聞を主宰・企画したことが
ある方）もすでに500名を超えています。まわし
よみ新聞の参加者数は、もはや把握できません。
数万人を超えています。

　また、2015年からは「全国まわしよみ新聞サミ
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ット」が実施されて、日本全国各地から編集長が
集いますが（2015年は50名以上。2016年は
70名以上と増加中です）、学校関係者・教育
関係者の参加が非常に多く、「すでにNIEでまわ
しよみ新聞を取り入れた」という先生方の成果の
発表や、「今後、まわしよみ新聞をNIEに取り組
みたい」という意欲的な先生方が集まって、意見
交換やネットワーク化が始まっています。福岡県
で「300人まわしよみ新聞」をやると、宮城県で
も「300人まわしよみ新聞」を実施する…といっ
たような地域を超えた連携・連動が生まれていま
す。海外進出なども、積極的にアプローチして、
今後も増やしていきたいと思っています。

　「ネット偏重」「新聞離れ」というのは、
じつは日本だけの話ではなくて、全世界
的な兆候です。鈴木伸元氏の『新聞消
滅大国アメリカ』は衝撃的なレポート
で、私も戦慄を覚えました。まわしよみ
新聞が新聞の良さ、可能性を再発見す
るツールとなり、「新聞離れ」を食い止め
るNIEとして活用されることを大いに期
待していますし、私自身もそうした取り
組みを今後も実践していくつもりです。

　最後に、ひとつ、ほほえましいエピソードを。
NIEでまわしよみ新聞を体験した小学生が家に
帰って、ご両親に「新聞を買って！」とねだったそ
うです。その家では新聞を買っていなかったの
で、もちろん両親は驚きました。しかし子供に言
われるままに新聞を買うと、「まわしよみ新聞をし
よう！」と誘われ、子供が進行役でやってみると、
ご両親までもまわしよみ新聞にはまってしまった
とか。NIEは「教育に新聞を」ですが、まわしよ
み新聞で「NIH」（ニュースペーパー・イン・ホ
ーム）が実現したそうです。「家庭に新聞を」。ま
わしよみ新聞の可能性として、こういったことも起
こり得るのだなと思っています。
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幼児教育・保育

１９６２年生まれ、１９８３年育英短期大学卒業後、４年間保育士として勤務。その後、結婚、４人の子ど
もに恵まれ、第４子が年中になる２００２年にすぎの子幼稚園教諭として復帰し、１年勤めた後、２００３年
現保育園の創立時に保育士として勤務し１５年目を迎える。

社会福祉法人峰悠会  おおぞら保育園  主任保育士

小
こ
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子
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日本の伝統文化
蚕の飼育体験を通して



第 66 回　読売教育賞から
【幼児教育・保育】

【最優秀賞選評】
秋田喜代美　東京大学教授
「園児が蚕の飼育に生き生きと取り
組む姿が伝わる。幼児の疑問を大切
に指導し、『もっと知りたい』という探
求心を養っている。生命の大切さを
学ぶ上でも良い実践例だ」



1 蚕の取り組みの背景
　

　園周辺の新里地区は、明治時代より養蚕が盛
んで、農業の中で一番の生産高を誇っていた。
大正時代に入るとますます養蚕が盛んになった
が、大正9年の第1次世界大戦後の不景気と大
正12年の関東大震災などで繭の値下がり、昭
和30年代に入ると化学繊維が出てきて生糸の
値段が下がってしまった。そこで、当園の設立
者“小池高次氏”が子どもの蚕を共同で飼う

「稚蚕共同飼育所」を作り、これが成功し、昭和
44年、関地区の小池高次氏は、群馬県養蚕農
業協同組合主催の「繭生産合理化コンクール」で

『農林大臣賞』を受賞、他にも大日本蚕糸会社
から『蚕糸功績賞』を受賞した。そんな父を持ち、
養蚕農家の環境で育った“小池文司氏”が園長
となったすぎの子幼稚園では、開園と共に活動
の中で子ども達が自宅から蚕を持ち寄り、園で
飼育を行うようになった。しかし、近年、養蚕を
営む農家は新里・関地区でわずか一戸となり、
その歴史を実際見て学ぶ機会は、ほとんどなくな
ったことから、数年後、園での飼育がなくなって
しまった。
　幼稚園に隣接しておおぞら保育園が開園し、
再び10年前に“日本絹の里”で幼虫を頂き、養

蚕経験のある先生の指導の下、年長組で飼育。
再開した当初は飼育することが精一杯であった。
翌年、卵の孵

ふ

化
か

に成功し、繭から真綿作りまで発
展した。この経験から、毎年、年長児で蚕の飼
育を行うために、前年度の年長児が次年度の年
長児に「5月中旬に蚕の飼育をして欲しい」ことを
記載した手紙を残し、継続していけるようにした。
　それでも、年長児の担任はその他の活動も多
く、蚕のエサやりまで手が回らず、子ども達と一
緒に育てるというよりも、子ども達が帰宅してか
らの担任の居残りの仕事になってしまうこともあ
り、毎年の飼育が難しくなっていった。そして、
またしても蚕の飼育が中断してしまった。
　再び、蚕の飼育が再開されたのは、富岡製糸
場が世界遺産に登録されたことがきっかけとな
り、群馬県の伝統文化の継承を見直し、3年前
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からは富岡シルクブランド協議会の市民養蚕事
業「おかいこを育てて繭をつくりませんか」の企
画に参加して飼育を行うこととなった。
　また、蚕（家蚕）と同時に天蚕と呼ばれる“ヤ
ママユガ”を近隣の方のご協力で卵を頂き、クヌ
ギの木に山付けし飼育を行っている。白と黄緑色
の繭の神秘さを実感できる実体験を行い感性を
養っている。

2 蚕の飼育
　

　本園の教育目標具現化のために園内や園周
辺の豊かな自然環境と関わる子どもの姿の中
に、“なんでだろう?” “もっと知りたい”という探
求心が多く芽生えている。
　自然に積極的に働きかける子どもたちの姿は、
五感を通して、『観

み

て・触って・感じる心』を培っ
ている。
　自然を通して本物に触れる体験、その中でも、
地域との関わりの深い「蚕の飼育」に焦点を当
て、3年前から参加している富岡シルクブランド
協議会の市民養蚕事業「おかいこを育てて繭を
つくりませんか」の企画の飼育体験を行ってい
る。3年間の飼育体験事例から、子ども自身の育
ちと同時に、家庭や地域の関わりがどのように深

まるかに視点をおくことにした。

3 実践事例
　

1.	平成27年度の飼育体験を通して　

飼育の環境　　　　
　成長が間近で観察できる様に、また、室内で
の飼育と全学年で観察できる様に、戸外での飼
育と環境を分けて行う。
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　人工飼料は冷蔵庫に保管しその都度持ってき
て与えた。桑の木は園内にあり、平成27年、
県養蚕試験場より桑の苗5本を頂く。
　以前養蚕を営んでいた方のアドバイスで、葉
っぱがすぐに乾燥してしまうので、濡

ぬ

れタオルに
はさんで袋に入れて日陰に置いておくといいとの

こと。→やってみると日持ちして食べもよかった。
なるべく広げて重ならないようにしないと蚕が上
に出てこられないとのこと。
　午前と午後の2回エサを与えた。1日に1回程
はエサやり前にウンチの掃除もした。
　網を用意し、エサやりの時に蚕の上に置き、
その上に桑をのせる。網を2枚使用すると掃除も
しやすい。

【導入として】
　富岡シルクブランド協議会より、蚕をいただけ
るということで、保育の活動の中（帰りの会）で子
ども達に伝える。本に載っている蚕の写真を見せ
ながら、
保育者 :「今度、保育園にこれをいただけるのだ
って。この虫さん知ってる?」
R :「知ってる!ほし組（4歳児）の時に見た。こう
いう丸いのにね、葉っぱと一緒にのってた」
保育者 :「Rくん、よく覚えてるね。前のそら組（5
歳児）さんもお世話していたの。今度はみんなが
お世話してくれる?」
K :「いいよ!」
保育者 :「でもさ、みんなは何食べるとか、どんな
ふうに世話をすればいいのかとか、蚕のこと、ま
だ分からないことがいっぱいあるよね?　お部屋
を探したらね、こんなに蚕の本があったの。みん
なで本を見たりして蚕のことを調べてみたいと思
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います。これ置いておくから後で見てみてね」
　次の日の朝、所持品始末を終えると早速、蚕
の本を見る姿が多く見られた。

保育者 :「何か分かったことある?」　　
Y :「桑の葉を食べるんだって」
保育者 :「そうなんだ!　よくわかったね」　　
Y :「ここに書いてあるよ」
保育者 :「ほんとだね。じゃあさ、このことを知ら
ない友達もいるからみんなに分かるように書いて
貼っておこう」
　紙と模造紙を用意しておき、調べたことを書い
て貼れるように設定しておいた。Rくん、Kくんも桑
の葉を食べることやウンチの形など、わかったこと
を真剣に紙に書いていた。その日の帰りの会でそ
のことを取り上げて紹介した。数日後、クラスに
置いてある蚕の本をグループごとに渡して、調べ
ることにした。友達と一緒に本を見ていく中で、産

んだときは卵が黄色いことや、成長すると幼虫は
蛾
が

になるということに気付いた様子があった。

【5月22日】
　蚕をもらってきて、子ども達に蚕について話を
する。「眠」という言葉も覚える様子があった。蚕
の実物を見たことで大きさも分かりやすい様子
があり、今は3齢幼虫でどんどん大きくなってい
くということも、蚕の一生の表を見ながら説明す
ると真剣に聞く姿があった。午後の着替え後にも
観察を行い、「まだ寝てる」「起きているのもいる
よ」「脱皮した皮がある」など様々なことに気付く
様子が見られた。
　蚕の飼育を楽しみにしていた子ども達。事前に
図鑑などで調べて蚕は何を食べて育つのかを知

桑の葉を食べる蚕

人工飼料を食べる蚕
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り、前日から、家から桑の葉を持って来ている子
どももいた。富岡から頂いてきた飼育セットに人
工飼料もあったことから、人工飼料と桑の葉で育
つ蚕の比較をして、かいこの大きさや色・ウンチ
の大きさ等の違いが出てくるのか…?　飼育をし
ていくうえで、子ども達に気付いて欲しいという
保育者の思いから、室内のなかで、それぞれ分
けて飼育していくことにした。また、園長先生に
戸外にも飼育小屋を作って頂き、温度の違いな
ど色々な環境により発育の変化があるのか…?
を子ども達と共に観察していくことにした。

【5月27日】
　エサやりや糞集めをなるべく子ども達と行える
ように関わった。糞は手で集めていたが抵抗感を
持つ様子は見られなかった。人工飼料のエサも
最初は「くさい」と言っていた子もいたが、「みんな
がこのご飯あげないと、蚕お腹

なか

すいちゃうよね」
「ご飯あげたから喜んで食べているね」など声掛
けをすることで、「やりたい」「あげたい」と進んで
行う様子が見られるようになった。観察している
中で、脱皮した後の皮を見つけた。
K :「先生、なんかあった!」
保育者 :「ほんとだ。これ何だろうね?」
K :「なんだろう?」　
保育者 :「蚕って、どんどん大きくなっていくとき
に何していくのだっけ?」「着ていた服がちっちゃ
くなっておっきいのにするんだよね」などヒントを
与えると、
K :「脱皮だ!」当園では、20年前からオオムラサ
キの一生の観察や、ジャコウアゲハやカブトムシ
を1年を通して観察できる環境があるため、“脱
皮”については、すぐに理解をすることができた。
保育者 :「そうだね。脱皮するんだよね。Kちゃん、
よく気付いたね」その後、Eも脱皮した皮を見つけ
た。

E :「先生、これなあに?」
保育者 :「これね、Kちゃんも見つけたやつだ。K
ちゃんが知っているから聞いてごらん?」
E :「これ何?」Kに尋ねる。
K :「脱皮だよ」
E :「脱皮したのか」保育者が間に入ることで友達
同士で教えあう姿も見られた。

【5月28日】
　集めた糞を模造紙に掲示してあり、何日か経

た

つと初日よりだいぶ大きくなった様子があった。
そのことに気付き、
R:「大きくなっているね」
保育者 :「なんで大きくなっているのかね?」
R:「蚕が大きくなっているもん、ウンチだって大き
くなるよ」
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保育者 :「そうだね。たくさん食べて大きくなって
いるものね」糞も大きくなっていっていると気付く
様子もあった。
　また、 日頃からあまり集中力のないS は、粘
土で遊んでいる時に、粘土の蚕を作ったりダンボ
ールで制作した桑の葉と蚕を家庭から持参した
りと興味を持つ姿が出てきた。

【6月2日】
　人工飼料で育てている蚕が、育って大きくなっ
てきた。しかし、その中で3匹程小さい蚕がいた。
保育者 :「なんでこっちの蚕は小さいのだろう?　
同じ部屋で同じエサなのにね」
K :「ふとっちょのが邪魔で食べられないんだよ」
保育者 :「そっか。大きい蚕がいてエサが食べら
れないから大きくなれないのかもしれないね。じ
ゃあ、どうしてあげればいいと思う?」
K :「あっちとこっちで分けてあげればいいよ」
H :「でも、こっちに来てエサ食べられちゃうよ」
K :「じゃあ、紙とかでさ、こっちにこないようにし
てあげる?」
保育者 :「そうだね。何かいいのあるかな?」廃材
を出してみた。
K :「これは?」
H :「これも使えそう」
K :「これとこれをテープでくっつければいいんじ
ゃない?」

H :「テープ持ってくるよ」友達同士で相談しなが
ら進める姿が見られた。
K :「できた」　
保育者:「いいのができたね。じゃあ、これ置い
て仕切りにしてあげようね」
K :「でも、これじゃ、ふとっちょのが乗り越えてこ
っちに来ちゃうかも」
保育者:「じゃあ、これで大丈夫か、明日来た時
に見てみよう。大きいのが越えて来てたらまた違
うのにしてあげよう」帰りの会でクラス全体にも
仕切りを作って設置したことを発表する。

【6月3日】
保育者:「大きい蚕、仕切り登っちゃってた?」K
に聞いてみた。
K :「大丈夫だった!」その後も「大きくなった」「や
っぱりエサが食べられなかったんだ」と観察しな
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がら成長を喜ぶ姿が見られた。帰りの会の前に、
まぶしを設置した。繭になる前は触らないよう話
をした。
R :「じゃあ、さわらないでねって書いておく?」
保育者:「そうだね。いい考え」Rに紙に書いて貼
ってもらった。設置してすぐ1匹登り始めた。
K :「もう入ってる。糸でてる」「わぁ〜、すごい!」
子ども達の感動の瞬間!

【6月4日】
保育者:「外の蚕のおうちにはまぶしないよね?ど
うしよう」
R:「1個持っていってあげる」
保育者 :「そうすると、こっちのまぶしが立ってい
られなくなるし、登ってるのもいるよ」
R :「つくる?」
保育者:「いいね。作ってあげようか。廃材出す
から考えて作ってみよう。蚕は自分と同じくらいの
小さいおうちが好きなんだって」それぞれが思い
思いに制作した後、蚕小屋へ設置した。　
　

【6月9日】
　蚕が繭を作り始めた。以前、子ども達が手作
りして設置したまぶしにも繭を作っている様子が
あった。外の蚕小屋へ行き、様子を見てきた。
保育者:「蚕どうなってる?」　
M:「繭になってる!」
保育者 :「そうだね。どこで繭になってるかな?」
R:「Rが作ったやつに入ってる!」
S:「ほんとだ。こっちにも繭になってるよ」
保育者 :「みんなが作ってくれたまぶし、使ってく
れてよかったね」自分で作ったものを使ってくれた
という喜びを味わうことができた。

【6月12日】 
　人工飼料で育てていた蚕がほとんど繭になっ
たので、まぶしから取り出した。
保育者 :「先生が取るからみんなで箱に入れてく
れる?」子ども達に順番に箱入れをしてもらった。
K :「なんか音がした!」
K :「カラカラ言ったよ」　
保育者 :「何の音だろうね?」
K :「中でサナギになってるんだよ」「蛾になるんだ
よね」図鑑絵本などで調べてきたので、繭の中で
サナギができ、その後、蛾になるということを理
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解している様子が見られた。

【6月19日】 
　まぶしに繭ができたので、子ども達と一緒に取
り出した。人工飼料と桑と与えたエサが違うので
比較をした。
保育者 :「最初は色を見てみようか。こっちの箱と
こっちの箱で違うところはある?」
R:「こっちが茶色い。」蚕小屋で育てたもの（エサ
は人工飼料から桑）を指差す。
保育者 :「なんで茶色いんだろう?」
K :「ウンチがついてるからかな?」
Y :「おしっこがついてるのかも」
保育者 :「そうかもね」けばを取ってみた。
保育者:「ほんとだ。けばを取ったら白くなった
ね。葉っぱの上で繭になったから、ウンチとかも
つきやすかったのかもね」次に大きさを比較した。

保育者 :「なんで小さいのと大きいのがあるのか
な?」
K :「ご飯が食べられなかったから」
Y :「糸があんまりなかったから」
K :「繭になるときに体が丸くなったから」
保育者 :「いろんな理由が考えられるね。じゃあ、
人工飼料で育てた繭と桑で育てた繭はどう?」
子ども達 :「人工飼料の方が大きくて、桑の方が
小さい!! 」
K :「 人工飼料の方が栄養がたくさんあって、食
べると大きくなって、桑も栄養あるけど人工飼料
の方がたくさんあるんだ」
保育者 :「そうかもね。人工飼料は栄養がたくさ
ん入っているのかもね」色や大きさを比較し、子
ども達の気付きもたくさん拾えた。自分達で育て
た蚕の繭を集めるということで嬉

うれ

しそうに取り組
む姿があった。

【考　察】
　蚕の飼育を通して、日頃から何事にも興味の
あるK君につられ、他の子ども達も図鑑などを用
いて、積極的に蚕について調べる姿が見られた。
特に、体を動かす事は得意だが、何かに集中し
て取り組むことが苦手だったE君、R君、H君、S
君達が熱心に図鑑で調べ、蚕のウンチの清掃や
エサやり等のお世話を進んで行う姿が見られた
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のには、蚕の飼育を行った成果がうかがえた。
　その中でも、S君は制作活動の中で、粘土で
蚕や桑の葉作りに集中して取り組むようになり、
飼育することによって表現活動に発展していく姿
には成長が感じられた。
　また、H君は蚕の世話をすることによって、畑
の作物に対しても気にかけるようになってきた。
雨の降ったある日、「雨が降って、土の中のじゃ
がいもも大きく育つね」と、家庭にて発信する姿
があったと、保護者の方から報告があり、生き物
の飼育から作物の成長にも興味が繋

つな

がり、色々
な面で成長していることがうかがえた。
　今後の活動として、一部の繭を座繰り体験へ
と発展させるため、冷凍庫に入れ、サナギを殺し
て繭から糸を引くことを子ども達に伝えると、「か
わいそう…」という声も聞かれたが、本当に繭か
ら糸になるのかの疑問への興味関心が高まり、
座繰り体験に期待を持っている様子がうかがえ
た。
　蚕の飼育を通して、責任感や集中力が芽生え
た子ども達。子ども自身が疑問に対して確信への
糸口を見いだしたり、壁に当たったりしながら、
かつて、日本の伝統産業であり、この地域でも
農家の主産業であった養蚕業を直接体験するこ
とができた。そして、日本の近代化のための生糸
や絹織物等を輸出し、今日の日本の発展の礎を
築いたことを保育者と共に学習することができた。
　また、子どもたちから『桐生は日本の機どころ』

『繭と生糸は日本一』の“上毛カルタ”に結びつ
き、カルタと実践を通して、自分のふるさとを大
切にする心を育てていきたい。
　今後も直接体験を通して『観て・触って・感じ
る心』と養蚕業や絹織物業の日本の伝統産業の
両者を併せて、教材としてさらに研究を進めてい
きたい。

2.	平成28年度の飼育体験を通して　

４齢になるまで室内での飼育を行う
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【導入として】　　　　
　富岡シルクブランド協議会より、蚕をいただけ
るということで、『うまれたよ！　カイコ』の絵本の
読み聞かせを行い、蚕についての導入を行う。
保育者 :「蚕って知っている?」　
K:「前にほし組の時にみた」
保育者 :「蚕は何を食べるの?」　
K :「桑の葉っぱ」絵本で確認してみる。　
子ども達 :「本当だ!」
保育者 :「桑の葉っぱって保育園のどこにあるっ
け?」すぐに思い出せず、ヒントを与えていく。　
K :「図書館だ!」
保育者:「正解。図書館にもあるし、動物ランド
にもあるよ。絵本にも載っていたけど、蚕って大
きくなったらたくさん桑の葉っぱを食べるみたい」
N :「保育園のだけじゃ足りないかも…」
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保育者 :「じゃあおうちに桑の葉っぱがあるか聞
いてきて」子ども達に桑の葉があるか確認する宿
題を出した。
　玄関ホールにある、蚕の掲示物を見に行く。
H :「これが繭だね」
保育者:「触ってみてもいいよ」　
子ども達:「わあ!糸引いた!!」「柔らかいね」「フワ
フワしてる」
H:「カラカラ音がなる!!」　
保育者:「繭の中には何が入ってるって絵本に書
いてあったっけ?」
H :「サナギが入ってるからカラカラするのか!」　
　実際の蚕を見ていないせいか、まだ実感が湧
かない様子もうかがえたが、蚕について興味、
関心を深めている様子がうかがえた。これからク
ラス全体で蚕の世話をしていこうと意欲的になる
姿も見られた。

【5月23日】
　20日に頂いた蚕を教室に置いておく4日程前
から桑の葉を家から持参してくる子どもがいて、
期待を高めている様子。いただいた蚕を子ども達
に見せる。
子ども達 :「かわいい〜」
Y:「ほし組の時見たやつと同じだ。これエサやら
なくても平気?」

保育者:「今寝てるみたい。顔を上げていると寝
てるってことなんだって」
N:「この蚕、下の蚕を枕にしてるよ」
T :「みんな動かないから氷オニしてるみたいだ
ね」
H :「いっぱいだけど苦しくないのかな?」
Y:「早く起きないかなー、お世話するの楽しみ」　　
R:「これ1齢幼虫?」
保育者 :「これが3齢幼虫で、起きたら4齢幼虫
になるんだって」　
子ども達 :「えー!小さいんだね」絵本で大きさは
見ていたが、実際に見るとその小ささに驚く。
K:「こんなに小さいとは思わなかった」
保育者 :「そろそろ起きるからエサをやるのだけ
ど、蚕のエサは桑の葉っぱだよね?」　
子ども達:「うん」
保育者 :「でもね、桑の葉だけじゃなくて人が作
ったエサもあるのだって。人工飼料っていうんだ
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よ」人工飼料を見せる。
子ども達 :「えー!触ってみたい!」
保育者:「桑の葉っぱとどこが違うだろう?触って
みて」
子ども達 :「人工飼料は冷たい!」
保育者 :「冷蔵庫にいれておくといいみたい」匂い
を嗅ぐ子ども達。人工飼料は「臭い!」「いい匂い」
と意見が分かれる。
　桑の葉は「お茶の匂いだ」「蚕の匂いもする」と
いう感想だった。
保育者:「人工飼料と桑の葉っぱ、食べると何が
違うと思う?」　
H:「どっちがおいしいんだろう?」子ども達は意見
を出し合い、蚕の大きさやエサやウンチの違いに
興味を持った。
保育者:「それでは、実験してみよう!　エサによ
って大きさやウンチはどうなるのか観察しよう」
子ども達:「いいね!　そうしよう!!」
保育者 :「今ここに500頭の蚕がいます。どうや
って分ける?」子ども達と相談し、200頭を桑の
葉、300頭を人工飼料での飼育に決定した。エ
サを与えるために、蚕を移動する。
R :「脱皮した皮がある!」
子ども達 :「どれ?　あ、本当だ!!」「蚕の皮って
こういうのなんだ」「本当に4齢幼虫になったんだ
ね」保育者はそれをいくつか取っておき、後日掲
示をした。

　エサを与える。　
子ども達:「食べてる!!」　
H:「桑の葉っぱを食べて、葉っぱから顔出した
!」
R:「食べる時、顎が動いてるよ」
保育者:「人が作ったエサと、桑の葉っぱ、どっ
ちがおいしいのかな?」
H:「桑の葉だよ!　栄養満点だもん」子ども達は
大興奮をして初日を迎えた。
　昔、養蚕をしていたという幼児の祖母が園の
蚕の様子を見に来てくださり、保育者はアドバイ
スをもらいながら、不慣れではあるが、子ども達
との飼育を行った。

【5月26日】　蚕のエサの違いはなんだ?
　蚕のエサやりが毎日の日課になった頃。
K:「柔らかいウンチと固いウンチがあるね」
保育者 :「みんなと一緒だね」
E :「コロココウンチとバナナウンチだね」
保育者 :「人工飼料と桑の葉の違いはどう?」
K :「桑の葉の方が大きいウンチしてる」
E :「やっぱり桑の方が栄養があるんだね」
　昨年度は、人工飼料の方が栄養があると、子
ども達と検証していたが、保育者はそれを伝えず
に観察をしていくことにした。糞の違いも分かるよ
うに、後日、保育者が掲示をした。
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【5月27日】　蚕小屋の完成
　教室に隣接する屋上に園長と子ども達が協力
して蚕小屋を作ったので、より観察がしやすい環
境となった。
H :「蚕大きくなってきたよね」
K:「蚕外に移動したけど、鳥に食べられないとい

いな」蚕小屋に蚕が移動しても変わらず、毎日エ
サやりに励んだ。
　この日の夕方、桑を食べていた蚕が数頭顔を
上げ出す。
保育者 :「あれ?　蚕の様子どう?」
H:「あ、顔上げてるよ!」
K :「顔上げてるってことは眠になるのかな?」　
H :「腹筋つかってる!」　
E:「5齢幼虫になるんだ!」次の日から蚕は全て眠
に入り、29日に5齢幼虫となった。

【5月30日】　5齢幼虫に成長
子ども達:「脱皮していた!!」蚕の成長を喜ぶ姿
が見られた。
子ども達 :「これからもいっぱいエサをあげないと
だね」脱皮した皮の大きさが4齢と5齢でどのくら
い違うのか分かるように掲示をした。
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【5月31日】
H :「いっぱい桑の葉っぱ食べるようになったね」
M:「昨日より大きくなっている」
保育者 :「Hちゃんのお婆ちゃんが5齢幼虫にな
ると顔が違うって言っていたけど、何が違うのか
な?」
H :「口が変わったよ」
E :「色が前より白くなったよ。あと、『い』の模様
が大きくなってはっきりした」
H :「顔が変わったよね。少しオレンジっぽくなっ
た」
K :「ウンチが大きくなったよ」
H :「蚕の足の吸盤が強くなった!　Hにくっつい
てくる〜」エサの量も増えた。
A :「さっきあげたのに、もう食べちゃったね」
　蚕が4齢幼虫の時には小さくて触るのも「潰れ
ないかな」と恐る恐るだった子ども達だが、5齢幼
虫になり、蚕の体もしっかりしてきたことで、触れ
合いがしやすくなり、さらに親しみが湧いた様子。
　ウンチの大きさも引き続き記録をし、掲示をし
た。

【6月3日】まぶし作り
保育者 :「もうすぐ繭になるから、お部屋作らない
とだね」おやつでジョアが出る。
E :「これ、蚕のお部屋に使えそう!」

子ども達の提案から、頂いたまぶしだけでなく、
廃材でも作ろうと決めた。
N :「おうちからいっぱいトイレットペーパーの芯、
持ってきたよ」子ども達と一緒にまぶし作りを行
った。
保育者:「本物のまぶしもあるんだよ」
子ども達 :「わ〜すごい!」
保育者 :「これも使って繭にしてあげようね。でも
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ね、このまぶし、前の繭の糸が少し残ってるの
…」　
子ども達 :「みんなで取ろう!」まぶしの制作に合
わせて、掃除も行う。
R :「これでいつ繭になっても大丈夫だね」

【6月8日】　繭になり始める
子ども達 :「繭になってる!」
保育者 :「繭になる前に蚕の色が変わるみたい」
K:「黄色っぽいね。なんかみんな足が黄色くなっ
てきたよ」
R :「うわ!　おしっこしてるよ!　やっぱり繭にな
る前におしっこ出るんだね」
A :「まぶしに入れてもこの子は繭になりたくない
みたい。どっか行っちゃう」
保育者:「蚕は自分で繭になるお部屋を選ぶんだ
って」
子ども達 :「そうなんだ!　どの部屋にするのかな?」

H :「この蚕、今繭作ってるよ」
子ども達 :「うわ〜本当だ!　頑張れ!」

【6月9日】
H:「昨日作り始めた繭が綺

き

麗
れい

な繭になってる!」
成長が遅れ、小さかった蚕も繭になり始めた。
小さい繭は赤ちゃんと言って可

か

愛
わい

がっていた子
ども達。
M :「赤ちゃん蚕も繭になった!」　
子ども達:「かわいい〜」
　その後、次 と々繭になり始めた蚕。保育者は
蚕が繭になる時は触っちゃダメと子ども達に伝
えた。触りたい気持ちを抑えながらも、繭になる
蚕を応援していた子ども達の姿が見られた。

【6月13日】　蚕が死んじゃった
　11日の時点で残り数十頭、繭になっていない
蚕がいた。保育者は天候などを配慮し、室内に
蚕を移動させ帰宅。12日は日曜日ということで職
員が出勤せず、そのまま室内で過ごした蚕。しか
しその日は思ったよりも暑い日になり、室温が上
昇した可能性があり、13日の朝見ると蚕がたくさ
ん死んでいた。
子ども達 :「え、蚕死んでる!」「こっちも死んでる」

「いっぱい死んじゃった」
保育者 :「なんでだろうね…。実は土曜日にお部
屋に入れて帰って、昨日はずっとこの部屋の中に
蚕がいたの」
K :「暑かったのかな?」
保育者 :「そうかも知れないね」
子ども達 :「かわいそう…」
H:「死んじゃった蚕、やわらかいよ」
E :「蚕が黒くなってる。やっぱり暑くて焦げちゃ
ったんだ」
保育者 :「この蚕どうしよっか」
子ども達 :「お墓を作ってあげようよ」
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　子ども達の提案から、後日、お墓を作って埋
葬した。命について考える。

【6月15日】　繭を取ろう!
保育者 :「そろそろ繭を取ってみようか」
H:「わあ!　すごい糸!!」
M :「フワフワしてて気持ちが良い」
Y :「なんか雪みたいだね」
E :「見て、カラカラ音が鳴る!」
R:「サナギがいるんだね」
K :「なんだか指がすべすべになってきた」
E:「あれ?　こっちの繭は丸なのに、この繭はピ
ーナッツの形してるよ」まぶしの違いによって繭
の形が少しずつ違うことに気付いた子ども達。
保育者 :「なんでこっちのまぶしの方が綺麗な繭
が出来たのかな?」
R :「蚕が小さかったんじゃない?」

H :「ピーナッツの形をしている繭の方はまぶしが
狭かったんだよ、きっと」
保育者 :「桑の葉を食べていた蚕の繭と、人工飼
料を食べていた蚕の繭の違いはどう?」
E :「 桑の葉を食べていた繭の方が大きいよ」
H :「やっぱり栄養があったんだね」
保育者 :「やっぱり自然の物がいいんだね。すご
いね!　みんな大発見だったね」
H :「この繭、富岡製糸場に返しちゃうのでしょ?」　
保育者 :「そうだよ」
子ども達:「なんか寂しいね」　
保育者 :「でもきっと蚕はみんなに育ててもらって
嬉しかったと思うよ」
　 前年度は、人工飼料の方が大きく育ち人工飼
料に栄養が沢山含まれているという見解に至っ
たが、翌年は桑のみで育てた蚕の方が大きく育
ち、昔ながらの自然の桑の方が蚕を育てるのに
は良いという答えを子ども達が見いだした。保育
者はどちらも否定せず、気温や桑の葉の状態や
環境で蚕の食べ方も変わってくるのではないか
と考え、次年度の飼育にて答えを導き出せること
に期待することにした。

【座繰り体験】
　座繰り機を園専用に専門業者に注文し作って
頂く。過去の蚕の飼育を通して、実際に繭から
糸が出来る場面を直接体験させたいために、地
域の方のご協力で座繰り体験も経験していた保
育者が中心となり、園での座繰り体験を初めて
行った。ぬるま湯の中で繭を煮て、糸を引き出す
作業はなかなか上

う

手
ま

くは出来なかったが、子ども
達は実際に糸になっていく様子を見て、目を輝か
せていた。
子ども達 :「すごーい!　糸が出てる」「細いね」

「クルクル回ってる!」「おもしろいね」「踊っている
みたい」
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●糸がだんだん巻き取られていくと…　　
子ども達 :「サナギが出てきた」「ちょっとかわいそ
う…」
保育者 :「蚕の命をもらって糸を作るんだよね。あ
りがとう」
●一匹の蚕がはく糸の長さが約1.3㎞位で、子
ども達が園の行事の駅伝大会で走る農道の一
周のコースと同じことを伝えると、よりいっそうビッ
クリする姿がうかがえた。

【考　察】
①子どものやる気
　前年度の年長児の取り組みを間近で見てい
た子ども達は、「今度は自分たちの番だ」と蚕の
飼育にとても意欲を持って取り組むことが出来
た。蚕が園にくる何日も前から自宅や祖母の家に
ある桑の葉を持参してきた子ども達。繭になるま
で毎日、子ども達が桑の葉を持参していた。そ

れだけ、興味関心が高かった。園の桑を取りに
行った際にも保育者が切った桑をみんなで協力
しようと一生懸命運ぶ姿が見られた。協調性を
育てたい年齢だけに、この蚕の飼育を通して友
達と協力することも学ぶことが出来たように感じ
る。登園するとすぐに「蚕はどう?」と蚕の様子を
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見に行く子ども達の姿があり、蚕がクラスの一員
のような存在にもなっていた。また、蚕の死では

「どうして死んじゃったのだろう」と考えたり、「か
わいそう」と悲しんだりする姿が見られ、生命の
大切さや尊さを学ぶきっかけにもなった。
　今回の蚕の飼育では、知識のない保育者が本
で調べたり、経験者にアドバイスをもらったりし
ながら試行錯誤して行っていた。

②保護者の協力
　蚕小屋を保育室の外の登降園の出入り口横
に設置したことで、登園時や降園時にエサやり、
ウンチ交換を子ども達と行っていると、沢山の保
護者が声をかけてくれ、協力してくれた。
　「昔、祖母の家で蚕を育てていたんです。懐か
しいなぁ〜」という話や「昔は〜だった」「蚕の飼
育、まぶしのやり方はこうした方が良い」などたくさ
んの保護者が色 な々話をしてくれた。「桑を乗せる
網があると掃除がしやすい」と昔、養蚕をしていた
時に使用していた網を持ってきてくれた方もいた。
また、「桑は足りていますか?」と毎朝、子どもと一
緒にたくさん持ってきてくれる祖母の方もいた。
　また、家庭でも子ども達が「桑が足りない」「寒
くて蚕が死んでしまった」「繭になったよ」と報告
することで、送迎の際には保護者の方からの気に
かける様子があり、親子で蚕の成長の様子を覗

のぞ

いて行かれる方が多くいた。
　中には「初めて蚕を見ました」「触るのは無理!」
と言っていた保護者の方も成長していく蚕の様
子を気にして観察していく姿がうかがえた。今ま
では子ども達の関わりだけだったが親子での共
通の話題となったことで、子ども達も今まで以上
に興味関心が持てたように感じた。

③蚕小屋を協力して作る
　この年はたくさんの頭数の飼育となったため、

園長先生と男性職員、地域の方が協力し蚕小屋
を作ってくれた。教室に隣接した蚕小屋は登降
園時、また、保育活動中もいつでも観察できる
環境となった。そのため、「かわいいね」と手のひ
らに乗せて可愛がる様子が見られ、ウンチの掃
除やエサやりをほとんどの子が毎日関わることが
出来た。中でも、すぐに見られる環境で飼育をし
ていたため、最後まで蚕を一度も触れずにいた
女児も、毎日必ず他の子がお世話をしている時
はそばでず〜っと、蚕の成長を見つめる姿もうか
がえた。

④土・日曜日の餌くれ
　年長児の多くの子ども達がお休みとなる土日
の飼育は、以前は数頭ずつ子ども達が家に持ち
帰り、家庭で保護者の方にも協力して頂いたこと
もあったが、今年度は担任が土曜日・日曜日と
自主的に出勤し飼育を行った。
　しかし、もう少しで繭になるだろうという日曜日
は、「もうエサはやらなくても良い」と判断し、まぶ
しに移動をさせて、鳥に食べられないように室内
に入れてその日は様子を見に行かなかった。その
結果、月曜日の朝、様子を見ると残っていたほと
んどの蚕が死んでいた。
　保育者同士検証する中で、日曜日は30℃以
上に気温が上昇し閉め切りの状態だったため、
暑さで死んでしまったのか?　または、その明け
方からは雨も降り、気温が20℃以下となり寒さ
で死んでしまったのかが課題となった。

⑤人工飼料と桑の葉
　今年度は、人工飼料と桑の葉を食べて育つ蚕
の違いについて学びたいという保育者の思いか
ら、エサの違いについても学び、観察していくな
かで、発見や気付きを子ども達から出来るように
なったのも成長を感じた。
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【結　果】
⃝	桑の葉の方が育ちが良かった。
⃝	繭になるのも桑の葉の方が早かった。
⃝	5齢2日目位から、人工飼料から桑の葉を与
えた方が人工飼料のみよりは繭になるのが早
かった。

⃝	繭の大きさも桑の葉の方が大きかった。
	 子ども達は「桑の葉の方が栄養満点なんだね」
という結論に繋がった。

⑥みんなの協力
　富岡製糸場から蚕をお世話して頂き、エサとな
る桑は近隣の地域の方の畑にある物を提供して
頂いたり、祖父母の方が孫のために毎朝、桑の
枝切りをして持たせてくれたり、蚕小屋の制作を
園長先生や地域の方の協力の下、設置してくれ

たり、子ども達も全員が協力し飼育に励み、“み
んなの協力”が一丸となり、素晴らしい蚕の飼育
体験が行えた。
　蚕飼育経験のない保育者も「昔は本当に養蚕
が多かったのだ」と実感した。今では養蚕をして
いる農家はほとんどないが、群馬県民として、蚕
に親しみを持って昔ながらの伝統文化を継承し
ていかなければならないと改めて感じた。今回の
蚕の飼育を通して子どもだけでなく、保育者も蚕
の飼育の難しさや楽しさを学ぶことが出来て、と
ても良い経験となった。

3.	平成29年度の飼育体験を通して　

新しい蚕小屋での飼育

　富岡シルクブランド協議会の市民養蚕事
業「おかいこを育てて繭をつくりませんか」
の企画では、蚕の飼育３年目を迎え年長児
を中心に行う。
　昨年は、以上児の受け入れ場所の屋上で
の飼育小屋だったが、未満児や子育て支援
センターに来園の地域の方の目にも触れら
れるように、子育て支援センターのエリア内
に蚕小屋を設置した。そのために、０・１
歳児も蚕に興味を示したり、飼育担当クラ
ス以外の以上児も気軽にお世話をしたりで
きる環境になった。
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【エサ別飼育】
　今回もエサ別に分けて飼育を行い、過去2年
間で答えの違った疑問点の追究をした。
　①桑の葉だけを与える　②人工飼料だけを与
える　③桑の葉と人工飼料両方を与える　の3
パターンでの飼育を行う。その結果、②人工飼
料だけを与えた蚕が一番大きく育ち、大きな繭を
作る結果なった。子ども達は、「人工飼料は栄養
が考えられて作られているから、一番栄養がある
んだ」と答えを出していた。
　しかし、保育者は、断定しきれない思いが残
った。なぜなら、今回は飼育場所が保育場所か
ら離れていたために、まめにエサをやることが出
来ず、桑の葉がカラカラになっているのに気付け
なかったり、他の活動が忙しく1日1回しかエサ
やりが出来なかったこともあった。そのため、桑
だけの飼育の蚕はエサが食べられなかったり、
人工飼料の方は余分に与えていたため、量が充
分に足りていたことが考えられる。このことから、
3年間継続してエサ別飼育を行ったが、それぞ
れ環境が違う飼育のため比較が出来ず、桑と人
工飼料のどちらの方が栄養があるのか、答えは
導き出せないままとなった。

【家族と共に】
　今年度は、園での飼育の他に、希望者に5頭
ずつ飼育を任せ、毎日家に持ち帰りお世話して
もらうことにした。
　子ども達に希望を募ると、ほぼ全員持ち帰り飼
育を希望したが、約束として「おうちの人がOK
だったら」ということにした。ほとんどの保護者が

「ちょっと無理…」と、子どもが頼んでも自宅飼育
を断ってきた。祖父母の送迎の家は、快く持ち
帰りをしても翌日「ママがダメと言うので…」と返
してくるお宅もあった。
　いつも控えめであまり園でも言葉を発しない

女児Yちゃんと、突発的に手が出てしまい少し乱
暴な男児S君は持ち帰りたいという気持ちが叶

かな

って、毎日継続して自宅での飼育を行うことがで
きた。Yちゃんは自分がお世話をして成長していく
蚕の飼育を通して、自信が出てきて何事にも積
極的になり、苦手だった鉄棒や縄跳びの練習に
も一生懸命取り組むようになった。S君は毎日責
任をもって蚕のお世話をすることで、優しさが芽
生え、お友達とのトラブルも少なくなってきた。
　しっかり者だが、言葉数の少ないAちゃんは毎
日桑の葉を持参していた。ミニ運動会で保育者
も朝から慌ただしく蚕のエサやりも忘れていた
日、祖母と桑の葉を部屋まで持って来てくれ、保
育者もエサやりを忘れていたことさえも忘れてい
たため、クラス全体にも紹介し、桑を持参してく
れたことに皆で感謝を表した。そのことをきっか
けに思ったことを保育者に自信を持って発信す
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る姿が見られるようになった。
　また、昔、養蚕業をしていたという3世代家族
の男児T君のお宅では、乾いた桑を与えている
のを見て「かわいそう」と涙を流した曾祖母が毎
日桑を取って来て与える役目になり毎日楽しそう
だったという報告を受けた。祖父は、孫が一生
懸命トイレットペーパーの芯で繭を作るためのま
ぶし作りをしているのを見て、日頃から無口な祖
父が黙って外に出て何かしていると思ったら、

「自然の物で作ったまぶしの方がいい」と手作り
まぶしを作っていたと「家族全員が蚕の飼育のお
かげでひとつになれた、楽しい時間が過ごせまし
た」と報告も頂く。

4 蚕の飼育体験を通し
　

　自園は子ども達の将来の「生きる力」、一人ひ
とりの子どもが意欲的に遊び、自然の中で幅の広
い学習を直接体験することを大切にしている。幼
児期は心身の遊びを中心にした生活の中で、発
達に必要な豊かな体験を得るために適した教育
環境をつくり出すことが大事になる。子ども達が
主体的に興味・関心を持って探求心を深めるた

めの環境として、オオムラサキやジャコウアゲハ、
カブトムシなど、1年を通して昆虫に関わり観察
出来る環境やポニーやブタ、ウサギなどの飼育を
通して命の大切さに触れたり、作物の生長を通
して育てる喜びを味わったりと、これまでもすばら
しい環境の中、保育・教育を行うことができてい
た。
　しかし、蚕の飼育体験はこれまでの昆虫や動
物・作物では経験出来なかったことを習得出来
たように感じる。
　蚕は3齢幼虫から20日間位は毎日エサやりや
糞の掃除と手を抜かず関わっていかなければな
らない。
　オオムラサキやカブトムシなどは、クヌギやエノ
キの木があったり、ジャコウアゲハはウマノスズク
サの葉があったりすれば、子ども達が時 そ々の場
に行き観察することが出来た。動物も当番活動を
順番で行うため、毎日行わなくてはならないもの
ではない。作物の水やりも雨が降れば毎日行う
必要もなかった。
　蚕は毎日、かつ午前と午後と休むことなくお世
話をしなければならない。エサの交換をしなかっ
たり、部屋の温度も気にかけないと死んでしまっ
たりと、20日間は遊びより何よりも優先しなけれ
ばならなかったため、他の動物の飼育以上に愛
情が湧き、死んだときは悲しみも深くなった。そ
のため、飼育に関わった子ども達の気持ちの変
化や成長した部分が著しく顕著に表れたように
思う。
　3年間の蚕の飼育を通して子ども自身が学び、
感性を養い探求すると同時に、家庭との関わり
が深まることとなり、園と家庭との保育の質の向
上に繋がり、貴重な体験活動となった。
　今年度は、今後の予定として職員研修で「日
本絹の里」（高崎市）、子ども達とは世界遺産「富
岡製糸場」に勉強会に行く予定もしている。
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テーマとした

美術館×学校×地域の取り組み



第 66 回　読売教育賞から
【美術教育】

【最優秀賞選評】
宮坂元裕　横浜国立大学名誉教授
「子どもたちは姫島がたくさんの色に
満ちていることを知り、地域の魅力を
再発見した。県、学校、住民が一丸
となり、美術の力で郷土愛を芽生えさ
せた優れた実践である」



1
取り組みの経緯と
姫島村の現状　

　平成27年度に開館した大分県立美術館（OP	
AM）は、公益財団法人大分県芸術文化スポー
ツ振興財団が大分県より委託を受けて管理運営
している美術館である。大分県から美術を活用し
た人材育成と地域振興を求められ、開館前の平
成26年度よりアウトリーチを始めることとなった。
具体的には、県内各地に足を運び、地元の小中
学生と地域の素材（鉱物や植物、生き物）を使っ
て顔料や染料を作る取り組みである。この体験
的な学習の狙いは、子ども達が地域のすばらしさ
を再発見し、自分のよさにも気付くことである。
本研究では、県内で美術館から地理的に最も遠
い姫島で実践してきたアウトリーチに焦点を当
て、その経緯と実践内容について報告する。そ
の上で、この活動が島の子ども達や学校にどの
ような影響を与えたのか、そして地域にどのよう
な変化をもたらしたのかを明らかにしていきたい。
　姫島村は、周囲を海で囲まれた離島であり、
火山活動により形成された独特の地質地形や豊
かな生態系を持つ地域である。近年は、水産業
の衰退による人口減少・少子高齢化、子どもの
学力不足に悩まされてきた。美術教育について
も、児童生徒数が少ないため学校に美術教員が
いない、近くに美術館がなく本物の芸術作品に
触れられる機会が極めて少ない等、子ども達が
自ら学びの機会を得ることが困難な状況にある。
　そのような中、姫島村は地質・地形から地域
のすばらしさを再認識し、それを村内外に発信す
る手段として日本ジオパークに申請をし、平成
25年に見事認定を受けた。一方、東日本大震
災の教訓をふまえ、県及び姫島村をはじめとする
市町村は、地域防災計画の見直しを進めている
最中であった。これが契機となり、姫島の小中

学生を対象に、地質地形から地域の魅力を再発
見するジオ学習を開始した。ジオ学習は、村民
や観光客に村の魅力を伝える「ジオ案内人」の育
成へと発展し、人材育成・地域振興につながっ
ている。そこで我々は、ジオ学習に美術館のアウ
トリーチを連動させ、「色」という美術的な視点を
加えた取り組みを行うことにした。子どもに地域
素材等を使った造形的な遊びを体験させること
を通して、地域のよさと自分のよさ、それらの可
能性に気付かせていく活動である。アウトリーチ
は、今年で4年目を迎えた。

2 目的・方法
　

　大分県立美術館のアウトリーチの目的は、
「色」という視点から身の回りの豊かな自然に関
心を持ち、ふるさとの魅力や自ら学ぶ楽しさを感
じとる子ども・地域を育てることである。ここでい
う「色」とは、地域の色（ふるさとの色）を意味す
る。大分県の18市町村それぞれに「地域の色」
があることを地元住民と共有することや、子ども
達一人ひとりが「自分の色」を一色探しだし、生
涯の宝物として保存・継承できることの2点を目
標に掲げ、「地域の色・自分の色」というテーマで
年1回、2日間の日程で実施している。アウトリー
チでは、子どもに作品や素材の本物に触れる機
会を与えること、自然物から顔料を作って絵を描
く等の体験の中で子どもの興味を広げ探究心を
高めることを重視している。本取り組みの主な柱
は、大分県立美術館の教育普及プログラムと大
分の鉱物・植物等から成るオリジナル教材の活
用、県教育委員会・市町村教育委員会・地域
と一緒になって取り組むための仕組み作り、地域
と協働した地域教材の開発の3点である。
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3
「地域の色・自分の色」の
取り組みの経緯　

1.	学校、教育委員会との連携の仕組みづくり

　活動の開始から平成28年度まで、大分県立
美術館は次のような取り組みを行ってきた。

年　　月 内　　容

平成25年2月
●	大分県知事諮問機関答申
	 「芸術文化を活用した人材育成・地域振興を行うべきである」

平成26年4月 ●	開館 1年前に、教育普及グループを設置した。

平成26年6月

●	地域の鉱物から絵の具をつくるワークショップを開始した。
	 大分県教育委員会「ふるさとの魅力発見・継承推進事業」と大分県立美術
館のプログラム「大分県から絵の具をつくる」の連動について協議し、「地域
の色・自分の色」というテーマでの連携がはじまった。

平成26年10月

●	姫島小学校にて「姫島まるごとジオ・ミュージアム」を開催した。
●	姫島の全小中学生を対象に「ザ・ピグメント		姫島色をつくる」を実施した。
●	保護者等村民を対象に講演会を実施した。
	 姫島村長、教育長との協議で、「取り組みが長く続くための仕組みとして、村
教委の事業である姫島村青少年健全育成村民会議の事業に位置づけること
や、学校の教育課程に位置づけることを検討したい」との提案も受け、「小
学校 1年生が中学校卒業までの9年間を見据えた10ヵ年計画」で「姫島
ジオ・ミュージアム」を行うこととなった。

平成27年4月
●	姫島村立姫島小学校及び中学校で、姫島まるごとジオ・ミュージアムを教育
課程に位置付けた。

平成27年5月
●	県下全小学生 6万人を対象に「ファーストミュージアム体験事業」を開始。
	 姫島小学校の子ども達全員が大分県立美術館に来館した。

平成28年4月
●	小学校 4年生を対象に「アクティブラーニング美術教育推進事業（県教育委
員会主催）」を実施。姫島小学校 4年生が大分県立美術館を訪問した。
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2．美術体験プログラムの開発と実施

　以下は、平成26年～平成28年までの3年間
で開発し、実施したプログラムである。

①姫島色をつくるプログラム
　身近な鉱物や植物など地域資源を素材とし
て、顔料や染料を作り、ふるさとの色と自分の色
を体感するプログラムである。小学校4～6年及
び中学生を対象とした。

平成26年度　ザ・ピグメント  ～絵の具は石からできている？～

＜内容＞
　小学生は、学校に近い達磨山下海岸で
石を採取し、その石で顔料づくりを行い、絵
を描いた。中学生は、顔料づくりの体験に
併せて、県内の石仏や壁画で使われてい
る絵の具と地域の鉱物に関する講座を受
講した。加えて、学校の授業の中で、地
域のシンボルである里山を題材とした「自
分色に染まる矢筈岳」をテーマに、手作り
の顔料を使って、ふるさとの色を体感した。

平成27年度　いのちの色  ～植物～

＜内容＞
　学校の周りの植物から染料を作り、布を
染めるプログラム。小学生は、様々な植
物の花や葉、実や茎などを混ぜあわせた
雑草ブレンドというテーマで染色に取り組
んだ。中学生は、植物の使う部位を考え、
染めあがりを想定するなどして染色した。
姫島の湧き水である拍子水を媒染に使い
発色させた。

平成28年度　墨に五彩あり？  ～車えびシェルブラック～

＜内容＞
　姫島の特産品である車エビの殻から、
黒の顔料を作るプログラム。車エビの殻を
蒸し焼きにして、その炭から顔料をつくり、
実際に絵を描いた。小学生は、班で共同
制作し、中学生は、屏

びょうぶ

風仕立ての画用紙
に、車えびシェルブラックで、ふるさとの魅
力を表現した。
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平成26年度　布と戯れる・ふわふわ、もこもこの気持ち （対象：小学校1～3年生）

＜内容＞
　体育館で、8メートル四方の大きな布を使って、体を
動かすプログラム。波打って雲のようになっている布の上
を歩く、空気をはらんで膨らんだ布の中に入るなど、身
体を活性化させるプログラム。また、布に姫島の様々な
風景を映し鑑賞した。

平成26年度　積むぞ、我らの姫島砦 （対象：小学校1～3年生）

＜内容＞
　学校の近くにある達磨山下海岸に行き、石や漂流物
を使ってオブジェ（姫島砦

とりで

）を作るプログラム。達磨山
下海岸の特徴である丸みを帯びた石や黒曜石などの鉱
物を集めたり、それを積み上げたり、漂流物など様々な
素材をミックスして、自由にオブジェを作り上げた。

平成27年度　色・イロたっぷり  カラフル・インスタレーション（対象：小学校1～6年生）

＜内容＞
　12色の紙テープで遊びながら、色の美しさを体感する
プログラム。紙テープを床いっぱいに転がして体育館を
カラフルに変身させた。紙テープを集めて山盛りにした
り、そこから、紙テープをちぎったりして、最後は、紙吹
雪にして楽しんだ。

平成28年度　影をつかまえろ　日光写真の楽しみ方（対象：小学校1～3年生）

＜内容＞
感光紙の上に文房具を置いて、日光写真を作るワークシ
ョップ。光を当てる時間や光の強さなどに気を付け、変
化する色の不思議を体感した。また、子ども達は文房具
の置き方にこだわりを持って取り組んだ。

②身体を動かすプログラム
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4 活動結果および考察
　

1 .	プログラムの内容についての考察

①美術体験を通して、豊かな感性を育成する
　一般的に、美術を楽しむために必要な能力は
「絵を描く才能（技能）」や「美術に関する深い知
識」であると思われがちだが、それは大きな間違
いである。本当に必要な能力は、「見ることを楽し
む力」、つまり鋭敏な感性である。作品を見るこ
とも作ることも、何かを表現する活動は「きれいだ
な」「面白いな」と感じることから始まる。大分県
立美術館のプログラムでは、何気ない日常にある
身近なものに目を向けて「きれいだな」「面白い
な」と感じることを「美術している」と表現する。
新たな発見やそこから生まれる感動を大切にし
ている。子どもや大人に豊かな感性を育むため、
身体を動かすプログラムを実施している。身体を
動かして心身を解放することが、感覚を活性化さ
せ、感性を豊かにすることにつながると考えてい
るからだ。
　姫島で実施した取り組みの中では、「布と戯れ
る・ふわふわ、もこもこの気持ち（H26）」や「色・
イロたっぷり　カラフル・インスタレーション
（H27）」がこれにあたる。前者のプログラムを例
にあげて説明すると、直径8メートルほどの布を
使って参加者全員で遊ぶ活動である。布を全員
で持って上下に揺らすと布が空気と触れ合って
どんどん形が変わり、大きな波が打ち寄せて来る
ような、ふわふわの雲の上を歩いているような感
覚になる。布で空気をつかまえると巨大な卵状の
ドームが出現し、子ども達から大きな歓声が上が
った。一枚の布から生命をもった生き物へとイメ
ージが広がっていく。空気をはらんだドームの感
触は心地よく、子ども達は布に身体を預けて布に

包まれる感覚を楽しんだり、愛
いと

おしそうに撫
な

でて
抱きしめたり、布を叩

たた

いたり、無数の遊びが生ま
れた。一見すると子どもがただ遊びに没頭してい
るだけに見えるが、こういった直接的な体感を伴
う行為は、身体と感覚を活性化させることができ
ると考えている。心身が解放されることで、その
後の活動が生き生きとしたものになる。プログラ
ムの最後に、ドーム状の布の中に潜って非日常
的な感覚を楽しむ活動を取り入れた。ドームをス
クリーンにして身近な景色の写真を投影すると、
子ども達は「これは〇〇だ！」「かわいい～」「きれ
いだね」と大歓声を上げた。見慣れた景色も、
新鮮な目と心で見ると見え方が変わり、新たな発
見や感動が生まれてくると思う。

②身近な自然への関心を高めること
　大分県立美術館は、芸術文化を通した人材育
成・地域振興を目指して活動している。その地
域でしか採取できない石や土、植物などを素材
としたプログラムを開発し、実践している。土や
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石、植物など、その地域独自のものを美術的な
視点から見直すことで、地元の魅力を発見するこ
とができると考えている。
　姫島村は7つの火山からなる独特な地質を持
っており、姫島で採れる石は色や形が豊富であ
る。植物も多く、彩り豊かな美しい場所である
が、姫島の子ども達には当たり前にあるものであ
り、何らかのアクションがなければその価値を認
識することは難しい。そこで、「姫島色をつくる
（H26～28）」や「積むぞ、我らの姫島砦（H26）」
というプログラムを実施し、姫島の魅力を体感で
きるようにした。

　「姫島色をつくる（H26～28）」（小学校高学
年の取り組み）では、平成26、27年度は、顔
料や染料の素材を探すため、子ども達と一緒に
学校の近くの海岸や学校の周りに散策に行くこ
とから始めた。子ども達には馴

な

染
じ

みの深い場所で
あるはずなのに、次 に々色 な々ものを先生や美術
館職員の元へ持って来ては「これは何？」と質問
を投げかけていた。美術という視点から身近な自
然を見直すことで、その美しさに気が付かせるこ
とができた。平成28年度は、車エビの殻を乾燥
させて蒸し焼きにし、黒色絵の具を作った。地
元の特産品から絵の具を作る体験は、生まれ育
った地域を今までとは違う視点から見ることにつ

ながったのではないかと思う。
　また、「影をつかまえろ　日光写真の楽しみ方
（H28）」は、太陽光を使った活動である。一見
すると理科の実験のようだが、現在の学校現場
では、理科の授業中に日光写真づくりを経験で
きる学校は少ないのではないだろうか。本プログ
ラムでは、子ども達は理科の実験ではなく図工の
作品づくりとして日光写真に取り組み、色の変化
や影を写し取ることを楽しんでいた。我々は、こ
の様な経験の積み重ねが、身近な自然への関心
を高めるきっかけになると考えている。

③美術・文化理解の視点について
　「姫島色をつくる（H26～28）」プログラムを
通してできた顔料・染料と、それを使って生みだ
された色や作品については、途中の段階で必ず
全員で見比べる時間を設定している。こうするこ
とで、作品や素材を「見る」ことを楽しむことがで
きるようになる。活動の中で、色の違いに対する
発見や「きれい」「すごい」という感動を次々に自
分の言葉で表現した子ども達。自然に「美術する
心」が育っている様子をうかがうことができた。
　プログラムの中で、子ども達は天然の色彩の美
しさに気が付いているようだ。だが中には、青や
赤といった鮮やかな色彩がないことに気が付く
子どももいる。そのような子どもの知的好奇心に
応えるため、プログラムの最後にミニレクチャー

8美術教育 ●  



を取り入れている。通常では入手困難な青や赤
の顔料はどうやって入手するのか、大分の文化
財である石仏や神社仏閣と顔料との関係につい
て等、子ども達から出される疑問に丁寧に応えな
がらレクチャーを行っている。本物の青（アズラ
イト、ラピスラズリ）、赤（辰砂）などを間近に見
せると、子ども達から歓声が上がった。地域の
文化財にも目を向けさせ、絵の具づくりと日常を
つなげることで美術文化理解に向けた基盤を養
うことができたと感じている。

2 .	子ども達の学びの姿から捉えた
	 成長の記録
　平成26年～平成28年までの3年間を通し
て、子ども達の表情や行動にも変化が生まれて
いる。ここからは、その例を取り上げる。子ども
達の様子は、以下の育成すべき資質・能力の整
理表に従って、教育効果を判断する。なお、本
表は、中央教育審議会教育課程部会芸術ワー
キンググループ平成28年7月19日　資料「小・
中・高を通じ、図画工作科、美術科芸術科（美
術、工芸）において育成すべき資質・能力の整
理（案）」を参考に作成した。

Ａ：知識・技能
（教科に固有の知識やスキル）

Ｂ：思考・判断・表現
（教科の本質に根ざした見方・考え方） Ｃ：学びに向かう力

（人間性）
ａ：知識 ｂ：創造的な技能 ａ：表現 ｂ：鑑賞

❶発想や構想する
際に活用する知
識

❷	表現方法や用
具の扱いなど、
技能を働かせる
際に活用する知
識

❸	作品などのよさ
や美しさなどを
感じ取る際に活
用する知識

❶	思いついた活動
や、表したいこと
に合わせて材料
や用具の特徴
を生かして使
い、創造的に表
す技能

❷	思いついた活動
や、表したいこと
にあわせて、表し
方を工夫し、創
造的に表す技
能

❸	前学年までの材
料や用具などに
ついての経験を
生かして、創造
的につくる技能

❶	色作りや色を見
ることをきっかけ
として、造形的な
活動を思いつい
たり、表したいこ
とを見つけたり
する

❷	感性や創造力、
手や体全体の
感覚などを働か
せて、形や色、
材料などを操作
しながら創造的
に思考・判断し、
表し方を工夫す
る

❶	手や身体全体
の感覚を働かせ
て、色をとらえる

❷	複数の色を比
較し、その差異
から、色の特徴
をとらえる

❸	画材としての質
感や発色などの
視点を持って、
色材をとらえる

❹	素材や色材、作
品などから見た
ことについて話
しながら、創造的
に思考・判断し、
よさや美しさなど
を感じ取る

❶	色や素材への関
心、積極的に関わ
る態度

❷	自分のイメージにあ
った色を作り出そう
とする意欲

❸	素材が色材に生ま
れ変わることへの
喜び

❹	色に対する解釈の
多様性を理解しよ
うとする態度

❺	色の持つ意味や
役割などを積極的
に活用しようとする
態度

❻	色という視点から、
人や社会とかかわ
る態度

❼	地域の自然・歴史・
文化への関心

❽	美的なものへの憧
れ
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①児童Ａ（女子）の人間性（学びに向かう力）の
成長
　児童Aは3年間を通して、この取り組みに対し
て特に熱心であった児童の1人である。児童A
は、この3年間でC②とC⑥の能力に、特に大
きな変化があった。以下、児童Aの3年間の活
動最中の様子である。
　平成26年度、児童Aは小学校4年生であっ

た。
　子ども同士でのコミュニケーションはあまり得
意ではないらしく、美術館職員や教員に声をかけ
る様子が多く見られた。特に、美術館職員Bに
対しては、顔料づくりの作業中もなかなか離れよ
うとせず、Bが他の子どものところに行くと目で追
い始めて手が止まってしまい、作業に集中できな
い様子が多く見られた。

平成26年度の活動の様子 心が育まれる場面 人間性C② 人間性C⑥

自分で拾ってきた石を金
づちで砕き、顔料を作っ
ている。
A「出来てるよ」
自分の作っている顔料
をBに見せる。Bの反
応を気にしている。

自分の成果を
見てほしい。

Bと関わろうと
する。

Bが他の子どものところ
へいくと、Bの動きを目
で追い続ける。再びBが
近くにくると「板がはずれ
た」と呼び止める。Bの
興味を自分に向けるよう
な行動が見られる。

集中できていな
い。

Bと関わろうと
する。

A「ゴマみたい」と石の
粉を見て喜ぶ。
B「おいしそうだね。細
かいゴマになってきた
ね」Aはうれしそうな笑み
を浮かべた。

色を何かに例
えようとする。

Bと色について
話す。

Bが側にいない時は、手
は動いても、友人に話し
かけたり目をきょろきょろ
させたり、作業にあまり
集中できないようだ。

集中できていな
い。

Bと関わること
に集中してい
る。
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平成27年、児童Aは小学校5年生になった。
　前年に比べ、我々美術館職員や教員に話しか
けるよりも友人と話し合う様子が多く見られた。
作品作りに熱中しすぎると周りの友人の意見が

聞けなくなり、自分が作りたい色にしようとする様
子も見られた。
　以下は、児童Aが染液づくりに取り組んでい
る時の様子である。

　平成28年度、児童Aは小学校6年生になっ
た。
　本プログラムに対する熱意は高く、同じ班の年
下の子ども達を気遣い、面倒をよく見るようにな
った。教員を相談相手にする場面もあったが、

班員が活動しやすくなるには何をしたら良いかを
考え、行動していた。
　以下、顔料づくりから絵を描く準備、終えるま
での児童Aの様子である。

平成27年度の活動の様子 心が育まれる場面 人間性C② 人間性C⑥

植物から染液を作りはじめた。
A「赤い花があったから、持っ
てきていい？」と自分の思いを
友人に伝えている。別の子ど
もが「いいよ」と返事をする。

色に着目して、
作品作りをしよ
うとする。

他の子どもの了
解を得ようとす
る。

A「ピンクが入っているよ」と
新しい発見を喜び、友人に伝
えている。
青い実を入れるボウルに、赤
い花びらが入っていることに気
が付き、取り出す。

色に着目して、
作品作りをしよ
うとする。

他の子どもに報
告しながら、作
業を進める。

A「〇〇みたいだね」
「これ、かわいいと思わない？」
と、他の子どもが見せてきた葉
っぱを見て、友人の思いに共
感を示す。

葉っぱを何かに
見立てる。

話しかけられたこ
とに対して、感
想を述べる。

同じ種類の花をさらにたくさん
持ってくる。他の子どもに「こ
れ、いらないよ」と言われて
も、花をボウルに入れ続けた。

自分が作りたい
色に合わせて、
作業を進めよう
とする。

他の子の意見
に回答しないま
ま、作業を進め
る。
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②児童C（男子）の図画工作の能力（思考力・判
断力・表現力）の成長
　児童Cも、3年間を通して本プログラムに熱心
に取り組んだ児童の1人である。3年間で、Ｂａ①
（表現の能力）とＢｂ④（鑑賞の能力）に大きな変
化があった。以下、児童Cの3年間の様子であ
る。

　平成26年度、児童Cは小学校4年生であっ
た。
　顔料の素材となる石を探している時は、気に入
った石を見つけては笑顔になり喜んでいたが、
作業中は声も上げずに黙 と々取り組んでいた。
普段から、自ら積極的にコミュニケーションをと
る方ではなく、1人で困っている場面も見受けら
れた。

平成28年度の活動の様子 心が育まれる場面 人間性C② 人間性C⑥

A「水、真ん中に置いた方が
いいんじゃないかな？」と自分
の考えを伝えている。

使いやすいよう
に道具を配置
する。

皆が使いやす
いように、道具
の配置を工夫
する。

A「足りなくなったら言ってね」
と言うと、他の子どもに「もう
足りない」と言われた。A「ど
れくらい入れる？半分くらい入
れる？」と言い、自分の役割を
見いだしている。

コミュニケーシ
ョンをとりなが
ら、作業を進め
る。

隣の子ども達が、絵の具の色
が濃いと話していることに気づ
く。
A「え、濃いね、そっち」他
の子どもに「入れすぎたのか
な？」と、言われて次の方法を
考えている。

自分たちの色
と、他の子ども
達の色を比べ
る。

他の子ども達
の様子に気を
配りながら、作
業する。

A「これ、こっち置いてた方が
いいんじゃないかな？」
周りの友人が作業しやすい環
境を自ら考え、行動していた。

使いやすいよう
に道具を配置
する。

皆が使いやす
いように、道具
の配置を工夫
する。
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平成26年度の活動の様子 思考力が育まれる場面 Ｂａ①（表現） Ｂｂ②（鑑賞）

友人の間を移動しながら、石が
見える位置まで体を移動する。
美術館職員の目をじっと見つめ
て、話をよく聞いている。

色の差異を楽
しもうとしてい
る。

美術館職員の説明を聞きなが
ら、手元を食い入るように見て
いる。

色や質感が変
わっていく様子
を、しっかり見
ている。

真剣に絵を描いていたが、カメ
ラが近づくと
C「だめだ」
と言って、絵を隠した。

絵を見せようと
しない。（自分
の表現したもの
に自信がない）

姫島をテーマに、Cが描いた
絵。
ほかの子どもに比べて、色数が
少なく、ふるさとへの思いを表す
表現力の弱さがみられる。

色数が少なく、
色の違いを表
現できていな
い。

美術館職員によるレクチャーを
間近に見たいのだが、自分より
背が高い子が周りに多くいたた
め、見えずに不満げな様子であ
った。

色や色作りを、
自ら見ようとし
ない。

色や質感の比較
をする意欲が強
い。

　平成27年度、児童Cは小学校5年生になっ
た。
　植物から染料が取れることを初めて知ったの
か、染料で布が染まっていく様子を不思議そうに
じっくりと観察していた。自ら他の班の様子をの

ぞきに行くなど、他の班と色の違いを比較するこ
とについての興味がさらに高まったようであっ
た。しかし、同じ班の子ども達との会話はほとん
ど見られなかった。以下、児童Cの様子である。
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平成27年度の活動の様子 思考力が育まれる場面 Ｂａ①（表現） Ｂｂ②（鑑賞）

染液を作るために植物を集めた。C
が持っていた草花を上級生が無言
で受け取り、はさみで切っていく。自
分の思いをうまく伝えられなかった
のか、不満気な表情である。

自分の使いた
い素材や作り
たい色を主張
できない。

特徴をつか
み、草花を自
分で選んでい
る。

他の班の様子を見に行く。声を出さ
ずに、ゆっくりと他の班の状況を観
察している。

他の班と自分
の班の色を見
て、比べようと
している。

先生が他の子どもに注意したこと
に気を付けて、作業を行う。

自分の思い通
りの作品がで
きるよう、丁寧
に作業を行
う。

媒染を行う前後で色を比べるた
め、媒染をしないように指示が出て
いた布を染液につけていた。美術
館職員が染液から取り出した布に、
真っ先に手を伸ばした。

自分の思い通
りの作品がで
きるよう、丁寧
に作業を行
う。

色の違いを見
ようとする。

　平成28年度、児童Cは小学校6年生になっ
た。前年度までと大きく違い、同じ班の友人と話
し合いながら作業を進めることができていた。ま
た、化学反応で変化する材料の様子や、与えら

れた道具を熱心に観察していた。イカを描いた時
も、周りの友人と大きさや形等を相談しながら描
き進める様子が見られた。地元への理解の深ま
りと捉えている。

平成28年度の活動の様子 思考力が育まれる場面 Ｂａ①（表現） Ｂｂ②（鑑賞）

友人と協力して、車エビの殻を使っ
た炭づくりに挑戦した。
出来立ての車エビの炭に、友人と
飛びつく。友人の行動を見て、自
ら炭になった車エビを触ってみる。

材料の変化
を見ようとす
る。
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「黒色で白いものを描く」をテーマ
に絵を描いた。同じ班の子どもが
「何を描くか決めた人」というと
C「はい、イカ！」
と、一番に元気よく答えた。

色を見ること
で、自らテーマ
を決め、堂 と々
発表できる。

他の子どもよりも、じっくりと筆を見
て何かを考えているようだ。
２本の筆を使って描くシミュレーショ
ンもするなど、筆遣いも工夫しよう
とする。

筆の太さの違
い等から使い
方を考える。

作品作りにあっ
たものを選ぼう
とする。

周りの子どもとイカの足の数や形
について話しながら、イカの絵を描
いていく。

表したいこと
を、丁寧に、の
びやかに表現
することができ
た。

自分の絵と、友
人が描いたイ
カの絵を比べ
る場面があっ
た。

Cが描いた絵。
姫島でよく捕れるイカの絵を、模造
紙の下方に生き生きと描いた。
ヒレを薄墨で表現し、触腕が 2本
伸びている。

イカの皮膚の
模様など細部
にまでこだわっ
た表現ができ
た。

周りの絵と関
連づけ、物語
のイメージが膨
らんだ。

3 .	地域にもたらした変化に関する考察

①子どもを取り巻く教育環境としての学校・保護
者・地域
　大分県立美術館のアウトリーチは、授業を保
護者や地域の方々に公開して一緒に参加してい
ただいたり、ケーブルテレビが島民向けに番組を
制作し放送したり、島ぐるみの一大イベントとな
っている。また、先生を含め、保護者などの島
民向けの講演会や意見交換会なども実施し、子
ども達の様子について直接語り合う場を設定し

ている。教員からは「子どもが夢中になって、生
き生きと活動する姿を見ることができて、学校と
してもよかったと思う」、保護者からは「どうりで
近頃、（子どもが）色の話を家ですると思ったら、
こういう取り組みをされていたのですね」「知識と
して知っていることと、実際にやってみることは違
う。子ども達が今日、色作りを体験できたことは、
一生忘れられない財産になったと思う」、教育委
員会職員からは「地域の色・自分の色という視点
を持つことが、ふるさとへ思いを深める」等の感
想を、多くの方からいただいている。本取り組み
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を始めてから、子ども達が授業中や日常生活の
中で「きれい！」「すごい！」という言葉を自然と発
しているとの声もいただいている。このような子ど
も達の言葉を、周りの大人がどう拾い上げていく
かということも重要になってくるだろう。
　姫島まるごとジオ・ミュージアムの取り組みを3
年間継続する中で、先生方から子ども達へ「色を
比べてごらん」「きれいな黒だね」といった声かけ
が多く見られるようになった。姫島村教育委員会
からも、素材集め等で非常に積極的なご支援を
いただいている。教員や行政だけでなく、このよ
うな保護者や地域住民が身近に増えていけば、
日常の中に美しいものを見いだす子どもの視点
や感性が、さらに豊かに育ってくるはずである。
　我々が実施する取り組みについて保護者や地
域がどのように受け止めているか、どのように変
化しているかという視点も大切にしながら、今後

も取り組んでいきたい。

②関係者からの評価について
　取り組みで最も難しかったのは、大分県立美
術館が学校の授業に入ることだった。姫島という
小さな村だからこそ生まれる島民の連帯感とど
う協働するのか、新たに美術の取り組みを受け
入れてもらえるのか。取り組み1年目に感じた不
安はいまだに忘れられない。「まずは、どんなもの
か体験してほしい」というところから始めたのを思
い出す。そして、ことあるごとに、「子ども達に本
物を」というメッセージを伝え、実践を積み上げ
てきた。それを、陰から支えていたのが「地域の
色・自分の色」実行委員会である。
　その実行委員会では、年に2回、関係者によ
る協議会を開催し、実績報告等を行っている。
美術関係者はもちろん、科学や教育などの専門
家、行政の方など様 な々方からコメントをいただ
いている。以下に、その一例を取り上げる。
「この活動は、心を養うということにつながってい
ると思う。近年、姫島の子ども達の成績が上が
っています。中学校はトップクラス、小学校も成
績が上がっており、これもこのような活動により、
子ども達がやる気を出したからだと思っている」
（姫島村民）
　「この実践では、色に対する興味・関心はもち
ろん、色を通して実際に高まっているのは、ふる
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さとへの思いなのでは、ということ
を強く感じています。―中略―思
いが深まるということが、次につな
がる活動の中で、主体性が深まっ
ていったり、あるいは気づきや学
びが深まっていったり、対話が深
まっていくおおもとになっているの
ではないかなと思います。授業に
も波及しているというのが、とても
わかるような気がします」（行政職
員）
　「思い、気づきというのは非常
に大事なこと。体験というのは学
力のベースの部分になって、生き
る力につながっていく。それから、
問題が起きた時に、体験を通して
学んだことが自然とでてきて解決
していっているという部分がある
と思う。それに、教科の知識が加
わって、大きな問題を解決してい
く力につながっていくと思う」（大
分県教育センター職員）
　各方面の有識者から、本取り組
みが子どもの感性や故郷への思いを育み、課題
解決力の基盤となる「学びに向かう力」の育成に
貢献しているとの声をいただいている。こうして身
に付けた図工の知識・技能が、他教科やふるさ
と学習（総合的な学習の時間）の中で活用されて
いけば、本物の一生ものの知識として、子ども達
を支える学力になっていくにちがいない。我々の
取り組みは、姫島の小学校及び中学校におい
て、美術の体験を通したふるさと学習の充実に一
定の成果をあげることができた。今後も「地域の
色・自分の色」プログラムの内容充実に努め、地
域のよさを発信する子どもの育成を支援してい
きたい。

5 総括
　

　平成29年5月30日～31日に、4年目となる
「姫島まるごとジオ・ミュージアム」を実施した。
初年度は1年生だった子どもが4年生になり、4
年生だった子どもが中学生になっていた。そして
中学生だった子ども達は現在、島の外で高校生
活を送っている。
　この継続的な取り組みによって、子ども達に
様 な々成長が見られていることは先に述べた。こ
の他にも地元への愛着や、授業態度、理科・科
学的な発想や疑問など、様々な面で子ども達の
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成長や変化が見られていると聞く。姫島中学校
では、ふるさと科の時間に学校行事などの出来
事をはがきサイズの新聞にまとめる「はがき新
聞」を作成しているが、この姫島まるごとジオ・ミ
ュージアムもお馴染みのトピックとなった。このよ
うに、他教科との連携にも成功している。さらに
このはがき新聞は、姫島フェリー乗り場で無料配
布されており、島民や観光客等の利用者が自由
に持ち帰ることができる。はがきとして使用できる
ようになっているため、地域振興にも一役買って
いるといえる。
　関係機関と島民の皆様のご協力のもと、子ど
も達が人間性を豊かに育み、自己実現に向けた

力を自ら高めていくことを、この取り組みに関わる
全ての方が期待し、見守っている。

参考文献
●	藤井康子・木村典之,2017,『地域の色をテー
マとした教科融合型学習の研究Ⅰ－いのちの
色をみる・つくる・感じるアートワークショップ
の検証－』大学美術教育学会「美術教育研
究」第49号ｐ353-360

●	榎本寿紀、木村典之、山本麻代,2016,『びじゅ
つってすげえ！2015-2016』アートフル大分プ
ロジェクト実行委員会・大分県立美術館教育
普及グループ
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講　評

	 【国語教育】　斎藤　孝　（明治大学教授）
　応募が８件と少なかったが、ＩＣＴ活用や図書館活性化、教育漫才などテーマは多岐にわたった。コミュニケーショ
ン力の向上を狙いとした実践も複数あった。優秀賞の実践は、独創性と行動力にあふれた取り組みだった。方法の独
創性と普遍性、及び明確な国語力向上の成果を次年度以降も期待したい。

	 【算数・数学教育】　秋山　仁　（東京理科大学理数教育研究センター長）
　応募は、複数の教員がチームで取り組むプロジェクトが３件、授業や課外活動での個人の取り組みが７件。それぞれ
が力作だった。「多くの先生の参考と刺激になること」「生徒を活発に活動させていること」「先駆的な実践であること」
「時間をかけ、継続的に取り組んでいること」を主たる基準に審査した。

	 【理科教育】　滝川　洋二　（ＮＰＯ法人ガリレオ工房理事長）
　応募は８件と昨年度より少なかったが、レベルの高い、工夫にあふれた研究が寄せられた。子供らに自然を探究さ
せる方法の実践、自然観察の楽しさや大切さを伝える研究などがあった。ただ、他の研究との比較が不十分だったり、
これまでの研究に何を付け加えるのか、実践の特徴が明確でないものも見受けられた。

	 【社会科教育】　谷川　彰英　（筑波大学名誉教授）
　この２０年間で最高の１９件の応募があった。社会科の授業改善や主権者、キャリア、防災の教育など多様な実践が
寄せられ、社会科教育の幅の広さを感じさせた。堅実かつ意欲が伝わる作品が多かった。ユニークなものには「ＡＩと
の共生」を考える実践や「笑える！学べる！政治教育ショー」などがあった。

	 【生活科・総合学習】　奈須　正裕　（上智大学教授）
　１２件の応募があり、主題は環境、キャリア、平和、福祉、食など多様。多くが、地域に目を向け、その価値を掘り起こ
し、新たに創造することで活性化を図るとともに、地域との関わりの中で生き方を考える、というものだった。概して質は
高かったが、子ども主体の「探究」になっていない事例も散見された。

	 【健康・体力づくり】　田中　喜代次　（筑波大学教授）
　昨年と同じ２件の応募だった。健康づくりに関する実践報告とスポーツゲームに関する報告だった。いずれも優れた
作品で、最優秀賞は５年間にわたる取り組みの成果だ。２０２０年には東京オリンピックが控えている。来年度は、ユニ
ークなスポーツ活動や科学的な体力づくりの取り組みなどの報告を期待したい。

	 【外国語・異文化理解】　田近　裕子　（津田塾大学教授）
　部門名に「異文化理解」を加えて２年目。今回の応募は例年並みの８件だが、内容は豊かだった。英語教育そのもの
の研究は５件。新タイプとして英語教育と異文化理解をセットにしたものが２件、日本語教育と異文化理解のセットが
１件あった。最優秀、優秀賞は将来の教育への示唆に富む優れた作品だ。

	 【児童生徒指導】　河野　義章　（東京学芸大学名誉教授）
　小中高校の教員だけではなく、スクールカウンセラー、心の相談員、絵画教室の主宰者らから９件の応募があ
った。通信制高校の実践報告は、生徒との触れ合いを大切にしようとする先生方の願いと苦悩があふれていた。
興味深い実践が多いが、さらに読み手がワクワクするようなまとめ方の工夫を望みたい。
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講　評

　【カリキュラム・学校づくり】　佐藤　学　（学習院大学教授）
　１８件の応募があった。地域との連携、総合学習、伝統文化の教育など、多様な課題を中心に、カリキュラム・学校づ
くりを試みる作品が目立った。学校組織の強化と一体化した実践もあり、注目すべき好ましい傾向と言える。ただ、改革
ビジョンが説得的でないものも散見された。熟考を期待したい。

	 【地域社会教育活動】　佐藤　一子　（東京大学名誉教授）
　関西・中国地方を中心に１４件の応募があった。教育機関と地域社会の連携で困難を抱える子供・若者を支え、自
立心と自己有用感を高める実践など、現代的課題に迫る報告が多かった。地域の自然や文化を通じ感性を育む実践、
小学校での図書館教育、外国人支援ボランティア活動報告など多彩な報告が寄せられた。

	 【ＮＩＥ】　小原　友行　（福山大学教授）
　新設部門だったが、１４件もの意欲的作品が寄せられた。新学習指導要領の改定直後のせいか、同要領が求
める資質、能力の育成を目指す作品が多かった。次は、ＮＩＥの新たな価値を創造する挑戦的取り組み、また、単
なる教師の実践紹介にとどまらず、子供の具体的な成長の姿が見られるような作品を期待したい。

	 【幼児教育・保育】　秋田　喜代美　（東京大学教授）
　今回の応募は５件と少なかったが、どの実践も園の独自性を生かした長年にわたる教育の報告であり、いずれからも
誠実に保育に向き合っている姿が伝わってきた。最優秀賞は実践した内容の面白さと共に、子どもが変化する過程を
捉え、保育者の実践に対する振り返りなどを精

せい

緻
ち

に記録した点で特に優れていた。

	 【美術教育】　宮坂　元裕　（横浜国立大学名誉教授）
　過去最多の１６件の応募があった。小中学校の連携ほか、中学校や高校と外部団体、また、大学生が小中学校に出
向く活動など、外部との協力による活動報告が多かった。最優秀賞、優秀賞のほかにも、東日本大震災や熊本地震に
関連して、子どもたちを元気づける取り組みにも優れたものが見られた。

■	第66回読売教育賞部門別応募件数の内訳（カッコ内は前年度）
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第66回読売教育賞　優秀賞受賞者

		【国語教育】　

	 埼玉県越谷市立東越谷小学校校長

	 田畑　栄一
		【算数・数学教育】　

	 東京学芸大学付属国際中等教育学校教諭

	 小林　廉
	 山形県遊佐町立遊佐中学校教諭

	 信夫　智彰
		【社会科教育】　

	 埼玉県熊谷市立大原中学校教諭

	 久保　貴史
	 大阪府枚方市立樟葉南小学校教諭

	 角崎　洋人
	【生活科・総合学習】　

	 兵庫県高砂市立北浜小学校

	 松田　敦子（代表）

	 岐阜県関ヶ原町立今須中学校教諭

	 藤井　健太郎
	【外国語・異文化理解】　

	 さいたま市浦和区

	 芥川　明子
	 茨城県立取手第一高校教諭

	 大滝　修

　【カリキュラム・学校づくり】　
	 埼玉県所沢市立三ヶ島中学校

	 沼田　芳行（代表）

　【地域社会教育活動】　
	 兵庫県立篠山東雲高校教諭

	 菊川　裕幸
	 山口県下松市立図書館

	 長弘　純子（代表）

　【ＮＩＥ】　
	 京都市立葵小学校

	 小林　正幸（代表）

	 東京都武蔵村山市教育委員会

	 今井　一馬（代表）

　【美術教育】　
	 滋賀県立膳所高校教諭

	 山崎　仁嗣
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－－第１回 昭和27年（1952）～第65回 平成28年（2016）－－



■　第１回　　　1952 年（昭和 27 年）
〈小学校〉

千葉県館山市立北条小学校・校長 和泉　久雄
香川県仲多度郡筆岡小学校・校長 杉 岡　　 茂
山口県下関市立本村小学校・校長 村田　幸一

〈中学校〉
秋 田 市 立 久 保 田 中 学 校・ 教 諭 小西　三治
福岡県築上郡椎田中学校・教諭 加来　孝義

〈高等学校〉
北海道立倶知安高等学校・教諭 桑原　義晴
島根県立松江産業高等学校・校長 鎌 田　　 武

〈盲ろう学校〉
宮城県立盲学校長兼ろう学校・校長 赤木　将為

■　第２回　　　1953 年（昭和 28 年）
〈道徳教育〉

山梨県甲府市立穴切小学校・校長 米山　圭蔵
〈社会科〉

大分県大分市立春日町小学校・校長 倉成　英敏
香川県香川大学附属坂出小学校・教諭 佐 柳　　 正
神奈川県足柄上郡福沢小学校・校長 井上喜一郎

〈基礎能力〉
新潟県北魚沼郡広瀬村立中条小学校・校長 品田　文松
山口県美祢郡大嶺町立麦川小学校・校長 豊 島　　 誠
秋 田 市 立 中 通 小 学 校・ 教 諭 浅野　ヒナ

〈特殊教育〉
新 潟 市 立 舟 栄 中 学 校・ 教 諭 中村　与吉
京 都 市 立 生 祥 小 学 校・ 教 諭 熊谷　君子
愛知県立名古屋ろう学校・校長 今井　柳三

〈学校新聞〉
新潟県南蒲原郡鹿峠村立中浦小学校・教諭 磯野　修二

■　第３回　　　1954 年（昭和 29 年）
〈作文教育〉

長野県上水内郡栄村栄小学校・教諭 大日方千秋
〈職業教育〉

愛知県碧南市立新川中学校・校長 神谷　義雄
〈へき地教育〉

新潟県仙田村立十日町高校定時制課程仙田分校・主任 保坂安太郎
〈理科教育〉

秋田県天王町立天王中学校・教諭 片岡太刀三
〈勤労青少年教育〉

島根県大原郡日登村立日登中学校・校長 加藤歓一郎
〈新聞教育〉

大阪府堺市立英彰小学校・教諭 岡本　園子
〈幼稚園教育〉

兵庫県明石市立播陽幼稚園・園長 内匠　ちゑ
〈特殊教育〉

東京都世田谷区立青島中学校・教諭 小杉　長平
山 口 県 立 ろ う 学 校・ 校 長 泉　　 吉 美
長崎県北松浦郡佐々町立口石小学校・教諭 近藤　益雄

■　第４回　　　1955 年（昭和 30 年）
〈現場教師の研修活動〉

山口県美祢郡秋芳町立嘉万小学校・代表 原 川　　 馨
〈算数・数学教育〉

静岡県浜名郡庄内村立村櫛小学校・校長 山下百十二
滋賀県近江八幡市立八幡小学校・校長 坂口　完二

〈幼児教育〉
麗和幼稚園（埼玉県浦和市）・園長 中 島　　 修

〈普通学級の遅進児指導〉
山梨県北都留郡上野原町立島田小学校・校長 塩野　隆洋

〈定時制教育〉
北 海 道 立 前 田 高 等 学 校・ 教 諭 行本　一雄

〈ＰＴＡ活動〉
三重県飯南郡大河内第二小学校ＰＴＡ・代表 三崎　邦次

〈健康教育〉
香川県小豆郡内海町立安田小学校・校長 久留島武保

〈教具の自作・改作・利用（授業研究）〉
新潟県三条市三条高等学校・教諭 有本　進作
兵庫県伊丹市教育委員会・指導主事 田辺　綱雄

■　第５回　　　1956 年（昭和 31 年）
〈家庭科教育〉

新潟県南蒲原郡大面村立大面中学校・教諭 田中　トマ
〈学校と地域社会の共同活動〉

山口県徳山市立今宿小学校育英会・会長 清 水　　 勇
〈遠足・修学旅行〉

埼玉県浦和市立大原中学校・教諭 荒幡　義輔
〈理科教育〉

新潟県南魚沼郡大和村立大崎中学校・校長 桑原　理助
埼玉県川越市立大東東小学校・教諭 相原　健一

〈視覚教育〉
秋田県大曲市立大曲小学校・校長 東海林和美

〈クラブ活動〉
新潟県柏崎市立第二中学校・校長 村山　貫一

〈定時制と技能者の養成〉
兵庫県立北兵庫高校定時制・主事 林　　 博 夫

■　第６回　　　1957 年（昭和 32 年）
〈学校図書館経営〉

千葉県香取郡栗源町立栗源小学校・校長 松 本　　 玄
〈算数・数学教育〉

新潟県新潟市立万代小学校・校長 竹山洋一郎
〈美術教育〉

大 阪 府 堺 市 立 榎 小 学 校・ 教 諭 藤岡　静子
〈国語教育〉

徳島大学学芸学部附属中学校・教諭 福岡　八郎
〈外国語教育〉

秋田県雄勝郡羽後町立西馬音内中学校・教諭 岩佐　利克
〈学級経営〉

福島県信夫郡吾妻村立野田小学校・代表 内池　幸吉
〈進路指導〉

山 梨 県 立 甲 府 工 業 高 校・ 校 長 古屋　一雄
〈勤労青少年教育〉

広島県立神辺高校大津野分校・主任 木村　国夫

■　第７回　　　1958 年（昭和 33 年）
〈小学校の算数・理科教育〉

宮城県栗原郡尾松小学校・代表 大宰　陸郎
〈ローマ字教育〉

秋田大学学芸学部附属小学校・教諭 斎藤千弥男
〈音楽教育〉

石川県七尾市立西湊小学校・代表 山崎　常雄
〈映画教育〉

福岡県久留米市立西国分小学校・教諭 市村　一夫
〈高校のクラブ活動〉

新 潟 県 立 中 央 高 校・ 校 長 島津　政雄
〈特殊教育〉

奈良県奈良市立鼓阪小学校・教諭 西村　幸治
福島市立福島第四中学校・教諭 中丸　良彦

〈定時制通信教育・技能者養成教育〉
兵庫県立佐用高校平福分校・主任 春名　一明

〈成人教育活動〉
埼玉県北埼玉郡騎西町立種足中学校・教諭 岡田　正明
大分県南海郡上野婦人学級・運営委員長 工 藤　　 妙

■　第８回　　　1959 年（昭和 34 年）
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〈学校経営〉
千葉県香取郡笹川中学校・校長 柳沢　徹夫

〈道徳教育・生活指導〉
大阪市東成区玉津中学校・校長 直原　兵平

〈科学教育〉
愛媛県八幡浜市立大島中学校・教諭 乗 松　　 尚
北 海 道 立 函 館 中 部 高 校・ 教 諭 渡辺　英郎

〈作文教育〉
新潟県佐渡郡金井小学校・教諭 吉 原　　 清

〈作文教育〉
山 口 県 大 島 郡 久 賀 高 校・ 教 諭 岡田　貞義

〈工作教育〉
青森県中津軽郡相馬小学校藍内分校・教諭 小島　良蔵

〈体育教育〉
埼玉県秩父郡間明平中学校・校長 近藤八十夫

〈テレビ教育〉
新潟県東頸城郡松之山小学校・校長 関谷藤四郎

〈勤労青少年教育〉
香川県立琴平高校定時制・主事 三好　和夫

〈ＰＴＡ活動〉
福島県信夫郡湯野小学校・校長 今井　豊蔵

■　第９回　　　1960 年（昭和 35 年）
〈学校経営〉

青森県佐井小学校川目分校・教諭 沢田半右衛門
〈道徳教育・生活指導〉

大分県大分市立滝尾小学校・教諭 二宮　重幸
〈科学技術教育〉

岡山県井原市立井原中学校・教諭 塩田　啓二
山 口 県 長 門 市 水 産 高 校・ 教 諭 黒子　三良

〈歴史教育〉
山梨県山梨市立加納岩中学校・教諭 石原　国光

〈読書指導〉
大阪府大阪市立滝川小学校・教頭 浜中　重信

〈複式教育〉
徳島県鳴門市立島田小学校室分校・教諭 西条　益夫

〈養護教育〉
兵庫県豊岡市立豊岡北中学校・教諭 藤本　晴雄

〈勤労青少年教育〉
新潟県両津市立東中学校・教諭 小野　良泰

■　第 10 回　　　1961 年（昭和 36 年）
〈学校行事〉

静岡県庵原郡由比町立西小学校・代表（校長） 榛 葉　　 弘
〈基礎学力〉

佐賀県佐賀郡春日小学校・代表（校長） 鶴田　辰次
新潟県東頸城郡下保倉小学校・校長 坂井　勝司

〈外国語教育〉
京都府京都市立九条中学校・教論 山田　芳夫

〈校外生活指導〉
千葉県銚子市立明神小学校・代表（校長） 堀　竜之助

〈中・高校の理科教育〉
岐 阜 大 学 附 属 中 学 校・ 教 諭 近藤　芳彦
福 岡 県 立 糸 島 高 等 学 校・ 教 諭 若宮　義次

〈クラブ活動〉
宮城県柴田郡村田町立沼辺中学校・教諭 庄司　正明

〈盲・ろう教育〉
福 岡 県 立 福 岡 ろ う 学 校・ 教 諭 今任　統夫

〈スポーツ指導〉
佐 賀 県 立 佐 賀 高 等 学 校・ 教 諭 野口　七郎

〈就職後の補導〉
宮城県栗原郡一迫中学校・教諭 菊地　義彦

〈高校の産学協同〉
北海道立岩見沢農業高校・教諭 清水　小十

■　第 11 回　　　1962 年（昭和 37 年）
〈職員会議〉

新潟県新潟市立沼垂小学校・校長 松浦　雅公
〈小学校の社会科（とくに地理教育）〉

徳島県鳴門市立撫養小学校・教諭 河野　睦也
〈国語教育（とくに文法・表記の指導）〉

静岡県浜名郡北浜中学校・教諭 鈴木　波男
〈技術科教育〉

埼玉県熊谷市立大原中学校・教諭 佐藤　一司
福岡県八幡市立中央中学校・代表（校長） 豊田　喜祐

〈中学生の生活指導（とくに進学・非行児指導）〉
徳島県名東郡佐那河内中学校・校長 速水　清一
埼玉県浦和市立岸中学校・教諭 野村　英一

〈盲教育〉
東京教育大学附属盲学校・教諭 河合　久治
福 井 県 立 盲 学 校・ 教 頭 今 川　　 勇

〈農業高校の再編成〉
富 山 県 立 富 山 産 業 高 校・ 校 長 久世　幸治

■　第 12 回　　　1963 年（昭和 38 年）
〈学校経営〉

長野県大町市立大町小学校・代表（校長） 松田　吉辰
〈社会科（とくに政冶・経済・社会）〉

宮城県仙台市立東華中学校・教諭 白石　和巳
〈話しことばの指導〉

徳島県徳島市立富田小学校・教諭 宮崎記代江
〈科学教育〉

神奈川県足柄下郡理科教育研究会・代表 神保　憲朗
福岡県北九州市立荻ヶ丘小学校・教諭 生野　ヒサ

〈道徳教育〉
埼玉県熊谷市立荒川中学校・教頭 中村　邦夫
宮城県仙台市立北六番丁小学校・教諭 渡辺　健二

〈ホームルーム〉
徳島県立徳島商業高校・代表（校長） 森　孝三郎

〈進学指導〉
新潟県刈羽村立刈羽中学校・代表（校長） 小林　睦治

〈特殊教育〉
千葉県千葉市立蘇我中学校・教諭 大石　三郎
大分県大分市立新生養護学校・校長 髙橋　矩夫

〈定時制・通信教育〉
千葉県立千葉東高等学校・代表（校長） 石毛　貞雄

〈教育委員会〉
長野県教育委員会教学指導課・代表（課長） 太田　美明
島根県出雲市教育委員会・代表（教育長） 長岡　豊盛

〈成人教育活動〉
高知県室戸市立羽根中学校・教諭 吉 本  珖

■　第 13 回　　　1964 年（昭和 39 年）
〈小中学校の国語教育〉

千葉県山田町立八都小学校・代表（校長） 小林　邦治
〈高校の数学・理科教育〉

千葉県習志野市立習志野高校・代表（校長） 山口　久太
〈小中学校の道徳〉

新潟県出雲崎町立西越中学校・代表（校長） 安達　孝司
〈特別教育活動〉

山口県立柳井商工高校・代表（職業指導主事） 守政　輝雄
〈幼稚園教育〉

福岡県北九州市立小倉幼稚園・代表（園長） 黒木　道子
〈辺地教育〉

山形県東根市立東郷小学校入分校・教諭 柏 倉　　 博
奈良県奈良市立田原小学校杣ノ川分校・教諭 大東　幸雄

〈教育委員会の活動〉
奈良県教育委員会指導課・代表（課長） 今西　宗一
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〈教育研究所の活動〉
信濃教育会教育研究所・代表（所長） 上 田　　 薫
新潟県立教育研究所・代表（所長）小林　正直

■　第 14 回　　　1965 年（昭和 40 年）
〈小中学校の作文教育〉

埼玉県川越市立大東西小学校・教諭 大橋　清一
〈小中学校の社会科教育〉

兵庫県小中学校郷土学習研究グループ・代表
（兵庫県三原郡緑町立広田中学校・校長） 野上　安郎

〈小中学校の理科教育〉
佐賀県佐賀市立鍋島小学校・代表（校長） 古賀　清次
奈良県五条市立阿太小学校・教頭 山口　裕文

〈小中学校の音楽教育〉
熊本県熊本市立白川小学校・教諭 松村きみ子

〈進路指導〉
徳島県立池田高等学校・代表（校長） 岩 橋　　 昌

〈辺地教育〉
岐阜県馬瀬村立中切小学校川上分校・教諭 岩倉　昭雄

〈辺地教育〉
岐阜県馬瀬村立中切小学校川上分校・教諭 岩倉　縫子
秋田県矢島町立矢島小学校金ヶ沢分校・教諭 遠藤　昌夫

〈特殊教育〉
千葉市立院内小学校 言語治療教室・主任 大熊喜代松

〈定時制高校における学習指導〉
福 岡 県 立 門 司 高 等 学 校・ 教 諭 相川　秀和

■　第 15 回　　　1966 年（昭和 41 年）
〈学級経営における能力別指導〉

富山県滑川市立北加積小学校・代表（校長） 井原　正則
〈小中学校の国語教育〉

静岡県新居町立新居小学校・代表（校長） 山下百十二
〈理科教育〉

岐阜県大垣市立宇留生小学校・代表（校長） 河合　正一
鳥取県米子市立弓ケ浜中学校・教諭 岸 岡　　 務

〈中高校の外国語教育〉
山梨県立甲府南高校・代表（校長）日向　誉夫

〈工作〉
奈良県北葛城郡新庄町立新庄小学校・教諭 前 田　　 馨

〈体育〉
愛知県丹羽郡大口町立大口北小学校・代表（校長） 奥村　久男

〈辺地教育〉
山形県朝日町立立木小学校木川分校・教諭 鈴木　基介

〈成人教育〉
愛媛県立松山工業高校定時制・主事 田井能喜三郎

〈教育研究所の活動〉
群馬県教育研究所・代表（所長）佐野　金作

〈教育委員会の活動〉
大分市教育委員会・代表（教育長）池 見　　 喬

■　第 16 回　　　1967 年（昭和 42 年）
〈学校経営〉

千葉県佐原市立佐原中学校・校長 本宮　源一
〈幼児教育〉

奈良県大和郡山市立郡山幼稚園・園長 花木　イソ
〈小中学校の算数・数学教育〉

鹿 児 島 県 立 養 護 学 校・ 教 諭 高浜正海郎
〈中学校の歴史教育〉

静岡県田方郡韮山町立韮山中学校・教諭 斎 藤　　 宏
〈小中学校の道徳教育〉

奈良県奈良市立鼓阪小学校・校長 奥西　徳義
〈学校給食の指導〉

神奈川県鎌倉市立御成小学校・校長 林　　 邦 雄
〈安全教育〉

三重県伊勢市立修道小学校・校長 野 呂　　 敏
〈辺地教育〉

鹿児島県大島郡十島村立中之島小日之出分校・教諭 芝　　 貞 夫
鹿児島県大島郡十島村立中之島小日之出分校・教諭 芝　　 礼 子

〈特殊教育（精薄児の指導）〉
北海道旭川市特殊学級担当者会・代表 橋本　勝朗

〈教育研究所の活動〉
新潟県新潟県市立教育研究所・所長 阿部　守衛

〈公民館の活動〉
北九州市教育委員会戸畑支所社会教育課（福岡県） 林　　 栄 代

■　第 17 回　　　1968 年（昭和 43 年）
〈学校経営〉

山梨県甲府市立南西中学校・校長 井上　英信
新潟県新発田市立第一中学校・校長 菅井　豊吉

〈中学高校の国語教育〉
香川県立観音寺第一高等学校・教諭 佐藤　寛志

〈小学校中学年の社会科教育〉
岐阜県洞戸村立洞戸小学校・教諭 角 竹　　 弘

〈小中学校の理科教育〉
熊本県八代市立第一中学校・教諭 蓑田啓一郎
高知県高知市立初月小学校・教諭 中山　湧水

〈中学高校の外国語教育〉
福井県福井市立明道中学校・校長 林　　 繁 樹

〈小中学校の道徳教育〉
茨城県日立市立大久保中学校・教諭 沢 畑　　 登

〈安全教育〉
広島県賀茂郡西条町立西条中学校・校長 下 崎　　 実

〈辺地教育〉
長崎県小値賀町立小値賀小学校六島分校・教諭 田中　竜美

〈身体障害児の教育〉
山 梨 県 立 盲 学 校・ 校 長 飯島　五郎

〈進路指導〉
千葉県立千葉商業高等学校・校長 吉井　正男

〈ＰＴＡ活動〉
名古屋市立有松小学校ＰＴＡ・会長 水谷　善彦

〈教育委員会の活動〉
岐阜県加茂郡東白川村教育委員会・教育長 安江又右ヱ門

■　第 18 回　　　1969 年（昭和 44 年）
〈小学校の算数教育〉

香川県観音寺市立南小学校・校長 長 尾　　 茂
〈小中学校の理科教育〉

青森県八戸市立吹上小学校・校長 佐藤政五郎
〈中学高校の国語教育（特に読解指導）〉

兵 庫 県 立 福 崎 高 等 学 校・ 教 諭 福島　浩之
〈小中高校の芸術教育〉

秋田県大曲市立大川西根小学校・校長 鎌田　五郎
新潟県岩船郡山北町立下海府中学校・教諭 青 木　　 繁

〈小中高校の保健体育〉
千葉県野田市立宮崎小学校・校長 平野　喜一

〈小中高校の道徳教育〉
大分県日田市立三芳小学校・校長 佐藤誠一郎

〈小中高校の特別教育活動〉
群馬県沼田市立蓮根中学校・校長 大川　善夫

〈辺地教育〉
香川県塩江町立塩江小学校樺川分校・主任 岡田　弘治

〈成人教育〉
黄十字学園（東京都台東区）・責任者 松永　健哉
福 岡 県 山 門 郡 大 和 町 栄 皿 垣 大 津　　 勇

〈教育研究所の活動〉
富山県福光町教育センター・所長 渡辺　諭吉

■　第 19 回　　　1970 年（昭和 45 年）
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〈小中学校のカリキュラム編成〉
千葉市立本町小学校・代表（校長）山本　喜治

〈教育機器の利用（教育工学）〉
北海道亀田郡大野町立萩野中学校・校長 岡 村　　 達

〈小学校の国語教育（特に読解または作文）〉
青森県八戸市立八戸小学校・校長 川村　義一
島根県松江市立乃木小学校・教諭 渡辺　郁子

〈中学高校の数学教育〉
宮城県仙台市立東華中学校・教諭 南　　 明 子

〈高校の理科教育〉
埼玉県立秩父農工高等学校・教諭 福島　義一

〈小中高校の芸術教育〉
千葉県柏市立柏第一小学校・代表（校長） 富沢　定一
広島県東部図工美術教育連盟・代表 来山　武雄

〈中学高校の進路指導〉
島根県松江市立第四中学校・代表（校長） 田中　邦男

〈小中高校の国際理解の教育〉
埼 玉 県 立 戸 田 高 等 学 校・ 教 諭 小川　隆通

〈教育委員会の活動〉
青森県三戸郡三戸町教育委員会・教育長 松尾　禎吉

〈幼児教育〉
福岡県北九州市立中島幼稚園・園長 原田　寛子

■　第 20 回　　　1971 年（昭和 46 年）
〈小中学校の国語教育〉

茨城県石岡市立府中小学校根当分校・教諭 田崎しづえ
〈算数・数学教育〉

熊本県山鹿市立山鹿小学校・教諭 瀬口　忠一
〈理科教育〉

東京都文京区立第九中学校・教諭 刈 込　　 実
福岡県北九州市立米町小学校・代表（校長） 山本　桂一

〈社会科教育〉
香川大学教育学部附属坂出中学校・教諭 作花　典男

〈小中高校の芸術教育〉
千葉県長生郡一宮町立一宮小学校・代表（校長） 森　　 芳 男
宮城県仙台市立西多賀小中学校療養所分校・代表（教頭） 半 沢　　 健

〈小中高校の体育〉
秋田県南秋田郡昭和町立豊川小学校・代表（校長） 若松　研一

〈道徳教育〉
徳島県美馬郡半田町立半田小学校・教諭 佐藤　周子

〈公民館の活動〉
岡山県真庭郡新庄村公民館・館長 畔高　義正

〈高校の定時制通信制教育〉
新潟県立小出高校定時制・主事 後藤　三夫

■　第 21 回　　　1972 年（昭和 47 年）
〈小中学校の文学教育〉

広島県世羅町立大田小学校・代表（校長） 山口　博人
〈小学校の算数教育〉

山形県西川町立入間小学校・代表（校長） 槇　　 清 哉
〈理科教育〉

長野県松本市立旭町中学校・教諭 倉 田　　 稔
兵庫県姫路市立城北小学校・教諭 城谷　義子

〈小中高校の社会科教育〉
青森県立弘前中央高校定時制・教諭 川口　光勇

〈小中高校の芸術教育〉
秋田県平鹿郡雄物川町立里見小学校・校長 能登谷　清

〈教育機器の導入と利用〉
愛 媛 県 立 今 治 工 業 高 校・ 教 諭 大内　信俊

〈辺地教育〉
石川県石川郡河内村立河内小学校・教諭 福岡　克美

〈成人教育活動〉
岐阜県郡上郡明方村立明方中学校・校長 金子　貞二
千葉県銚子市立若宮小学校ＰＴＡ・代表（会長） 常盤　豊司

〈盲ろう教育〉
東京都渋谷区立大向小学校・代表（教諭） 北原　貞治

〈幼児教育〉
島根県八束郡穴道町立穴道幼稚園・代表（教諭） 新田　旭子

■　第 22 回　　　1973 年（昭和 48 年）
〈小中学校の国語教育〉

島根県簸川郡多伎町立岐久小学校・教諭 岸田千代子
徳島県小松島市立千代小学校・教諭 杉本　恒子

〈理科教育〉
岐阜県加茂郡七宗町立神淵小学校・教諭 渡辺　住夫
徳 島 県 立 池 田 高 等 学 校・ 教 諭 梅本　利広

〈情操教育〉
千葉県館山市立第二中学校・代表（校長） 星谷　悌二

〈過疎地教育〉
宮崎県西郷村立山瀬小学校長崎分校・代表（校長） 佐藤九州男
香川県丸亀市立手島小学校・代表（教諭） 福浜　一雄

〈特殊教育〉
宮城県仙台市立立町小学校・代表（校長） 伊藤　竜夫
山 形 県 立 山 形 聾 学 校・ 教 諭 鏡隆左エ門

〈幼児教育 （幼稚園・保育所）〉
大分県臼杵市立市浜幼稚園・園長 篠田美佐子

■　第 23 回　　　1974 年（昭和 49 年）
〈小学校の国語〉

高知県吾川郡伊野町立伊野小学校・教諭 山脇　映子
〈小中高校の算数・数学教育〉

兵庫県姫路市立城陽小学校・教諭 高田クミ子
〈小中高校の理科教育〉

徳 島 県 徳 島 市 立 高 校・ 教 諭 佐々木靖典
〈小中高校の社会科教育〉

広島県瀬戸田町立瀬戸田小学校・代表（校長） 伊藤　準蔵
〈小中高校の音楽教育〉

山形県立山形西高校・代表（校長）笠原　二郎
〈幼児教育 （幼稚園・保育所）〉

しらかば保育園（神奈川県横須賀市）・園長 浜田　幸生
ルーテル愛児幼稚園（秋田市）・代表（園長） 片 桐　　 格

〈肢体不自由児教育〉
千葉県立桜が丘養護学校・教諭 斎藤　皓子
佐 賀 県 立 金 立 養 護 学 校・ 教 諭 米光　光子

〈成人教育活動〉
奈良県榛原町教育委員会・代表（社会教育課長） 梶野　雄介

〈教育委員会の活動〉
徳島県那賀郡木頭村教育委員会・代表（教育長） 走川　輝一
奈良県教育委員会・代表（教育放送課係長） 大西　照雄

■　第 24 回　　　1975 年（昭和 50 年）
〈小中学校の国語教育〉

福島県いわき市立錦小学校・教諭 佐々木義勝
〈小中高校の算数・数学教育〉

宮崎県東臼杵郡西郷村立山瀬小学校長崎分校・教諭 斎藤　敬亮
〈小中学校の理科教育〉

長野県伊那市立伊那中学校・教諭 征矢　哲雄
〈道徳教育〉

千葉県旭市立第一中学校・代表（校長） 江ヶ崎貞雄
〈美術教育〉

岩手県釜石市立八雲小学校・代表（校長） 畠山　理助
〈幼児教育（幼稚園・保育所）〉

山形県立山形盲学校・代表（校長）鈴木　栄助
〈肢体不自由児教育〉

千葉県千葉市立松ヶ丘小学校・教諭 山本　朋江
〈成人教育活動〉

京 の お ん な 大 学・ 主 宰 冨士谷あつ子
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■　第 25 回　　　1976 年（昭和 51 年）
〈小中学校の国語教育〉

千葉県銚子市立興野小学校・代表（校長） 堀　竜之助
徳島県徳島市立加茂名小学校・教諭 以西　久代

〈小中高校の算数・数学教育〉
群馬県渋川市立西小学校・教諭 小林巳喜夫

〈小中学校の理科教育〉
栃木県宇都宮市立清原中学校・教諭 小筆恵美子
千葉県夷隅郡大多喜町立上瀑小学校・代表（校長） 大岩冨士雄

〈小中高校の社会科教育〉
神奈川県平塚市立港小学校・代表（教諭） 小室　修二

〈小中高校の保健室活動〉
福井県大野市立下庄小学校・養護教諭 金森　恭子
埼玉県大宮市立東大成小学校・養護教諭 桜井すゞ代

〈進学問題にどう対処したか〉
栃 木 県 立 鹿 沼 高 等 学 校・ 教 諭 小谷野力勇
青森県八戸市立第一中学校・校長 松 村　　 剛

〈在学青少年の学校外教育活動〉
佐賀県佐賀郡東与賀町立東与賀中学校・代表（前校長） 納富　兼次

〈幼児教育（幼稚園・保育所）〉
誠信幼稚園（広島県福山市）・代表（教諭） 檀上　順子

■　第 26 回　　　1977 年（昭和 52 年）
〈小中高校の国語教育〉

山口県光市立室積小学校・代表（校長） 藤山　敏見
岩 手 県 立 杜 陵 高 校・ 教 諭 松 浦　 好

〈小中高校の算数・数学教育〉
滋賀県甲賀郡甲西町立岩根小学校・教諭 佐川　愛子

〈中高校の理科教育〉
大 分 県 立 中 津 北 高 校・ 教 諭 安 倍　　 慎

〈小中高校の保健室活動〉
長崎県立長崎東高校・養護教諭 高原　二三

〈小中高校の情操教育〉
熊本県熊本市立西原小学校・教諭 武藤　哲雄

〈障害児教育〉
茨 城 県 日 立 市 立 大 久 保 小 学 校

「ことばの教室」・代表（教諭）丸山　勝雄
〈過疎地教育〉

新潟県中魚沼郡津南町立中津峡小学校・代表（校長） 庭野　忠男
〈幼児教育（幼稚園・保育所）〉

鳥取県倉吉市立上井第一保育園・代表（主任保母） 石賀サチ子
〈教育研究所の活動〉

北海道教育研究所連盟・代表（委員長） 斎 藤　　 実

■　第 27 回　　　1978 年（昭和 53 年）
〈小中高校の国語教育〉

滋賀大学教育学部附属小学校・教諭 吉永　幸司
〈小中高校の算数・数学教育〉

大分県別府市立鶴見小学校・教諭 松島桂太郎
〈小中高校の理科教育〉

栃 木 県 立 宇 都 宮 高 校・ 教 諭 篠原　尚文
〈小中高校の社会科教育〉

北九州市教育委員会たしろ少年自
然 の 家（ 福 岡 県 ）・ 指 導 主 事 池田　正光

〈道徳教育〉
福島県いわき市小学校教育研究会
道徳教育研究部・代表（部長）根 本　　 篤
宮城県亘理町立亘理中学校・教諭 斎藤　公隆

〈小中高校の生活指導〉
篠ノ井旭高等学校（長野県長野市）・代表（校長） 若林　繁太

〈障害児教育〉
徳島県立聾学校幼稚部・代表（主事） 安 川　　 宏
神 戸 市 小 学 校 教 育 研 究 会
心身障害児教育研究部・代表（部長） 溝 下　　 宏

〈幼児教育〉
奈良県田原本町立南幼稚園・代表（園長） 片岡　良一

■　第 28 回　　　1979 年（昭和 54 年）
〈国語教育〉

徳 島 県 立 城 北 高 校・ 教 諭 佐野　泰臣
〈算数・数学教育〉

山口県光市立室積小学校・教諭 原田　慶子
〈理科教育〉

埼玉県秩父郡大滝村立上中尾小学校・代表（校長） 新井　肇司
青 森 県 立 青 森 高 等 学 校・ 教 諭 石 戸　　 励

〈社会科教育〉
千葉県東金市立城西小学校・代表（校長） 加瀬　国雄

〈情操教育〉
栃木県真岡市立中村中学校・代表（校長） 榎戸　隆夫
東京都足立区立寺地小学校・教諭 江藤　勝久

〈障害児教育〉
京都府立与謝の海養護学校・校長 青木　嗣夫

〈幼児教育〉
秋田県南秋田郡飯田川町立若竹幼児
教 育 セ ン タ ー・ 飯 田 川 保 育 園 長 石川　郁子

〈社会教育活動〉
群馬県邑楽郡明和村立明和西小学校・PTA 前会長 渡 辺　　 茂

〈教育研究所の活動〉
新潟県地区理科教育センター研究協議会・会長 風巻　友重

■　第 29 回　　　1980 年（昭和 55 年）
〈小中学校の国語教育〉

福井県坂井郡丸岡町立平章小学校・教諭 松本千代子
〈算数・数学教育〉

静岡県浜松市立北小学校・教諭 高橋　莞爾
〈理科教育〉

新 潟 県 立 新 潟 盲 学 校・ 教 諭 金安　健一
〈情操教育〉

茨城県新治郡桜村立桜中学校・教諭 飯野五十吉
〈障害児教育〉

佐賀県立金立養護学校養訓部・代表（教諭） 重松　康雄
〈幼児教育〉

岐阜県瑞浪市立瑞浪幼稚園・代表（園長） 尾石　安正
学校法人高千穂学園高千穂幼椎園（東京都）・園長 久野登久子

〈学校の指導・運営〉
鳥取県鳥取市立美保小学校・代表（校長） 木下　政雄

〈社会教育活動〉
千葉市婦人大学セミナー・代表 国吉　君子

■　第 30 回　　　1981 年（昭和 56 年）
〈国語教育〉

東京都立足立西高等学校・教諭 清水　和夫
〈算数・数学教育〉

福島県立二本松工業高校数学科・代表（教諭） 本間　正幸
〈理科教育〉

千葉市立北貝塚小学校・代表（校長） 小山　天祐
〈社会科教育〉

千葉市立千城台南中学校・教諭 安藤　一郎
千葉市立千城台南中学校・教諭 本保　弘文

〈言語教育〉
東京都目黒区立東山小学校・代表（校長） 榊原　烋一

〈障害児教育〉
大 分 県 立 別 府 養 護 学 校・ 教 諭 宇都宮鏡子

〈児童生徒指導・情操教育〉
広島県尾道市立長江中学校・教諭 八ッ塚　実

〈学校の指導・運営〉
東京都文京区立湯島小学校・代表（前校長） 小沢恒三郎

〈社会教育活動〉
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広島市立安西小学校ＰＴＡ会長 沖　　 繁
〈教育活動・教育政策の研究・実践〉

静岡県清水市教育委員会・代表（教育長） 油井　猛治
栃木県宇都宮市立雀宮中学校・教諭 長岡　孝之
栃木県宇都宮市立姿川中学校・教諭 綱 川　　 浄

■　第 31 回　　　1982 年（昭和 57 年）
〈国語教育〉

清心女子高校（岡山県倉敷市）・教諭 光元　聡江
〈算数・数学教育〉

宮城県仙台市立南小泉中学校・教諭 久 道　　 登
〈理科教育〉

関 の 自 然 を 調 べ る 会・ 代 表
（岐阜県関市立下有知小学校校長） 山口常二郎

〈社会科教育〉
長野県北佐久郡軽井沢町立軽井沢東部小学校・教諭 小林　秀夫

〈障害児教育〉
長崎県立長崎養護学校・代表（校長） 内堀　勝見

〈児童生徒指導〉
千葉県夷隅郡岬町立岬中学校・代表（校長） 菰田潤七郎

〈幼児教育〉
兵庫県姫路市立めぐみ保育所・所長 森 川　　 紅

〈学校の指導・運営〉
愛知県西尾市立室場小学校・代表（校長） 高須音次郎

〈教育活動・教育施策の研究・実践〉
千葉県立千葉商業高校・代表（校長） 久保田一麿

■　第 32 回　　　1983 年（昭和 58 年）
〈国語教育〉

千葉県富津市立吉野小学校・代表（教諭） 渡辺　さわ
〈算数・数学教育〉

東京都世田谷区立松原小学校・代表（教諭） 坪田　耕三
〈理科教育〉

長崎県北松浦郡小値賀町立小値賀中学校・教頭 真鍋　信義
〈社会科教育〉

千葉県夷隅郡岬町立長者小学校・代表（校長） 田中　益男
〈障害児教育〉

社会福祉法人「しいのみ学園」（福岡市）・園長 曻地　三郎
〈児童生徒指導〉

山口県美祢市立伊佐中学校・代表（校長） 原田　卓雄
〈幼児の教育〉

横浜市教育センター 幼児教育センター・所長 白石　伸子
神奈川県横浜市立小菅ヶ谷小学校・教諭 堀井　巳恵子

〈学校の指導・運営〉
新潟県新発田市立外ヶ輪小学校・代表（校長） 大滝　末次

〈社会教育活動〉
福岡県子供会研修隊連絡協議会・会長 宗村　道生

■　第 33 回　　　1984 年（昭和 59 年）
〈国語教育〉

福岡県八女郡黒木町立枝折小学校・代表（校長） 栗山シヅカ
宮城県栗原郡若柳町立畑岡小学校・教諭 吉田よし子

〈理科教育〉
富山県富山市立八人町小学校・代表（校長） 水 野　　 平

〈社会科教育〉
千葉県船橋市立高郷小学校・教諭 斎藤　武也

〈障害児教育〉
千葉市立検見川小学校まきのこ学級・代表（教諭） 金沢　義広
千葉市立検見川小学校まきのこ学級・代表（教諭） 奥村　兼弘

〈児童生徒指導〉
新 潟 県 南 魚 沼 郡 六 日 町 立 六 日 町
中学校 58 年度第三学年部・代表（教諭） 田村　賢一
千 葉 市 立 更 科 小 学 校・ 教 諭 福田　節子

〈社会教育活動〉

大 阪 市 立 こ ど も 文 化 セ ン タ ー 
「こども詩の会」 ・代表（神戸女子大教授） 足立　巻一

〈学校の指導・運営〉
東京都荒川区立日暮里中学校・代表（教諭） 桐山　京子

〈教育活動・教育施策の研究・実施〉
広島県工業教育検討グループ・代表

（ 広 島 県 立 広 島 工 業 高 校 校 長 ） 松 前　　 実

■　第 34 回　　　1985 年（昭和 60 年）
〈小中学校の国語教育〉

福島県郡山市立大島小学校・代表（元校長） 星　　 幸 雄
千葉県茂原市立茂原中学校・元教諭 渡辺　昇子

〈算数・数学教育〉
長崎県平戸市立獅子小学校・代表（校長） 真辺　静男

〈理科教育〉
東京都大田区立嶺町小学校・教諭 中馬　民子

〈社会科教育〉
島根県松江市立白潟小学校・教諭 森　　 泰

〈障害児教育〉
東京都立足立養護学校中学部・代表（教諭） 脇坂　順雄

〈児童生徒指導〉
奈良県王寺町立王寺小学校・教諭 池島　徳大

〈情操教育〉
埼玉県大宮市立指扇小学校・教諭 高橋　昭子

〈社会教育活動〉
大月市社会教育委員（山梨県）・元委員長 山口　英夫

〈教育活動・教育施策の研究・実践〉
静岡県立静岡工業高校（定時制）・教諭 小堀　一郎

■　第 35 回　　　1986 年（昭和 61 年）
〈国語教育〉

愛知県名古屋市立南光中学校・教諭 吉村　勇善
〈算数・数学教育〉

長 崎 県 郷 ノ 浦 町 立 初 山 小 学 校
算数科学習指導研究会・代表（校長） 末永　正幸

〈理科教育〉
東京都大田区立入新井第一小学校・教諭 三石　光子
埼玉県都幾川村立都幾川中学校・教諭 酒 井　　 克

〈社会科教育〉
福岡県北九州市立永犬丸西小学校・教諭 青 柳　　 睦

〈学校体育〉
千葉県大多喜町立西畑小学校・代表（校長） 渡辺　五郎

〈障害児教育〉
東京都立石神井ろう学校・代表（元教諭） 小川美佐子

〈児童生徒指導〉
千葉工商高校（千葉市）・教諭 林　　 芳 隆

〈学校の指導・運営〉
神奈川県川崎市立高津中学校・代表（教諭（応募時）） 馬場　英顕

〈社会教育活動〉
川崎市菅生こども文化センター企画会議委員 十文字美恵

■　第 36 回　　　1987 年（昭和 62 年）
〈国語教育〉

青森県八戸市立根城中学校・教諭 橋本　ヤス
〈算数・数学の教育〉

山口県立南陽工業高等学校・教諭 竹本　芳朗
〈社会科教育〉

新潟県長岡市立南中学校・教諭 小森ケン子
〈学校体育〉

岐阜県岐南町立東小学校・代表（校長） 吉田　豊一
〈障害児教育〉

福岡県北九州市立八幡西養護学校・教諭 原　　 敏 夫
〈学校の指導・運営〉

新潟県立新発田南高等学校・教諭 田中　洋一
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昭和女子大学附属昭和小学校（東京都）・代表（教頭） 巳波　瑠美
〈教育委員会・教育研究所の調査研究活動〉

群馬県松井田町教育委員会・代表（教育長） 小板橋文夫

■　第 37 回　　　1988 年（昭和 63 年）
〈国語教育〉

東京学芸大学附属世田谷中学校・教諭 高橋　俊三
〈理科教育〉

岡 山 県 立 玉 野 高 等 学 校・ 教 諭 宮崎　武史
福島県立福島女子高等学校・教諭 菅野　幸雄

〈児童・生徒指導〉
栃木県大田原市立大田原小学校・教諭 加藤　治朗

〈幼児の保育〉
東京都千代田区立錦華幼椎園・教諭 原田　愛子

〈障害児教育〉
秋田県立秋田養護学校・養護教諭 中村　幸子

〈学校の指導・運営〉
群馬県上野村立上野中学校・代表（教務主任） 大島　道男
山形学院高等学校「小さな親切の会」

（ 山 形 県 ）・ 代 表（ 顧 問 ） 堤　　 幹 夫
〈社会教育活動〉

若人の集い実行委員会（北海道八雲町）・代表（委員長） 高木　一哉
〈教育委員会・教育研究所の調査研究活動〉

千葉県柏市教育委員会・代表（教育長） 古谷　武雄

■　第 38 回　　　1989 年（昭和 64 年／平成元年）
〈国語教育〉

島根県桜江町立川越小学校・教諭 山田　澄子
〈算数・数学教育〉

岩手県一戸町立小鳥谷中学校・代表（校長） 野 里　　 広
〈理科教育〉

広島県世羅町立西大田小学校・代表（校長） 井上　右三
〈社会科教育〉

神奈川県川崎市立向丘中学校・教諭 永島　正雄
〈障害児教育〉

東京都練馬区立旭丘中学校・教諭 永野　佑子
〈学校の指導・運営〉

福岡県北九州市立山の口小学校・校長 和田　啓子
徳島県那賀川町立那賀川中学校・代表（校長） 稲 飯　　 章

〈社会教育活動〉
山梨県ボランティア協会・代表（事務局次長） 岡　　 尚 志
東京都世田谷区「自然の教室」・主宰 秋山　元冶

〈教育委員会・教育研究所の調査研究活動〉
栃木県足利市教育委員会・前教育長 中 村　　 章

■　第 39 回　　　1990 年（平成 2 年）
〈国語教育〉

静岡県立藤枝北高等学校・教諭 田中　宏和
〈理科教育〉

愛知県名古屋市立猪子石小学校・教諭 中野　光孝
工学院大学高等学校（東京都八王子市）・教諭 後藤　道夫

〈社会科教育〉
三重県伊勢市立東大淀小学校・代表（教頭） 塩崎　勝彦

〈幼児の教育〉
長 野 県 保 育 専 門 指 導 員 宮 崎　　 清

〈障害児教育〉
「直方に小規模通園施設をつくる会」
（ 福 岡 県 直 方 市 ）・ 代 表（ 会 長 ） 中島　康男

〈学校の指導・運営〉
福岡県北九州市立曾根中学校・校長 品川　洋子
宮城県栗原郡築館町立築館中学校・代表（教諭） 鈴木　信勇

〈社会教育活動〉
東京都多摩市立北豊ケ丘小学校
ゆりの木会課外活動委員会・代表 早川たか子

少年少女文化財教室（大阪府箕面市）・代表（主宰） 辻尾　栄市

■　第 40 回　　　1991 年（平成 3 年）
〈国語教育〉

茨城県阿見町立竹来中学校・教諭 中根　瑛子
〈算数・数学教育〉

山口県岩国市立通津小学校・代表（校長） 藤田　梅二
〈社会科教育〉

東京都荒川区立第二日暮里小学校・教頭 望月　公子
〈外国語教育〉

東京都豊島区立朝日中学校・校長 石川　英子
〈児童・生徒指導〉

盈進高等学校（広島県）・代表（教頭） 杉原　耕治
〈幼児の教育〉

東京都中央区立京橋朝海幼稚園・教諭 宇井　靖子
〈障害児教育〉

鳥取県立白兎養護学校・代表（校長） 徳永　好三
〈学校の指導・運営〉

静岡県静岡市立安東小学校・代表（校長） 山本　良苗
〈社会教育活動〉

広島県広島市中央公民館・代表（館長） 松原　明二
〈教育委員会・教育研究所等の調査研究活動〉

新潟県中学校教育研究会・代表（会長） 梅山　郁雄

■　第 41 回　　　1992 年（平成 4 年）
〈国語教育〉

青 森 県 立 五 戸 高 等 学 校・ 教 諭 川上　信子
〈算数・数学教育〉

愛知県知立市立知立中学校・教諭 三浦　祥志
〈理科教育〉

山口県防府市立牟礼小学校・校長 城　　 成 治
福 島 理 科 の 会・ 代 表（ 会 長 ）大室　幹男

〈社会科教育〉
岐阜県美濃加茂市立山手小学校・代表（校長） 渡 辺　　 均

〈外国語教育〉
福井県立武生東高等学校国際科・代表（教諭） 内田　勝夫

〈体育の教育〉
山口県阿武町教育委員会・派遣社会教育主事 新川　美水

〈障害児教育〉
ダウン症児の早期療育を進める会「ひまわりの会」・代表 岡部　伊子

〈児童・生徒指導〉
長野県中野市立高社中学校・元校長 竹内　隆夫

〈学校の指導・運営〉
茨城県石岡市立関川小学校・代表（校長） 入 澤　　 薫

〈社会教育活動〉
岩手県三陸町立甫嶺小学校・代表（校長） 高 橋　　 淳

■　第 42 回　　　1993 年（平成 5 年）
〈国語教育〉

神奈川県藤沢市立滝の沢小学校・教諭 阿部　直久
群馬県桐生市立東中学校・教諭 四分一　勝

〈算数・数学教育〉
山形算数・数学評価研究会・代表（会長） 山本　正明

〈社会科教育〉
東京都立秋留台高等学校・教諭 村野　光則

〈体育の教育〉
神奈川県藤沢市立小学校体育研究会 南　　 英 毅

〈幼児の教育〉
静岡県磐田市立東部小学校附属
南御厨幼稚園・代表（副主任）角皆　恵子

〈障害児教育〉
愛知県名古屋市立平田小学校・非常勤講師 堀田喜久男

〈学校の指導・運営〉
山口県美祢市立重安小学校・教諭 井上　葉子
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東京都北区立北中学校内不登校児童
生 徒 訪 問 指 導 室・ 嘱 託 員 島田　葉子

〈社会教育活動） 
群馬県生涯学習センター・代表（館長） 千吉良　覺

■　第 43 回　　　1994 年（平成 6 年）
〈国語教育〉

奈 良 県 立 添 上 高 等 学 校・ 教 諭 矢尾　米一
〈算数・数学教育〉

千葉県立船橋豊富高等学校数学科・代表 滝 沢　 洋
〈理科教育） 

栃木県宇都宮市立若松原中学校・教諭 南木　義男
〈社会科教育〉

千葉県市川市立第八中学校・教諭 竹澤　伸一
〈生活科の指導〉

東京都江戸川区立大杉東小学校・教諭 宮原千香子
〈体育の教育〉

静岡県浜北市立新原小学校・代表（校長） 大石　修司
〈外国語教育〉

財団法人津田塾会 津田英語会・講師 股野　儷子
〈児童生徒指導〉

神奈川県大磯町立大磯中学校・代表 吉田　文彰
〈障害児教育〉

東 京 都 立 墨 東 養 護 学 校・ 教 諭 渡辺美佐子
〈社会教育活動〉

川崎市ふれあい館（神奈川県）・代表（館長） 裵　　 重 度
岐 阜 県 高 山 市 農 業 委 員 谷口いわお

〈学校の指導・運営〉
佐久島の教育を育てる会・代表 安井　克彦

■　第 44 回　　　1995 年（平成 7 年）
〈国語教育〉

兵庫県神戸市立湊小学校・教諭 鹿島　和夫
大阪教育大学附属平野中学校・教諭 辻井　義彦

〈算数・数学教育〉
東京都大田区立道塚小学校・教諭 横山美登里

〈理科教育〉
千 葉 県 立 船 橋 高 等 学 校
リニアモーターカー同好会・代表（教諭） 大山　光晴

〈社会科教育〉
埼玉県飯能市立飯能第一中学校・教諭 福田　英樹

〈生活科の教育〉
三重県四日市市立常磐西小学校・教諭 宮沢知可子

〈体育の教育〉
福島県大信村立信夫第一小学校・代表（校長） 鈴木　紳一

〈児童生徒指導〉
長野県佐久市立中込小学校・前校長 木内　保敬

〈学校の指導・運営〉
広島県深安郡神辺町立神辺小学校・教諭 妹尾　敬士

〈障害児教育〉
東京都立小金井養護学校・前教頭 前迫美知子

■　第 45 回　　　1996 年（平成 8 年）
〈国語教育〉

盈進中学校（広島県）・代表（校長）杉原　耕治
〈算数・数学教育〉

広島県福山市算数教育研究会・代表 紺谷　光男
〈理科教育〉

富山県立大門高等学校 理科部・代表（教諭） 藤井　修二
〈社会科教育〉

東京都目黒区立田道小学校・教諭 望月みどり
〈外国語教育〉

茨城県十王町立十王中学校・教諭 大内　富夫
〈学校の指導・運営〉

神奈川県川崎市立南菅中学校・校長 芳野　菊子
千葉県八千代市立米本南小学校・代表（校長） 田 中　　 強

〈地域社会教育活動〉
茨城県総和町立西牛谷小学校・元ＰＴＡ会長 長浜　音一

〈教育カウンセリング〉
大 阪 府 立 松 原 高 等 学 校・ 教 諭 佐 谷　　 力
東京都八王子市立第一中学校・委嘱スクールカウンセラー 黒沢　幸子

■　第 46 回　　　1997 年（平成 9 年）
〈算数・数学教育〉

川崎市立中学校数学科図形教育研究チーム・代表（校長） 馬場　英顕
〈理科教育〉

福岡県北九州市立鴨生田小学校・代表（校長） 小山田鈴子
〈社会科教育〉

愛知県下山村立下山中学校・教諭 川合　英彦
〈生活科・総合学習〉

兵庫県教育委員会阪神教育事務所・指導主事 松田　智子
〈体育の教育〉

神奈川県横浜市立南小学校・代表（校長） 安武　寿雄
〈外国語教育〉

白百合学園中学高等学校（東京都）・教諭 桑原　雅乃
〈児童生徒指導〉

高知市立高知商業高等学校・教諭 岡﨑　伸二
埼玉県川越市立寺尾中学校・教諭 山崎　祐一

〈学校の指導・運営〉
千葉県立君津農林高等学校・教諭 宗政　恒興

〈地域社会教育活動〉
千葉県習志野市立秋津小学校・代表（校長） 宮 崎　　 稔

〈障害児教育〉
京都市立新道小学校弱視教室・代表（教諭） 中東　朋子

■　第 47 回　　　1998 年（平成 10 年）
〈国語教育〉

大阪府立清水谷高等学校・教諭 清水　直樹
〈理科教育〉

福島県伊達町立伊達中学校・講師 菅野　サチ
〈社会科教育〉

愛知県豊田市立梅坪小学校・教諭 外山記代子
〈生活科・総合学習〉

愛知県蒲郡市立形原中学校・教諭 島内三都子
〈体育の教育〉

山口県防府市立新田小学校・教諭 水 野　　 昭
〈外国語教育〉

愛知県西尾市立花ノ木小学校・代表（教諭） 高橋　正治
〈児童生徒指導〉

岡山県笠岡市立新吉中学校・教諭 池本　文子
〈幼児教育・保育〉

東京都千代田区立和泉幼稚園・園長 佐瀬スミ子
〈学校の指導・運営〉

兵庫県立鈴蘭台高等学校・教諭 青島　成夫
〈地域社会教育活動〉

千葉県松戸自主夜間中学・代表 藤田　恭平
愛 知 県 立 港 養 護 学 校・ 教 諭 高 村　　 豊

■　第 48 回　　　1999 年（平成 11 年）
〈国語教育〉

京 北 中 学 校（ 東 京 都 ）・ 教 頭 川 合　　 正
共立女子第二中学・高校（東京都）・教諭 渡辺久仁子
秋 田 県 立 能 代 北 高 校・ 教 諭 貝田　桃子

〈算数・数学教育〉
お茶の水女子大学附属高校（東京都） 室岡　和彦

〈理科教育〉
滋賀県安土町立老蘇小学校・教諭 西川　伸一

〈生活科・総合学習〉
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愛知県碧南市立中央中学校・教諭 金子てる子
〈体育の教育〉

奈良県大和高田市立高田小学校・教諭 西 川　　 潔
〈外国語教育〉

常葉学園高校（静岡県）・教諭 永倉　由里
〈児童生徒指導〉

大 阪 府 立 門 真 西 高 校・ 教 諭 佐 藤　　 功
〈教育カウンセリング〉

よりよい子供の育ちを考える会・代表 市川　紀史
〈学校の指導・運営〉

愛知県名古屋市立西陵商業高校・教諭 影 戸　　 誠
新潟県十日町市立飛渡第一小学校・代表（校長） 根津敬一郎

〈地域社会教育活動〉
庄内地域づくりと子育て・文化協同の会・代表 塩野　俊治

〈障害児教育〉
障 害 児 基 礎 教 育 研 究 会・ 代 表 水 口　　 浚

■　第 49 回　　　2000 年（平成 12 年）
〈国語教育〉

東京都品川区立立会小学校・代表（校長） 長谷川清之
〈理科教育〉

上越教育大学附属中学校（新潟県）・教諭 熊 木　　 徹
〈社会科教育〉

三重県四日市市立日永小学校・教諭 伊藤　浄二
〈生活科・総合学習〉

横浜市教育センター（神奈川県）・専任研究員 鷲山龍太郎
愛知県岡崎市立六ツ美北部小学校・教諭 都築真美子

〈体育の教育〉
徳島県阿南市立橘小学校・教諭 小笠　明寛

〈児童生徒指導〉
福 島 県 立 石 川 高 等 学 校・ 教 諭 庄司　一幸

〈学校の指導・運営〉
宮城県北上町立相川小学校・校長 菅原　義一
長野県塩尻市立片丘小学校・校長 手塚　恒人

〈地域社会教育活動〉
愛知県岡崎市立秦梨小学校父母教師会・代表 鈴木　好彦

〈幼児教育・保育〉
東京都新宿区立戸塚第三幼稚園・教諭 三本　敦子

■　第 50 回　　　2001 年（平成 13 年）
〈国語教育〉

滋 賀 県 立 甲 西 高 等 学 校・ 教 諭 猪飼由利子
〈算数・数学教育〉

宮 城 県 立 ろ う 学 校・ 教 諭 中村　好則
〈理科教育〉

和洋国府台女子高等学校（千葉県）・教諭 栗谷川　晃
〈社会科教育〉

東 京 都 立 町 田 高 等 学 校・ 教 諭 本杉　宏志
〈生活科・総合学習〉

福島県福島市立清水中学校・教諭 柳沼　宏寿
徳島県上勝町立上勝小学校・教諭 藤本　勇二

〈外国語教育〉
女子聖学院中学校高等学校（東京都）・教諭 山下ルミ子

〈児童生徒指導〉
和歌山県和歌山市立貴志中学校・教諭 小笠原登志美

〈学校の指導・運営〉
愛知県額田町立大雨河小学校・教諭 荻野　嘉美

〈地域社会教育活動〉
栃 木 県 立 栃 木 工 業 高 等 学 校 国 際
ボランティアネットワーク・代表（生徒会長） 門澤　美治
愛 知 学 泉 短 期 大 学 神谷　良夫
愛 知 市 民 教 育 ネ ッ ト 毛受　芳高

〈障害児教育〉
マ ジ カ ル ト イ ボ ッ ク ス・ 代 表 吉澤　千恵

〈音楽教育〉
立 教 小 学 校（ 東 京 都 ）・ 教 諭 志村　尚美

■　第 51 回　　　2002 年（平成 14 年）
〈国語教育〉

静岡県浜松市立高等学校・教諭 堀江マサ子
〈算数・数学教育〉

東京学芸大学教育学部附属世田谷中学校・教諭 羽住　邦男
〈理科教育〉

埼玉県立越谷北高等学校・教諭 清水　龍郎
〈社会科教育〉

山口県大島郡久賀町立椋野小学校・教諭 桑原　真洋
〈生活科・総合学習〉

新潟県新潟市立真砂小学校・教諭 藤橋　一葉
東京都大田区立矢口小学校・教諭 中村　泰之

〈体育の教育〉
岐阜県下呂町立下呂小学校・代表（校長） 今 村　　 豊

〈外国語教育〉
昭和女子大学附属昭和小学校（東京都）・代表 小泉　清裕

〈児童生徒指導〉
埼玉県羽生市立東中学校・教諭 加 藤　　 昭

〈教育カウンセリング〉
大 阪 府 立 松 原 高 等 学 校・ 教 諭 佐 谷　　 力

〈学校の指導・運営〉
東京都板橋区立金沢小学校・校長 高山　厚子

〈地域社会教育活動〉
東京都立市ヶ谷商業高等学校・教諭 千葉　勝吾

〈幼児教育・保育〉
大 阪 府 立 芥 川 高 等 学 校・ 教 諭 高橋　眞子

〈美術教育〉
東京都品川区立第三日野小学校・代表（教諭） 内 野　　 務

■　第 52 回　　　2003 年（平成 15 年）
〈国語教育〉

愛知県北設楽郡設楽町立田口小学校・代表（校長） 藤本　好男
〈算数・数学教育〉

田園調布雙葉中学高校（東京都）・教諭 足立久美子
〈理科教育〉

福井県福井市立明倫中学校・教諭 宇野　秀夫
〈社会科教育〉

埼 玉 県 立 所 沢 北 高 校・ 教 諭 水 村　　 裕
〈生活科・総合学習〉

長野県小県郡丸子町立丸子北中学校・教頭 小室　邦夫
大 阪 府 立 城 山 高 等 学 校・ 教 諭 中村　和幸

〈学校の指導・運営〉
青森県立柏木農業高等学校・教諭 佐藤　晋也

〈地域社会教育活動〉
千葉県立四街道養護学校教諭 ／ 
NPO 法人あかとんぼ福祉会理事長 松浦　俊弥

〈障害児教育〉
神奈川県立平塚ろう学校・教諭 佐渡　雅人

〈音楽教育〉
千葉大学教育学部附属小・中学校・講師 桐 原　　 礼

■　第 53 回　　　2004 年（平成 16 年）
〈国語教育〉

東京都羽村市立羽村第二中学校・教諭 水野　美鈴
〈算数・数学教育〉

新潟県魚沼市学習指導センター・指導主事 松沢　要一
〈理科教育〉

神奈川県三浦市教育委員会学校教育課・指導主事 益田　孝彦
〈社会科教育〉

東京都杉並区立和田中学校・教諭 杉浦　元一
〈生活科・総合学習〉
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福岡教育大学附属福岡小学校・教諭 光延正次郎
〈保健・体育の教育〉

茨城県つくば市立竹園西小学校・教諭 新井　清司
〈外国語教育〉

兵庫県伊丹市立伊丹高等学校・教諭 久保　裕視
〈児童生徒指導〉

沖 縄 県 立 北 部 工 業 高 校・ 教 諭 比 嘉　　 靖
〈学校の指導・運営〉

宮城県七ヶ浜町小・中学校校長会・代表（町教育長） 中津川伸二
〈地域社会教育活動〉

長野俊英高等学校郷土研究班（長野県）・代表（顧問） 土屋　光男
神奈川県川崎市臨港中学校区地域教育会議・事務局長 宮越　隆夫

〈幼児教育・保育〉
学校法人大泉菁莪学園ほうや幼稚園（東京都）・副園長 鈴木　朋子

〈美術教育〉
福岡県福岡市立愛宕小学校・教諭 馬場　真弓

■　第 54 回　　　2005 年（平成 17 年）
〈国語教育〉

文部科学省海外子女教育指導員（欧州統括） 富澤　敏彦
〈算数・数学教育〉

東京都中野区立桃丘小学校・教諭 吉田　映子
〈理科教育〉

長崎県立長崎西高等学校・教諭 田 中　　 清
〈生活科・総合学習〉

香川県木田郡庵治町立庵治第二小学校・教諭 佐々木広子
今治明徳高等学校矢田分校（愛媛県）・教諭 藤本　文昭

〈保健・体育の教育〉
岩手県種市町立宿戸中学校・校長 渡邉不二夫

〈外国語教育〉
滋賀県立草津東高等学校・教頭 山岡　憲史

〈児童生徒指導〉
東京都多摩市立多摩中学校・校長 山本　修司

〈教育カウンセリング〉
香川県警察本部生活安全部少年課・課長補佐 香川　雅之

〈学校づくり〉
山形県羽黒町立（現鶴岡市立羽黒）第三小学校・前校長 佐々木勝夫
香川県高松市立仏生山小学校・校長 古沢　博美

〈地域社会教育活動〉
山口県立下関商業高等学校・養護教諭 石田　法子
大 阪 府 立 農 芸 高 等 学 校・ 教 諭 石田　真一

〈障害児教育〉
東京都立城南養護学校・代表（研究部主任） 川上　康則

■　第 55 回　　　2006 年（平成 18 年）
〈国語教育〉

茨城県下妻市立豊加美小学校・代表（校長） 堤　　 光 子
〈算数・数学教育〉

岩手県花巻市立八重畑小学校・代表（校長） 三田村幸治
〈理科教育〉

香 川 県 立 丸 亀 高 等 学 校・ 教 諭 川村　教一
〈社会科教育〉

岡山県倉敷市立多津美中学校・教諭 野﨑　洋子
〈生活科・総合学習〉

愛知県名古屋市立東築地小学校・教諭 酒井喜八郎
〈児童生徒指導〉

三重県いなべ市立員弁中学校・教諭 出口　省吾
〈教育カウンセリング〉

埼玉県教育局・南部教育事務所・指導主事 児玉　裕子
〈学校づくり〉

長 野 県 豊 科 高 等 学 校・ 教 諭 穂 苅　　 稔
〈地域社会教育活動〉

NPO 法人霧島食育研究会（鹿児島県） 千葉しのぶ
〈美術教育〉

埼 玉 県 立 浦 和 高 等 学 校・ 教 諭 波田野公一

■　第 56 回　　　2007 年（平成 19 年）
〈国語教育〉

宮城県仙台市立北仙台中学校・教諭 中村　大輔
〈算数・数学教育〉

山梨大学教育人間科学部附属中学校・教諭 清水　宏幸
〈理科教育〉

山 口 県 立 厚 狭 高 等 学 校・ 教 諭 児玉伊智郎
〈社会科教育〉

慶應義塾湘南藤沢中・高等部（神奈川県）・講師 金杉　朋子
〈生活科・総合学習〉

千葉県千葉市立高洲第二小学校・教諭 山㟢　早苗
〈保健・体育の教育〉

奈良県生駒市立あすか野小学校・教諭 前田　香織
〈外国語教育〉

福岡県大野城市立大野南小学校・教諭 上原　明子
〈児童生徒指導〉

高 知 市 立 横 浜 小 学 校・ 教 諭 汲田喜代子
〈学校づくり〉

東京都港区立港陽小学校・校長 角田美枝子
〈地域社会教育活動〉

阿波木偶人形会館（徳島県）・館長 多田　健二
〈障害児教育〉

鳥取県鳥取市立浜坂小学校・教諭 鈴木　伝男
〈音楽教育〉

埼玉県さいたま市立本太中学校・教諭 森角由希子

■　第 57 回　　　2008 年（平成 20 年）
〈国語教育〉

兵庫県三田市立けやき台小学校・教諭 伊崎　一夫
〈算数・数学教育〉

東京学芸大世田谷中学校・教諭 山崎　浩二
〈社会科教育〉

青 山 学 院 高 等 部・ 教 諭 松本　通孝
成 蹊 中 学・ 高 等 学 校・ 教 諭 日髙　智彦

〈生活科・総合学習〉
愛知県西尾市立寺津小学校・校長 高 橋 正 治

〈保健・体育の教育〉
埼玉県越谷市立鷺後小学校・教諭 岩本　利夫

〈外国語教育〉
岩手県一関市立一関中学校英語科代表 教頭・千田幸範

及川　千佳
佐藤　久美
小野寺明子
富 山　　 彩

〈児童生徒指導〉
滋賀県長浜市立西中学校・教諭 澤　　 豊 治

〈学校づくり〉
東京都練馬区立豊玉南小学校代表（研究主任担当） 遠田　公博

〈地域社会教育活動〉
青森県立八戸第二養護学校・教諭 西里　俊文

〈美術教育〉
川崎市立はるひ野小中学校教諭 川合　克彦

■　第 58 回　　　2009 年（平成 21 年）
〈国語教育〉

千葉大学教育学部付属小学校教諭 大 木　　 圭
〈算数・数学教育〉

山 口 県 立 岩 国 高 等 学 校 教 諭 西元　教善
〈理科教育〉

青 山 学 院 高 等 部 教 諭 池 田　　 敏
〈社会科教育〉

本郷学園本郷中学高等学校教諭 横山　省一

11最優秀賞受賞者名簿 



〈生活科・総合学習〉
兵庫県篠山市立大山小学校教諭 酒井　達哉

〈教育カウンセリング〉
徳島市立上八万小学校カウンセリング
研究会代表徳島市立上八万小学校教諭 辻 　 映 子

〈学校づくり〉
静岡県立磐田農業高等学校代表 塚本行博校長

〈地域社会教育活動〉
大森学園高等学校 生徒会ボランティア教諭 安 達　　 毅

〈地域社会教育活動〉
NPO 法人グリーンウッド自然体験教育センター 辻英之代表理事

梶さち子会長
〈特別支援教育〉

吹 田 市 立 教 育 セ ン タ ー 主 幹 森田　安徳
吹田市立吹田第三小学校指導教諭 辻本　裕子

〈音楽教育〉
川 崎 市 立 藤 崎 小 学 校 総 括 教 諭 志村　恵子

■　第 59 回　　　2010 年（平成 22 年）
〈国語教育〉

岡山県赤磐市立吉井中学校・教諭 北川久美子
〈算数・数学教育〉

高 知 県 土 佐 教 育 研 究 会 久保　博行
松下　泰三

室 戸 市 立 吉 良 川 小 学 校・ 教 諭 矢田　敦之
〈理科教育〉

石 川 県 立 翠 星 高 等 学 校・ 教 諭 宮 下 正 司
〈社会科教育〉

大阪府高槻中学・高等学校・教諭 楊田　龍明
〈生活科・総合学習〉

新潟県長岡市立上組小学校・教諭 水谷　徹平
〈外国語教育〉

ノートルダム学院小学校（京都市）・教頭 行田　隆一
〈児童生徒指導〉

東京都府中市立府中第三中学校・元教諭 高橋　芳宏
〈教育カウンセリング〉

東京女学館中学高等学校・教育相談室長 渡邉　正雄
〈学校づくり〉

学 校 法 人 明 晴 学 園・ 教 頭 榧　 陽 子
〈地域社会教育活動〉

鹿児島市立清水小学校・前校長 池田　昭夫
清水小学校水泳同好会・前会長 有薗　良一

〈幼児教育・保育〉
社会福祉法人高原福祉会・理事長 高橋　保子

〈美術教育〉
東京都多摩市立北豊ｹ丘小学校・主任教諭 柴 﨑　 裕

■　第 60 回　　　2011 年（平成 23 年）
〈国語教育〉
　埼玉県立浦和第一女子高校・講師 長島　猛人

〈算数・数学教育〉
　大阪教育大学付属池田中学校数学科代表・（副校長） 上原　昭三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教諭）  山戸　正啓

〈社会科教育〉
　興南学園興南中学校（那覇市）・教諭 門林　良和

〈生活科・総合学習〉
　茨城県水戸市立稲荷第一小学校・教諭 池田　裕子

〈外国語教育〉
　愛知県豊橋市立青陵中学校・教諭 桃野己恵子

〈学校づくり〉
　静岡県浜松市立光明小学校・元校長 河島　秀夫

〈地域社会教育活動〉
　宇都宮市立旭中学校・教諭　 田 崎　　 透

〈特別支援教育〉
　福岡県久留米市立小森野小学校・教頭 山田　俊之

〈幼児教育・保育〉
　福井県教育庁地域サイエンス博士 山田　儀一

〈音楽教育〉
　千葉市立院内小学校・教諭　 桶田　加代

〈美術教育〉
　新潟県阿賀野市立笹岡小学校・教頭 青木　善治

■　第 61 回　　　2012 年（平成 24 年）
〈国語教育〉
　栃木県日光市立落合西小学校・教諭 見目　宗弘

〈算数・数学教育〉
　志の算数教育研究会（東京都）・代表 盛山　隆雄

加固希支男
山本　大貴
松 瀬　　 仁

〈理科教育〉
　出雲科学館（島根県）・名誉館長 曽我部國久

〈生活科・総合学習〉
　鹿児島県奄美市立伊津部小学校・教諭 中島賢太郎

〈外国語教育〉
　大阪女学院中学・高等学校（大阪市）・教諭 中藤　優子

〈児童生徒指導〉
　福井県鯖江市・立待小学校・教諭 岩堀　美雪

〈学校づくり〉
　大阪府立東百舌鳥高等学校・教諭 稲川　孝司

〈地域社会教育活動〉
　ウーマンズフォーラム魚（東京都）・代表 白石ユリ子

〈特別支援教育〉
　神奈川県立金沢養護学校・副校長 渡邉　昭宏

〈音楽教育〉
　リトミック・ピアノ教室（名古屋市）・主宰 浦浜　麗名

■　第 62 回　　　2013 年（平成 25 年）
〈国語教育〉
　神奈川県大和市立西鶴間小学校・教諭 山根　幸一

〈算数・数学教育〉
　福井県越前市立吉野小学校・教諭 宮脇　真一

〈理科教育〉
　岡山県倉敷市立多津美中学校・教諭 難波　治彦

〈社会科教育〉
　千葉市立有吉小学校・教諭 江崎　広章

〈保健・体育の教育〉
　石川県加賀市立錦城小学校・代表（教諭） 釜親美和子

〈外国語教育〉
　鳥取県立鳥取西高校・教諭 辻中　孝彦

〈教育カウンセリング〉
　愛知県碧南市立大浜小学校・教諭 長田　洋一

〈学校づくり〉
　神奈川県立綾瀬西高校・総括教諭 竹 本 弥 生

〈地域社会教育活動〉
　神奈川県立中央農業高校・草花部顧問 高橋晋太郎

〈幼児教育・保育〉
　愛知県豊田市立平山こども園園内研究会・代表（保育士） 渡辺　紫乃

〈美術教育〉
　佛教大学教育学部特任教授 橋本　忠和

■　第 63 回　　　2014 年（平成 26 年）
〈国語教育〉
　岐阜県加茂郡白川町立白川小学校・代表（校長） 宮内智鶴子

〈算数・数学教育〉
　長野県屋代高等学校・附属中学校・教諭 横澤　克彦

〈理科教育〉
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　福島県福島市立渡利中学校・教諭 菅野　俊幸
〈生活科・総合学習〉
　教育研究グループ Shinka（兵庫県）
　代表　兵庫県三田市立武庫小学校・教諭 荒井　隆一

教諭 縄手　良孝
教諭 谷口　雅子

〈外国語教育〉
　徳島県美馬市立江原中学校・教諭 福 田　　 恵

〈児童生徒指導〉
　群馬県高崎市教育委員会・教育長 飯野　眞幸

〈教育カウンセリング〉
　新潟県燕市立燕中学校・教諭 吉澤　孝子

〈学校づくり〉
　横浜市立白幡小学校 平成 23・24・25 年度ＰＴＡ会長 藤 川　　 優

〈地域社会教育活動〉
　公益社団法人群馬県助産師会
　代表　同会会長　助産師　鈴木助産院院長 鈴木せい子

〈特別支援教育〉
　福井県立嶺南東特別支援学校・教諭 伊藤ゆかり

〈音楽教育〉
　千葉県鎌ケ谷市立西部小学校・教諭 鈴木　智恵

■　第 64 回　　　2015 年（平成 27 年）
〈国語教育〉

　茨城県結城市立江川北小学校・代表（研究主任） 小倉　康雄
〈算数・数学教育〉
　東京大学教育学部付属中等教育学校・教諭 小張　朝子

〈社会科教育〉
　北海道函館市立亀田中学校・教諭 川端　裕介

〈生活科・総合学習〉
　広島県福山市立常金中学校・代表（校長） 和田　啓介

〈保健・体育の教育〉
　岐阜県大垣市立綾里小学校・代表（校長） 前田　和典

〈地域社会教育活動〉
　千葉県立成田西陵高等学校・教諭 清水　敏夫
　認定特定非営利活動法人ふじみの
　国際交流センター・代表（理事長） 石井ナナエ

〈幼児教育・保育〉
　学校法人あけぼの学院認定こども園
　武庫愛の園幼稚園・代表（園長） 濱名　清美

〈美術教育〉
　福井県観光営業部文化振興課・主任 牧井　正人

■　第 65 回　　　2016 年（平成 28 年）
〈国語教育〉
　兵庫県立神戸甲北高等学校・教諭 荒 川　 稔

〈算数・数学教育〉
　広島大学附属中・高等学校・教諭 橋本　三嗣

〈理科教育〉
　慶應義塾幼稚舎・教諭 相場　博明

〈社会科教育〉
　埼玉県立いずみ高等学校・教諭 華井　裕隆

〈生活科・総合学習〉
　栃木県小山市立福良小学校・代表（校長） 中島　利雄

〈児童生徒指導〉
　大阪府堺市立三原台中学校・代表（教諭） 木田　哲生

〈地域社会教育活動〉
　認定特定非営利活動法人 NPO 高知市民会議・代表
　（プロジェクトマネージャー）　 尾崎　昭仁

〈特別支援教育〉
　千葉県立特別支援学校流山高等学園・主幹教諭 野 尻　　 浩

読売教育賞に関するお問い合わせ、募集要項のご請求は、読売新聞東京
本社編集局「読売教育賞」係（TEL03-6739-6713）にお願いします。
　また、ヨミウリ・オンライン（https://info.yomiuri.co.jp/contest/edu/
kyoiku.html）にも募集期間中には要項を掲載しています。
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